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　三日ほども前から、彼女、水みず本もと美み春はるはその白い部屋に籠こもりきりだった。

　清潔で、簡素で、無機質で、それでいて落ち着ける場所──

　空調がひっきりなしに乾いた空気を吐はき続けるその部屋で、彼女は乱雑に書類の散らかったデスクへ身を投げ出し、白衣の背を微かすかに上下させていた。

　無心に眠りこけるその顔には、淀よどむような濃こい疲労がある。

　化け粧しようっ気けのない肌はだは乾燥しきって、所々に白く粉が吹いていた。顔立ちが端たん正せいなだけに、そうした疲れはことさら顕けん著ちよに浮いて見える。

　六月中旬、深夜の研究室──そこに他の人影はない。今はただ、二十代後半の娘が一人、若い時間を机での睡眠につかっている。

　水みな門と市の郊外、真ま名な井い製薬の研究所には、まるで彼女しか残っていないような静せい寂じやくが満ちていた。

　広大な敷地にはいくつもの研究棟とうが建ち並び、一見すると大病院のようにも見える。しかし患かん者じやを治療することを目的とはしていない証拠に、その内部にベッドや医務室はなく、代わりに高価な研究資材が詰まっていた。

　国内有数の製薬メーカーである真名井製薬には、こうした研究施設が各地に点在している。

　部屋の電気はもうとっくに落ちて、天てん井じようには闇やみが広がっていた。デスクのスタンドだけが、たいした意味もなく煌こう々こうと白い光を放ち続ける。

　光の下、美春は夢も見ない眠りの中にあった。

　二十七の年齢にしては、その寝顔は子供のようにあどけなく──否定的にいえば、どこか精神的に未発達な気配を感じさせる。

　机の片かた隅すみから、携けい帯たいの着信音が響いた。

　眠りを妨さまたげられた美春は、時代劇のテーマ曲でつくった着メロを三フレーズほども聴いたのち、きしむ関節を動かして電話をとった。

　液えき晶しように通知された番号は、見慣れたものである。

「……もしもしぃ？」

　演技も必要ない相手と見て、美春は寝起きの声をそのまま絞しぼり出した。

『あ、お姉ちゃん？　……寝てた？』

　聞き慣れた妹の声は、電波を介してわずかに甲かん高だかく聞こえた。寝起きの鼓こ膜まくに、雑音と混じってきんきんと響く。

「──うん」

　美春は半はん眼めのまま、こくんと電話に頷うなずいた。

『その分だと、今日もそっちに泊まりなわけね』

「──うん」

『なんか声が死んでるけど、ちゃんと食べてる？　研究もいいけど、ほどほどにしてよね。それで、明日は帰ってこれるんでしょ？』

「──多分」

　妹の溜ため息いきが、掠かすれて耳みみ障ざわりに聞こえた。

『多分て何。お風呂だってもう三日も入ってないんでしょ？　ほんと、いい加か減げんにしときなよ。

　今日、室長さんから電話あったわ。お姉ちゃんが根こん詰つめ過ぎだから、私からも注意してくれってさ。どうせ一人で、三人分くらい働いてんだろうけど』

「──あのハゲ」

『……お姉ちゃんね。気き遣づかってくれてる人に、そーいう不ふ穏おん当とうな毒どく舌ぜつはやめなさい。いくらなんでも悪いから』

　十歳も年下の妹は、保護者じみた口調で言った。

「うん。でも絶対にハゲだから。カツラでごまかしてるけど」

　美み春はるは脂あぶらっぽい髪に指を突っ込み、軽く撫なでつけた。確かにここ数日、風呂に入った記憶がない。研究棟とうには備え付けの風呂場やシャワールームもあったが、仕事にかまけていて、その使用にまで気がまわらなかった。我が事ながら、年とし頃ごろの女とは思えない。

『とにかく、明日帰って来なかったら、マネージャーに頼んで迎えにいくからね。そのつもりで』

「──うん。じゃ、明日中に仕事終わらす」

『それをやめろっていってるんだってば！　お父さんだってそれで亡なくなったんだし、うちはただでさえ、過労になりやすい家系なんだからね！』

　電話口で、妹の冬ふゆ華かが大声を張った。俳優業で発声練習を重ねている身だけに、その声は必要以上によく通る。

　過労気味なのはお互い様と言おうとして、しかし美春は口をつぐんだ。冬華の過労は、自分という姉が不ふ甲が斐いないためでもある。

　研究者肌はだで生活能力に欠ける美春とは対照的に、冬華は高校に通いつつ、さらに俳優の仕事もしながら、家事の全般もこなしている。

　冬華が高校への進学とタレントデビューを機に、田舎いなかの祖父の元から転ころがり込んできたのが約一年前──

　食生活と部屋の衛生面で、美春が人並みの水準を保っていられるのは、ひとえに妹のお陰かげでもあった。

「──うん。わかった」

　母親に叱られているような錯さつ覚かくを寝覚めに感じて、美春はつい微笑を漏もらした。

『じゃあね。起こしちゃってごめん。ちゃんと寝直してよ』

「あ、ちょっと待って」

　妹が電話をきりそうになるのを、美み春はるは慌あわてて押し留めた。

『なに？』

「暇ひまできたらさ、二人で旅行でも……あ、そういえば冬ふゆ華か、近いうちに京都で撮影あるんだっけ？　私もそれに、ついていこうかな」

『……本気ぃ？』

　冬華の声は疑わしげだった。

「だめかな？」

『だめじゃなくて、それは嬉うれしいんだけど……急にどうしたの。やっぱ相当、疲れてるんでしょ？』

　声こわ音ねには、不ふ審しんよりも不安が強い。

「別に、なんとなく言ってみただけ。でも考えといてよ」

　まだ何か問いたげな妹を無視して、美春は手早く電話をきった。旅行嫌いの美春にしても、京都に行きたいわけではない。

　冬華の旅の予定は、ちょうど次の満月の夜に重なっていた。その夜に、できれば水みな門と市にいたくない。それだけのことである。

　資料に埋うずもれた机の端、そこに置かれた小さな写真立てに視線を動かす。

　写真立ての中には、制服姿の冬華と白衣の美春がいた。一年前、冬華の上京の時に撮った写真である。

　映っている場所は、この研究所の正門前だった。

　美春は大学院を経て真ま名な井い製薬へ就職し、今年でちょうど三年目になる。在学中から教授の手伝いで研究所に出入りしていたため、施設自体との関かかわりは七年を超えていた。

　研究所ではその間に数度の改築があり、内装もすっかり変わっていたが──美春の研究のテーマは、依い然ぜんとして変わっていない。

　オフィスチェアから立ち上がった美春は、暗い研究室の窓まど際ぎわに寄った。

　ブラインドを動かし、夜の敷地に視線を這はわせる。

　降り続ける雨の中──研究所の中には、深夜もつけっぱなしの灯あかりがぽつぽつと見えたが、そこに人の気配はあまり感じられない。

　研究所は、開発途上の水門市内でも、かなり外はずれの地区に位置していた。周囲にはまだ雑木林や荒れ地が多く残っており、コンビニはおろか、民家の一軒すらない。

　近代的なその研究施設だけが、静かな山中に浮いていた。

　意味もなく分厚い防音窓の向こうをしばらく眺めてから、美春はまたブラインドを閉じた。

　空調の効いた室内は乾燥しきっている。快適ではあったが、不自然で人工的な感は否いなめない。

　美み春はるは喉のどの渇かわきを覚えて、部屋の隅すみのポットから、ティーバッグで紅茶を淹いれた。

　すぐに桃のフレーバーティーの薄うす甘あまい香りが漂いはじめる。

　熱いマグカップを手にして、美春は席へ戻ろうと身を翻ひるがえした。

　その視界に、ふと黒い影がさす。

　ぎくりと立ちすくんだ美春は、自分より背の高い男の影をそこに見た。

　研究棟とうには、部外者を拒絶するセキュリティが施されている。目の前にいる人間は関係者だと、理性ではわかっていたが、深夜のオフィスに女一人という現実の前では、その理性も危あやうかった。

　いつのまに入ってきたかも知れない人影は、一歩ずつ、ゆっくりと近づいてくる。

　一歩ずつ、一歩ずつ──

　びたんっ。

　──こけた。

「いたたた……」

　スタンドから漏もれていた微かすかな灯あかりが、倒れた男の横顔にかかった。

　知らない顔──ではない。

「あ、所長？」

「ど、どうもこんばんは。ここは配線のせいで、絨じゆう毯たんが盛り上がってるんですね……こう暗いと、なかなか……」

　白衣に丸まる眼鏡メガネの男が、気弱げに笑っていた。
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　それが所長の真ま名な井い紳しん士しと確認するや、美み春はるは緊張を解く。

「大丈夫ですか？」

　駆け寄って、手を差し伸べた。

　所長の真名井は三十五歳の男盛りだが、幼い顔立ちのために二十代そこそこに見える。二十七の美春と並ぶと、どちらが年上かわからなかった。

「えぇ、すみませんね」

　真名井は苦笑しながら、美春の手と、手にした杖つえの双そう方ほうにすがって立ち上がった。片足が不自由なために、杖なしでは歩くこともままならない。

「こんな夜遅おそくまで、ご苦労さまです」

　若づくりの所長は、空いていた所員の椅い子すに腰を下ろした。

「通勤記録をチェックしていたら、まだ帰っていなかったものですからね。ひょっとしたらと思って来てみたんですよ。邪じや魔までしたか？」

　美春は微笑をつくって、首を横に振った。相手は雇やとい主ぬしである上に、世界を相手に商売する真名井グループ創設者の親族でもある。仮に邪魔であろうと、そうそうむげな態度はとれない。

「いいえ。邪魔なんてそんな。紅茶か何か、飲まれますか？」

　美春が問うと、真名井はわずかに鼻を動かした。

「あぁ、この匂におい、フレーバーティーですね。ティーバッグ、残ってます？」

「ありますけど……出がらしですよ。新しいの淹いれますね」

「いや、いいですいいです、薄いので。経費節減にもなりますから」

　おどけていう真名井に、美春は苦笑して頷うなずいた。

「ティーバッグ一つをケチらなきゃいけないほど、経営苦しいんですか？」

「いやいや、おかげさまで今期も収益は順調ですけどね。どうも貧びん乏ぼう性しようなんですよ、僕は」

　美春が差し出したマグカップを受け取ると、真名井は眼めを穏おだやかに細めた。

　美春は改めて席に着く。普ふ段だんは上司の室長に茶を淹れないどころか、逆に茶を淹れさせている。

「所長はどうして、こんなに遅おそくまで？」

「なに、野や暮ぼ用ようがありまして──それより、研究の方は順調ですか」

　美春は頷いて、わざとらしいほどの笑顔を向けた。

「えぇ。ここは設備も整っていますから、いろいろと助かってます」

「そうですか。確か、あなた達が扱っているテーマは……」

「神しん群ぐんの影響を抑おさえる抗こう生せい物質です。昨日までマウスを使って、レブルバハトの感染力を抑よく制せいする新薬の実験をしていたんですが──今日の午後、マウスが死亡しました。感染は抑制できたと思うんですが、同時に体内の免めん疫えき力りよくも落ちてしまって──実用には程遠い段階です」

　美み春はるはこころもち、声を落として言った。

　この所内でなければ、まともに喋しやべれる内容ではない。『迷めい宮きゆう神しん群ぐん』と呼ばれる正しよう体たい不明の存在と、彼らに関する研究は完全な部外秘の扱いだった。

「そう……死にましたか。やはりなかなか、手て強ごわいようですね」

　稚ち気きの抜けない真ま名な井いの顔に、ふと翳かげりが浮いた。

「ときに美春さんは、先輩方が『レブルバハト』を押さえた経緯いきさつを、御存知ですよね？」

　真名井の言葉に、美春はすぐさま首を縦に振る。

「もちろん。室長から聞かされて耳タコです」

「そうでしょう。もう十年ほども昔のことですが──あなたの父君が発見した神群、『黄昏たそがれの墓はか守もり』レブルバハトが爆発的に増ぞう殖しよくし、関係者が三ケタ単位で死亡しました。その中には、私やあなたの父君も混じっていたわけですが──」

　真名井の口調が深く沈んだ。

　美春の背に、冷たい汗がつたう。

　──まだ早い。早すぎる。『罠わな』が『発覚』するのは、未来の『満月』の晩でなければならない──

「あなたは、その悲劇を繰り返すつもりでしたね？」

　座ったまま上うわ目め遣づかいに、真名井の子供じみた眼めが美春を見み据すえた。

　その哀かなしげな眸ひとみの奥には、しかし静かな怒りが見てとれる。

「え？　どういうことですか？」

　ともすれば震えそうな喉のどをごまかし、美春は上じよう司しに困こん惑わくの微笑を向けた。俳優業の妹ほどではないにせよ、演技には自信がある。

　真名井は沈痛な、長い溜ため息いきを吐ついた。

「あなたの目もく論ろ見みは、とうに露ろ見けんしているんです。やってくれましたね。

　一週間前から今日にかけて、キャラバンの運営支部、それに山やま之の内うちさんの私し邸ていを含む各施設から、レブルバハトの『種子たね』を保持する鼠ねずみや害虫を多数発見──全すべて焼却しました。処理しそびれたものがないとも限りませんが、次の満月までには、もう対応できるはずです。もっとも、まだ至る所でいろんな方々が駆けずり回っている最中なんですけれどね」

　美春の微笑が、凍こおりついたまま固まった。

「……ばれないと思っていたのでしょう？　実際、危ないところだったんですよ。

　十年以上前に壊かい滅めつした甲こう院いん派はの置おき土産みやげに、詩し乃のさんという方がいましてね。この方は、神群の位置を第六感じみた感覚で把は握あくできるんです。そのご助言がなければ、次かその次の満月の晩に、キャラバン極東支部は壊滅的な打撃を受けていたことでしょう」

「待ってください！　私には、何のことだか──」

　美み春はるの声は奇き麗れいに裏返った。演技のためばかりでない。発覚してはならないことが発覚した──そのためでもある。

　真ま名な井いは二度三度と頷うなずいた。

「そう、万が一事件が発覚しても、あなたのことは発覚しないはずでした。種子たねをばらまいていったのは、あなたの協力者──人語も解せない兵隊達です。

　あなたは実験用のモルモットに、レブルバハトの種子を注射して、それぞれを主要施設の中に何匹も放した。後はそれこそネズミ算ですね。ネズミの汚物に触れた他のネズミ達や虫も、レブルバハトに感染していき、そして、レブルバハトは力を貯めた状態で、次の満月の晩を迎えるはずだった──」

　美春は嫌いや々いやをするように首を横に振った。

「そんな無む茶ちやな──第一、それってレブルバハトが勝かつ手てに再発生しているってことじゃないんですか？　私は何も知りません！」

　美春の言葉は真に迫っていた。疑われていることへの恐きよう怖ふを顔の前面に押し出し、ひたむきに真名井を見つめる。

　しかし真名井紳しん士しは、冷たい眼まな差ざしを緩ゆるめない。

「確かに、レブルバハトはただでさえ、複数の存在が予想される神しん群ぐんです。また重要な研究材料ですから、この研究所以外にも様々な施設に存在しています。あなたが裏で糸をひいていることなど、私たちに関知する術すべはない──」

　ポケットから出た真名井の手に、短いナイフが握られていた。光る刃先を目にして、美春の脚は小こ刻きざみに震えはじめる。

「あなたはそう思ったんでしょう？

　甘あまいんですよ。

　あなたは我々キャラバンに、どんな能力をもった者がいるか、少しも把は握あくしていない。

　詩し乃のさんの御助言で各所のネズミ狩がりをしたら、その中には種の違うネズミが何匹も混じっていました。ドブネズミとモルモット用のテンジクネズミでは、明らかに違いますからね。

　そして我々の仲間には、『獣じゆう王おう』のファウナというのがいるんです。彼女は動物の脳内に保存された光景を検けん索さくし、認識できます。

　彼女が見たマウスの頭の中には、レブルバハトの種子をマウスに注射するあなたの姿があったそうですよ。ファウナはあなたのことを知らないのに、あなたの似顔絵まで描いて見せました」

　真名井は白衣の胸ポケットから、四つに折りたたんだコピー用紙を取り出して机に広げた。

　一枚のデッサン画──そこから、美春は目を背そむける。

「もちろん、これがあなたを貶おとしめるための策さく略りやくである可能性もありますが──」

「それはないわ」

　手近な椅い子すに腰をおろした美み春はるは、マグカップの熱い紅茶を一気に飲み干した。味はほとんど感じなかったが、ただ熱さが喉のどと胃に染しみた。

「それで、私をどうする気？」

　開き直った美春の口調から、上じよう司しに対する敬語は消えていた。それは不安を感じての虚きよ勢せいでもある。

　真ま名な井いは、美春から逸そらした視線を床ゆかに据すえた。

「実は意見が分かれているんです。あなたは優秀な研究者ですからね。なにより──動機がわからないんです。

　何故なぜ、我々を裏切ったんです？　裏切る必要は少しもなかったはずだ。我々はあなたに生活を保証したし、研究の場所も機会も提供していた。正直、飼い犬に手を嚙かまれた心境です」

　真名井が苦にが々にがしげに呟つぶやいた。顔立ちが子供じみているだけに、表情はまるで駄だ々だをこねているようにも見える。

「失礼ね。残念ながら、私は犬じゃないの」

「──失礼。表現が悪かったようです。でも本当に……事情があるなら、うかがいたいんです」

「言わなくてもわかるでしょう？　あなたの立場なら、それくらい」

　美春は真名井の童顔を睨にらみつけた。

　その顔に困こん惑わくが浮くや、美春はたまらず声を荒げる。

「直接的にじゃなくても、お父さんを殺したのがあんた達だって、私が知らないとでも思ってた⁉　十一年前、うちの父が死んだのは、あなた達がレブルバハトに手を出したせいでしょ⁉」

　その勢いに、真名井の腰がわずかにひけた。

「死者に責任をかぶせたのは確かです。ですが、水みず本もとさんの死は、彼が──」

「そうね──お父さんが選択したこと。だけど、そうさせた原因はあなた達の上層部にあるの。それがわかってる？

　だからって勘かん違ちがいしないでね。私がここで研究をしていたのは、あなた達に復ふく讐しゆうするためじゃないし、父の仇かたきをとりたかったわけでもない。

　レブルバハトが──彼が可哀かわい想そうだったから。彼をあんな風にしたのはあなた達でしょう⁉　それを発見者の父のせいにして、あなた達はすっとぼけた。許せないのよ、そんなの！」

　一いつ気き呵か成せい、美春は嚙みつくように叫んだ。眺める真名井の視線は哀れむようで、それが余よ計けいに癇かんに障さわった。

「なんとかいったらどうなのよ！　あんた達が刺激したせいで、レブルバハトは増ぞう殖しよくなんて始めたんじゃない！　他の神しん群ぐんだって……責任とんなさいよ！」

　金切り声で喚わめきながら、美春は真名井に詰め寄った。

「ちょっと待ってください」

　真ま名な井いの声質が柔らかさを消し、硬かたく強く一変した。

「──僕らの〝前の〟世代が、過あやまちを犯おかしたことは認めます。あなたの言う通りだ。レブルバハトは、キャラバンが手を出したせいで、厄やつ介かいな存在に変わりました。

　だけど──あなたはその責任を、事件を知らない今の世代にも一いつ緒しよにぶつけるつもりですか？」

　低く押し殺したその声に、しかし美み春はるは怯ひるまなかった。

「世代なんて関係ないでしょ！　やってることは今も少しも変わってないじゃない。

　私は、あんた達が責任逃れし続けて、その上、まだ同じことをやってるのが気に入らないの！　レブルバハトだけじゃない。パナンゾロンだってレティスマだってラドゥーティだって！　みんな、あんた達が余よ計けいな手出ししなきゃ、今だって平和に過ごせてたはずじゃない！

　あんた達が手を出したせいで、何人の人間と神しん群ぐんが死んだか──わかってんの……？」

　語尾は涙声に掠かすれていた。

「──認めますよ」

　怨うらむような美春の涙なみだ眼めに対して、真名井はしかし、少しも動じる気配がなかった。そこには悟さとりにも似た静かな悲ひ哀あいがうかがえる。

「けれど、将来においてはわからない。

　あなたは神群の影響を受ける人間を、これ以上に増ふやしたいんですか？　そんなことになったら、世界はどうなることか……

　カーマイン派の選民思想がいい例です。奴やつらは、一般人を『下級種族』と本気で思っています。神群を発見したら、カーマイン達が利用する前に狩かる──それが、抑よく制せい力りよくとしての我々、山やま之の内うち派の存在意義です。

　異い能のう者しやが、そうでない人間を支配する世界──あなたは、そんな世の中が来て欲しいんですか？」

　美春は鼻先で笑った。

「……ただの方ほう便べんよ、そんなの。第一、今の状況を考えなさい。あんた達だって、私ら一般人を『支配』しているじゃない。その自覚がないだけで、あんた達の強制力はもう、世界中に及んでいるわ。それは所長さんだって、もうわかってるんでしょ」

　興奮した美春の声には、押し留めることのできない熱が籠こもっていた。

「確かに、山之内派は大きくなりすぎました。一部が暴走している感もあります」

　呟つぶやく真名井の声には、自らの身を斬きるような痛みがあった。

「けれど、僕らはそれでもやめるわけにはいきません。僕らが投げ出したら、それこそ世界は──」

「私はあんた達がいなくなれば、少しはマシになると思うわ。人類にとってじゃなくて、『神群』にとって、かもしれないけれど」

　真ま名な井いの視線が、美み春はるを見み据すえて固まった。

「──あなたは、神しん群ぐんのことが好きなんですね？」

「えぇ。彼らは人間より、ずっと平和で優やさしいもの。少なくとも、レブルバハトはそう」

　美春は心しん底そこから思いつつ、しかしこれまで口にできなかった本ほん音ねを呟つぶやいた。

　黄昏たそがれの墓はか守もり・レブルバハトを巡っては、何百という命が散った。しかしそれらはいずれも、レブルバハトがその意志で殺した命ではない。

　真に罪を犯したのは、その力を誤った方向に動かした人間達──山やま之の内うち派幹部の面々である。少なくとも、美春はそう信じて疑っていない。

「──つまり、平行線、ですか」

「──そうね。でも、私はすっきりしたわ」

　美春は呟いて、大きく息を吐はいた。

　真名井は美春から視線を逸そらし、しばらく黙もつ考こうした後で、また重い口を開いた。

「あなたは、我々を裏切りました。さっきも言いましたけれど、その責せめについて、幹部達の意見は真っ二つに分かれています。優秀な研究者でもありますし、あなたには妹さんもいます。その妹さんを人ひと質じちにして、隔かく離りされた研究所に幽ゆう閉へいしようというのがまず一案……」

　それを聞くや、穏おだやかさを取り戻しつつあった美春の顔つきは一変した。

「待ってよ！　あの子は、キャラバンとは無関係なのよ⁉」

　真名井は静かに首を振った。

「上の連中が手段を選ばないことぐらい、あなたもよく知っているはずです。もう一案あります。あなたの裏切りが決定的な場合──後こう顧この憂うれいを絶つ意味でも、ひと思いに殺してしまえという案です」

「その案はどうせ、華かヶが瀬せか仙せん崎ざき達でしょ。あの暴力馬ば鹿か──」

　美春はきつく真名井を睨にらみつけた。

「この二案に真っ二つに分かれていて──決定権は、直接の上じよう司したる僕に委ゆだねてもらいました。

　……あなたは、どっちがいいですか？」

「ひと思いに殺やっちゃって。妹にだけは、迷めい惑わくかけたくないの」

　美春は即答した。

　真名井は、無視を決め込むように眼めを閉じる。

「ここで吐き出したことは、聞かなかったことにしてもいいんです。妹さんのこともあると思いますが、なんとか考えなおせませんか？　あなたがもし、これからもう裏切らないと誓ってくれるなら、僕は──」

「気休めはやめて」

　美春は鼻先で笑った。

　山之内派の末まつ端たんが、どうでもいい『裏切者』の『人質』をどう扱うか──そのことを、美春は頭にくるほどよく知っていた。困ったことに妹の冬ふゆ華かは、姉のひいき目を抜きにしても、可か憐れんで人目を惹ひきすぎる。そんな妹が人ひと質じちになれば、何をされるかは眼めにみえていた。

「冬華にちょっとでも手ぇだしたら、誰だれだろうと殺すわよ。さっくりとね」

　美み春はるは、口許だけを引きつらせるようにして笑った。

　覚かく悟ごはすぐに決まった。

　計画を練ねりはじめた頃ころから、もし失敗したらということは考えていた。だから、失敗しても『発覚』しない方法を選んだつもりだったが──詰めが甘あまかったらしい。発覚しないことが前提の『裏切り』だっただけに、それが発覚した以上、選せん択たく肢しはもう残っていない。

「──それが、答えなんですね」

　真ま名な井いの視線が床ゆかに落ちた。

「非常に──非常に、残念、です」

　掠かすれ声で呟つぶやく真名井を、美春は険けわしすぎる眼のままに笑った。

「そんな湿っぽい演技はいいわよ。それよりあの子のこと、あなたに頼んでいい？」

　美春が見つめる真名井の童顔が、いぶかしげに歪ゆがんだ。

「私が死んだ後──もしキャラバンの奴やつらが、あの子に手を出そうとしたら、私の代わりにあなたが守って。この私を殺すんだもの、それくらいの責任はとってもらわなきゃ」

　要求をつきつけると、真名井は寂さびしげな微笑を浮かべて頷うなずいた。

「──引き受けます。少しは、信用してくれているんですね？」

「うぬぼれないでよ。他ほかに頼む相手がいないじゃない。それから、私の死に方にも気をつかってね。あの子が──あなた達を疑わないように」

　過労死だったはずの父の死を疑った美春は、すぐに『キャラバン』の存在にたどりついた。妹の冬華も、そうならないとは限らない。今の美春がもっとも恐れているのは、そのことだった。

「わかりました。──籤くじ方かた君！」

　真名井が廊ろう下か側がわに向けて声を張った。

　声に反応して、部屋と廊下を遮さえぎる扉とびらの隙すき間まから、うつろな眼つきの青年が顔をのぞかせる。

　地味な長なが袖そでシャツにチノパンと、その風ふう体ていはいかにも冴さえないが、気だるそうな物腰には隙がない。

「その人ですね？」

　青年は真名井と美春、双方の顔色をうかがいながら、部屋の奥へと入ってきた。

「えぇ、待たせてすみません。でも、斬きるんじゃなくて事故死で……」

　真名井がそう呟きかけるよりわずかにはやく、籤方と呼ばれた青年の姿はそこから消えていた。

　刹せつ那な、美春の体の中心を、何かがすり抜けていく。

　冷たくて、熱い感触──

　痛みはなかった。

　直後に、椅い子すに座ったままの美み春はるの腹部から、どくどくと大量の血液が溢あふれ出た。

　生ぬるい血は、灰色の絨じゆう毯たんに黒く広がって染しみていく。

　籤くじ方かたという名の青年は、いつのまに抜いたとも知れない刀を再び鞘さやに納め、美春の真横にぼんやりと立っていた。

　眼めにみえて慌あわてた真ま名な井いが、杖つえにもたれて立ち上がった。

「こ、ここで斬きっちゃだめですよっ！　血が！　あぁ、馬ば鹿かっ！」

「え？　でもこの人、もう覚かく悟ごができて──」

　青年は柔弱な顔に戸と惑まどいを見せ、真名井を振り返った。

「……私は、別にいいよ、ここで……」

　呟つぶやいた美春は、最さい期ごに見た真名井の顔が本当に泣きそうなのを見て、ふと不思議に思った。

　刃物で斬られた実感は少しもなかった。ただ眠るときのように意識が遠のいていき、同時に全身の力が抜けていく。

　見上げた暗い天てん井じように──剣道着姿の妹の顔が浮いた。真名井が何かを叫んでいたが、それは少しも聞こえない。

　妹の冬ふゆ華かは細い腰に両手をあて、汗に濡ぬれた髪を乱しながら、怒ったように何かを喚わめいている。その声もまた、もちろん聞こえない。

　水みず本もと美春は、疲れきった子供が眠るように、その双そう眸ぼうを閉じた。

「……ごめん……あしたも……帰れそうに──ないや────」

　真名井のマグカップから、一筋の湯気がたゆたって天井に昇っていった。







　水本美春が『殺害』された研究室の隅すみ──

　その暗がりに、檻おりから逃げた一匹のモルモットが身をひそめていた。

　元は実験動物だった彼は、無感情な紅あかい目で、人間達の奇妙な『共食い』の光景を見つめていた。

　しかし人間達は、せっかく殺した同族を食糧にする様子もない。

　しばらく経たつと、そこへさらに数人の雄オスがやってきた。手にした担たん架かに、数日前まで彼の『神』だった死体を載のせ、慎しん重ちように何ど処こかへと運び去る。

　そのとき不意に、モルモットの小さな脳内に電流じみた何かが走った。

　追いかけなければならない──思し考こうではなく本能でそう感じた。

　モルモットは頭の中の何者かに急せかされるようにして、『聖せい体たい』を暗がりから追いかけていく。

　その紅あかい眸ひとみに映った真夜中の研究室には、神が不在の神殿のような、空くう虚きよな喪そう失しつ感かんが漂っていた。
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　月光を模した薄暗いライトが、揺らめく川かわ面もを照らしている。

　不自然に淀よどんだ川の水は濃こく緑色に濁にごって、水の上からではその川底も目もく視しできない。

　辺あたりに立ちこめる、不安になるほどの静せい寂じやく──

　複数の息いき遣づかいがその場を満たしてはいたが、いずれも『音』として認識できる大きさではない。

　そんな静かな夜道を、紅あか袴ばかまと、何故なぜか不必要に胸元の開いた装しよう束ぞくの娘が静しず々しずと歩いて行く。

　涼すずしげな目元はどことなく空うつろだったが、その足取りはしかとしたもので、自然体の歩ほ様ようには多少の心得を感じさせた。

　夜霧のような白い靄もやが、いずこからともなくたゆたってくる。

　ポニーテールに結ゆった娘の髪にも、白い靄がまとわりつく。

　ドライアイスの冷たい冷気に襲われても、娘は首をすくめるでもない。ただただ、前を見み据すえてゆっくり歩く。

　その先の町屋の角から、突然に黒い影が躍り出た。同時に娘の背後にも複数の影が立つ。

　娘は端たん正せいな眉まゆをひそめて、素早く前後を確認した。

　暗がりに浮く黒くろ装しよう束ぞくは四つ……前に二人、後ろに二人の挟きよう撃げきである。さして広くもない道の片側は家屋にはばまれ、もう一方は緑色の川に面していた。

　黒装束達の手には、抜き身の小刀が光っている。

「どちら様でしょうか」

　娘の凛りんとした誰すい何かの声を無視し、影達はその包囲を徐じよ々じよに狭せばめてきた。

「……なるほど、大おお川かわ屋やさんに雇やとわれた方々ですね？」

　わずかに嘲ちよう笑しようを帯びた口調で、娘は緩ゆるやかに開いた胸元へ細指を差し込んだ。その手が抜ける寸すん前ぜんに、黒装束の四人が飛びかかる。

　それぞれの手に握られた小刀が、娘の細身をめがけて月光に閃ひらめいた。

　娘は草履ぞうりの足で土を蹴けり、刃から逃れて一足に脇わきの川へ飛び込んだ。刺し客かく達は、その不意の動きに意い表ひようをつかれる。

　緑の水みず飛沫しぶきをかぶりつつ、娘はその場に構えをとる。懐ふところから抜いた手には、すでに護身用の鉄てつ笛てきが握られていた。

　川底は見た目より浅く、膝ひざ丈たけまでしかない。四人の刺客達も、娘を追って次々に川へ飛び込む。

　挟撃は避けたものの、川に逃れた娘の前には、しかし依い然ぜんとして四人の刺客がいる。

　そのうちの二人は、再び娘を囲むように動き始めていた。

　軽く舌打ちして、娘はその一方めがけて飛びかかった。

　用心はしていたはずの刺し客かくの眉み間けんを、鉄てつ笛てきの一撃が吸い込まれるようにかすめる。

　……あたってはいない。しかし、刺客の一人はその場に崩くずれて倒れ込む。

　残りの三人は娘の技量に驚いたように、それぞれの視線を一瞬だけ交わした。しかし、襲撃を諦あきらめる気配はない。

　川底を蹴けって、二人の刺客が跳はねた。

　迎え撃つ娘は、鉄笛を前方に差し出す格かつ好こうで半身の姿勢をとる。

　す──と、水の中を滑すべるようにその体が動いた次の瞬間、襲いかかった刺客一人が倒れ伏し、もう一人が打ち込んだ刃は、鉄笛によって流された。

　倒れた刺客は、娘に向むこう脛ずねをしたたかに蹴られ、脚を抱えてその場にうずくまる。刃を弾はじかれた方は、すぐさま身をひき、娘の追撃を避けた。

　二人が川に倒れ、残りは二人。

　娘は小刀を弾いた方の刺客に肉にく薄はくし、その鳩尾みぞおちに鉄笛の先を突き込もうとした。

　狙ねらいはあやまたず、刺客の急所へ吸い込まれ──

　不自然な硬かたさに突きあたり、そこで弾かれる。刺客の腹部には、薄い鉄板か何かが仕込まれていたらしい。

　はっと息を吞のむ娘の一瞬の隙すきを見て、刺客の小刀を持たぬ腕が疾はしった。

　手てつ甲こうに守られた拳こぶしが、娘の腹部を痛烈に突き上げる。

　娘はくぐもった呻うめき声を漏もらし、体をくの字に折った。

　苦しげに悶もん絶ぜつするその身を、もう一人の刺客が取り押さえにかかる。

　娘は身をひねることで辛かろうじて抵抗したが、四し肢しにはまったく力が入っていない。刺客の更さらなる一撃に、また腹部をしたたかに打うち据すえられ、娘は遂ついに膝ひざを屈した。

　水みず飛沫しぶき。

　娘は川底に膝をつき、背を丸めて苦く悶もんに震えていた。閉じた目の端にはわずかに涙すら光る。

　刺客は、腹部を庇かばう娘の両腕を無む理りに引きはがし、縄なわで縛しばり上げた。続いて猿さるぐつわを口に嚙かませ、両足首にも縄をかける。

「──てこずらせた」

　低く呟つぶやいて、縛った娘の体を肩にかつぎあげた黒くろ装しよう束ぞくは、倒れた二人の仲間をほうったまま、川からあがりはじめ──




　かちんっ。




　その一連の動きを遮さえぎって、カチンコの乾いた音が響いた。

「はいおっけー。ご苦労さん。いい画えになってたよ」

　やたらめったに明るい初老の男の声が、スタジオ中に響き渡った。

　月光が消え、代わりに天てん井じようの照明群が一いつ斉せいに白色の光をともす。

　それを合図にしたように、まわりで息をひそめていたスタッフ達が次々に動き出した。

「冬ふゆ華かちゃん、大丈夫かい？」

　気き遣づかわしげに問いながら、黒くろ装しよう束ぞくが娘の体をセットの道に下ろした。群がるようにスタッフ達が集まり、娘の手足を緩ゆるく縛しばった縄なわは、彼らによって呆あつ気けなくほどかれた。

「最初の一発、まさかほんとに入ってなかった？　ちょっと嫌な手て応ごたえがあったんだけど……」

　覆ふく面めんをとった黒装束の下には、穏おだやかな甘あまい顔の青年がいた。汗をかいたその表情は不安げに歪ゆがんでいる。

「いえ、力いれてたから大丈夫ですよ。ちゃんと苦しそうに見えてました？」

　役名・宗むな方かた玲れいこと水みず本もと冬華は、ずぶ濡ぬれのままに微笑して首を振った。役者らしくその発声は明めい瞭りようで、小声でもスタジオの隅すみまでよく響く。

　濃こい入浴剤の芳ほう香こうが鼻をついた。

　スタジオ内につくられた川は、ちょうどぬるま湯のような水温だった。冷たくもなく暖かくもなく、どっちつかずで肌はだ触ざわりは悪かったが、冷たい水では筋肉が収縮するため殺陣たてに向かず、温水で湯気が立とうものなら撮り直しになる。その意味では、水温はまさにちょうど良く設定されていた。

「うむうむ、大たい儀ぎであったなぁ」

　奥で見学していた年とし嵩かさの俳優が、役柄の奉ぶ行ぎようの口を真似まねて声を張った。衣い裳しようも直前の撮影からそのままである。

　スタジオの一同に笑いが広がったが、それは見せ場となる殺陣が無事に終わった安あん堵どのためでもあった。

　冬華はスタッフから渡されたタオルで顔と髪を軽く拭ふきながら、共演の役者達とスタッフを改めて見渡した。

　黒装束の四人。

　奉行とその配下の与よ力りき達。

　カメラマンにＡＤ、照明、監督、メイク──

　それぞれに一仕事を終えてさばけた顔つきだったが、冬華の目にはもう、彼らは次の仕事に思いを馳はせているようにも見えた。

　ふと見ると、二人目に倒した刺し客かく役の男が、しきりにその脛すねをさすっていた。

　冬華の視線に気付くと、刺客役の老優は照てれたように笑った。

「萩はぎさん──脚、ひょっとして？」

「あぁいやいや、こっちは大丈夫。なにせ丈夫だからね。しかし、受けてみると本当にいい蹴けりしてるな。これなら護身術としても立りつ派ぱだ」

「ご、ごめんなさい！　痛かったですか？」

　途と端たんに、冬ふゆ華かの面上には大おお仰ぎようなほどの狼ろう狽ばいが浮いた。先輩役者に怪け我がをさせたとなれば大事である。

　しかし見守るスタッフの一同には、また笑いが広がった。

「うそうそ。萩はぎさん、からかっちゃだめですよ。かまって欲しいだけでしょ？」

「ははは……いや、でもいい蹴けりしてるってのは本当だよ。やっぱ有段者は違うやな」

　中年の黒くろ装しよう束ぞくも、また他の者も、スタントマンや殺陣たて専門の役者ではない。目元の見える黒装束のために代役は使えず、名のある俳優がそのまま役をこなしていた。

　脚本では、その黒装束達もレギュラーの配役となっている。

「有段者の蹴りっつっても、冬華ちゃんの『段』は空から手てじゃなくて剣道ですよ？」

「同じようなもんさ。鍛えてる奴やつってのは、まず動きが違う」

　共演者達の会話を横に聞きながら、冬華は撮影の終了を改めて肌はだで感じ、ほうっと溜ため息いきを吐ついた。

　連続時代劇の最終回。

　その冬華の撮影が、これでようやくに終わった。まだ撮り終えていないシーンもあったが、冬華の登場する場はもうない。

　レギュラーの脇わき役やくである『宗むな方かた玲れい』は、ここで敵に捕まり、主役の『鳥とり居い堂どう翔しよう丸まる』の助けを待つ身になる。それらの場面はすでに撮影が終わり、この殺陣だけが、冬華の最後に残った収録だった。

　濡ぬれて水を吸った衣い裳しように重みを感じながら、冬華は開きかけた胸の合わせを直した。

　変形の装束は、胸の部分を殊こと更さらに強調するデザインに仕立てられている。アングルが上になると、かすかに谷間も覗のぞきそうなその衣装は、視聴率にも一役買ったらしい。

　本ほん音ねをいえば、冬華はそんな色物的な扱いをされたくはなかったが──これも仕事である。水に濡れても透すけないのは、せめてもの現場の良心に違いなかった。

（ま……新人なんだし、仕方ないか──）

　冬華は内心で独ひとりごちたのみで、濡れた衣裳の不快感も顔には出さなかった。

　実際、不平をいえる立場でもない。新人の冬華にとって、この作品は初のテレビドラマで、また事実上のデビュー作にもなった。放映開始前は全くの無名だった彼女も、この時代劇でわずかに人気が出たために、今ではそれなりに世間でも認識されている。

　そうしてみると、時代考こう証しようを無視したデザインはさておき──人気の一因となったその衣裳は、優すぐれた物であった可能性も否定できない。

　たとえそうだとしても、衣裳には感謝する気になれなかったが、異例ともいえる新人に過ぎた配役に関しては、ひたすら感謝してもいた。

　荒あら事ごとの芝居が無事に終わり、現場は片付けに入った。今日の収録はもうない。

　立ち上がりながらスタジオを見回した冬ふゆ華かは、暗がりの隅すみに小さな眼めが光るのを見た。

　そこにいたのは、一匹の小さなネズミ──

　何ど処こかから紛まぎれ込んだものらしい。

　どういうわけかこのところ、よくネズミを見かけた。都市部でのドブネズミの繁はん殖しよくは、爆発の一歩手前まで来ているらしく、地下鉄などでは珍めずらしくもない。

　しかし最近は、テレビ局のスタジオや自宅の周辺、はてはレッスン先の教室にまで彼らは出しゆつ没ぼつした。

　冬華は小動物が嫌いでもない。さすがに触さわろうとまでは思えないが、ムカデやスズメバチのような痛い虫よりは余よ程ほどいいとも思う。巷ちまたに囁ささやかれる『病原菌』は怖こわいが、それでも実感として、その危険性はわからなかった。

　姿だけなら、「可愛かわいい」とさえ思う。

　冬華と眼が合うや、ドブネズミは素早く何処かへ逃げていった。

　見送る冬華の脇わきに、マネージャーの並なみ河かわが立った。周りでは、先輩の俳優達が着替えに動き出している。

「おつかれさま。すぐに着替えてくるでしょ？」

　軽薄さを絵に描いたようなにやけ眼のマネージャーは、優やさしいというよりは女め々めしい物腰で冬華に話しかけてきた。安物の背広に包まれた細身には、常にふらふらとした印象がつきまとう。

「うん。ついでにシャワーも浴びたいし」

　頭から水をかぶったために、撮影用の濃こい化け粧しようには粘ねばりつくような不快感があった。それでなくても、化粧そのものが冬華は好きでない。

　照明の都つ合ごうと慣例に従って、濃く化粧をしてはいたが、肌はだは生来抜けて白く、日ひ頃ごろはすっぴんで過ごしている。

「じゃ、少し早めにしてくれる？　実は下に面会の人が来てるのよ。もうすぐ撮影終わるからって、待ってもらってるんだけどさ」

　早口の軽妙な声に、冬華は耳ざとくマネージャーの不安を聞き取った。

「……面会？　そんなの聞いてないけど、だれ？」

　濡ぬれたポニーテールのつけ毛を外はずしながら、冬華は並河の言葉に眉まゆをひそめた。

　飛び込みの面会は当然、即座に断ることになっている。

　マネージャーの並河は言いづらそうに声をひそめた。

「──あの、ほら。真ま名な井い製薬の──」

「追い返しといて」

　すげなく言い放ち、冬華はさっさとスタジオを後にした。

　出演者用のシャワー室に向かうその足取りは、人目をひくほどに険けわしく素早い。追い越した共演者の視線を背中に感じながら、しかし冬ふゆ華かは脚を緩ゆるめなかった。

「ちょ、ちょっと待った！　一昨日から約束はしてたのよ。言い忘れてたのは悪かったけど……」

「悪いと思ってるんなら、追い返して。また例の人なんでしょ」

　並なみ河かわの粘ねん着ちやく質しつな声に、冬華はきっぱり、有う無むを言わせぬ口調で応こたえた。

　必死に追う並河は、その横にまわり込みつつ、懸けん命めいに説とき伏ふせにかかる。

「だってあの所長って、つまり真ま名な井いグループの幹部候補でしょ？　いいの？」

「三流週刊誌に撮られるスキャンダルネタでも欲しいわけ？」

「……そうじゃなくてさ。仲よくなったら、ＣＭとかくるかもしれないじゃない。真名井っつったら大手中の大手よ？　医薬品に食品に、ゴールデンタイムのＣＭ枠いくつも持ってるし……」

　ぴたり。

　冬華は脚をとめ、並河に『お茶の間用』の微笑をおくり──

　その笑顔を怒りに一変させ、声を荒げた。

「お姉ちゃんを殺した会社よ⁉　そんなとこ絡がらみの仕事なんか冗じよう談だんじゃないっ！」

　怒ど声せいはリノリウムの廊ろう下か中に響いた。並河は、「ひゃっ」と肩をすくめて、しかしなおも食い下がる。

「こ、殺したって……事故なんでしょ？　それでも向こうは責任感じて、いろいろ言ってきてくれてるんだしさぁ。そんなに肩かた肘ひじはんないで、ここはひとつ穏おん便びんにいこうじゃない。味方は多い方がいいよ、この商売って」

　冬華は再び背を向け、早足に歩き出した。これ以上、くだらない小言に付き合うつもりはない。

　二ヶ月前、真名井製薬の研究所で起きた爆発事故のために、唯ゆい一いつの姉である美み春はるが死んだ。それ以来、真名井製薬の関係者が、冬華の元に弔ちよう意いを示しに訪れるようになったが──冬華は、相手にもしていない。

　若いマネージャーは困り果て、口許を苦笑の形に歪ゆがめた。

　それを横目に見て、冬華は吐はき捨てるようにいった。

「利用できるものは利用しろって、社長にいわれたの？」

「あのヒトはそんなことまで口だしゃしないよ。これは俺おれの意見。ねぇ、冬華ちゃん。頭くるのもわかるんだけどさ。謝ってくる相手に会いもしないってのは、お姉さんがもし生きてたら──」

「追い返して。お願いだから」

「──冬華ちゃあん……」

「いま会ったら殴なぐる。それでいい？」

　掛かけ値ねなしの、本気の声だった。

「あ、そりゃまずいよ。じゃ、帰ってもらおう」

　気き迫はくに吞のまれた並なみ河かわは、慌あわてて身を翻ひるがえした。その途中で思い出したように動きを止めると、冬ふゆ華かの手に着替えの袋を押し付け、また逃げるように廊ろう下かを駆けていく。

　冬華はその背をうつろに見送って、役者用の女子更こう衣い室しつに入った。

　折よくそこは無人だった。

　今日の共演者に女性がいないこともその一因だが、多くの役者は着替えに楽屋を使う。冬華はシャワーを浴びるついでに着替えるつもりで、直接、更衣室に入った。

　扉とびらを背にして鍵かぎを閉め、水に濡ぬれた衣い裳しようの袖そでで目元をおおう。

　しばらくその姿勢のまま──

「──はぁっ……」

　大きく深く、溜ため息いきを吐ついた。

　袖を離した目元は紅あかく充血していたが、どうにか泣かずにはすんだ。そのことに、冬華はひとまず安あん堵どする。

　十も年の離れた姉、美み春はるが死んでから、もうじきに二ヶ月になろうとしていた。

　残業続きの研究室で、姉は何かの手違いで爆発事故を起こし、そのまま還かえらぬ人となった。事故後、遺い体たいの欠片かけららしきものはいくつか見つかったらしいが、顔を含む大部分は爆風のために消し飛び、葬そう式しきも遺体がないままに行われた。

　そのせいか、まだ──

　姉が死んだということが、冬華には実感できない。

　一年前、冬華は高校入学と同時に、実家の祖父の元から逃げるようにして、姉の独ひとり暮ぐらしの部屋へ転ころがり込んだ。以来二ヶ月前まで、姉との二人暮らしは何の問題もなく続いていた。

　今も部屋に帰れば、昼間から布団の中で寝息をたてていそうな気がする。そんな姉を眺めて冬華は苦にが笑わらいし、娘に対してするように食事をつくり置いておく。翌朝起きると、皿の上がきれいになくなっていて、傍かたわらのメモに『ごちそうさま』と書いてあって────

　そんなささやかな日常が、今はない。

　事故の原因は不明のままだったが、研究室には残業の美春しかおらず、おそらくは過労のために、薬品と器材の操作を間違えたのだろうとされた。

　その後、労災認定やら賠ばい償しよう問題があるとのことで、真ま名な井い製薬の関係者が冬華に接せつ触しよくを図ってきたが、冬華自身はそのことごとくを拒絶した。労災認定についてだけは、祖父が応対を進めたが、冬華はその内容について聞きもしていない。

　姉の死後。

　葬式、初七日、四十九日と節ふし目め毎ごとには、所長の真名井紳しん士しと名乗る男がやってきた。彼は研究所の代表として冬華に謝罪し、そして金を受け取るようにしつこく勧すすめてくる。

　もし研究所側のいう通り、姉に事故の責任があるのなら、金を受け取る理由はないと冬ふゆ華かは思っていた。

　またもし、研究所側が悪いのなら──冬華はそう決め付けているが、金を払って謝罪し、それで姉の死を済まそうとする彼らの思惑おもわくに乗りたくはない。

　姉の過労は、一面では姉の自己責任でもあったが、過労にならざるを得ないような仕事をやらせていたのは研究所側である。

　どちらに罪があるにせよ、今の冬華に、真ま名な井い製薬から金を受け取るつもりはなかった。

　その行為はそのまま、彼らの『謝罪』を受け入れ、そして姉の死をも『仕方なかったこと』と受け入れることにつながる。それどころか、姉の命を『金』で代だい償しようする行為のようにも思えた。

　真名井製薬には、どうにか姉の死の痛みを負わせたかったが、その方法が何もない。謝罪の賠ばい償しよう金きんなど、会社側にとっては『誠意』を世間や内部にしらしめる機会になるだけだった。その額こそ冬華にとっては大きいが、大手企業である真名井グループにとっては、年間に出る支出金のごくごく一部でしかない。

　冬華は迷いを投げ出すように、更こう衣い室しつの空きロッカーに着替えを放り込んだ。

　紅あかい唇くちびるを嚙かみつつ、濡ぬれた衣い裳しようを脱ぎはじめる。

　姉の死後、剣道の道場を営む祖父からは、帰って来るようにと再三の説せつ得とくがあった。

　タレント業と高校の都つ合ごうを理由に、冬華は一人で首都圏に留まっていたが、祖父の願いを蹴けった理由はもう一つある。

　今、実家に引っ込めば、姉の死に負けたことになる。負けず嫌いの冬華にとって、その選せん択たく肢しは初めからないも同然だった。

　また一方で、タレントの仕事も軌き道どうに乗りかけている。

　道場主である祖父に育てられた冬華は、容よう姿しに似ない熟練者以上の殺陣たてをこなし、演出の面でも重ちよう宝ほうがられている。配役の妙もあって、今は業界の一部で時代劇の寵ちよう児じとさえいわれていた。

　未いまだにタレント業に反対し続ける祖父とは違い、死んだ姉はそんな自分を心しん底そこから応援してくれていた。なればこそ、冬華は姉が死んだ今も気を張り続けている。今いま更さらに仕事をやめることは、姉との絆きずなを一つ失うことでもあった。

　脱いだ衣裳を畳たたんで、ビニール袋に突っ込む。濡れる役だったために、衣裳の下にはビキニの水着を着ていた。

　そのままの格かつ好こうで、冬華はタオルを片手にシャワールームへ入った。

　水着をつけたままなのは、盗とう撮さつを警戒してのことである。たとえ冬華を標ひよう的てきにしたものでなくとも、場所柄、無差別撮影の危険は低くない。

　いくつもの仕切り板が、狭苦しく壁一面に並んでいた。その中の一つに入り、冬華は蛇じや口ぐちを捻ひねる。

　シャワーヘッドからは冷たい水が勢いよく吹き出し、しばらくして湯気がたちはじめた。

　熱い雨の下、冬ふゆ華かは天てん井じようを仰あおいだ。

　白い喉のどを反そらせ、殺陣たてのために入った全身の力を徐じよ々じよに抜いていく。

　顔に注ぐ水すい滴てきを受けているうちに、局まで押しかけてきた不意の訪問者に対する不快は、少しだけ落ち着いていった。

　熱い水流に沿って、肩口でショートに切り揃そろえた髪が首筋にまとわりつく。顔と両手、はだけた胸元にまで丹たん念ねんに塗った白粉おしろいも、同時に洗い流されていった。
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　シャワーの水流に身を任せているうちに、冬華の体は温まり、逆に頭の中は急速に冷えていった。

　姉は死んでいる。

　生き返りはしない。

　いくら会社側を怨うらんでも、それは冬華のこれからにとって、決して良い影響を及ぼさない。

　さまざまな理り屈くつが頭の中を巡り、冬華はその一つ一つを嚙かみ締めて、自分を納なつ得とくさせていった。

　会社側を怨んでも、もう仕方ない。そう。

　死んだ姉も、自分が人を怨むことを望んではいない。そのはず。

　また自分の今後にとって、真ま名な井い製薬を怨うらんでもマイナスばかりで、プラスは一つもない。これは、間違いない。

　最後の設問。

　それならば、今日の訪問者に会えるか。

　──冗じよう談だんじゃない。

　冬ふゆ華かはシャワーの水勢を目一杯に強めた。

　滑なめらかな肌はだをつたって、水は排はい水すい溝こうに流れ落ちていく。そこから流れた水は下水を通り、いずれは海へと注ぎ込む。

　ふと、そのまま自分の体も融とけて海まで流れてしまったら、どんなにか楽だろうと思った。

　──かたん。

　かすかな物音で、冬華は人の気配を感じた。

　タイル張りのシャワールームの外──更こう衣い室しつに、誰だれかがいる。

　他のスタジオのタレントが来たのかと思ったが、しかしすぐに、冬華は扉とびらに『鍵かぎ』をかけたことを思い出した。

　扉が開かなければ、関係者ならまずノックをする。

　それがなかったということは、相手は中に誰かがいることを知っていながら、その上で静かに鍵を開けて入ってきたことになる。

　無防備な新人さんは、下着ドロに注意するように──

　事務所の先輩タレントから、冗談交じりに言われた事を冬華は思い出した。

　普通のタレントならば、怖こわがって縮ちぢこまる事態だった。

　しかし冬華の場合は、不安に思うと同時に、頭に血が昇る。

　たかが『下着泥どろ棒ぼう風ふ情ぜい』に怖がることは、まずプライドが許さない。相手が下着泥棒かどうかもわからないうちから、冬華はそう決めつけた。それは、「その程度の相手ならば対たい処しよできる」という自負の裏返しでもある。

　シャワーの音が消えれば、不自然に思われる──

　そう思い、冬華は水を流したまま足音を忍しのばせ、シャワーヘッドの下から抜け出た。

　更衣室へと続くガラス扉の脇わきに、そっと身を寄せる。

　いざという時に犯人を押さえられるよう、手に濡ぬれたタオルを握った。手を縛しばってもいいし、首にかければ──それは少々、危険にすぎると思い直す。

　曇くもりガラスを通した更衣室に、動く影は見えない。しかしたった今、冬華は怪あやしい音を確かに聴いている。

　相手を威い嚇かくする効果も期待して、冬華は勢いよくガラス扉をあけた。

　そこには、誰もいなかった。

　更衣室は、三列の通路を作るように配されたロッカーに遮さえぎられ、一目で見通せる状態とは言い難い。しかしさして広いわけでもなく、人の息いき遣づかいがあれば、気付いてしかるべき狭さである。

　冬ふゆ華かはわずかに首を傾かしげつつ、壁を背にして、横歩きに廊ろう下かへ続く扉とびらに近づいた。

　後ろ手にドアノブに触れ、ゆっくりとまわしてみる。

　鍵かぎは開いていた。

　今の冬華は、シャワーを浴びながらも水着を着ている。逃げようと思えば、そのまま廊下へ逃げることも容よう易いだった。

　しかし──

　室内には、あまりに気配がなさすぎる。

　ひょっとしたら、鍵を掛けたのが思い違いで、物音はネズミか何かが立てたものかもしれないと、冬華は思い直しはじめた。

　その思いを裏付けるかのように、小さな小さな影が目の前をよぎる。

　てててっ、と軽い足音を弾はずませたネズミが、冬華の視界から死角へと消えていった。

　冬華は吐と息いきと共に緊張を解いた。

「……ったく、おどかさないでよね。こっちはピリピリしてんだから」

　いなくなったネズミ相手に小さくぼやく。

　視界を下げて、改めて床ゆか面めんを見渡した冬華は、ロッカーの陰かげに大きな水みず溜たまりが出来ているのに気付いた。

　ちょうどバケツの水をひっくり返したように、床の一いち隅ぐうが濡ぬれ、透明な光こう沢たくを放っている。

　眉まゆをひそめてその先を覗のぞき込んだ冬華は、そこで息を詰まらせた。

　ロッカーとロッカーに挟まれた水溜まりの中央に、男物の背広が浸ひたされていた。

　安物らしいズボン、背広とＹシャツ、革靴にネクタイまでが、ひとまとまりになっている。

（……なんの悪戯いたずら……？）

　理解に苦しむ物を目にして、冬華は思わず体を硬こう直ちよくさせた。

　更こう衣い室しつに入った時に、そんなものがなかったことは確認している。

　シャワーを浴びている間に、何者かが来ていたことは間違いない。下手へたをすると──まだロッカーのどれかに身を隠かくしている可能性すらある。

「誰だれかいるの⁉　どういうつもりよ！」

　声を張っても、返ってくるのは沈ちん黙もくばかりだった。

　さすがに冬華も寒さむ気けを感じる。

　急ぎ足にシャワールームへと引き返し、蛇じや口ぐちを締めてくると、また更衣室に戻った。

　ロッカーから濡れたままの衣い裳しようの上着を取り出し、水着の上に羽は織おる。丈たけの長さで、袴はかまをはかずとも太ふと股ももまでを覆おおい隠せた。

　そのままの格かつ好こうで、着替えるはずだった服を抱え、冬華は濡れ髪のまま更衣室から抜け出した。

　あてがわれた楽屋はすぐ近い。今日はたまたま独ひとり部屋だったが、両隣には先輩の役者達もまだいるはずだった。

　去り際ぎわに再度、冬ふゆ華かは廊ろう下かから更こう衣い室しつを覗のぞいた。

　人の気配はない。

　そのことが、ひどく不自然に思えた。

　何者かがいればいたで、むろんそれも嫌だったが、しかし『誰だれか』がいるべき状況なのに誰もいないことが、かえって不気味でもある。

　マネージャーに相談して、後で警備員に確認してもらおう──とりあえずの対たい処しよ法ほうを考え、冬華は髪の水滴しずくをタオルで拭ふきながら、足早に更衣室から離れた。

　去りゆくその背を、廊下の隅すみから、じっと見送る眼まな差ざしがある。

　視線の主は、部屋からさ迷い出た一匹のドブネズミ──

　黒いつぶらな目玉は、冬華一人に注がれて、いつまでも離れなかった。







　都内テレビ局の喫茶店──

　その窓際の席から、作さ務む衣えの男が外を眺めていた。

　局の三階にある喫茶店からは、眼下の道路と、周囲を間近に囲むビル群しか見えない。それは圧迫されるような息苦しい光景だったが、都会の大多数を占める光景でもある。

　下げ界かいを馬ば鹿かにするような眼まな差ざしには、しかし同時に哀あい愁しゆうの色が強い。

　灰色の作務衣に身を包んだ男は、鉄てつ拵ごしらえの煙管キセルを口にくわえて呟つぶやいた。

「このあたり、昔は村もなかったんだぜ。たかだか百年と少し前の話だけどなぁ」

　煙管の先に火はついていない。煙管の主は、もともと煙草を吸わない人種である。

　たいした意味もなさげな昔話を呟かれた真ま名な井い紳しん士しは、頷うなずくでもなく、ただ作務衣の男と同じ方向に眼鏡メガネを向けた。

　あまり着る機会もない背広姿は、一見すると就職活動中の学生のようにも見られる。しかしその実、真名井紳士はれっきとした三十五歳の男盛りで、一研究所の所長でもあった。

「たかだか百年ちょっとだぜ？　この街まちもキャラバンもな。その百年で、まぁお前らも偉えらくなったもんだ。なぁ？」

　作務衣の男、翁おきな居い夢ゆめ路じは低く呟き、睨にらみに近い眼差しを真名井に据すえた。

　真名井は頷くでもなく、軽く肩をすくめる。

　真名井紳士は、目の前にいるその男を苦にが手てに思っていた。

　彼の知る〝翁居夢路〟というその男は、実年齢が外見より遥はるかに年寄りで、そのくせ稚ち気きが抜けない。

　過去においては、真ま名な井いも所属する組織『キャラバン』の中ちゆう枢すうにいた男だったが、嫌いや気けがさしたというだけの理由で今は隠いん棲せいし、その後はこうして、事あるごとにちょっかいを出してくる。

　面めん倒どうではあったが、しかし無視もできない。

　外見とは裏うら腹はらに、実年齢が百五十歳を超える翁おきな居い夢ゆめ路じは、真名井の上じよう司し達の育ての親でもある。

　くわえて二ヶ月ほど前、夢路の従じゆう者しやを気取る詩し乃のという娘に、真名井を含めた山やま之の内うち派は借りがあった。水みず本もと美み春はるとレブルバハトの『反乱』を未然に防げたのは、彼女のお陰かげである。

「別に偉えらくなったわけじゃありません。夢路さんも御存知の通り、色々としがらみが増ふえて、組織が肥ひ大だい化かしているだけですから」

　言葉を選びながら穏おだやかに応こたえて、真名井は冷めた紅茶をすすった。出がらしらしく、妙な渋しぶ味みが舌に残る。値段の割にはひどすぎる品だった。

「なんだ、わかってんじゃねぇか」

　舌打ち一つ、目の前の夢路は視線を脇わきへ逸そらした。

「残念だが、そんな肥大化したお前らに籤くじ方かたは引き渡せん。お前らは、あいつを慣例ってだけで処分する気だろう？」

「まぁ、華かヶが瀬せあたりはそのつもりでしょうね」

　真名井はさして関心もないままに応えた。

　その受け答えは物腰こそ柔らかいが、傍はた目めには素そっ気けなく映る。事実、今の真名井にとって、籤方という名の剣士のことは興味の外にあった。

　午後の喫茶店に、他の客の姿は見えない。

　局内には他ほかにも複数の飲食店があったが、二人がいるのはその中でも、最も客足の少ない場所だった。

「籤方君については、奴やつが一応の上司ということになってますから」

　夢路は自らの角張った顎あごを撫なで回した。

「華ヶ瀬だけか？　お前はどうなんだ？」

「私は別に何も。徒と帰き島じまの件での籤方君の処しよ遇ぐうについては、華ヶ瀬と宇う津つ星ぼしの爺じいさん達が吼ほえているだけなんです。仙せん崎ざきあたりも面白がってけしかけてますが、他の者は、あんな異常者一人にかまけるほど暇ひまじゃありません。

　敬けい神しんや宇津星は、華ヶ瀬のお気に入りでしたからね」

　真名井が挙げた諸もろ々もろの名は、山之内派幹部の中で『危険人物』と目もくされる人間たちのものだった。

「それに加えてティギー達みたいな手て駒ごまも失ったから、要は籤方に八つ当たりってわけか……」

　的まとを射た夢路の言葉に、真名井は苦にがく笑って頷うなずいた。

　宇う津つ星ぼし・敬けい神しんをはじめとする異い能のう者しや数人が消息を絶ったのは、一週間ほど前のことだった。籤くじ方かた刀とう至じはその件に絡からんで、上じよう司しの華かヶが瀬せから裏切りを疑われている。

　とはいえ、それらは真ま名な井いにとって、全く関係のない話だった。今はただ、夢ゆめ路じに請こわれて情報を提供しているだけに過ぎない。

「華ヶ瀬は本気なのか？　籤方には裏切った自覚なんざないぜ。それどころか、忠実すぎたくらいだ」

「本気も本気、いま籤方君が帰ってきたら、ただでは済まされませんよ。華ヶ瀬は本当に、憂うさ晴らしがしたいだけでしょう」

「そうか……籤方は厄やつ介かいな男だが、幻げん三ぞうの命の恩人だ。あれでなかなか愛あい敬きようもあるし、どうも殺させるにはしのびなくてなぁ」

　しみじみと呟つぶやく夢路の態度に、しかし真名井は胡う散さん臭くさい印象を拭ぬぐえない。

「理由は、それだけですか？」

　真名井が問うと、夢路は眼めをしばたたかせた。

「どういう意味だ？　他に理由が必要かね」

「あなたがキャラバンへの『対抗勢力』を組織しはじめているんじゃないかと、もっぱらの噂うわさです。華ヶ瀬あたりは特にそう信じきっていますよ。御お得とく意いの『百年の計』とやらじゃないんですか？」

　真名井は夢路の眼を覗のぞき込むようにして、その疑ぎ念ねんを口にした。

「おいおい、お前までそんな……そりゃ、ただの買かい被かぶりだぜ。だいたい、俺おれが保護してる連中なんざただのガキばっかだ」

　夢路のとぼけた顔色は、その真意を真名井に読ませない。

　世界中に散った異能者の組織『キャラバン』の内部には、いくつもの派は閥ばつ争いがあった。

　若い頃ころの──百年以上昔の夢路が、中核を為なして創つくった元の『隊商キヤラバン』は、人間の世界から弾はじかれた『異能の人々』を保護するだけの集団だった。

　しかし人数が増し、組織が肥ひ大だいするにつれ、今では有力者を核として、それぞれの主義主張の元に内部で分裂を起こしている。

　真名井自身もまた、極東の最大派閥たる〝山やま之の内うち派〟に属していたが、その内部でも、主である山之内に忠実な派閥だけでなく、有力構成員の華ヶ瀬に与くみする派閥や他の者の分派など、様々な勢力が混在していた。

　話題にのぼっている『華ヶ瀬清きよ元もと』は、狂的な破は壊かい衝しよう動どうを持つ荒い一派を組織している。戦闘力では侮あなどれない存在だが、真名井から見れば、理り屈くつの通用しない馬ば鹿かの喧けん嘩か好ずきが揃そろった派閥だった。

　もっとも、馬鹿の揃った派閥は華ヶ瀬だけでない。

　山之内派には、『有力』と見られる幹部達だけで数十人がいる。それらを見渡す限り、まともな人間の方が少ないとさえ真ま名な井いは感じていた。主の山やま之の内うちはむしろ、それらの馬ば鹿かを抑おさえる方により多くの労力を払っている。

　現在のキャラバンの相関関係は、内情を知る真名井でさえ把は握あくしかねるほど複雑に入り組んでいた。

　おそらく──正確に情勢を把握できている人間は、一人もいない。

　そんなキャラバンの現状を、『創設者』の生き残りである翁おきな居い夢ゆめ路じが快こころよく思っていないことは、真名井ならずとも理解できた。

　問題は、その夢路の〝次に打つ手〟が読めないことにある。

　真名井は、飄ひよう々ひようとした夢路の眼めを見み据すえた。

「今回の籤くじ方かただけじゃありません。うちの誠せい二じやフローラは否定していますが、あいつらが山之内さんよりあなたに近いのは周知の事実です。私の眼には、上位の異い能のう者しやがあなたの周りに集まっているように見えますよ」

　真名井のその懸け念ねんを、夢路は即座に笑い飛ばした。

「やるせないねぇ。俺おれはもうキャラバンで、組織造りには懲こりてんだよ。今はただの口うるさい爺じじいだ。もちろん、これからもな」

「それならいいんですが……あまり力をつけると叩たたかれますよ。あなたがこれまで無事なのは、いつも中立の立場にいるからだということを忘れないでください。私としても、あなたを殺すのは嫌ですから」

　それは紛まぎれもなく、真名井の本ほん音ねだった。

　真名井は夢路を苦にが手てに思うと同時に、その存在価値を認めてもいる。もし、キャラバンの中に翁居夢路がいなければ、キャラバン内部の『分裂』はそのまま、『抗こう争そう』の形をとった可能性が高い。

　真名井の見る限り、目の前の若く見える老人は、分裂したキャラバンの各派を辛かろうじてつなぐかすがいの役目を果たしていた。だからこそ今の段階では、それぞれの派は閥ばつは別の派を黙もく認にんする形をとっている。

　西洋圏に勢力を誇るカーマイン、神しん群ぐんとの共存を訴える祭さい夏か老ろう、キャラバン運営を司つかさどる文ふみ槻つき、神群の『狩かり出し』を励れい行こうする山之内、そしてそれぞれに迎げい合ごうしつつ馴な染じまない、中小いくつものグループ──

　価値観も存在意義も違う様々な派閥が、それでも小こ競ぜり合あい程度の争いですんでいることを、真名井は奇き跡せきに近いとさえ感じていた。百数十年に及ぶ組織の歴史には、大きな争いも数多くあったが、少なくとも現在では落ち着いている。

　その現状の立たて役やく者しやが、目の前の冴さえない一人の男だった。決して軽視はできない。

　──たとえそれが、ただの『年の功』が為なせる業わざだとしても。

　作さ務む衣えの男はにたりと笑った。真名井は思し考こうを読まれたような気がして、反射的に童顔をしかめた。

「俺おれだって殺されたかないさ。ま、仲良くやろうぜ。

　もう一度、確認しておくが……籤くじ方かたの件は、華かヶが瀬せだけが問題なんだな？」

「そうですね。彼のことに関しては、あいつが中心です」

　答えた真ま名な井いは、しばらく言い淀よどんだのち、ためらいながら言葉を続けた。

「一つ、忠告をさせていただきますが──あの籤方君は危険ですよ。ひょっとしたら華ヶ瀬のいう通り、早めに始し末まつした方がいいのかもしれません」

「へぇ……穏おん健けん派のお前らしくもないことをいうな。まぁ確かに『真しん女め』はヤバい。あんな斬きれ方をする刀は、俺もはじめて見たよ」

　内容の割に夢ゆめ路じの声こわ音ねは軽い。

　真名井は非難の視線をおくった。

「違いますよ、あんな刀のことじゃありません。危険なのは、彼のあの〝迂う闊かつさ〟の方です」

　真名井は低く呟つぶやいた。

　これから会う予定の娘──彼女の姉を殺したのが、籤方刀とう至じだった。

　二ヶ月前まで暗殺班にいた彼の早とちりのために、今の真名井は散さん々ざんな苦労をしている。その時の失敗を経て、籤方はその後、華ヶ瀬の部下へと配置変えされた。

　しかし籤方はそこでも問題を起こし、今は目の前の男、夢路の手をわずらわせている。

　籤方という青年の問題点は、その性質に集約されていた。

「──彼は、話すべきでないことまで人に話す、動きが速すぎて命令が追いつかない、そして命令とあれば、『敵』のそれまで聞いてしまう。要は判断力が未発達にすぎるんです。

　結果、夢路さんみたいな人にも言いくるめられるわけで。

　あの籤方君は、狩人かりうどにも暗殺班にも向いていませんよ。いや──この社会そのものに、向いていないのかもしれません」

　真名井の厳きびしい指摘に、夢路が眉まゆをひそめた。

「……手厳しいな、こいつは。籤方は馬ば鹿かだが、それほど悪い奴やつじゃないぜ？」

「善悪の問題ではないから、余よ計けいに始末が悪いんです。籤方君はおそらく、善悪の判断ができない男です。それは夢路さんもお気付きでしょう？」

　不ふ承しよう不ぶ承しようの顔で、夢路が頷うなずいた。

「まぁ、な。確かにあいつは俺達のいう善悪じゃ動かない。だが手て駒ごま向きの性格ではある。

　扱いは難しいが、あれだけの戦力を華ヶ瀬が簡単に『始末』しようとする方が俺には解せないな。そりゃ、敬けい神しん達の怨うらみもあるんだろうが──」

　夢路のその疑問は、真名井にとっては疑うにも足らないものだった。

　眼鏡メガネの奥の眼めを苦笑の形に歪ゆがめ、真名井はその答えを返す。

「夢路さん、籤方君そのものに、価値はほとんどないんですよ。戦力になるのはあの刀、『真しん女め』なんです。あの刀さえあれば、それなり以上の使い手はすぐにできますから」

　籤くじ方かたの持つ妖よう刀とう・真しん女めは、真ま名な井いの見る限り、そもそも刀かどうかすら怪あやしい。その斬きれ味は、刃物の域を完全に超えている。

「──そういうことか。それならなおさら、籤方を返すわけにはいかんな」

　思し案あんげに夢ゆめ路じが言った。

　にやけた顔色からはうかがいづらいが、夢路の頑がん固こさは真名井もよく知っている。

　翁おきな居い夢路が「籤方を庇かばう」と決めれば、華かヶが瀬せもそうそう手は出せない。夢路の背後には、華ヶ瀬達の主たる『沈ちん黙もくの山やま之の内うち』をはじめ、キャラバンの有力者達が数多く控えている。百五十年がかりで培つちかわれた人脈は、どんな特殊な能力よりもある意味で厄やつ介かいだった。

　しかし今の真名井には、夢路がどうしようと関係のない話である。

　時計に眼めをやる。

　水みず本もと冬ふゆ華かのマネージャーから聴いた撮影の終了時刻は、もうとっくに過ぎていた。ＮＧでも出ていれば、それは仕方がないが……会えるかどうかすら、まだわからない。

　冬華は姉に似て、ひたすらに気の強い娘だった。御ぎよしにくいことこの上ないが、それでも真名井は、嫌われていると知りながらも接せつ触しよくを試みている。

　この場所で夢路と会ったのは、冬華に会う予定のついででしかない。昨夜、夢路から急に面会を求められ、仕方なくこの場所を指定して会ったが、真名井にとっての本番はこの後である。

「これで話は終わりですか？　そろそろ……」

「あぁ、邪じや魔ましたな──あ、いや。もう一つあった」

　立ち上がった夢路は、真名井から視線を逸そらせて呟つぶやいた。

「二ヶ月前の、レブルバハトの首しゆ謀ぼう者しやを斬きったのは籤方だってな？　お前の指示だったらしいが、そこで奴やつがとちったのが、暗殺班から外はずされた原因なんだろう？」

　真名井は応こたえるまでに、数秒の間を置いた。

「私は事実をそのまま報告しただけです。上の人達が勝かつ手てに配置を変えたんですよ」

「だが、お前が殺すつもりで、殺させたんだろう。何か問題があったのか？」

「──殺害は確かに私の決定でしたが、指示はしていません。本当は事故を装よそおいたかったんですが、彼が指示の前に動いてしまいましてね。つくづく、状況が把は握あくできない子です。夢路さんも寝ね首くびをかかれないよう、お気をつけください」

　真名井の吐はく言葉は、重く淀よどんでいた。

　そもそも籤方が、水本美み春はるを不用意に斬りさえしなければ、研究室を爆破させる必要も生まれなかったかもしれない。絨じゆう毯たんに染しみた血けつ痕こんの始し末まつともう一つの切せつ実じつな理由によって、真名井は研究室の『爆破事件』を捏ねつ造ぞうせざるを得なくなった。

　真名井の思いを知ってか知らずか、夢路は無責任な苦笑を浮かべた。

「だが、俺おれ達はそのおかげで助かったわけだ。あいつが徒と帰き島じまにいなかったら幻げん三ぞうも死んでいたし、俺おれも今ごろは向こう側だろう。まったく、何が幸いするかわからん世の中だ」

　太平洋の孤こ島とう、徒と帰き島じまにまつわる詳しよう報ほうは真ま名な井いも聴いていた。一週間ほど前にその島は壊かい滅めつし、未いまだに連日、マスコミが騒ぎ続けている。

　その報道では、地震によって地盤が崩ほう壊かいした後に、津つ波なみが襲ってきたという推すい論ろんがまことしやかに流されていた。

　それとは違った真しん相そうを、真名井は噂うわさに聞いていたが──それすらも、夢ゆめ路じが流したデマでないという保証はない。

　目の前にいるのは、そういう男だった。
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「夢路さん」

　真名井は声をひそめた。

「あなたが籤くじ方かたに味方するのは勝かつ手てです。彼を仲間に引き込むのも、まぁいいでしょう。でも、そうして力をつけていくことが、どんなに危険なことか──もう一度、よく考えてください。

　今の『キャラバン』は、あなたがつくった──いや、つくろうとした、弱者救済の組織とは別物なんです」

　夢路は薄く笑った。

「忠告には感謝しとくよ。じゃあ、お前もほどほどにな」

　ゆらゆらと去っていく灰色の作さ務む衣えを見送りながら、真名井は冷めきった紅茶を飲み干し、そのすえたような味にむせ返った。

　喫茶店にはウェイターの姿すら見えない。奥に引っ込んで休んでいるらしい。

　まずい紅茶の後にコーヒーでも注文しようかと思ったが、この分ではコーヒーも凄すさまじいものがでてきそうな気配もある。飲み物を諦あきらめて、真ま名な井いは待ち人をそのまま待つことにした。

　目の前には、夢ゆめ路じが平らげていったチョコレートサンデーと焼きプリンの残ざん骸がいがあった。齢よわい百五十の青年じみた老ろう爺やは、折り紙付きの甘あま党とうでもある。

　勘かん定じようは何ど処こにも見えない。

「──たかられた、かな……」

　今いま更さらに気付いて、真名井は小さく呟つぶやいた。

　待ち人は──まだ来ない。







　都内から、私鉄に揺られて約一時間。

　水みず本もと冬ふゆ華かの住むマンションは、そんな水みな門と市の中央、港湾区にある。

　水門市は、近年になって急速に開発が進みはじめた、まだ新興の都市だった。郊外には山や自然が多く、また開発途上の街まち中なかはところどころが未完成だったが、東京にほど近い土地柄でもあり、街としての人気は高い。

　真新しいタイルに舗装された歩道を歩きながら、冬華は夕ゆう闇やみに浮いて見える背の高い自宅を見上げた。

　レンガ風の色彩に彩いろどられたマンションは築四年目、駅に近い好条件にくわえ、防犯設備も整っている。毎月の家賃は決して安くないはずだったが、姉の職場である真名井製薬から社宅扱いで借りているために、相場を無視した破格だった。

　しかし、勤めていた姉は二ヶ月前に亡なくなっている。

　いずれは今の部屋を明け渡さなければならないはずだったが、真名井製薬の側からはまだ何も言ってこない。

　さすがに冬華を気き遣づかっているのか、あるいは単に、社宅のことを失念しているだけなのかは知れないが、冬華は勝かつ手てに後者と判断していた。

　年間契約で借りていたはずだから、まだしばらくは居座れる──雨戸の閉じた部屋を歩きながら見上げ、冬華はそんなことを考えていた。

　真名井製薬が絡からんだ部屋にいるのは、正直にいって嫌だった。しかし同時に、その部屋は上京後の一年と数ヶ月を、姉と共に過ごした部屋でもある。

　そこかしこに染しみついた姉の匂においが、冬華に引越しを考えさせない。

　家に帰ると、朝起きると、風呂に入ると、夜中に目覚めると──

　すぐ近くに、まだ姉の美み春はるがいるような気がする。寝ね惚ぼけた目で冬華に笑いかける顔が、見えない何ど処こかにあるような気がする。

　そんな部屋から、冬ふゆ華かは自発的に離れる気がしなかった。

　いざとなれば真ま名な井い製薬と交渉し、部屋を買い取ることも考えたが、現在の冬華の稼かせぎでは難しい。仕事が波の激しい人気商売である以上、決して無む駄だ遣づかいはできない上に、真名井製薬からの見舞金、賠ばい償しよう金きんは蹴けるつもりだから、そちらも期待はしていない。

　もし──もし、今後も仕事がうまくいき、人気とともに収入も増ふえれば、そのあたりは解決できるかもしれない。冬華はそれを期待しつつも、同時に極めて困難なことも知っていた。

　実力のことでいえば、冬華は自身をそう高く評価してはいない。脇わき役やくで出演した時代劇での人気も、ともすれば分ぶん不ふ相そう応おうに感じている。

　成功に必要なものは、実力と運、その両足──冬華には、時代劇のハマリ役を手にする運があった。物もの怖おじしない演技力や、祖父に仕込まれた剣道による殺陣たての器き用ようさなどの実力も、役相応にはあった。

　しかし今後、別の仕事でも活躍できる『実力』と、更さらなる『運』があるかといえば──首を傾かしげざるを得ない。

　これまでは、その不安を半分以上、姉が支えてくれていた。何を言うわけでもなく、ただいるだけで、その存在を冬華は心強く思えた。姉妹や兄弟とは、得てしてそういうものである。

　冬華は夕ゆう闇やみに自分の部屋を見上げ、そこに灯あかりがついていないことを確認した。

　帰っても、部屋には誰だれもいない。

　姉が亡なくなる前も、部屋には誰もいないことが多かったが、しかし『帰ってくる』予定だけはあった。だから道から部屋を見上げるのは楽しみでもあったし、もしそこに灯かりがついているようなら、タコヤキやらヤキイモやらを買って帰ったりもした。

　今は、その予定が立つ可能性もない。

　心に溜たまった負の感情を、冬華は深い呼吸で吐はき出した。

　肩が重い。

　姉がいなくなってから、仕事と学校の疲れがなかなか抜けなくなった。夏休みに入って幾分か余よ裕ゆうもできたが、あと半月ほどでまた新学期を迎える。

　心持ち重い足取りでマンションの真下まで差し掛かると、道の向こうに見覚えのあるライトバンが見えた。

　嫌な予感を憶おぼえ、脚をとめる。眉まゆ根ねは自然に険けわしく寄った。

　紺こん色いろのライトバンはよくあるタイプで、乗っているのが『嫌な彼ら』である確証はない。

　今の冬華は、伊だ達て眼鏡メガネとキャップで、変装ともいえない変装を施ほどこしていた。

　時代劇での『宗むな方かた玲れい』役の俳優として、巷ちまたにはそれなりに顔も知られはじめている。撮影用の濃こいメイクと妙な衣い裳しようは、街まちに紛まぎれた水みず本もと冬華を隠かくしてはいたが、それもそろそろ限界に近い。たとえ服装がタンクトップにジーンズのラフなものでも、見る者が見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　それで眼鏡メガネとキャップをつけはじめたが──相手が『彼ら』ならば、もう冬ふゆ華かの存在に気付いていることは間違いない。

（クランクアップで、気が緩ゆるんでるとでも思われたかな）

　冬華は一度とめた脚を、不自然に速めて歩き出した。

　待ち伏せをされるのは嫌いだった。好きな人間はいないだろうが、殊ことに冬華の場合は、背後から不意を討たれるのに似た不快感を憶おぼえる。しかし、彼らはそれを自らの『技術』にもしていた。

　案あんの定じよう、ライトバンからは人影が駆け下りてくる。

　頭を搔かきながら小走りに近寄ってきたのは、よれよれになった安物の背広を肩に翻ひるがえした細身の男だった。

　眼めつきは細く、嫌いや味みににやけている。

　冬華は無視して歩を進めた。

　追いついてきた男が、その脇わきへ無ぶ遠えん慮りよに近づく。

　ポマードの匂においに冬華は嫌けん悪おを憶えた。

「や、どーも。週刊ハイブローの原はらです。憶えてます？」

「忘れた」

　冷たくあしらい、冬華は懐ふところからカードキーを取り出した。

　一階の門までの辛しん抱ぼう──

　その奥へ入ってしまえば、部外者はもう立ち入れない。新築のマンションだけに、二重三重のセキュリティは大おお袈げ裟さなほどにしっかりしている。

　口では忘れたとは言ったが、『ハイブロー』の原は、冬華にとって絶対に忘れられない嫌な存在だった。

　まだデビューして間もない頃ころに載のった、三流週刊誌の中傷記事──それを書いたのが、目の前にいる原である。

『ハイブロー（知識人）』という誌名は皮ひ肉にくでしかなく、芸能人・著名人のスキャンダル記事とヌード、詐さ欺ぎまがいの広告で誌面の大半が構成される雑誌だった。その読者もまた、記事の多くを虚きよ偽ぎと知りながら楽しんでいる。

　まだ力も弱い新人アイドルは、その格かつ好こうの食材でもあった。

　冬華の場合は、『人気時代劇女優の盗とう撮さつ写真？』と称されて、まったくの偽にせ者ものの写真を載せられた。

　事務所の社長は『通つう過か儀ぎ礼れい』と笑い飛ばしたが──冬華は少しも笑えなかったのを覚えている。その時には、姉の美み春はるが冬華より激げき怒どし、いつのまにか冬華がそれをなだめる側に回っていた。

　今にして思えば、それが姉の狙ねらいだったのかもしれない。

　その後も原はらは何が気に入ったのか、いじめっ子のように冬ふゆ華かにつきまとい、二度三度とありもしないスキャンダル記事を重ねていた。

　冬華にとっては、真ま名な井い製薬に輪をかけて関かかわりたくない相手である。

　マンションのメインゲートは目の前だった。端末の差し込み口、鉄てつ格ごう子しの門、その向こうまでは、記者も入っては来れない。無む理りに入り込めば、不法侵入で管理人が飛んでくる。

「あ、冷たいなぁ。今日はね、ちょっとお聞きしたいことがあったんですよ」

　記者を無視して、冬華は素早く、カードキーを端末に差し込もうとした。

「あ！　これカードキーってヤツですか？　うわー、初めて見たなぁ。ハイテクって凄すごいですよねぇ。ねぇ？」

　馴なれ馴なれしい口調で呟つぶやいた記者の指が、端末に吸い込まれかけたカードを強ごう引いんに引き抜いた。

「ちょっ──何するのっ！」

　思わず激げつ昂こうした冬華に、原は口の端がひきつった微笑を向けた。冬華の背筋がぞっと粟あわ立だつ。

　舐なめるような視線から、恐きよう怖ふと嫌けん悪おを強く感じた。

「いやいや、凄いもんですね。ちょっとだけ見せていただいたら、すぐにお返ししますから。

　いえね、私、元は理系なんで、こういう機械モノって好きなんですよ。こんな仕事に就いてなかったら、『真名井電子工業』あたりで働いてたかもしれませんなぁ」

　何気なさそうに呟かれたその単語に、冬華はぎりっと唇くちびるを嚙かんだ。

　冬華の姉が爆発事故で死んだことは、一般の新聞にも載のった。

『水みず本もと冬華の姉だから』ではなく、それらは全すべて、業界の大手である真名井製薬の研究所で、死人が出たことについて扱う記事だった。

　ちょうどその時期に、大物政治家の汚職事件が明るみに出たために、記事のスペースは大部分がそちらに流れ、美み春はるの死はごくごく小さくしか扱われなかった。

　二ヶ月前の冬華は、そのことにひたすら安あん堵どした。結果としてだけでも、姉の死が自分の売名につながることだけは絶対に避けたかった。

　もう一つ──真名井製薬の爆発事故が小さく扱われたのには、理由がある。多くの広告・ＣＭ枠をもつ真名井グループに対して、民間報道に抑よく制せい力りよくが働いたことを、冬華は確信していた。

　それを責せめるつもりはない。冬華としても、姉の死を世間の見世物にしたくはなかったし、また世論の味方も欲しくはない。

　しかし──『ハイブロー』だけは、きっちりとしつこく特集を組んできた。

　いわく、『人気時代劇女優の姉、その乱れた性生活の末に──』

「そうそう、この間お送りした最新号、読んでいただけました？　あれについて、どうです？」

「ふざけないで！　鍵かぎ返さないと警察呼ぶから！」

　冬ふゆ華かは叫んで手を伸ばした。原はらはわざとらしく、カードキーを天てん井じようにかざす。

　記者の原は細身ながら、身長百八十以上と抜けて高い。手を伸ばされれば、冬華の身ではもう届かない。

　──足元を蹴けっ飛とばして、転ころばせれば別である。

　冬華は必死で自分を抑よく制せいした。記者に暴力を振るえば後が怖こわい。それがどんなに『理り不ふ尽じんなこと』であろうと、彼らの筆にかかれば、手を出したというだけで悪人にされる。

「じゃ、お巡りさんが来る前に話してくださいよ。真ま名な井い製薬からの賠ばい償しよう金きん、受け取らないとか？　相手は大手ですよ、結けつ構こうな額になるでしょう？　また一体なんでです？」

　にやにやと笑いながら、原は背を丸め、間近に冬華の顔を覗のぞき込んできた。

　嫌けん悪おも露ろ骨こつに、冬華は顔を背そむけて身をひく。カードキーは、まだ原の手の中にあった。

「関係ないでしょ！　それよりはやく返しなさいってば！」

「まぁまぁ。そういえば、この間の爆発事故でおもしろい話が出てきたんですよ」

　原はいよいよ口許をほころばせた。その顔に、小動物をいたぶる猫ネコに似た酷こく薄はくさが浮く。

「爆発の原因は、薬物と器材の取り扱いミスって話でしたけど、あそこでそんな危険な実験は絶対やらないって話が、元研究員からでてるんですよ。でね、なんか上じよう司しとの痴ち話わ喧げん嘩かのもつれで、お姉さんが嫌がらせに焼身自殺はかったんじゃないかって……」




　がんっ。




　冬華の右手が閃ひらめくのと同時に、原の長身が派は手でに吹っ飛んだ。

　それとほぼ同時に、眩まばゆいストロボが連続で光を放つ。いつのまにか、二人の背後にジーンズ姿のカメラマンが寄っていた。

　冬華はそれに気付きながらも、原一人を激しく睨にらみつけた。

「──あんたなんかに……お姉ちゃんの、何が……」

　声は悔くやしさに掠かすれて、まともな言葉にならなかった。

　殴なぐられてなお、原の顔からは笑みが消えていない。それは引っかけでスキャンダルを『創つくり出した』会心の笑みだと、冬華にもわかった。今までは偽にせ者ものだったが──これは、本物の記事になる。

　尻しり餅もちをついたままの原の脇わきから、落ちたカードキーを取り上げると、冬華は逃げるように背を向けてゲートを抜けた。

　記者とカメラマンは追ってこなかった。ただ、フラッシュだけがまだ光っている。

　エレベーターを待つ間、彼らの視線に晒さらされるのが嫌で、冬華は脇の階段を駆け上がった。

　頭の中に見出しが踊った。

　本誌記者に暴行──

　ヒロイン、宗むな方かた玲れいの本ほん性しよう──

　実戦さながらの殺陣たては喧けん嘩か仕込み──

　彼らの視界には、もう一秒でもいたくなかった。







「──うまく撮とれたか？」

　原はらは立ち上がりざまに、相あい棒ぼうのカメラマンに問いかけた。

「ばっちり。しかしほんとに殴なぐられましたね。しかも『グー』ですよ、グー。普通、平ひら手てでしょ？　気ぃつえぇよなぁ」

　ごつい一眼レフを肩に下げたカメラマンの猪い崎ざきは、おかしそうに肩を揺すった。五分刈りにがっしりとした体たい軀くは山男のようだったが、視線の暗さがその健康なシルエットを台無しにしている。

「まったくだ。おー、いてぇ……でもまぁ、よく挑ちよう発はつに乗ってくれたよ。あ、俺おれの怪け我がも一応撮っとけ。証拠に使えるかもしれねぇ」

「原さんの顔、出しちゃまずいでしょ？」

「誌面にゃださねぇよ。なに、記事に使えなくても、あるだけで将来の飯メシの種たねになるかもしれないぜ？　人間、偉えらくなると『若気の至り』を隠かくしたくなるもんさ。ネタはいくらあっても多いこたねぇんだ」

　金を強請ゆするつもりはもちろんない。強請り取れるのは、新しいネタである。

「ご立りつ派ぱ、週刊屋の鑑かがみです」

　猪崎カメラマンのフラッシュが、二度三度と光を発した。

「いい男に撮ってくれたかよ」

「素材並みには」

「なら充分」

　口笛でも吹きかねない軽い口調で呟つぶやき、原はライトバンの助手席へと引き返した。運転席には猪崎が座り、すぐに車を発進させる。

　原は車内に用意しておいたアイスパッドを、殴られた左頰ほおへあてた。

　厳きびしい一撃は、そのまま水みず本もと冬ふゆ華かの怒りの強さを感じさせた。そのことに満足して、また下げ卑びた嗤わらいを漏もらす。

「初めからわざと当たるつもりだったが、その必要もなかったな。ありゃ相当に鍛えてるよ。避よけようとしても、俺ごときじゃ避けられねぇなぁ」

「傷害で訴えます？」

　ひひ、と猪崎が笑った。

「ばーか。金のかかる真似まねはしねぇんだよ。相手が訴えてくれるんなら、それもいいけどな」

「来月あたり、これでいけますかね。『人気時代劇ヒロイン、夕ゆう闇やみの無ぶ礼れい打うち！』ってとこですか。あの娘こ、潰つぶれないかな？」

　猪い崎ざきの声にはサディスティックな響きがあった。

　原はらは笑顔を引っ込め、思し案あんげに呟つぶやく。

「潰れるもんかい。うちに載のったって、誰だれも本気にゃしねぇよ。それにまだ早すぎる。もうちっと人気が出た頃ころに爆発させた方がおいしいな」

　原はアイスパッドの冷たさに、元から細い目をいよいよ細めた。

「おい、顔までよく映ってるネガは、編集長にも見せねぇで俺おれに回せよ。あの娘こが将来、でかくなった時に使えるかもしれねぇからな。殴なぐられた出資の分は回収せにゃ」

「でも、ほんとにでかくなりますかね？」

「俺の眼めに狂いは──まぁ時々あるけど、ありゃいける。なんつったって乳がある。お高くとまってサイズは公表してねぇが、若さと見み栄ばえだけでも、ブラウン管で二年はもつだろうさ」

「でもいまどき、そんなタレントいくらでもいますよ？」

　フロントミラーを通して、原は鋭い眼まな差ざしを猪崎に据すえた。

「わかってねぇな、顔とのバランスが問題なんだよ……って噓うそ、噓」

　笑う原の暗い眼に、狂きよう気きに近い凄すご味みが宿った。

「顔やスタイルより、もっと大事な成功のキップをあの女は手に入れてんだよ。姉あね貴きが死んだことでな」

「へぇ？　なんです？」

「水みず本もと冬ふゆ華かには近々、真ま名な井いグループそのものか、悪くても真名井製薬のバックアップが入る公算が強い。そうなりゃ、ＣＭやらにも出てくる。真名井そのものが表立って動かずとも、その関連会社や持ち株会社が動くだろう。あの顔とスタイルだ、時代劇俳優より、偶像アイドルに向いてると思うぜ」

　猪崎が感心したように頷うなずいた。

「真名井からの賠ばい償しよう金きん拒否は、その布石ってわけですか？　賠償の代わりに仕事よこせっつう……あそこの社長ならやりそうだな。でも、どっからそんなネタ仕入れてきたんです？」

「それは秘密。だが事故のあった研究所の所長が、直接にあの娘の仕事場や事務所へ、足あし繁しげく通ってるのは確認できた。

　真名井紳しん士しっつう、真名井グループ創設者の孫だ。四男坊の息子むすこだが、将来の幹部候補にゃ違いない。

　まぁ話が進んだら、今度はそいつとあの娘の不ふ倫りん疑ぎ惑わくでもでっちあげる。今のうちから、下準備しとかねぇとな。それと、真名井のＣＭ関係に圧力かけられそうなヤツを何人か見み繕つくろって──」

　原は肩と頰ほおでアイスパッドを挟み、ズボンから潰つぶれかけた煙草タバコを取り出した。

　火をつけて一息吸い込み、ゆったりと細く吐はき出していく。煙は薄くたなびき、車内に散っていった。

「これから、まだまだ忙いそがしくなるぜぇ」

　呟つぶやく原はらの眼めには、獲え物ものを嬲なぶる暗い本能の悦よろこびが満ちていた。







　──むかつく。

　マンション外壁の階段を駆け上がった冬ふゆ華かは、その途中の踊り場で、肩を激しく上下させていた。

　時刻は夕方六時、まだ日も暮れかけたばかりで、暑気は緩ゆるんでいない。吸い込む空気の湿ったぬるさにむせ込みながら、冬華は右拳こぶしを左手に覆おおった。

　人を殴なぐった感触が、そこにはありありと残っていた。

　小こ手てを打たれて芯しんが痺しびれるような感覚とは違い、鈍にぶく重く、骨に染しみる痛みがある。そこには心理的なものも含まれていた。

　冬華の住む部屋は、地上十四階にある。

　怒りの勢いに任せて、五階まで一息に駆け上がったが、残りの九階層を駆ける気にはなれなかった。

　踊り場を抜け、冬華はエレベーターの前に立った。

　事が終わった脱力感がその身を覆っていたが、怒りそのものは、むしろ深く心に沈んでいた。

　磨きぬかれた金属の扉ドアが、照明を反射して冬華の顔を映す。気を抜くと、伊だ達て眼鏡メガネの奥の眉み間けんに皺しわが寄った。

　昼間は真ま名な井いの件で、マネージャーにもあたった。その後の更こう衣い室しつでは、脱ぎ捨てられた不気味な服の件でさらに神経が昂たかぶった。

　そんな日の締しめ括くくりが、階下の週刊誌記者である。

（皺もできる、かぁ──）

　齢よわい十七に似合わぬ悩みではあったが、それだけに切せつ実じつでもある。

　冬華はエレベーターのボタンを押しつつ、一方の手で眉間を撫なで、皺を伸ばした。

　眼つき悪いと、だんだん性格まで悪くなるよ──

　姉の美み春はるに、いつか言われたことを思い出す。

　わかっちゃいるんだけどね、とその時の冬華は流したが、怒りやすい自分の性格が、そうそう簡単に変わるとも思えなかった。それでもタレント業を始めてからは我が慢まんすることも増ふえ、ずいぶんと自制心もついている。役柄と鍛たん練れん以外で人を殴ったのは、小学校以来だった。

　──我ながら、『会心の一撃』だったと思う。同時にそれは、タレント生命にとって『痛つう恨こんの一撃』でもあった。

　しかしそれでも、記者を殴なぐったことへの後こう悔かいはない。むしろ殴れるだけの気力が自身の中にあったことを、冬ふゆ華かは心強くさえ思った。

　あれだけ姉を侮ぶ辱じよくされて、もし動けなかったとしたら──それこそ、冬華自身のプライドにとって『痛つう恨こん』である。

　両親を早くに亡なくした冬華にとって、姉は父であり母であり、手の掛かる娘でもある存在だった。相談事や経済面には頼りになる反面、生活能力はからきしで、冬華と二人暮らしを始める前は『片付けられない女』の予備軍でもあった。

　ただ──生活の場である部屋は散らかしていても、研究にかけては病的なほどに清潔な人間だった。その机の上は乱雑でも、研究の成果をまとめたり、また実際の実験となると、人が変わったように細こまかく気を遣つかう。

　今にして思えば、姉の生活の場は『研究そのもの』で、冬華と二人暮らしの住居は、休みに行く別荘のようなものだったのかもしれない。

　そういえば──

　冬華は回想した。

　家から仕事場に出かける時も、姉は『行ってきます』ではなく、『そろそろ向こうに戻る』と言っていた。さすがに、研究所から家に戻る時は『家に帰る』と言っていたが──表面上の言葉はさておき、深しん層そうの心理はどう思っていたか怪あやしい。

　エレベーターはなかなかやって来なかった。

　階数表示を見上げれば……一台は二階に、もう一台は七階に停とまっていた。

　しばらく見上げていたが、まるで動く気配がない。

　もちろん使用するのはマンションの住人だけである。いつも素早い反応を示すエレベーターにしては異常だった。

　故障しているのか、それとも──

　いぶかしく思いつつ、冬華は仕方なく階段へと戻った。

　現在地は五階、いまさら二階まで戻るのも馬ば鹿からしく、冬華は七階へと上がる。

　六階を抜け、七階の踊り場まで来ると、エレベーターのドアの開閉する音が聞こえた。

　閉じては閉じきれずに開き、また閉じては開く──

　その音の繰り返しに、冬華は溜ため息いきを吐ついた。

　以前に悪戯いたずら盛りの子供が、扉ドアの真ん中に倒したモップを置いていったことがあった。安全装置のついたエレベーターのドアは、それだけで柄えを挟んで開閉を繰り返すことになる。

　近所の人間は愚ぐ痴ちっぽく揉もめていたが、冬華は子供のすることに目くじらを立てもしなかった。

　ただし──機き嫌げんの悪い今日ばかりは、八つ当たり気味に怒りの感情が湧わくのを抑おさえられない。

　そんな自分の勝かつ手てさにも溜め息を吐きつつ、エレベーターに向かう。

　案あんの定じよう、ドアは開閉を繰り返していた。

　しかしそこに挟まっていたのは、モップなどではない。

　細長い、節ふしのある銀色の棒──

　冬ふゆ華かはすぐに、それが護身用に売られている特殊警棒と気付いた。テレビのニュース番組で眼めにしたことがある。

　エレベーターの左右に別れた二つの扉ドアは、その警棒を挟んで開閉を繰り返していた。

（誰だれよ、こんなもの置いてったの……）

　怒りを憶おぼえて、冬華は無人らしいエレベーターの中を覗のぞき込んだ。

　橙だいだい色いろの明かりに包まれた、薄暗い小箱。

　そこには確かに、誰もいなかった。

　しかし冬華は、その『誰もいない』床ゆかを見て固まる。

　エレベーターの床は、ぐっしょりと無色透明の液体に濡ぬれていた。

　その水みず溜たまりの中に、男物の背広とズボン、靴、Ｙシャツ──服装の一式が、着ていた人間の形を残すように横たわっていた。特殊警棒の持ち手には、白い手袋まで残っている。

　ぞっとして、冬華は近づきかけたエレベーターから一歩退しりぞいた。

　その光景は、テレビ局の更こう衣い室しつで見たものとまったく同じだった。

　件くだんの濡れた服一式について、局の方では結局、『意味不明』ということで終わった。無人の時の更衣室には鍵かぎが掛かっていないため、誰でも入ることが可能である。警備員は「今後の警備を強化する」と約束してくれたが、服については、冬華が入る前からあったものではないかと疑っているようだった。

　そして今──エレベーターの中には、また水溜まりと服が残っている。

　偶ぐう然ぜんにしては奇妙に過ぎた。一日のうちに、二度あっていい事態でもない。

　ストーカー──

　そんな単語が頭をかすめた。意味不明なことが身の周りで頻ひん発ぱつしたら、「まず電波系のストーカーを疑え」と、事務所の社長が言っていたのを思い出す。

　その時は笑いながらの会話だったために、冗じよう談だんと聞き流していたが──

　もし偶然でなければ、可能性として、それがもっとも近い。

　更衣室の件では、中に自分しかいなかった。そしてここは、冬華の住むマンションである。

　誰かに見られているような錯さつ覚かくを感じ、冬華は剝むき出しの肩を両手に抱いてさすった。

　エレベーターに乗る気は起きなかった。

　無む臭しゆうながら、何か得え体たいの知れない残のこり香がが漂っているような気配を感じる。この状況下で、狭い箱に短い間でも閉じ込められるのはぞっとしない。

　一応は警棒を蹴けっ飛とばしてエレベーターを使えるようにしておき、冬華は周囲を気にしつつ、階段から部屋に戻ることにした。

　階下に戻って、二階を覗のぞく気にはなれなかった。そこが同様の事態になっていれば、また階段を上がり直す羽は目めになる。仮に二階のエレベーターに挟まっているのが『ただのモップ』であろうと、今、このマンションのエレベーターに一人で乗る気はしなかった。

　部屋に戻ったら、管理人さんに電話して──

　階段を昇りながらこの後の対応に思いが及んだところで、疑問が湧わいた。

　これがストーカーの仕し業わざなら──犯人は、どうやってこのマンションに入ったのか。

　階下の玄関より奥に入るには、内部の人間の認にん証しようがいる。ピザの配達すらも、インターホンを鳴らして鍵かぎを開けられてからでなければ、中には入って来れない。無む理りに入り込めば防犯システムが作動して、民間の警備会社に連絡が行く。

　犯人はマンションの中に住む人間か、あるいはその知り合いかということになる。

　もう一つ、可能性があった。

　ここは真ま名な井い製薬の社宅──その関係部署になら、マスターキーがあっても不思議はない。

　階段を昇りながら、冬華は暗あん澹たんたる思いにとらわれた。姉の美み春はるがいれば笑い飛ばしてくれそうな思し考こうも、一人では悪い方へと転ころがっていくばかりだった。

　息をきらして、階段を十四階まで上がる。

　冬ふゆ華かの部屋は角に位置していた。

　廊ろう下かの角を曲がって数歩──

　冬華は脚を止めた。

　部屋の前に、無色透明の水みず溜たまりができていた。

　その中心部には、宅配便の人間が着るような作業服がぐっしょりと浸ひたっている。帽子に靴と荷物まで一式が揃そろっていた。

「……やっぱ、ストーカーなわけ……？」

　冬華は小さく舌した打うちして、眉み間けんの皺しわを指先で押さえた。

　ジーンズの膝ひざが、怒りと不安でわずかに震ふるえた。
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　古びたビルの窓看板に、『東とう都とまごころファイナンス』と、角の削けずれた文字が踊っていた。

　都内某所にある貸しビルの三階四階部分に、その金融会社はこぢんまりと居を据すえている。

　傍はた目めには、ただのぱっとしない中小企業である。

　不景気の煽あおりで業績が悪化するわけでもなく、また景気が回復したとしても、事業規模を拡大させる予定もなく、常に変わらない形で、十数年も昔から存在し続けている。

　つまるところ、そこは『キャラバン』に関係するダミー会社だった。

　表向きは流行はやらない金融会社を装よそおいつつ、しかし裏では、通常の社会に適応できない異い能のうの人間達を雇やとい入れ、『合法的』に生活の糧かてとなる給与を支払い、また社会的な立場をも与えている。

　この世界の招かれざる異い邦ほう人じん、『迷めい宮きゆう神しん群ぐん』を狩かり出す、『神群狩り』──東都まごころファイナンスは、そう自称する華かヶが瀬せ清きよ元もとの私有会社だった。

　表面上の業務としては、キャラバンの関連企業へ意味もない融資を繰り返し、『上納金』ともいえるその利息で利潤を得ている。見方を変えればそれは、金融会社の仮か面めんを被かぶった私設戦闘部隊ともいえた。

（どうも──ここは落ち着かないな）

　そんな非合法企業の応接室に身を置き、真ま名な井い紳しん士しは溜ため息いきを吐ついた。

　肺の動きに合わせるように、安物のソファがぎしりと軋きしむ。

　その嫌な音は、真名井の耳に疲労の象徴のように聞こえた。

　昼間のテレビ局では、遂ついに水みず本もと冬ふゆ華かに待ちぼうけを食わされた。

　怨うらむ気はない。姉を失ったのだから、仕方のないことだとも思う。

　その後、研究所へ戻ろうとした真名井は、華ヶ瀬から唐とう突とつに、『用がある』との連絡を受け、帰途から都内へ引き返して来た。

　怨む気満々である。ふざけるなと言いたい。

　それでも来ざるを得なかったのは、華ヶ瀬清元が、真名井から見れば山やま之の内うち派内部の上じよう司しにあたるために他ほかならない。

　呼び出しを断って、下手へたに刺激するわけにはいかない。

　──少なくとも、その理由がないうちは。

　馬ば鹿かと鋏はさみは使いよう──と、真名井は自らを慰なぐさめたが、しかし困ったことに、華ヶ瀬はあながち馬鹿でもない。狂きよう暴ぼうな男ではあったが、同時に狡こう猾かつで、さらに決断力まである。

　その能力を正の方向に生かせばよさそうなものだが、生あい憎にくと性格だけが歪ゆがんでいた。

　真名井がソファに身を預け、数分が経たった頃ころ──

　応接室と廊ろう下かを遮さえぎるオーク材の扉とびらが、重々しげに開いた。

　入ってきたのは、人目を惹ひきそうな『いい男』だった。

　線の細い美び形けいではなく、実力に裏打ちされた自信を表情にもたせた、いかにも男らしい容よう貌ぼうである。

　──あくまで、外見だけは。

　男の名を華かヶが瀬せ清きよ元もとという。

　童顔の真ま名な井いと比べると年とし嵩かさに見えたが、その実、真名井よりは年下の三十二歳である。その若い年齢で、部署も派は閥ばつも違うが、真名井の上じよう司しにもあたる人物だった。

　華ヶ瀬は満面に人を逸そらさぬ微笑を浮かべ、ソファに身を沈める真名井を見み据すえた。

　真名井もまた、華ヶ瀬を見上げる。

　病的に白いその肌はだが、薄暗い部屋に浮いて見えた。

「やぁ、お呼び立てして、すみませんでしたね」

　まったくです、と返したいのをこらえて、真名井は軽く会え釈しやくした。脚が悪いのを理由にして、ソファから立ち上がりもしない。

　もっとも、もし脚が不自由でなくとも、華ヶ瀬清元を立って出迎えるつもりは毛もう頭とうなかった。

「もう夕方──六時ですね。夕食はとられましたか」

　腕時計を確認し、華ヶ瀬は真名井とテーブルをはさみ、向かい合わせに座った。

　一応は真名井の方が年上だけに、華ヶ瀬は敬語を使った。しかし、その口調にはどこか見下したような、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな調子が籠こもっている。

「いえ。まだです」

「そうですか。寿す司しでもとります？」

「いりません。それより、お互い忙いそがしい身でしょう。お話の方をうかがいます」

「そうですね。まぁ、そんなに長い話じゃありませんので、御安心を」

　応接室のソファに背を丸めた華ヶ瀬は、真名井を睨にらんで呟つぶやいた。涼すずしいが暗い眼めつきとは裏うら腹はらに、口許には穏おだやかな微笑が見える。

「さて、真名井さん。今日、夢ゆめ路じさんと会ってきたそうですね？」

　華ヶ瀬の声はわずかに甲かん高だかかったが、人の耳には澄すんで聞きやすく響いた。

　その耳みみ触ざわりのよい声に、しかし真名井は不快感しか持てない。それは発声者の人格だけが原因である。人の行動を監視しておいて、それをさも当然のことのように言うのも気に喰くわなかった。

「──えぇ。籤くじ方かた君の件で相談を受けました。何か問題でも？」

「ほう」

　華ヶ瀬の顔に酷こく薄はくな笑みが浮く。

　またクレームかと、真名井は内心で溜ため息いきを吐ついた。

　翁おきな居い夢ゆめ路じのことは、苦にが手てだが嫌いではなかった。

　だが華かヶが瀬せ清きよ元もとについては、苦手な上に大嫌いである。それはお互いがよく知っていることで、なればこそ、華ヶ瀬も悪意をもって真ま名な井いに絡からんでくる。

「本当に、籤くじ方かたのことだけだったんでしょうか？

　……そうではないはずですよね。

　真名井さん、あなた、我々に隠かくしていることがあるでしょう」

「もちろんありますよ。私は真名井秀ひで世よの甥おいです。身み内うちのことを、あなたに話す義理はありません」

　真名井は笑顔で、華ヶ瀬の『脅きよう迫はく』を受け流した。『真名井秀世』は伯父おじにして、真名井グループの現総そう帥すいであり、加えて山やま之の内うち派の大幹部の一人でもある。伯父とはいえ、末端に近い真名井紳しん士しにとっては雲の上の人物だった。

「そういうことじゃ、ないんですよ」

　華ヶ瀬は微笑とともに、真名井の眼めを下から覗のぞき込んできた。

　その不快感に耐え切れず、真名井は眼鏡メガネをかけ直すついでに顔を背そむけた。

「眼を逸そらすな」

　静かな、陰いんのこもった声だった。

　試されている──真名井はそう察し、改めて視線を華ヶ瀬に合わせる。

　外見だけなら、華ヶ瀬は一昔前の映画俳優にも似た二枚目だった。色白だが決してひ弱ではなく、顔立ちの凛り々りしさも伊だ達て男おとこを思わせる。声の通りも素晴らしい。

　見た目に拘こだわる女ならば、すぐにでもなびくだろう。

　そして勘かんの鋭い女なら、深く関かかわらぬよう逃げる。

　華ヶ瀬清元の本質を、真名井はただの快楽殺人者と見ていた。

　キャラバンの一大派は閥ばつである『山之内派』の幹部の中でも、その性格の危険さ、横おう暴ぼうさでは五指に入る。物腰だけは柔らかく見えるだけに、余よ計けいに始し末まつが悪い。

　華ヶ瀬は口の端をひきつらせた。

「少し前から、気になっていることがあるんですよ。この際ですから、じっくり話し合いたいと思いますが──構いませんか？」

　断れないと見越しての尋じん問もんに、真名井は不ふ承しよう不ぶ承しように頷うなずいた。

「それではうかがいますが── 水みず本もと美み春はるは、本当に死んだんですかね？」

「……なにを言ってるんです──？」

　真名井は華ヶ瀬を睨にらみつけた。

　美春の死しに様ざまは、思い出したくもない光景だった。だがここ二ヶ月、その光景を思い出さなかった日はない。

　その美春殺害の原因の一いつ端たんは、目の前の華ヶ瀬にある。

　共に微笑ながら、二人の視線は切り結ぶような緊きん迫ぱく感かんをもって交わされた。

「確か水みず本もとは、三号棟とうの爆発事故で顔も残さず吹っ飛んだ──そういうことになっていますね？」

「えぇ。私が指揮しました。警察への処理も済んでいます」

　真ま名な井いの返答を受けて、華かヶが瀬せの眼めには一いつ層そう暗いものが宿った。緊張に、真名井はごくりと唾つばを吞のむ。

「何故なぜ、爆発事故だったんです？　あの研究所だってまだ新しい。何も女一人の死を演出するために壊こわす必要はないし、他のやり方がいくらもあったはずですが？」

　華ヶ瀬の言葉は、ある意味で正論だった。

　しかし真名井にとっては、ただの嫌がらせにしか聞こえない。

　真名井は声を低く落とし、華ヶ瀬を恨うらめしげに見た。

「……馬ば鹿かを言わないでください。何故我々が、爆発を演出しなければならなかったのか──華ヶ瀬さんはよく御存知のはずでしょう」

　華ヶ瀬の端たん正せいな眉まゆが、ぴくりと跳はねるように動いた。

　油断すると嚙かみついてくる狂犬を相手に、真名井はあえて強気に出た。

「爆発なら、本人と確認できる顔も歯形も残らなくて不思議はない。しかし爆発事故ともなると、発生する条件下も限られてしまいます。あの時、あの状況下でそれに適した場所といったら、研究所しかないでしょう。籤くじ方かたがつくった血けつ痕こんの処理も同時にできますしね。

　我々だって、遺い体たいさえ残っていたら、もっと別の死に方を考えられましたよ。肝かん心じんの遺体がなければ交通事故もつくれない。まったく──どうせ食わせるのなら、予備の献けん体たいの方にしてください」

　真名井は吐はき捨てるように言った。

　華ヶ瀬の視線が、戸と惑まどって中空を仰あおぐ。

「……待ちなさい。その言葉は、どういうことです？」

「とぼけないでください。我々への嫌がらせなんでしょう？　水本美み春はるの遺体を、根ね黒ぐろなんぞに食わせるなんて──」

　真名井は呟つぶやいて、悔くやしさに声を詰まらせた。

　華ヶ瀬派の異い能のう者しやの一人、根黒桂けいは『死体喰ぐい』として有名だった。死肉に異常な執しゆう着ちやくを示すその男を、真名井は水本美春の遺体が消えたその晩、研究所で目もく撃げきしている。

「根黒が？」

　華ヶ瀬の顔に演技ではない不ふ審しんが浮いた。

　真名井もまた、その様子を見て首を傾かしげる。

「──あなたの命令じゃ、ないんですか？」

「初耳です。どうも話がおかしい──根黒は確かに研究所にいたはずですが、あいつには、あなたの決断とその結果を報告させただけです。

　水みず本もとを斬きって手術室に運んだ所までは確認していますが、そこから遺い体たいが消えて、その生死が不明になったと──その報告を受けただけで、余よ計けいなことはさせていません。まぁ、刀傷は致ち命めい傷しように見えたというので、それを信用しましたが──

　帰ってきてすぐ、腹が減ったというので死体をあてがったくらいですから、絶対に水本を食ってはいませんよ。一体分の屍し肉にくを食えば、いくら奴やつでも二週間はもちます」

　真ま名な井いは呆ぼう然ぜんとした。

　水本美み春はるの死体は、一時移動させた場所から消えていた。それは間違いない。

　この二ヶ月間、それは華かヶが瀬せ派の嫌がらせのためとばかり思っていた。

「二ヶ月前の──あの晩のことを、詳くわしく話していただきましょう。お互いに腹の内うちを割って」

　華ヶ瀬に言われて、真名井は嫌いや々いやながら、小さく頷うなずいた。

「……籤くじ方かた君の刀で、遺体が真っ二つに分かれてしまったので、まずは傷口を『鋭えい利りな刃物』によるものでなく、千ち切ぎれたように加工しなければなりませんでした。その時までは、交通事故で処理するつもりでしたから──ですが、処置室に遺体を安置していた隙すきに、肝かん心じんの遺体が──」

「──消えた、ということですか」

　二人の間に、長い沈ちん黙もくが訪れた。

　しばらくして真名井は肩を落とし、深く息を吐はいた。

「どういうことか、さっぱりわかりません。私は、あなたが根ね黒ぐろに食わせたのだとばかり思っていました。

　遺体がなくなったから、我々はリストにない実験用の死体をつかって、爆発事故を装よそおったんですが……」

　華ヶ瀬は鼻先で嗤わらった。

「成なる程ほど。こちらは逆に、殺してもいない水本美春を、あなた達が『殺した』と言い張っている可能性を考えていたんですよ。実はね」

「馬ば鹿かな……胴どうを真っ二つにされて、生かせるわけがないでしょう」

　真名井の言葉を手で遮さえぎり、華ヶ瀬は席を立った。

「もう結けつ構こう。あらかた分かりました。この後のことは、我々に任せていただきましょうか」

　真名井はソファから華ヶ瀬を見上げた。薄い笑い──顔立ちが二枚目なだけに、冷笑を浮かべるとより嫌味が際きわ立だった。

「待ってください。私にはまだ、何がなんだか……」

　華ヶ瀬は真名井を蔑さげすむように、にやりと笑った。

「──真名井さん。私はね、ずっと疑問に思っていたんですよ。水本美春の〝消し方〟について」

　からかうようなその口調に、真ま名な井いは穏おだやかな眉まゆをひそめる。

「だってそうでしょう？　通とおり魔まの犯行にしたっていい、強ごう姦かん魔まという線も使える。いや、死体が消えたのがイレギュラーだったんですよね。しかしそれならそれで、始し末まつの手間が省はぶけたと見るべきなんです。『勝かつ手てに蒸じよう発はつ』して、後は知らぬ存ぜぬ──それでいいはずだ。違いますか？」

　真名井は口をつぐんだ。自分の真意に、華かヶが瀬せは気付いている──その確信を得た。

　美み春はるの死を『蒸発』とすれば、妹の冬ふゆ華かが探さないはずがない。ただでさえ肉親を失った彼女に、そんな無む為いの時間を強しいることは、真名井にとって耐えられなかった。またその捜そう索さくの過程で、冬華がキャラバンの存在にたどりついたりすれば──水みず本もと美春との最後の約束すらも、果たせなくなる。

　華ヶ瀬は嗤わらった。

「くっくっ……あなたはどうも、稚ち気きと甘あまさが抜けませんよね。真名井の人間は皆そうです。だから、甘党の夢ゆめ路じさんのお気に入りなんでしょうが──」

　華ヶ瀬の視線は、全すべてを見み透すかしたように鋭く真名井を貫つらぬいた。

「──私には見苦しいだけだ。引っ込んでいろ」

　唐とう突とつに凄すご味みを帯びた華ヶ瀬の声こわ音ねに、真名井は唇くちびるを嚙かむ。

「そういうわけじゃありません、ただ……」

「ただ、なんだ？　悩んでいるのは、あの妹とやらのせいだろう」

　華ヶ瀬は蔑さげすむように嗤った。真名井は言い返す言葉に詰まり、口を閉ざす。

「だが新築の研究所と、親子二代に渡る裏切者の縁えん者じや一人、どっちが大切だと思うね？　しかも聞いたところじゃ、真名井の側はその小娘にも、莫ばく大だいな賠ばい償しよう金きんを出そうとしているらしいじゃないか。ふざけた話だ。

　あなたが殺やりづらいというなら、私達が代わりに殺る」

　華ヶ瀬の声は本気だった。

　真名井は息を整えた。落ち着かないことには、目の前の男を殴なぐりつけそうだった。

「それには及びません。第一、それは上層部の決定ではないでしょう？　彼女は我々と無関係の人間ですよ。裏切者ならともかく、そんな非道には、伯父おじはもちろん、山やま之の内うちさんが決して頷うなずきません」

　共通の主の名を聞くや、華ヶ瀬の顔に冷たい嘲ちよう笑しようが浮いた。

　華ヶ瀬清きよ元もとは、確かに山之内派に属している。しかし、その心が山之内にないことは真名井もよく知っていた。それでも華ヶ瀬が同派に身を置いているのは、『神しん群ぐん狩がり』という立場の居い心地ごこちのよさゆえである。

　華ヶ瀬は真名井を見下し、朗ろう々ろうたる声を張った。

「戦後、日本は──」

　何を言いだすかと、真ま名な井いは嫌いや々いやながらに耳を傾けた。

「国民を甘あまやかしすぎましたね。この国には、個人の権利を主張する民主主義の蜜みつを求める者ばかりで、国家の一構成員たる自覚をもち、義務を果たせる人材が少なすぎます。

　本来、自覚をもって義務を遂すい行こうすべき最たる存在の政治家さえが、民主主義の悪い面ばかりを実践している。

　政治家が政治屋になって久しいですが、その政治屋にすらなれず、脱税やら贈ぞう収しゆう賄わいに勤いそしむ『反はん逆ぎやく者しや』が絶えないのはどういうことでしょうか？

　そう、彼らは組織としての『国家』に反逆しているんですよ。本人達には、その自覚すらないでしょうけれどね」

　華かヶが瀬せは整った顔に物ぶつ騒そうな笑みを浮かべた。

「私は、そんな連中は早急に粛しゆく清せいすべきだと思うんですが──これに山やま之の内うちさんが頷うなずかない。どうも甘いんですね、あの人も。『反逆者』は、その疑いある者も含めて、早急に始し末まつしないといけないのに」

　真名井は、華ヶ瀬が暗に言おうとしていることを理解した。

　国は『キャラバン』の喩たとえ、自覚をもって義務を果たす人間は華ヶ瀬本人、そして『反逆者』は、真名井のことを指している。

「……相変わらず、あなたは穏おだやかじゃありませんね。昔からそうでしたけれど」

　脇わきに冷や汗を感じつつ、真名井はそれでも苦笑で応じた。

　華ヶ瀬は一段と強く、蛇へびに似た睨にらみを利かせてきた。しかし口許には、不ふ釣つり合あいにもまだ微笑が浮いている。

「気も荒くなりますよ。こちらはこの間から散さん々ざんです。先週の徒と帰き島じまの一件では、敬けい神しんが籤くじ方かたに殺され、さらに宇う津つ星ぼし、ティギー、池いけ崎ざき、大おお里さと、国くに代しろ、ミランがあっちに行ったまま──」

　そりゃ、あなたの無む茶ちやな教育と命令のせいだ──真名井は心中だけで呟つぶやいた。同情する気にもなれない。

「さらに、水本冬華の殺害を命じた加か納のうと福ふく永ながが今日、どういうわけか行方ゆくえ不明になっています」

　予想外の華ヶ瀬の言葉に、真名井は眼めを剝むいた。

「殺害を命じたって……どういうことですか！」

「言葉通りですよ。私はてっきり、行方不明者は『水みず本もと冬ふゆ華か』を守ろうとするあなたの仕し業わざだと思って、ここに呼んだんです。

　しかし、どうやら違ったらしい」

　華ヶ瀬の顔にわずかな翳かげりが浮いた。しかし真名井には、それを喜ぶ余よ裕ゆうもない。

「あの子に手をだしたんですか⁉　一体なぜ──」

「理由はたった今、話したでしょう？ 賠ばい償しよう金きんを払う必要をなくしてあげようと思いましてね。

　それに水みず本もとの妹なら、いずれ、我々に敵対する公算が強い。それなら今のうちに殺やっておくべきです。なにより、他の人ひと質じち連中へのいい〝見せしめ〟になります」

　華かヶが瀬せは事も無げに言った。

「そんな非道な話があるかっ！」

　激げつ昂こうした真ま名な井いは杖つえにすがって立ち上がり、冷めた顔の二枚目に摑つかみかかろうとした。しかし華ヶ瀬の視線に射い竦すくめられ、その動きは半なかばで止まる。

「私に触さわらないことですよ、真名井さん。死ぬことになります。もっとも私は、それでも構いませんが」

　華ヶ瀬はにやりと、酷こく薄はくに顔を引きつらせた。

　実力での勝負になれば、真名井の勝ち目は全くない。それは真名井本人が最もよく理解している。能力的には一般人に過ぎない真名井に比べ、華ヶ瀬は山やま之の内うち派でも恐れられる『実戦派』だった。

「水本美み春はるの死体が消えた件は」

　呟つぶやく華ヶ瀬の笑みには、凶きよう悪あくな凄すご味みがある。

「融とけて、レブルバハトに『吸収』された可能性が強いですね。余所よその研究の結果で、レブルバハトには、わずかながら『感情』が確認されています。

　これは私の勘かんですが──水本は研究の過程で、レブルバハトを手なづけたんでしょう。そして、その死に同情でもしたレブルバハトが、あの女の『遺い志し』を墓はか守もりとして守りはじめた──こんなところですか」

　真名井は唸うなった。

「遺志というと……」

「例の妹を守るということですよ。そのあたりは二ヶ月前、籤くじ方かたから聴いています。『黄昏たそがれの墓守・レブルバハト』の特性については、専門のあなたの方が詳くわしいでしょう？」

「詳しいといっても、相手は神しん群ぐんです。未知の部分が多いくらいで……」

　華ヶ瀬は馬ば鹿かにしたような眼めをした。

「じゃあ、わかっていることから整理しましょう。

　奴やつは死んだ人間の遺志を『本体』として具ぐ現げん化かし、その遺志に従いつつ増ぞう殖しよくをはじめます。

　うちの加か納のうと福ふく永ながは、『水本美春』の遺志を受け継いだレブルバハトによって消されたと見ていいでしょう。そうでもなければ、あいつらが小娘一人を仕し損そんじるはずもありません。

　あの女、最後にとんでもない罠わなをしかけて逝いったものですね」

「しかし……それなら何故なぜ、レブルバハトは仇かたきの我々を襲わないんです？　水本美春は、あなたや私を真っ先に殺してもよさそうなものですが……」

　華ヶ瀬は哀れむように真名井を見た。

「レブルバハトの力が足りないからに決まっているでしょう。今、我々に手を出したら、十一年前と同じく、返かえり討うちにされるとわかっているんですよ。しかし裏を返せば、『今なら我々で勝てる』ということです。

　奴やつが本格的に我々を襲い出すよりはやく、我々は奴を狩かり出す必要に迫られたわけですね」

　華かヶが瀬せは呟つぶやきながら、ふつふつと沸わき上がる闘志を抑おさえきれないように身み震ぶるいした。

　真ま名な井いは首を横に振った。

「それは──ないと思いますよ。レブルバハトは『対象を取り込む』ことで増ぞう殖しよくします。強くなるためには異い能のう者しやを捕食する必要があるわけで、息をひそめている理由は、もっと別の──」

　華ヶ瀬は眼めを閉じ、大おお仰ぎように肩をすくめる。

「──奴が、『進化』したとしたら？」

　真名井は硬こう直ちよくした。

「十一年前、レブルバハトは、人の遺い志しを受けて、『捕食』することを憶おぼえました。しかしそれで痛い目を見た今、新たな進化の道を模も索さくしたかもしれません。例えば光合成、例えば呼吸、例えば水分と土の養分──エネルギー源は、人でなくともいくらでもあるんですよ」

　真名井は言い返せなかった。

　神しん群ぐんの『進化』は、唐とう突とつに起きる。必要に迫られて、あるいは人の意志を受けて、あるいはそれこそ無意味に、彼らは唐突に変化した。

　それらは進化というより退たい化かに近いこともあったが、様々な事じ象しように対し、彼らが『適応する』能力を備えていることは明白である。

　ぷーん──

　不意に華ヶ瀬の懐ふところから、蚊かの鳴くような音が聞こえた。

　スーツの胸ポケットから、華ヶ瀬は一個のびい玉を取り出した。無色のガラス質の玉は、ぼんやりと淡あわい光を放っている。

『……華ヶ瀬さん、北きた戸どです。水みず本もと冬ふゆ華かのマンションを張っていた平ひら野の、新しん内ない、浜はま崎ざきから連絡が途と絶だえました。盗とう聴ちよう用ように仕掛けた通信球から察すると、どうも獲え物ものはまだ無む傷きずのようです。今から、連中を探しに入ります』

　中年男の声には、強めの緊張が感じられた。

　華ヶ瀬は口許だけで嗤わらった。眼は常に狂きよう気きじみた光を湛たたえている。

「入らなくていい。そのまま監視を続けろ。増ぞう援えんの指示を出してから、またすぐに連絡を返す」

　固まった笑顔のままに呟き、華ヶ瀬はびい玉を背広の懐に放り込んだ。

「これでこっちの被害は五人ですか……しかし、水本冬華は、神群・レブルバハトをおびき出す餌えさに使えそうですね。あなたは傍ぼう観かんしていなさい」

「しかし！　彼女は無関係です。少なくとも、本人は何も──」

　真ま名な井いは抗議の声を上げた。薄うす甘あまい個人の権利主張といわれようと、譲ゆずれない線がある。

　水みず本もと冬ふゆ華かに関しては、真名井は退ひくことができない。

「本人は、何も知らない、と？

　無知であろうと、彼女はもう立りつ派ぱな関係者ですよ。

　レブルバハトは乙種の迷めい宮きゆう神しん群ぐんです。現場の判断が最優先されますから、一いつ介かいの研究者たるあなたに、実動部隊の我々へ口出しする権利はありません」

　そう決めつけて、華かヶが瀬せは足早に応接室から出ていった。

　真名井は座ったまま、忙せわしく両目を左右に動かした。

　華ヶ瀬は行方ゆくえ不明者がでていると言った。それはつまり、水本冬華の身を、陰かげながら護まもる者の存在を示し唆さしている。

　彼女の姉、『水本美み春はる』の遺い体たいが消えたこと。

　そして、冬華を害そうとした刺し客かくが消えていること。

　この二つの事じ象しようが示す相関関係は、否いや応おうなく、『十一年前の事件』を真名井に想そう起きさせた。

　迷宮神群・黄昏たそがれの墓はか守もり、レブルバハト──

　彼かの者によってもたらされた被害は、失われた人命だけで数百に及ぶ。当時の真名井は二十代の若さだったが、事態をよく知る立場にいた。

　思い出したくもない、記憶である。

　華ヶ瀬が冬華を狙ねらった最初の理由は、『真名井への嫌がらせ』であり、また『裏切者達への見せしめ』であるはずだった。

　その時点であれば──山やま之の内うちや上層部に事情を話せば、華ヶ瀬を止めることもできたかもしれない。

　しかし今、華ヶ瀬が冬華を狙う理由は、『レブルバハトに対する人ひと質じち』へと変わっている。山之内派が『神群』を敵視する立場である以上、この行動を止めることは難しい。

　山之内派は、危険な神群の存在を許さない。そのために死人がでようと、また不幸になる人間がいようと、それが『将来のため』と信じている人間が内部に多すぎた。

　食いしばった真名井の歯が軋きしんだ。

　どんな理由があろうと、水本冬華が何も知らない以上、彼女を華ヶ瀬達の手に渡すわけにはいかない。またもし、冬華に万が一のことが起き、美春の遺い志しを──ひいてはレブルバハトを怒らせれば、その被害がどこまで拡大するかは想像もできなかった。

　真名井は杖つえをつきながら、応接室を抜け出た。

　受付に立つ幼い顔立ちの秘書が会え釈しやくを送ってきたが、それにも気付かず、足早に階下へと動くエレベーターに乗り込んだ。

　降りていく階数表示を見上げながら、様々に思し考こうを巡らせる。

　華ヶ瀬が『水本冬華』を襲うことを、わざわざ真名井に教えたのには、理由があるはずだった。

　ここでもし、真ま名な井いが正面きって歯向かえば──華かヶが瀬せは真名井を始末する格かつ好こうの口こう実じつを得ることになる。また真名井が何もしなければしないで、華ヶ瀬はやるべきことを遂すい行こうするだけである。どう転ころんでも、華ヶ瀬は損をしない。

「……嫌われたもんですが……それはお互い様か」

　真名井は懐ふところから携けい帯たい電話を取り出した。

　迷っている時間が惜しい。なにがあろうと、〝無関係な〟水みず本もと冬ふゆ華かの身ぐらいは守り切らねば、あの世で美み春はるに合わせる顔がない。

　メモリーから、使い慣れた番号を呼び出す。

『はい、真名井です』

　受話器からは、人ひと懐なつっこい青年の声が響いた。

「誠せい二じ、僕だ。今、何ど処こにいる？」

『なんだ、兄あに貴きか。中華街の変なケーキ屋だよ。なんか用？』

　電話口の真名井の弟は、気のない返事をよこした。その背後に『変なとは何だ』と知った男のぼやき声が響く。

　中華街と、真名井製薬の社宅である冬華のマンションとは、眼めと鼻の先になる。誠二ならば間違いなく、都内の華ヶ瀬達より早く、そこに到着できるはずだった。

　真名井は心持ち口調をはやめた。

「悪いが、手伝って欲しいことができた。今から話す住所にいる娘を、水みな門と市のうちの研究所まで連れてきて欲しい」

『ケチらないで、そういうのはタクシー会社に頼んだら？』

　弟の誠二は軽く笑った。

　十以上も年の離れた弟は、兄の真名井から見ても吞のん気き者ものだった。常に今一つ真しん剣けん味みに欠けるが、しかし頼りにはなる。

　真名井は苛いらついて、語気を強めた。

「お前しか頼める相手がいないんだ。急がないと、その娘が華ヶ瀬の人ひと質じちに──下手へたをすると殺されるかもしれない。なんとか本人を言いくるめて、保護してくれ」

『……華ヶ瀬？　へぇ、なんだ、あいつ絡がらみなんですか』

　誠二の声こわ音ねが低く険けんを持った。

『なら手伝うよ。どこの子？』

　真名井は水本冬華にまつわる諸もろ々もろのことを、電話口から弟に伝えた。

　通話をしている間にも、やがてエレベーターは階下に着き、真名井は器き用ように杖つえをつきながら街まちへ歩み出る。

　退社時間を過ぎたオフィス街に、人影はまばらだった。

　多くの会社員は、帰途につくか飲みに行くかした後で、残業する者はまだ会社に残り続けている、そんな曖あい昧まいな時間である。

　真ま名な井いはただでさえ少ない人目を避けるように、目の前に止まったセダンの後部座席に乗り込んだ。

　無言のまま、研究所所属の運転手は察してアクセルを踏む。

　あらかたの事情を話し終えた頃ころ、電話の向こうの誠せい二じもまた、車のエンジンをかけはじめていた。

「いいか、華かヶが瀬せの部下が本当に消えたのなら、その子にレブルバハトの加か護ごが入っている可能性が強い。本人に害意がないことをちゃんと説明してくれよ。下手へたに抵てい抗こうされたら、お前まで融とかされる危険もある」

『わーかってますって。それより……尾び行こうされても、構わないのかな？』

　真名井はしばらく逡しゆん巡じゆんし、その後、意を決して頷うなずいた。

「相手はあの華ヶ瀬だ。もうこちらの動きは予測されているだろうし、どうせすぐにバレる。下手に撒まこうとすれば逆に手を出されかねないから、とにかく逃げに徹てつしてくれ。

　研究所の奥に彼女を隠かくせば、奴やつらも無む理りには入って来れないだろうから、その間に山やま之の内うちさんに仲ちゆう裁さいを頼む」

　キャラバン極東区域の頂点に立つ山之内は、気の荒い人間たちを組織する長としては、不思議なほどの高こう潔けつな人柄で知られていた。もっとも、なればこそ極東で最大の勢力を持つに至ったともいえる。

　華ヶ瀬は華ヶ瀬で、真名井の行動を読んでいるには違いなかった。しかし山之内が乗り出して真名井を庇かばえば、山之内派内部の強行派は、さらに華ヶ瀬の元へと集まりやすくなる。山之内の柔に富んだ姿勢を、現在では『腰こし砕くだけ』と見る関係者も多い。

　真名井がどうしようと、華ヶ瀬は結局、損をしない──それを承しよう知ちの上で、真名井はただ、冬ふゆ華かを護まもりたいと思った。

　正確にいえば、それは水みず本もと冬華のためばかりでない。今は亡なき美み春はるとの、約束のためである。死人との約束は破れない。

『なるほど。結局、あの人に頼るしかないわけか。じゃ、俺おれはそれまでの時間稼かせぎに、一役買いますか』

　吞のん気きに呟つぶやく弟の声に、真名井は罪ざい悪あく感かんを憶おぼえた。

　水本冬華を護りたいというのは、自分の勝かつ手てな欲でもある。それを為なす上で弟を巻き込まねばならない現状に、悔くやしさを感じた。

「……すまない。お前も危険な目にあわせる」

　電話口で誠二は笑った。

『なにをいまさら。だいたい、危ないのは今に始まったこっちゃないだろ。お互いにさ』

「悪い──恩にきる」

　真ま名な井いは電話を切った。

（いざとなったら……華かヶが瀬せを始し末まつする算さん段だんも考えておかないといけないか）

　内心で呟つぶやいた真名井は座席に身を沈め、流れていく街まちの景色から視線を逸そらした。

　都内から水みな門と市までは、約一時間の道みち程のり──そこから山中の研究所までは、さらに一時間ほどを要する。

　その道程が、ひどくもどかしかった。







　誰だれもいない部屋に一人──

　冬ふゆ華かは膝ひざを抱えて座っていた。

　自室前に水みず溜たまりと服一式を見つけた後、冬華は隣室の住人に頼み、老年の管理人を呼んでもらった。

　管理人は、十四階まで上がってくる過程で、冬華が見たのと同じ光景を二つのエレベーターに確認してきた。

　意味不明の悪戯いたずらをいぶかりつつ、管理人はあまり広くもない冬華の部屋を一通り調べてくれた。

　浴室、クローゼット、カーテンの裏──何ど処こにも、侵入者の形けい跡せきは見当たらなかった。

　実害もないために、警察に通報する前にしばらく様子を見ることになり、ひとまず今は落ち着いている。

　それでも冬華は、誰かに見られているような違い和わ感かんを感じていた。

　フローリングに敷いた座布団の上にぽつねんと座り、周囲にぴりぴりと緊張の糸を張り巡らす。

　目の前には携けい帯たい電話があった。

　少し前にマネージャーに連絡しようと思いたち、実際に携帯にも掛けたが、電源が切れているらしく摑つかまらない。事務所の方は話し中だった。

　冬華の脳のう裏りからは、水溜まりとそこに浸ひたる服の光景が消えなかった。

　テレビ局の更こう衣い室しつで見たのが、今日の昼過ぎ──掛けたように記憶している鍵かぎも、いつのまにか外はずされていた。そして自宅のマンションでも、冬華の帰宅時間を見み透すかしたように、エレベーターと自室の前にそれがあった。

　マンションのメインゲートを通過できた時点で、犯人はこのマンションに『入れる』人間ということになる。もちろん各部屋のベランダなどから侵入することも可能だが、住人に気付かれずに侵入できたという点では変わらない。

　あるいは、住人の仕し業わざという可能性もあるが──冬華は、マンションの他の住人についてほとんど知らなかった。隣に住む若夫婦でさえ、ごくたまに擦すれ違うくらいで、軽く会え釈しやくし合う程度の付合いしかない。

　もう一つの可能性が、真ま名な井い製薬の関係者というものだが──嫌がらせにしては中ちゆう途と半はん端ぱで、狙ねらいがわからない。

　いずれにしても、はっきりとしない事態ではあった。

　得え体たいの知れない『犯人』に対して、冬ふゆ華かは沸わき上がる不快感を抑おさえられなかった。行為そのものに何の意味も読み取れないとなれば尚なお更さらである。

　りりりりりり──

　鳴ったのは、携けい帯たいではなく、固定電話の方だった。

　冬華は腰を上げ、いくぶん緊張した手つきで部屋の隅すみのＦＡＸ電話から受話器をとりあげた。

「はい、水みず本もとです」

『あ、水本さん？　管理人の佐さ野のです』

　微かすかにしわがれた人の良さげな声は、つい数分前に会ったばかりの管理人だった。冬華は知った声に安あん堵どする。

「あ、さっきはどうも。どうしたんですか？」

『いや、例の服と一式を、持ち帰って調べてたんですが……あのうちの一つから、まだ金の入った財布が出てきたんですよ。その中に名めい刺しが入ってまして──』

　冬華は四し肢しを緊張させた。

『えーと、東とう都とまごころファイナンスの新しん内ない卓たくって人、知ってます？　その人の名刺が七枚くらい、まとめて入ってまして。多分、服の持ち主でしょうな』

　聞き覚えのない名前だった。

「いいえ、知りませんけど……」

『そうですかぁ……もちろん、その人がこの服を盗ぬすまれたって可能性もあるんですけど、一応、こっちから警察に言っときますよ。現金も少し入ってましたし、拾しゆう得とく物ぶつには違いありませんからね』

　管理人の言葉に適当に返事をし、冬華は電話を置いた。

「──新内、か……」

　その男が犯人──とは思えない。みすみすそんなわかりやすい『証拠』を残していくはずもない。

　相手が壊れている人物ならまたわからないが、全すべては新内という人間を警察が調べてみれば、はっきりすることだった。会社までがわかっていれば、それも容よう易いである。

　それが直接、犯人に結びつくかどうかは怪あやしいが、ひとまずの手がかりができたことで、冬華はわずかに気を緩ゆるめた。

　すぐ手の届く壁かべ際ぎわには、犯人の存在を警戒して、愛用の竹刀しないと木刀を立て掛けていた。

　幼い頃ころから親しんでいた剣道では、二段までの段位認定を受けている。

　その後は仕事や学校に忙いそがしく、昇段試験を受けてさえいないが、祖父の道場で冬ふゆ華かの腕前を疑う者はいなかった。小さな町道場ではあったが、冬華の技量は三段、四段の兄弟子にもひけを取らない。

　ただし、祖父や高弟達に言わせると、冬華は『剣道』より『剣けん術じゆつ』肌はだで、試合よりは実戦向きらしいとのことだった。実際に、剣道と合わせて祖父に仕込まれた護身術の方が得とく意いでもある。

　今回の犯人に対しても、恐きよう怖ふより怒りを強く感じるのは、そうした心得があればこそだった。

　たとえ襲われても、不ふ意いを打たれない限りは返かえり討うちにするだけの自信がある。しかし裏を返せば、いかに強気の冬華でも『不意を打たれる』のはさすがに怖こわい。

　たとえば、眠っている間──

　その間は反撃や抵てい抗こうのしようがない。

　今夜くらいは駅近くのホテルにでも移ろうか──冬華が本気でそう考え始めたのを見計らったかのように、また固定電話が鳴った。

　先ほどよりは肩の力を抜いて、受話器を取る。

「はい、水みず本もとで──」

『こんばんは。ちょっといいかな』

　電話口の向こうから、聞き慣れない声が響いた。

　男とも女ともつかない、中性的な透すき通った声──

　冬華はどきりとして、受話器を耳から少し離した。

　俳優業で発声を練習するために、多少は『声』について、聞く耳を持っているつもりだった。

　冬華が聴いた電話口の声は、今までに聴いた誰だれの声よりも洗練されていた。声こわ音ねは若く、しかし声質は練ねれている。年の頃も判然としない。

「え……あの、どちらさまですか」

　口の中に渇かわきをおぼえつつ、冬華は問いかけた。

　電話の相手は微かすかに笑ったようだった。

『はじめまして。私は君のお姉さんの友人だよ。エスハという者だ』

　流りゆう暢ちような日本語だったが、日本人ではないらしいことを知って、冬華はその声の深みの理由に少しだけ納なつ得とくした。

　しかし何より、その発言の内容に驚く。

「お姉ちゃんのお友達？　あの……」

『美み春はるは気の毒だったね。優秀な研究者だったのに』

　エスハと名乗った声の主は、冬華を慰なぐさめるように呟つぶやいた。

『彼女は優やさしい子だった。研究対象を自分の子供──いや、家族のように思っていた。本当に……にしておくには惜しい存在だったよ』

『……』の部分で声は不意に低くなり、冬ふゆ華かはそこを聞き取り得なかった。前後の文脈から、おそらく『平社員』や『窓まど際ぎわ』などの単語が入っていたと勝かつ手てに推すい察さつする。

「あの、お姉──姉とは、どういう関係だったんですか？」

『友人、あるいは同どう胞ほうかな。それ以上でもそれ以下でもないし、他に表現する言葉を私は持ちたくない。彼女は私の友人であり、私は彼女の友人さ』

　明めい朗ろうに応こたえるエスハの声からは、依い然ぜんとしてその性別も知れなかったが、言葉遣づかいの柔らかさで、冬華は勝手に女性と判断した。しかし口調の端はし々ばしには、男性的な言い回しも目立つ。

　何の用件かと冬華が改めて問うよりはやく、エスハは先を読んだように言葉をつないだ。

『思い出話のために電話したわけではないんだよ。君と、少し話したいと思ったのは事実だけれど。他に用件はあるんだ。

　今、君は身の周りで何が起こっているか、わかっているかい？』

　エスハのからかうような口振りを受けて、冬華の頭にはある連想が浮かんだ。

「まさか、あの服の悪戯いたずらってあなたが……！」

『いいえ、私じゃない。だけど、あながち無関係でもない。君の周りで何が起こっているのか、知っているのは確かだからね』

　くすくすと、笑い声が漏もれ聞こえた。

『知りたいかな？　それとも、知りたくない？　君の周りにこれから現れる人間達は、みんな君を謀たばかろうとする。ある者は君を利用するために。またある者は君を守るために。

　目的は正反対でも、君に真実を隠かくしたまま、事を処理しようとする点では変わらない。

　私は、そういうのが嫌いでね。だからもし、君が求めるのなら、君に必要な知識をあげる。あるいはそれらは、君を不幸にする知識かもしれないけれど。

　さぁ、どっちがいい？』

　冬華は混乱した。

　知れることは知りたいに決まっている。自分の身にまつわることならば尚なお更さらだった。

　しかし、エスハと名乗る人物の言葉が、絶対に信用できるとも思えない。

『真しん偽ぎを判断するのは君の自由だよ。ただ、私は美み春はるの敵ではないし、まして君を害する気もない。もちろん、このことの真偽を判断するのも君次し第だいだ』

「──」

　心を読まれたような気がして、冬華の心臓は大きく鼓こ動どうした。

　どのみち、信用するしないは抜きにしても、エスハの話に興味をひかれているのは確かだった。

「……知っていることがあるなら、教えてください。あの服って何かの嫌がらせなんですか？」

　エスハは笑った。

『随ずい分ぶんと小さなことを気にするね。あんなものは、隠かくれた真実の中から、ほんのわずかに漏もれでたことに過ぎない。君が気にするべきことでもないし、忘れてしまえばそれまでだ』

「えぇ？　だって、私の知りたいことって……」

『じゃあ話そう。あれは人間が融とけた跡だよ──信じるかい？』

「はぁ？」

　冬ふゆ華かは頓とん狂きような声をあげた。

「馬ば鹿かなこといわないで。それにあなたがやったんじゃないなら……なんで水みず溜たまりのこと知ってるの？　私、『服の悪戯いたずら』としか言ってないよ」

　冬華は、エスハと名乗る人物への不信感を強くした。

　確かに、服の一式が捨ててある光景は『着ていた人間の蒸じよう発はつ』や『消失』を連想させる。しかし、そんなことは有り得ない。

　そして、その有り得ないことを連想させる光景について、エスハが知っていたということは──彼女が犯人であると、白はく状じようしたも同じだった。

「あなたがやったんでしょ⁉　お姉ちゃんの友達っていうのも噓うそね。一体何の理由があって──！」

　まくしたてる冬華は、不意に目め眩まいを感じた。

『まぁ、それが〝一般人〟の反応だろうね。語られた真実が、自分の乏とぼしい経験から得られた知識の外にある限り、それを簡単には認められない──誰だれでもそうだろう。まともな人間なら』

　エスハがくすくすと嗤わらう声が、耳みみ障ざわりに聞こえた。冬華はいよいよ、意識が遠くなるのを自覚する。

　眠りに誘われる寸すん前ぜんのような、熱のある倦けん怠たい感かんが全身を包み、すぐに立っていることも覚おぼ束つかなくなった。フローリングの床ゆかに膝ひざをついたが、その感触も麻ま痺ひした脳には認識できない。

「──う……」

　取り落とした受話器が床に落ちる。

『しばらく眠っているといい。私が来るのが早すぎたようだけれど、いい布ふ石せきにはなった。もうじきに、君が経験を得て、新しい知識を得るべき時も来るだろう。

　私としては、君個人の事情には興味もないんだ。

　ただ、今回は〝レブルバハト〟が絡からんでいるからね。あの子は、私にとってもおもしろい可能性を持っている──少しだけ、絡ませてもらうよ』

　電話を通さずに、エスハの声は幻げん聴ちようのように耳に響いた。その言葉を咀そ嚼しやくするよりはやく、冬華の意識は混こん濁だくして闇やみの海に沈んでいく。

　インターホンが鳴ったが、冬華にはその音に気付くだけの余よ裕ゆうもなかった。

　耐え難い眠気に遂ついに屈くつする。

　眠りにつく寸すん前ぜんに、誰だれかが、自室の扉とびらを開ける気配を感じた。







「お爺じいちゃん、めっちゃ怒ってたよー」

　姉の美み春はるは笑いながら呟つぶやいた。

　休日の朝、マグカップの紅茶をすすりながら、姉は自分を眺めている。

　冬ふゆ華かは上うわ目め遣づかいに、その見慣れた笑顔と視線を合わせた。

　昨夜遅おそくまで、姉は電話で祖父を説せつ得とくしてくれていた。結果を知る前に冬華は眠ってしまったが──あらかた、予想はついていた。

「……そんなに？」

「ま、古い人だからねぇ。家出同然にこっち出てきてさ。その上、知らないうちにタレント業にまで手ぇ出してて──私はそういうの好きだから応援するけど、お爺ちゃんは『戦前』の男だもの」

　美春は欠伸あくびを交えて軽く言った。

「だよねー……」

　苦笑で応じ、冬華も紅茶をすする。

　ピーチフレーバーの甘あまったるい香り。

　それは冬華が上京してきた時に、姉の部屋に漂っていた匂においだった。

「……やっぱ、お仕事はだめかな？」

「いいっていいって。拗すねてるだけなんだから、ほっときな。叔父おじさん達は反対してないんだし、冬華は好きにやればいいの。あなたの人生なんだから」

　紅茶の香りを楽しむように、美春は眼めを細めて言った。

　安くて質の悪い茶葉だから、特殊な香りをつけて売っている──冬華は、フレーバーティーをそんな風に感じていた。しかし姉はそうでもないらしい。ただ単にその甘い香りが好きという。

　その言葉を裏付けるように、姉は昔から、出先でも普通の紅茶は注文しなかった。

「あと、学校のことなんだけど……」

「あぁ、こっちの高校に通うんなら、こっから通いな。わざわざ寮なんか入ることないって」

　紅茶のおかわりを注ぎ、美春はからからと笑った。

「……うん。一いつ緒しよに住んじゃっていい？」

「家事やってくれんでしょ？　なら私も助かるし」

　美春は奇き麗れいに片付いた部屋を親指で示した。数日前までは散らかり放題に散らかっていた部屋は、冬華の掃除の甲か斐いあって、今はその名残なごりも見えない。

　冬華は心持ち苦にがい笑みを浮かべた。

「お姉ちゃんさぁ。あんま言いたくないけど、お嫁よめいけないよ、そんなんじゃ」

　美み春はるは子供っぽく、頰ほおの端を引きつらせた。

「あんたもあんな化石ジジイと暮らしてるから、そんな古ーいこと言うようになっちゃって……今の時代ね、家事は男がやんの。炊すい事じ洗せん濯たく掃除はもちろん、家計簿つけから保険の計算、年金の払込みまで。私はそういうの探す」

　見つかんないわけだ、と冬ふゆ華かは内心で呆あきれかえった。

「でも理想をいえば、家事って男女区別なく、分担してやるべきだと思うけど」

　冬華にとっては正論のつもりだった。

　しかし姉は、ちっちっちっ、と指先を左右に振る。

「あのね、共とも稼かせぎならその理り屈くつも成り立つかもしれないけど、私は家を空けっ放しで仕事するから、家事はする気ないの。つまり相手は専業主しゆ夫ふじゃなきゃ結婚できないわね」

「そのダンナって、世間的には『ヒモ』っていわない？」

「違うよー。私は貢みつがないもん。私の稼ぎは私のもの」

　我が姉ながら、この子供っぽさはどうしたもんか──悩む冬華に、姉は十も年上とは思えない無む邪じや気きな笑みを向けてきた。

「それにありがちだけど、私は仕事が恋人みたいなもんだしね。どうせとうぶん結婚できないから、じっくりゆっくり探させてもらうわ」

　冬華は露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。姉の晩ばん婚こん策さくについてではない。もっと深しん刻こくな問題点についてである。

　中学最後の冬休みを利用しての、上京三日目……姉の忙いそがしさを、冬華はその短期間で思い知った。

　進路について相談しにきたはずが、ここ三日でまともに話をする時間ができたのは、今が初めてである。

　朝はゆっくりながらギリギリに目覚めて素早く出ていき、夜はいつまでも帰って来ない。妹の自分が来ているにも関かかわらず泊り込みさえあった。

　十二月三十一日、大おお晦日みそかの今日になって、やっと朝からまともに家にいる。そして二日から仕事らしい。

　冬華は姉の気楽な顔を見つめた。昔から苦労が顔に出ない性質たちだった。しかし、気にしてみれば肌はだの艶つやも悪くなっているような気がする。

「……やっぱり、彼氏もできないくらい仕事忙しいんだ？」

「まぁね。あ！　誤解しないでよ。別にノルマがあるわけじゃなし、怠なまけようと思えば怠けられるんだけど、やっぱり好きなのよ。研究って楽しいし」

　冬華は幼い眼まな差ざしながら、笑うだけの姉に睨にらみを利かせた。

「お父さんは過労死。お母さんは心しん労ろう。うちはそういう家系なんだから、お姉ちゃんも、もう少し身体からだ大切にしてよ。この三日いてわかったけど、普ふ段だん、外食やお弁当ばっかで、ろくなもの食べてないでしょ？」

　娘を叱るようなその口調を受けて、美み春はるはばつの悪そうな顔になった。

「うん、ちょっと最近は忙いそがしくて……」

「最近？　大学院時代からだよね。いつ電話してもつながらないし。

　お爺じいちゃんが私の東京行きに反対してるのって、お姉ちゃんていう前例のせいでもあるんだからね。私までお姉ちゃんみたいに無む理りな生活するんじゃないかって……」

「あぁ、冬ふゆ華かって特に責任感強いし、世話好きだもんねぇ。そりゃジジイの心配も正しいわ」

　うんうんと美春は頷うなずいた。

「真面目まじめに話してるの！　せっかくお爺ちゃんもいい大学院でたって喜んでたのに、無茶な生活で身体なんて壊こわしたら、元も子もないでしょ。だいたい、そんな忙しいって何の研究よ？」

　美春の眼めに、悪戯いたずらっ子この微笑が浮いた。

「ふふ……企業秘密♪　そーね、ヒントだけあげようかな。大勢の人を助けるお薬の研究」

「そりゃ、薬はだいたいそうでしょうね。細菌兵器じゃあるまいし」

　冬華の不満げな声を、美春は微笑で受け流した。

　それはそれまでの子供じみた笑みではなく、うかがいしれない深い憂うれいを帯びた表情だった。

　冬華は一瞬だけ、どきりとする。

「私も、何年か前に初めて知ったことなんだけど……世の中にはどうしても、他の人と一いつ緒しよに暮らしづらい人たちがいるのよね。本人たちが、どんなに普通の生活を望んでも──私がつくっているのは、そんな人たちの手助けになるかもしれないお薬」

「それって……伝染病の特効薬かなんか？」

「近いけど、これ以上はホントに企業秘密。病気ともいいきれないのよ。遺い伝でん的てきな特性っていうか、原因不明ってことも多いし」

　はきはきと応こたえる姉が急に大きな存在に見え、冬華は口くち籠ごもった。

「それに、まだ本当にとっかかりなのよ。研究が始まったのもまだ四年くらい前だし。今が一番やることも多くて忙しいの。

　これから十年二十年か、百年二百年か──ひょっとしたら、永遠に完成しないかもしれないし、あるいは二年後くらいに試薬ができてるかもしれないけれど……

　もしその薬が本当の意味で『完成』したら、その人達が普通に生活できる時代が来るかもしれない。多分、私の代じゃ無理だろうけど、真ま名な井い製薬ならいつかできると思うから」

　姉はそこで、少し声のトーンを落とした。

「──邪じや魔まする人たちさえいなければ、だけどね」

「え……？」

「気にしないで、こっちのこと。色々としがらみとかあるのよ、私たちにも」

　美み春はるはすぐに、冬ふゆ華かの知るいつもの顔に戻った。少し抜けていておおらかで、どこか放っておくのが危なっかしい顔──

　冬華は姉を見つめて、微かすかな不安を憶おぼえた。

　その優やさしい笑顔は儚はかなく見え、いつか誰だれかに壊こわされてしまいそうな予感がした。







　涼すずしく乾いた空気が室内を満たしていた。

　空調の音が、その空気に緩ゆるく振動をもたらしている。

　洗いたてのシーツの匂においに包まれて、冬華は薄目を開けた。

「──マンションの管理人に、エスハさんが乗り移ってたよ」

「エスハさんが……？　どういうことだ」

「知らないよ。妙に協力的で、おかげで楽に入れてくれたけど」

　二人の男の声に、テレビをつけっぱなしで寝たのかと、冬華は錯さつ覚かくした。

　懐なつかしい夢を見ていたせいで、目元が潤うるんでいる。

　ぼやけた視界を拭ぬぐった冬華は、自分がいつのまにか寝床ベツドに寝ていることを、まずいぶかしく思った。

　見上げた天てん井じようは、見慣れた部屋のものではなかった。

　はっとして、冬華は瞬しゆん時じに覚かく醒せいする。声をたてぬように用心しながら、辺あたりの様子に聞き耳をたてた。

　薄暗い部屋は保健室か病院のような雰囲気で、白のカーテンに四方を囲まれていた。

　そのカーテンの向こうに、スタンドの灯あかりに照らされた男の影が見える。

「そうか……あの人には愉ゆ快かい犯はんみたいなところがあるから、こっちをからかって遊んでいるのかもしれない」

「一応、夢ゆめ路じさんに報告しとくよ？」

「いや、それは──」

「エスハさんが絡からんできたことは言っておく。いざとなったら仲ちゆう介かいを頼むこともありそうだし」

「……そうだな。あぁ、任せる」

　男の一人が室外に出て行くのを気配で察し、冬華は顔をカーテンの隙すき間まに近づけた。

　スタンドのライトに照らされて、パイプ椅い子すに腰掛ける白衣の男の背が見えた。

「あの子が都つ合ごうよく寝てたのも、あの人の仕し業わざか……墓はか守もりに興味をもたれたかな。厄やつ介かいなことにならないといいけど」

　男は丸まる眼鏡メガネを外はずし、疲れたように目元を強く押さえた。

　その横顔に、冬華は息を吞のむ。

　年に似ない童顔は間違っても美び形けいではないが、しかし醜ぶ男おとこでもない。良くも悪くも普通によくある顔立ちは、人ひと懐なつっこくも見える。

　姉が勤めていた研究所の所長、真ま名な井い紳しん士しその人だった。

　振り向きかけるその動作に気付き、冬華は咄とつ嗟さにベッドに寝直した。急な動きだったために、衣きぬ擦ずれの音は隠かくせない。

「……冬ふゆ華かさん？　起きました？」

　狸たぬき寝ね入いりか開き直りか──選択を迫られて、冬華は起き上がった。

　ベッドの上に、力を溜ためた猫ネコのように身を屈かがめ、カーテンが開くのを睨にらみつける。

　冬華のその強い眼まな差ざしを受けた真名井は、わずかに立ちすくみ──肩の力を抜くように、微笑した。

「おはようございます。

　……っていっても、まだ深夜の十一時ですが。ここが何ど処こだか、わかりますか？」

　冬華は睨むのをやめなかった。

「──わかるわけないでしょ。どういうこと？　なんで私、こんな所にいるの？」

　身構えたまま、冬華は静かに問いを発した。事態のわからない今、下手へたに騒ぐのは得とく策さくでない。

　部屋は病室のように見えた。

　最初に思いついた可能性は、自分が意識不明になって何処かの病院に担かつぎ込まれたことだった。そう思った理由は、真名井の柔らかい物腰が、いかにも付つき添そいのそれに近いせいもある。

　しかし真名井の次の言葉は、冬華の予想を否定した。

「ここは美み春はるさんの職場だった、真名井製薬の水みな門と市研究所です。ちょっと厄やつ介かいな事になりまして、冬華さんをここまでお連れしたんですが……」

　真名井は頭を下げ、冬華の顔色をうかがうように上うわ目め遣づかいになった。

「あの……そんな怒んないでください──って、怒りますよねぇ、普通は」

「……まさかさらってきたわけ？　最っ低──」

　冬華の押し殺した声には、自分でも驚くほどの凄すご味みが籠こもっていた。それは日ひ頃ごろの演技の賜たま物ものでもある。

「い、いや！　起こそうとはしたらしいんですよ！　でも、眼めを覚ましていただけなくて……急ぎだったので仕方なく、無礼を承しよう知ちでお越し願いました。ほんとにすみません！」

　真名井は人のよさげな顔に目一杯の謝意を見せ、深ふか々ぶかと頭を下げた。

　無条件降こう伏ふくに近い謝罪に、怒るに怒りづらい空気が漂う。

　冬華は眉み間けんを指先で押さえて、不ふ機き嫌げんも露あらわに呟つぶやいた。

「……で、なんで私があなたに誘ゆう拐かいされなきゃいけないわけ？　急ぎの用ってなんなのよ」

「あの……怒らないで、聴いてもらえます？」

　真ま名な井いは卑ひ屈くつな笑みを浮かべた。

　冬ふゆ華かはしかし、その曖あい昧まいな顔に苛いら立だちを憶おぼえる。ここ二ヶ月、姉のことで現れた真名井は、いつもその顔をしていた。

「あぁもう！　要件は手て短みじかにはっきり言いなさいよ！　気分悪っ！」

「す、すみませんすみませんごめんなさい！」

　冬華の理り不ふ尽じんな怒り方に、真名井はひたすら腰を低くした。それがまた冬華の癇かんに触さわる。

　要するに、相あい性しようが悪いらしい。

「もういいから！　とっとと話して」

「あの……それがちょっと、事情がこみ入ってまして、どこからどう話したものか──」

「……あんた、ふざけてる？」

　睨にらみが強さを増し、握にぎり拳こぶしが臨りん戦せん態勢に近づく。真名井は眼めにみえて怯ひるんだ。

「あ、いえ、決してそういうわけでは……えぇとですね。とりあえず……」

　真名井の胸ポケットから、携けい帯たいの着信音が鳴った。聞き覚えのあるメロディに、冬華は眼をしばたたかせる。

　冬華が出演している時代劇の、メインテーマだった。

「失礼。……もしもし？　……えぇ。はい」

　受け答えする声だけは、童顔に似ない大人おとなびたものだった。

　暗い照明の中で、冬華の眼には真名井の顔色が蒼そう白はくに転じたように見えた。柔らかかった表情までが、今はこころなしか険けわしい。

「……すぐに行きます。相手は狂犬ですから、無む理りはしないように。通してしまっても構いませんが、できれば僕が行くまで、引き止めておいてください」

　真名井は携帯を切ると、冬華にまた頭を下げた。

　しかしその動作に、さきほどまでの卑屈な様子はない。代わりに強い意志の力を感じ、冬華は圧倒された。

「急用ができてしまいました。ここに隠かくれていてください」

　厳きびしく転じた声に、冬華は負けないつもりで気を張った。

「隠れてろって、どうして？　何が何だか、さっぱりわかんないのに」

「すみません。事情は後で必ず。今は僕を信じてください」

　真名井は真っ正面から冬華の眼を見み据すえて言った。

　そのひたむきな物腰に、気弱な男の印象は微み塵じんもない。

　勢いに吞のまれた冬華が、イエスともノーとも言わないうちに、真名井は杖つえを器き用ように操あやつり、足早に部屋を出ていった。

　真っ暗な廊ろう下かに革靴と杖の反響音が遠ざかるのを聞きながら、冬華は事態を摑つかめないことに苛つき、無意味にベッドをひっぱたいた。

　ドラマなら脚本がある。役の『宗むな方かた玲れい』がどんなに事態を摑つかめず困こん惑わくしていても、演技する水みず本もと冬ふゆ華かは全すべてを把は握あくしていた。

　しかし今の現実では、冬華本人が何も知らないも同然である。

　──知らないのなら、調べればいい。簡単な理り屈くつではある。

　そのためには、一度ここを抜け出し、態勢を立て直すのが最良と思えた。

　奇妙に物腰の優やさしい真ま名な井いについても、冬華はどうしても信用しきれない。別れ際ぎわに、内に隠かくれたその強さを垣かい間ま見みたような気がしたが、それは逆に、真名井に対する不信感を募つのらせただけだった。

　得え体たいが知れない──今ではそんな思いすらある。

　ベッドの足元には、わざわざ持ってきたらしい冬華のスニーカーが置いてあった。

　逃げないと思っているのか──

　あるいは、逃げられないと思っているのか、または逃げられても困らないということなのか、理由は知れない。

　真名井の態度を見る限りでは、今のところは危き害がいを加えられそうな気配はなかったが、しかし自分が誘ゆう拐かいされてきたのは紛まぎれもない事実でもある。

　このまま、この場所に留とどまり続けるのは危険に思えた。

　冬華は足音を忍しのばせ、窓際に寄った。階が高いらしく、眼下の灯あかりは小さくしか見えない。

　窓から抜け出るのを諦あきらめ、廊ろう下かへと急ぐ。

　その静かな足取りは、道場に立つ剣士のそれに変わっていた。







　真名井製薬の水みな門と市研究所──

　そこは真名井グループ関連施設の中でも、特に目立たない場所の一つだった。

　設備は新しく敷地は広いが、交通の便が悪いために、外部にはほとんどその存在も知られていない。

　また社内的にも目立った業績はあげておらず、時折、他の各研究施設が開発した薬に関係した実験を行ったり、またそれらを改良した薬品を出してはいたが、規模の割に結果の伴ともなわない施設とされていた。

　しかしそんな窓際にも見える部署ながら、人事異動は極端に少なく、ごくたまに『補充』の人員が加わる以外は、定年までしっかりと勤め上げる職員がほとんどでもあった。

　内部には、厳げん然ぜんたる秘密主義が存在する。外部に情報を漏もらさないのはもちろん、内部でさえ、隣の研究室で何をやっているか、知らない職員が大多数を占める。

　所長たる真名井紳しん士しは、そんな研究所の全てを把握する数少ない人間の一人だった。

　真名井紳士が研究所の表玄関に到着すると、そこにはすでに緊きん迫ぱくした空気が漂っていた。

　研究所の守しゆ衛えいや職員達と向き合っているのは、真ま名な井いが昼間に会った顔である。

　その周りでは、すでに華かヶが瀬せの部下らしき人間達が十数人、所内の各部屋を手前から荒らしていた。守衛と職員達は、ただ悔くやしげに佇たたずんでいる。

　真名井を見るや、彼らの顔には一いち様ように期待が浮いた。

「華ヶ瀬さん！　これはどういうことですか！」

　真名井は声を張った。声は研究所の玄関に反響する。

「やぁ、真名井さん。こんばんは。お邪じや魔ましてますよ」

　華ヶ瀬清きよ元もとは、二枚目の顔に酷こく薄はくな笑みをはりつけて嗤わらった。

「どういうことも何も、水みず本もと冬ふゆ華かを隠かくしたでしょう？　あの娘はうちの部下を殺した仇かたきです。事情の聴取もしたいですし、我々が追うのは当然でしょう。出していただけますか？」

「それはできません。この件は、山やま之の内うちさんに伺うかがいをたてて……」

「その前に迅じん速そくに処理すべきです。それにいま、山之内さんは海外ですよ。帰ってくるまで待っていたら、被害が拡大する可能性が強い」

　真名井は歯は嚙がみした。山之内が海外に出ていることは、真名井も電話で確認していた。しかし、代行の幹部が暫ざん定てい的てきに指示を出すことはできる。

　華ヶ瀬はその命令を無視し、結果論に持ち込む腹はら積づもりらしい。『危険を認識したため、現場の判断を行った』──この一言が免めん罪ざい符ふになる。

　真名井は童顔に似合わぬ責任者としての威い厳げんを面上に漂わせ、力強く言い返した。

「彼女は当研究所の大事な〝実験体〟です。山之内さんから直接の指示がない限り、お渡しするわけにはいきません」

　これが、真名井紳しん士しの『免罪符』だった。

　現実に冬華を『実験体』扱いする気は毛もう頭とうない。だが建たて前まえだけでもそうしておけば、華ヶ瀬が無む理りを働くのを防ぐ口こう実じつになる。冬華を研究所に連れ込んだのは、そのためだった。

「──そう言うと、思いましたよ」

　華ヶ瀬は真名井の言葉に薄く笑い、その手を軽く振った。

　真名井の両りよう脇わきに、背広姿の男達が立った。彼らは東とう都とまごころファイナンスの社員であり、華ヶ瀬の忠実な部下でもある。

　真名井は横目で背広を睨にらんだ。

「退どきなさい。ここで問題を起こせば、のちのちに……」

　二人の背広は怯ひるまず、真名井の白衣を両脇から摑つかんだ。ただでさえ脚の不自由な真名井は、それだけで動きを封じられる。

「……どういうつもりですか？」

　脇を冷や汗が流れた。

「真名井さん。あなたにあなたの意地があるように、我々にも我々の意地があるんですよ。レブルバハトに関してだけは、〝絶対に〟譲じよう歩ほできません。理由は……よくわかるでしょう。あなたなら」

　視線を合わせた華かヶが瀬せの眼めに、狂きよう的てきな光が宿っているのを真ま名な井いは見た。

　──読みが甘あまかったことを痛つう感かんした。

　日ひ頃ごろの華ヶ瀬なら、一人の娘ごときにここまで拘こだわるようなことはない。華ヶ瀬が本気になっているのは、相手が『レブルバハト』であるために他ほかならない。

　十一年前──華ヶ瀬や真名井達は、その神しん群ぐんのために多くの仲間を失った。その怨うらみが、華ヶ瀬の中には根強く息づいている。

　一般の職員達は、不安げに真名井を見守っていた。

　いずれも手出しはできない。華ヶ瀬の部下にしても、銃器や刃物こそ誰だれも持ってはいないが、より危険な『能力』を身体からだに隠かくし持った人間が、見渡した玄関だけで五人ほどもいる。

　真名井は素早く周囲を見回した。

　華ヶ瀬とその部下は、合わせて十五人──玄関に集まった味方の守しゆ衛えいと職員は合わせて八人ほどで、全すべてが一般人だった。その戦力には人数以上の開きがある。

「口封じに、僕も殺す気ですか？」

「まさか。邪じや魔まさえされなければ、そんなことはしませんよ」

　邪魔をしてくれれば喜んで殺やれる──華ヶ瀬の沈んだ眼まな差ざしは、真名井にそう語りかけていた。

「こんなことが山やま之の内うちさんに知れたら、ただじゃすみませんよ。研究所内部は治ち外がい法ほう権けんのはずです」

　最後の望みとばかりに、真名井は声を張った。山之内派の総そう帥すいたる『沈ちん黙もくの山之内』ならば、今の華ヶ瀬の横おう暴ぼうを止めることができると真名井は信じていた。実際にそれを狙ねらって、すでに上層部に報告は済ませている。

　華ヶ瀬はつかつかと歩み寄り──




　ぱぁん──




　真名井の頰ほおを、軽く平ひら手てで張った。

「いいかげんに眼を覚ませ。相手はあのレブルバハトだ」

　頰に、痺しびれるような痛みが生まれた。

　真名井は華ヶ瀬を睨にらんだ。ただ睨むことしかできないのがもどかしかったが、それでも手は出せない。周囲に職員達もいる。

「私は、あんな危険な神群を研究対象にすることに、最初から反対し続けていた。だからもし『問題が起きたら』問答無用で狩かると、私は十一年前に明言し、山之内さんにも認められている。

　今回はそれを実行するまでだ。邪じや魔まをするなら──」

　華かヶが瀬せは手しゆ刀とうを、真ま名な井いの眼前に近づけた。

　その手の毛穴から黒い泡あわがぷつぷつと吹き出し、潰つぶれては皮ひ膚ふを鉄のように覆おおっていく。

　黒く硬こう化かした皮膚から、錆さびた鉄の匂においが鼻先に漂ってきた。

　真名井は軽く咳せき込こむ。

「勘かん違ちがいしているようだが、私は旧きゆう知ちに免めんじて、あなたは殺さないつもりだ。邪魔さえしなければね。だが、もし私の障害になるようなら誰だれだろうと容よう赦しやはしない。

　もう我々は、道を間違えるわけにはいかないんだ」

　真名井は首を横に振った。

「道を間違えてるのは──あなたの方ですよ。今のレブルバハトの本質は、おそらくあなたの知るようなものじゃない。手を出さずに傍ぼう観かんすべき……」

「馬ば鹿かをいうな！　あいつは進化する！」

　華ヶ瀬は耳元で怒ど鳴なった。

「現に私は部下を殺された。加か納のうも福ふく永ながも、平ひら野のも、新しん内ないも、浜はま崎ざきも……充分に、危険な存在だよ。処理できるうちに処理しなければ、手て後おくれになる」

　華ヶ瀬の手から鉄の装そう甲こうがこそげ落ちた。その下には、白い人間の皮膚が見えている。

「やらない方がいいこと、やったら取り返しのつかないことというのもあるんですよ。世の中には」

「──真名井さん。あなたとは、昔から意見が合いませんね。あなたのその足だって、あのレブルバハトのせいでしょう。怨うらんでないとは言わせませんよ」

　華ヶ瀬は口調を改め、見下すように嗤わらった。

　真名井は無言で睨にらみ続ける。

　その背後に立っていた背広の男が、不意にびくりと背筋を震ふるわせた。

『──ふむ』

　男性とも女性ともつかない、中性的な声──

　その場にいた全員の視線が、一いつ斉せいにその一人の背広に注がれた。

　華ヶ瀬の部下の中年男は、呆ほうけた眼まな差ざしで虚こ空くうの一点を見み据すえていた。

　その口が、操あやつり人形のようにぱくぱくと動く。

『やぁ、華ヶ瀬清きよ元もと。真名井紳しん士し。お二方とも、久しいね』

　蒼そう白はくに転じていた真名井の顔から、さらに血の気が引いた。

　華ヶ瀬もまた、眼めを見開きつつ舌を打つ。周囲の者達は皆、一歩二歩と後ずさった。

『そんなに怖こわがることはないだろう？　私はただの傍観者なんだから』

　男を〝乗っ取った〟中性的な声は、からかうような嗤いを声に込めて呟つぶやいた。その響きこそ小さいが、声は生き物のように、その場の人間達の耳へと滑すべり込んでいく。

「エスハさん──？　なんであなたが、こんなところに……」

　華かヶが瀬せの声にも緊張がはしった。

　声の主は、『星ほし詠よみのエスハ』と呼ばれていた。

　新たに発見されたすべての迷めい宮きゆう神しん群ぐんに対し、名を付けている人物でもある。それが果たしてエスハの勝かつ手てな命名なのか、あるいは過去の知識から検けん索さくされたものなのかさえ、定かではない。

　キャラバンの中では知らぬ者もいない最古参の一人だが、反面、真ま名な井いはもちろん、その外の誰だれもその正しよう体たいを知らなかった。時折あらわれては事に首を突っ込み、場を荒らして帰っていく──つまりは厄やつ介かい者ものである。

『さて──人類にとって新たな可能性が明示された喜ばしきこの日に、お二ふた方かたと関かかわれることを嬉うれしく思う』

　エスハと呼ばれた声は、朗ろう々ろうと挨あい拶さつの口こう上じようを述べた。

　真名井は声を出せなかった。そこに迫はく力りよくや凄すご味みがあるわけでもない。しかし、エスハの声はそれでもなお周囲を圧倒していた。

『はじめましての方も──何人かいるのかな。私の名はエスハ。以後、よしなに──』

　男の身体からだがぎこちなく会え釈しやくした。視線は呆ほうけたまま動かない。

「そんな挨拶は結けつ構こうです。こんな所にしゃしゃりでてきて、なんの真似まねです」

　華ヶ瀬の口調には攻撃的な勢いがあった。

『少し、君達に知らせるべき知識が生まれたものだからね。

　レブルバハトは実に興味深い進化の過程を示した。

　華ヶ瀬。勘かん違ちがいしているようだが、君の部下達はレブルバハトに取り込まれて〝生きて〟いるよ』

　華ヶ瀬の顔が硬こう直ちよくしたのを、真名井は見逃さなかった。

『黄昏たそがれの墓はか守もり・レブルバハトは、墓の主を守り続ける。

　今の主は『水みず本もと美み春はる』なわけだが、彼女はおもしろい。結局、対象を殺すに殺せず、自らの体内に取り込んだ。つまり、今の彼らは墓の主たる美春の庇ひ護ごの下、眠っているような状態にある、もちろんもう、肉体はないがね』

　くすくすと、エスハは声だけで笑った。あいも変わらず、取りつかれた男の表情に変化はない。

『これは一つの進化の形だよ。彼らは一つに統合されている。もう内部で争うこともない。

　もし全すべての人類が、レブルバハトの元に統合されれば──この地球は、鳥や獣けもの、『他の生物』達にとって、より良い世界にはなるだろうね。それは人類にとっても悪い話じゃないよ。レブルバハトは優やさしい神群だ』

「ふざけるのも大たい概がいにしてください。五十億の人間を、化ばけ物ものの餌え食じきにしろと言うんですか」

　つまらない冗じよう談だんを聞いたように、華かヶが瀬せは鼻先で嗤わらった。その目には深い怒りが湛たたえられている。

『化け物──ね。華ヶ瀬。君は〝化け物〟という単語について、どう思うかな？　本来の意はもちろん、〝化けた〟物のことだろう。

　だが君のいう化け物とは、〝この世界の生物とは異質の存在〟に対する蔑べつ称しようでしかない。

　よく考えてみることだ。レブルバハトにとっては、〝人類〟こそ、その化け物だよ。だが彼は、そんな人類に対しても慈じ悲ひをもって接している。それが〝墓はか守もり〟としての役目だから』

　エスハの声に、真ま名な井いは人知を超えた存在の響きを感じた。それは初めてのことではない。『星ほし詠よみのエスハ』を知る者には、共通する認識がある。

　──彼かの人物は、人でない。

　華ヶ瀬はなおも嚙かみついた。

「なにが墓守ですか。人を養分にして食ってるだけでしょう？」

『それは違うね。彼は確かに人を粘ねん液えき状じように融とかす。しかし同時にその意志を、自分の体内に寄き生せいさせて生かし続けている。保護といってもいいくらいに優やさしく包んで──』

「……あなたは壊こわれてますね。神しん群ぐんの側に立つなんて、狂きよう気きの沙さ汰ただ」

　華ヶ瀬は吐はき捨てるように言った。

『ふふ──壊れてるのは人類の方じゃないかな？』

　エスハの言葉は、自らが〝人類〟に含まれていないことを、暗あんにほのめかしていた。

『自分一人の身にしか考えが及ばない人々の、なんと多いことか──君らは地球に寄生しているだけなのに、その宿やど主ぬしを殺そうとしている。寄生している他の獣けもの達にすれば迷めい惑わくな話さ。

　人はそう遠くない未来に滅めつ亡ぼうするよ。だが今ならまだ、レブルバハトによる〝統合〟という形で、人の意識を残すという選せん択たく肢しがある。

　統合された人々は、何万か何億の時を経て、レブルバハトが墓守としての役目を終えた時、別の生命体へと生まれ落ちるだろう。それは人類ではないだろうけれど、人々の進化した種子たねでもある。

　その可能性を、水みず本もと美み春はるとレブルバハトは我々に提てい示じしてくれた』

　乗っ取られた男は──エスハは、ゆっくりとその両手を広げて見せた。

　空を抱える予言者のように、その腕を天てん井じようへと掲かかげる。芝しば居いがかった仕し種ぐさは、しかし場の空気に馴な染じんでもいた。

『人はもう充分に繁はん栄えいした。もし私が人なら、この星を壊す前に自じ粛しゆくすべきだと考えるだろう。そして、種としての進化を考える時期に来ていることを察するが──

　さて、君たちはどうするのかな？　今の人類にすがって拘こだわり続けるか、それとも、レブルバハトによる統合と進化を経て、遥はるか未来の可能性に望みをつなぐか──』

　短い沈ちん黙もくが訪れた。

　真ま名な井いはエスハの言葉を咀そ嚼しやくした。

　その言葉に納なつ得とくしたわけでは決してない。しかし、真っ向から否定する気力も湧わかなかった。

　最初に口を開いたのは華かヶが瀬せだった。

「耳みみ触ざわりのいい言葉を並べたところで、レブルバハトが人類にとって危険な存在であることには変わりありません。エスハさん、あなたはどうせ、神しん群ぐん側に立つ人間でしょう？」

　エスハの声はまた嗤わらった。

『私は宝の森の占うらない師し。どちらの味方でもないよ。ただ傍ぼう観かんして、人類と神群の行く末を見守るだけ──』

「なら見てるだけにして、手出しはしないで欲しいものですね」

　話は終わったとばかりに、華ヶ瀬は首を振った。

　エスハの声に耳を傾けていた真名井は、華ヶ瀬とは対照的に、おずおずと口を開く。

「まさか美み春はるさんが……生きているんですか？　レブルバハトは、彼女の遺い志しを受け継いだだけでは……？」

『あぁ、真名井には私的な事情もあるんだったね。なんなら、後で会わせてあげようか？』

　くすくすくす──

　エスハの嘲ちよう弄ろうする声に、真名井は怒りより期待を感じた。

「本当に──会えますか？」

「真名井さん。そんな奴やつの言うことを本気にするもんじゃありませんよ。そいつはただの愉ゆ快かい犯はんです。

　エスハさん、いい加か減げんに吉よし村むらの身体からだを解放してください。そいつはあなたの人形じゃない」

　華ヶ瀬は首を左右に振って、余よ計けいな時間を過ごしたとでも言いたげに歩きはじめた。

　その脚は研究所の奥へと向かっている。

『ふふ。華ヶ瀬は相変わらず手て厳きびしいね。

　さて真名井。会いたいのなら、構わないよ。私はね。

　君たちが素直に話を聴いてくれたおかげで、〝彼女〟を逃がす時間も稼かせげたから、そのお礼も兼かねて……』

　その言葉を聞くや、華ヶ瀬の表情に怒りがみなぎった。

　背広の懐ふところから小さなびい玉を取り出し、口許に寄せる。

「くそっ……北きた戸ど、聞こえるか！　研究所周囲の包囲網を指揮しろ！　女を逃がすな！」

　その怒ど声せいが耳に刺ささり、真名井も現実の問題に立ち返った。

「エスハさん、まさか、あの子を助けてくれるつもりなんですか？」

　虚こ空くうを見み据すえたままの男は、その中性的な声で応こたえた。

『私は誰だれの味方でもない。だけど、レブルバハトは彼女を守るために動いている。彼は優やさしい子だし、少しくらいなら手伝ってあげてもいいかと思ってね』

　くすくすくす──

『ただの、遊び心さ。後は君達が好きにするんだね。どっちが勝とうと負けようと、それは君達が選ぶべきこと。

　そろそろ私は、ただの傍ぼう観かん者しやに戻るよ』

　がくん──男の膝ひざが折れ、ゆっくりとうつぶせに倒れ込んだ。息がある証拠に、その背は寝息のために上下している。

　傍観者──真ま名な井いはその単語に不信感をもった。すでにエスハは、充分に絡からんできている節ふしがある。言い逃げされたような気がして、真名井の胸にはしこりが残った。

　華かヶが瀬せは部下達を研究所の各所へ散らせ、自らも奥へと消えていった。

　杖つえをつき、その後を追おうとした真名井は、しかし足元をかすめて走った小さな影に驚き転ころばされた。

　したたかに肘ひじを打ち、顔をしかめる。

「いたたた……」

「所長！」

　半身を起こした真名井の周りに、職員達が集まった。

「あぁ、大丈夫ですよ。君らはおとなしくしていてください。後は僕が──」

　呟つぶやきながら、真名井は自分を転がした小さな影に視線を回した。

　一匹の白いネズミ──実験用のテンジクネズミが、真っ赤な目玉で真名井を見み据すえている。

　白い体毛の小動物は、後ろ足で身を起こし、

　ちうっ──

　小さく一声鳴いて、玄関へ走り、真名井を振り返った。

『あぁ』

　取り残されたまま倒れていた華ヶ瀬の部下が、むくりと半身を起こし、焦しよう点てんの合わない目を真名井に向けた。

　その声は、まだエスハのものである。

『道案内だそうだ。レブルバハトは、あなたを信用しているらしい』

　相変わらずの嗤わらいが籠こもったエスハの声に、真名井は嫌けん悪おを覚えながらも初めて感謝する気になった。

　レブルバハトの信用──それはとりもなおさず、水みず本もと美み春はるの信用と同義でもある。

　真名井は職員達を見回した。見慣れたどの顔にも、不安の色は濃こい。

　彼らの安全を守るのも、所長たる真名井の責任だった。

「──君らはここに残ってください。もう危険はないと思いますが、華ヶ瀬達に構わないよう──それから残業も結けつ構こうですが、あまり根こんを詰めないように」

　真ま名な井いは再び杖つえにすがって立ち上がると、白衣の裾すそを翻ひるがえして歩みだした。職員達は、ただその背を見送る。

　ネズミは何度も振り返りながら、真名井を研究所の外へと誘ゆう導どうしていった。







　夏の匂におい。

　湿った木立の匂い。

　草が放つ生いのちの匂い。

　落ちた葉、枯れた木、虫の死し骸がいが腐くさって土になり、その土から芽が出て草木が育ち、虫は卵から孵かえっていく。

　雨が降る。

　風が乾かす。

　年月が経たつ。

　すべての生と死がまわり続ける。

　森の匂いは、その輪りん廻ねによってつくりだされたものだった。

　夜の自然が放つその匂いを肺に吸い込んで、冬ふゆ華かは軽くむせ返った。

　遠目に研究棟とうから漏もれる灯あかりが見えた。

　真名井製薬の水みな門と市研究所は、市の中心部から外はずれた未開発の山中にあった。その周囲は、地図上での都心との近さが信じられないほどに、深い雑木林に囲まれている。

　研究棟を抜け出した冬華は、正門の前に複数の車が停とまっているのを見て、正面から逃げるのを諦あきらめた。

　敷地の周囲には、三メートルほどの高い金網──乗り越えるのはたやすかった。外側には四十五度の角度でネズミ返しの金網がついていたが、侵入の妨さまたげにはなっても、内側から抜け出る分にはあまり支し障しようもない。

　少し森の中に入り、冬華は木こ陰かげの隙すき間まを縫ぬって、広すぎる敷地の外周を歩きはじめた。

　森の奥は何ど処こまで続くとも知れない木陰の闇やみに包まれている。その中を懐中電灯もない状態で突っ切るのは、気の強い冬華でもぞっとしなかった。

　半月の明かりが足元を照らす。その白色の明かりの下では、世界は黒より青に沈んでいた。山間部の澄すんだ夜空には、漂う雲の輪りん郭かくまでがくっきりと見える。

　闇に慣れた目には十分な明るさともいえたが、それも研究所の外周部だけである。数歩でも森の側へ踏み込めば、そこに見える物はない。

　歩くスニーカーの下から、かしゃりと乾いた音がした。恐る恐る靴をどけると、乾ききって干ひからびたセミの死骸が潰つぶれていた。冬華は顔をしかめて、改めて歩を進めなおす。

　真夜中の森に一人──

　その実感が湧わいても、幽ゆう霊れいやら非現実的な物への恐きよう怖ふは薄い。しかし虫や動物の類たぐいはどうにも怖こわかった。特にこの闇やみの中で、毒虫や蛾がの類には出合いたくない。

　遠目に見える正門の近くには、深夜にも関かかわらず人の動きがあった。この時間に動いているというだけで、冬ふゆ華かは自分の身との関連を連想した。見つかるつもりはない。

　研究所には、マネージャーの車で姉を迎えに来たこともあり、街まちの方向や距離は把は握あくしている。水みな門と市中心部までは歩くに長すぎる距離だったが、最寄りの駅までなら、車で二十分──深夜でも、歩けば数時間で着くはずだった。

　携けい帯たい電話はおろか、財布すら持っていない。しかし、山間部を抜ければ交番もある。

　辿たどり着くまで、研究所関係者の誰だれにも見つかるわけにはいかない。

　冬華は正門からの視線を恐れて、外周からわずかに森へと踏み込んだ。

　月明かりを遮さえぎる木こ陰かげに数歩入ると、足元は黒一色に吞のみ込まれ、視界が暗転した。

　手て探さぐりで幹に触れ、木の根につまずきながら、先へと進む。

　正門から離れる方向に動いて、ひとまずは道側に出ることにした。夜の森を無目的に進むのは危険でも、道沿いならば月明かりも期待できる。

　その分、見つかりやすくなる危険は否定できないが、車がきたら森の中に身をひそめればよい。

　森の闇にも、入ってみれば次第に眼めは慣れてきた。相変わらず足元は見えないが、木々の狭はざ間まに時折は夜の明るさが覗のぞく。夜が完全な暗闇ではないことを、冬華は初めて実感として知った。

　がさり──

　見えないすぐ前方に、枯れ枝を踏む音がした。

　冬華はごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　それまで、自分の足音にはそれほど気をつかっていなかった。足音を立てないようにしても、その足元が枝葉だらけでは限界がある。

（誰かいる……？）

　冬華は脚を止め、周囲の気配を改めて探った。

　聞こえるのは、自らの息いき遣づかいばかり──

　森の闇の至るところに、獣けものが息をひそめているような妄もう想そうは浮かんだが、自分を除いて生き物の存在は認識できない。

　あるいは──本当に何者かがいても、闇に紛まぎれてわからない。

　冬華は腰を屈かがめて、そろりそろりと森の奥へ移動した。自らが闇に紛れてしまえば、相手からも見えなくなる。闇はただ不気味なものではなく、冬華にとっては守りの壁にもなった。

　少し進むごとに、かさりかさりと足音はどうしても響いた。周囲の静せい寂じやくとあいまって、それがやけに大きく聞こえる。

　懐中電灯の灯あかりが前方に見えた。

　冬ふゆ華かは咄とつ嗟さに身を沈め、腐ふ葉よう土どの上に腹ばいになる。

「──いま、音がしなかったか？」

「いや……特に聞こえませんでしたけど」

　見知らぬ二人の男の声に、冬華は心臓が止まるほどに緊張した。

「このあたりだったような気がするんだがなぁ……」

　懐中電灯の灯かりが、地面を縦横に走った。

　──照らされたら見つかる──

　冬華は信じてもいない神に祈った。

「──悪い、気のせいだな」

　懐中電灯が消え、二人の足音が動きはじめた。

　冬華はほっと胸をなで下ろす。気付けば心臓の鼓こ動どうが、外に聞こえそうなほど激しくなっていた。

「やれやれ……小娘一人に、残業手当てナシの残業ですか。いつもこんなんですか？」

「俺おれ達ゃマシな方さ。宇う津つ星ぼしやティギーみたいに前線回されたら、命がいくつあっても足りん。ま、給料は段違いだが、命あっての物もの種だねさ」

　二人の会話は道側に遠ざかっていった。

（やっぱり、逃げたのバレてるんだ……道に出るのは危ないか──）

　歯は嚙がみして、冬華は森の奥から逃げることに決めた。道の方角さえ間違えなければ、暗くら闇やみでもどうにか進めないことはない。森がいくら広いとはいえ、本物の山奥ではなし、いずれは街まちにも出る。

　男達の気配が遠ざかったのを見計らい、冬華は足探り手探りに進み直しはじめた。

　唐とう突とつに、懐中電灯の灯かりが森に自分の影をつくった。

　冬華は恐おそる恐おそる振り返る。

　立ち去ったはずの二人の男が、いつのまにか背後に立っていた。去ったふりをして戻ってきたものらしい。

「……な？　いたろ？」

「さすが北きた戸どさん、いい耳してますよねぇ」

　逆光で、冬華から二人の顔は見えなかった。

　闇の中に駆け出そうとして、木の根につまずく。見えなかった目の前の幹に、額をしたたかに打ちつけた。

「……ったぁぁぁ……」

「お嬢じようちゃん、無む理りしちゃいけない。この森ん中を灯かりなしで走るなんざ、無む謀ぼう通り越して笑える」

　野太い男の声がすぐ傍そばに響いた。

　北きた戸どという名らしい。逆光に見えたシルエットは、中年太りの形を映していた。

「さ、おいで。怪け我がしないうちになぁ」

　男はそう呟つぶやき、冬ふゆ華かに向かって手を伸ばした。

　咄とつ嗟さに冬華はその脇わきをすりぬけた。素早いその動きに、男の腕は宙をきる。

「このっ！」

　進路を遮さえぎるように、一方の男が目の前に立った。

　木刀か竹刀しない──せめてそういった得え物ものが欲しかったが、今の冬華は丸腰だった。

　となれば、徒と手しゆ空くう拳けんしかない。

　冬華は進路を塞ふさぐ男の影に体当たりをかました。激突の瞬間に、指を曲げた手の腹で、脾ひ臓ぞうのあたりに一撃を叩たたき込む。

　祖父から習った護身術の掌しよう打だだったが──冬華の掌てのひらは、しこたま鉄の感触を叩いた。

「いっ────たぁっ！」

　手首に激痛が走り、冬華の動きが止まった。

　男の手が乱暴に髪をひっ摑つかむ。

「おとなしくしろ、怪我するぞ」

「いたいって！　離して！」

　強い力で頭を押さえつけられ、冬華はもがいた。その額に、男の体が鉄の感触となって触れた。まるで服の下に鎧よろいを着ているように、その全身が膨ふくれている。

「離したら、逃げるだろう？」

　ぐい、と髪を引かれて、冬華は顔を上にあげた。

　その視界に──『虫』のような緋あかい複ふく眼がんが、爛らん々らんと月光を吸って輝いていた。

　冬華は思わず息を詰める。

「ひっ……」

　見たことのない『生き物』の存在感は、気き丈じような冬華をして震ふるえ上がらせた。夢ではない証拠に、手も髪も容よう赦しやなく痛い。

　闇やみに沈んだシルエットは、映画の『蠅はえ男おとこ』によく似ていた。しかし、そんな生き物が現実に存在するわけもない。

　その全身からは、錆さびた鉄のような匂においが強く漂っていた。

　気を失いそうになって、しかし冬華は辛かろうじて気力で意識をつなぎとめる。

「寒さむ村むら、殺すなよ。そいつにゃ餌えさになってもらう」

　北戸という男の声が背後から響いた。

「わかってます。いやしかし、さすがに『宗むな方かた玲れい』ですねぇ。いい動きしてますよ」

　蠅男が呟いたその名は、時代劇中の冬華の役名だった。

「役柄が剣の達人なら、役者も達人てか？　難なん儀ぎな商売だな」

「こいつは特別でしょう。有段者らしいですからね」

　異い形ぎようの怪かい物ぶつは、その容よう姿しに不ふ釣つり合あいな人間らしい言葉を発した。

　冬ふゆ華かはその中に『人』の存在を感じ、少しだけ安あん堵どした。怪物の外見は着ぐるみのようなものらしい。

　冬華は怪物に摑つかまれた髪を庇かばうように腰を屈かがめた。

「い、いたいってば！　あなた達、なんなの？　真ま名な井い製薬の関係者？」

　相手は時代劇の役名を知っていた。冬華と知って襲っていることは間違いない。

　男は腰を屈めて、冬華の顔に懐中電灯の灯あかりをあてた。

　眩まぶしさに冬華は眼めを瞑つぶる。口中から漂うニコチン臭が鼻先をついた。

「なるほど、こいつぁ美人だ。気も強そうだな」

「離してよ！　髪、痛んじゃう」

　怪物の指は、ぎりぎりと力任せに冬華の髪を握っていた。

「へぇ、もう寒さむ村むらの外見に慣れたか？　失しつ神しんしないだけでもたいしたもんだ」

　冬華の眼に、『それ』は悪趣味な着ぐるみとしか映っていなかった。装そう甲こうはどう見ても『金属』だったが、懐中電灯に照らされた鈍にぶい光こう沢たくの色合いは、ゴキブリのような『生体』にも見える。もし着ぐるみとすれば、相当な品にも見えたが──それ以前に、そんなものをここで着ている理由がわからない。

「北きた戸どさん、とっとと黙らせてください。そろそろこれ、脱ぎますから」

　寒村という男の声を受けて、冬華は抗議の声をあげた。

「私が何したっていうのよ！　あんた達が勝かつ手てに誘ゆう拐かいしてきたんでしょ？　この誘拐犯っ！」

「──なんだ？　この娘、ほんとに何も知らないんだな」

　中年男は冬華の顔を覗のぞき込んで呟つぶやいた。冬華はそこで初めて、男の顔を見た。

　電車によくいそうなサラリーマン──それ以上にも、それ以下にも見えない地味な男だった。悪人か善人かすら判然としない。

「えぇ、知らないわよ！　あんた達が勝手に──」

　喚わめく冬華はしかし、男が腰のポーチから取り出した注射器を見て硬こう直ちよくした。

「なに、それ」

「あぁ、ただの注射だ。こう見えてもうまいんだぜ。医師免許は持ってないけどな」

「ちょ、ちょっと待って。私、先せん端たん恐きよう怖ふ症しようでぇ……」

「じゃあ眼ぇつぶっとけ。有段者に、道すがら暴れられても困るんでな」

　冬華の抵てい抗こうも意に介かいさず、北戸は針の先端を覆おおうカバーを外はずした。怪物の手が冬華の髪を離し、代わりにその両腕を摑む。冬華はのけぞるような格かつ好こうで、上半身を固められた。

　ノースリーブで剝むき出しの二の腕に、針が近づいていく。

　──脚だけは、まだ自由だった。

「なに、すぐ効いてすぐ醒さめる。クロロホルムじゃなくて悪いな。こっちの方が、携けい帯たいに向い……」

「──っ！」

　冬ふゆ華かは細長い足を蹴けり上げた。

　男の急所、股また下したを狙ねらった一撃だったが、北きた戸どは反射的にかろうじて腰をひいた。しかし、伸びた冬華の爪つま先さきは、前まえ屈かがみになったその顎あごをかすめるように捉とらえる。

　伸び上がった右足は、軸じく足あしと百八十度に分かれて天を指した。体の柔らかさは天性のものである。

　男は悲鳴も残さず、そのまま仰あお向むけに倒れ込んだ。

　蹴りどころがよかったらしく、ぴくりとも動かない。脳のう震しん盪とうでも起こしたものらしい。

「北戸さんっ⁉」

　脚を振り下ろす反動をつかって、冬華は膝ひざを曲げきり、脚あし裏うらと踵かかとで着ぐるみの股こ間かんを蹴った。鉄の感触だけが、蹴った足に響く。

「くっ──」

「無む駄だだ、このじゃじゃ馬！　おとなしくしろっ！」

　着ぐるみは耳元で叫び、冬華の両腕をひねりあげた。肩の関節を上方向に極きめられ、冬華は上半身を前へ倒される。

　鉄の冷たい感触が、生き物のように手首にまとわりついた。

　手て錠じようをかけられたかと思ったが、手首と鉄の間に隙すき間まがない。まるで柔らかい鉄が、腕の周りで固まったような感触があった。

　眼めで確認しようにも、肩を極められて頭が上がらない。

　冬華は悔くやしさに歯は嚙がみした。

「ったく、この女！　北戸さん、大丈夫で──ごぼっ……」

　男の声が、不意に液体を感じさせる物に変質した。

　冬華の肩にくわえられていた力が抜ける。

　──ばしゃっ。

　バケツの水をひっくり返したような音が背後に響き、冬華は頭からその『液体』を被かぶる羽は目めになった。

「──な……きゃ⁉」

　森の匂におい。

　生と死の匂い。

　腐くさったものと、そこから生まれるものの匂い──

　闇やみの何ど処こから降ってきたとも知れない粘ねん液えきは、冬華の全身を包んでいた。

「な、なによ、これぇ……」

　冬ふゆ華かは身を起こし、前のめりに地べたへ座り込んだ。

　粘ねん液えきの肌はだ触ざわりは気持ち悪かったが、不思議に不快感は薄かった。なにより、男の手から解放された安あん堵どの方が強い。

　振り返った冬華は、男のいた場所に水みず溜たまりが月光を反射しているのを見た。それが自分の浴びた粘液らしいが、得え体たいは知れない。

　むせかえる臭しゆう気きに眉まゆをひそめて、冬華は改めて辺あたりを見回した。

　着ぐるみの姿はどこにも見えなかった。蹴けった男の方は、すぐ目の前に気絶して倒れている。

　一瞬、嫌な想像が脳のう裏りをよぎった。

　エスハと名乗った奇妙な電話の声が言っていた。

『あれは、人間が融とけた跡だよ』

　その昔、『溶解人間』というグロテスクなＳＦ映画があった。内容は、タイトルから推して知れる。

　この粘液は──男の、なれの果て。

　その妄もう想そうを振り払い、冬華は指先で髪についた粘液を拭ぬぐった。液体は油のように滑すべって、今一つすっきりとしない。透明度が高く、ローションのようにサラリとした粘液は、少なくとも人間が融けた物とは思えなかった。

　しかしそれなら──あの着ぐるみは、暗くら闇やみの何ど処こへ消えたのか。

　事態が飲み込めないなりに、冬華は周囲を見渡した。蹴り倒した一人を除き、人の気配はない。

　昆虫じみた着ぐるみが、どうしていなくなったのかはわからない。しかし理由は知れずとも、今、目の前の現実にあの男はいなかった。

「……あぁもう、気持ち悪いなぁ……こんな格かつ好こうで、どうやって帰ろ」

　ひとまずの安堵から独ひとり言ごとを呟つぶやき、冬華は立ち上がった。粘液はべったりとその身にまとわりついていたが、やがてすぐに水の感触へと転じていく。濡ぬれたタンクトップから下着が透すけているのを確認して、冬華は溜ため息いきを吐ついた。

　ともあれ、この場を離れるのが先だった。

　街まちまでは相当な距離がある。着くまでには服も乾くはずと思い直し、冬華は早足に歩き出した。蹴った男が気付く前に、一刻も早くここを立ち去りたい。

　男が取り落とした懐中電灯がすぐ足元にあった。

　見つかる危険を考えると使用はできないが、いざという時のために貰もらっていくことにした。なにより、あるだけでも心強い。

　懐中電灯を取り上げた冬華の耳に、暗闇から金属的な鳴き声が聞こえた。

「ちうっ。ちうっ」

　足元に、小さな影がまとわりつく。

「きゃ……あ、なんだ、ネズミ？」

　冬ふゆ華かは眉まゆをひそめて身をひいた。ここしばらくで見慣れていたせいもあり、鳴き声だけでもすぐにネズミと判別できた。

　さして怖こわいわけでもないが、野山に生息する野生のネズミである。どんな寄生虫や病原菌を持っているか知れず、下手へたに近づきたくもなかった。

　ネズミは水みず溜たまりの向こうまで走り、月光の下に後ろ足で立った。

　真白い毛並みの中に、真っ赤なルビーの目玉が光っている。

　その姿は野生のネズミには見えない。むしろモルモットに近い雰囲気で、研究所から逃げ出した実験体かもしれないと冬華は推測した。
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　冬華が森の中へ動き出すと──ネズミもまた、かさかさとかすかな足音をたててその背後についてきた。距離は置いているものの、その眼まな差ざしは冬華に注がれて離れない。

　森に入ってすぐに聞いた足音の正しよう体たいは、それだったらしい。

　冬華は小動物のストーカーじみた奇妙な行動に首を傾かしげつつ、暗あん夜やに足を急がせた。







　研究所の中を、華かヶが瀬せ清きよ元もとはまださまよっていた。

　二枚目の顔立ちには不ふ機き嫌げんの色が隠かくせない。それは真ま名な井いに対する苛いら立だちでもあり、エスハに対する不満でもあり、何より『レブルバハト』に対しての怒りだった。

　傍そばには、二人の部下が付き従っている。他の人間はそれぞれが、周辺の包囲に回っていた。

　部下の一人は、まだ新卒程度にあどけなさを残した、スーツ姿の娘。背は低く、中学生の少女が無む理りをして大人おとなぶるような気配すら漂っている。

　今一人は端たん正せいな顔立ちの、こちらは正しよう真しん正しよう銘めいの少年だった。

　銀髪に白い肌はだ、青い眼めと、容よう姿しは明らかに西洋人の血を受け継いでいる。真夏に長なが袖そで、長ズボンと、色合いは地味ながら、生地も縫ほう製せいもしっかりとした輸入物の衣服を着込んでいた。

　外見はさておき、雰囲気はどう見ても少年の方が落ち着いている。

「根ね黒ぐろ、まだか」

　華かヶが瀬せは声を低め、先導する銀髪の少年に問いかけた。

　少年は心持ち顔を前に突き出し、落ちているものを探すようにして歩を進め続ける。その顔には喜き怒ど哀あい楽らく、何の感情も見えない。うかがえるのは、仮か面めんにも似た無関心だけだった。

　少年、根黒桂けいは、迷めい宮きゆう神しん群ぐんの影響を受けた異い能のうの人間だった。彼に力を与えたのは、『賢けん人じんの飼かい犬いぬ』の称しよう号ごうをもつイシェーニという神群である。その力に目覚めた者は、常じよう人じん離れした嗅きゆう覚かくや運動能力をもち、また一方で、犬に近い服従本能も備えていることが多い。

「──近づいてきたと思う」

　根黒は暗く澄すんだ声でぽそりと呟つぶやき、一つの扉ドアの前に立ちどまった。

「あの、社長。私、ちょっとお花を摘つみに──」

　赤い顔をして、秘書の娘、霧きり塚づかが上うわ目め遣づかいに華ヶ瀬を見た。要約すると、『トイレ』と言っている。

「一人で行ってこい。根黒、開けろ」

　素そっ気けなく応こたえた華ヶ瀬は、部屋のプレートを確認した。

　救護室──

　つまりは所内の保健室である。同様の施設はここ一個所でなく、研究所の各棟とうに点在していた。

　幼い顔立ちの秘書は泣きそうになりつつ、暗い廊ろう下かを駆けていった。

　根黒が開けた扉の向こうの部屋には、スタンドの灯あかりだけがついていた。

　日ひ暮ぐれ以降に、誰だれかがいたことは間違いない。

　部屋は全体に薄暗く、壁かべ際ぎわには白のカーテンに四方を囲まれたベッドがあった。

　銀髪の少年はそこに歩み寄り、顔をシーツに押しつけた。

「どうだ？」

「甘あまい。女の匂においがする」

「ここに匿かくまっていたわけか……追えるかね？」

「問題ない」

　匂においを憶おぼえた根ね黒ぐろは、無表情のままに身を起こし、姿勢を低くして駆け出した。

　はやくも部屋から飛び出たその背に、華かヶが瀬せが声をかける。

「生いけ捕どりにしろ。レブルバハトをおびき出す人ひと質じちにする。怪け我がさせる分には構わない」

　返事はかえってこなかったが、聞こえていることを確信して、華ヶ瀬は廊ろう下かへ出た。

　根黒桂けいは、その十四歳という若さの割に、部下の中でも使いやすい男だった。戦闘力はもちろんのこと、判断力も申し分ない。愛あい想そのないことだけが欠点といえば欠点だが、華ヶ瀬はむしろ、それを好ましくさえ思っていた。

　愛想笑いばかりで判断力の著しく欠けつ如じよした、ある『裏切者』の部下に比べれば、それこそ飼かい犬いぬと害虫ほどの差がある。

　華ヶ瀬は革靴の足音を廊下に響かせながら、根黒が去った方向とは逆へ歩き出した。

　天てん井じよう近くの通気口から、小さな緋あかい目玉が、その背をじっと見つめていた。







　木の幹の隙すき間まをすりぬけ、スニーカーを土に汚しながら、冬ふゆ華かは森の中を歩いていた。

　夜に目が慣れたこともあり、転ころぶことはそれほどなかったが、ジーンズに守られた両足には、ところどころに打だ撲ぼくの痛みがあった。木の根や幹、朽くち木きなどに引っ掛かっては、腕にも擦すり傷をこさえている。

　子供の頃ころからやんちゃで鳴らしていた冬華にとっては、それらは怪け我がともいえなかったが、しかし外から見られて目立つことは目立つ。

（こりゃ、帰ったら並なみ河かわさんに怒られるなぁ──）

　マネージャーの並河が、女言葉で小言を言う顔が想像できた。

　タレントは商品──業界の関係者はそういってはばからない。冬華自身にさえも、『商品』としての自分を変える権利はなかった。

　髪を不用意に切ったり染めてはいけない、肌はだに傷や刺青いれずみをつくってはいけない、ピアスも事務所と相談してから、異性の友人と会う時は必ず同性を含めた三人以上で──

　当然のことからくだらないことも含めて、様々な制約が課せられている。

　しかし堅かたい祖父に育てられた冬華にとって、それらを守ることは特に苦痛でもなかった。

　これまで、特に問題を起こしたことも──

　数時間前に起こした『暴行』以外は、特にない。

　──忘れてた。あれ、どうしたもんかな──殴なぐった拳こぶしの感触を思い出し、冬華は改めて唇くちびるを嚙かんだ。

　誘ゆう拐かいで気が動どう転てんしていたために、すっかり失しつ念ねんしていたが、まだマネージャーにも報告していない。姉を侮ぶ辱じよくした記者を、殴ったことは後こう悔かいしていなかった。だが、それで事務所に迷めい惑わくをかけるのは筋すじが違う。

　冬ふゆ華かは深い溜ため息いきを吐ついた。

　真夏の夜──蒸むし暑い森の湿気と臭しゆう気きが肺の奥にまで入り込み、呼吸にさえ不快感がともなう。

　立ち込めた濃こい森の匂においは、決してよい香りとはいえない。息づく枝、虫。死にゆく枯葉、死し骸がい。それらのものが雑多に混じった匂いである。

　森の空気が美味おいしいなんていったの、どこの馬ば鹿かよ──心までが闇やみに吞のまれないよう、冬華は内心で軽口を叩たたいた。フィトンチッドが云うん々ぬんという話はよく聞くが、深夜の森ではリラックスするどころでない。

　熱帯夜の気温と、動き続ける自らの体温で、全身を濡ぬらしていた液体はもう気化していた。しかし新たにかいた汗で、体と服は濡れ尽くしている。

　疲労のために息がきれた。

　走っているわけではないにせよ、足元も定かでない夜の森を手て探さぐりで進むのは精神的にも堪こたえる。運動にはそれなりの自信をもつ冬華でも、水分の補給もなしでは体力がもたない。

　思い返してみれば、夕食もまだ摂とっていなかった。空腹で胃が控えめに悲鳴をあげている。

　木々の向こうに、ふと視界が拓ひらけていた。

　遂に森を抜けて道に出た──冬華は安あん堵どして、改めて気力を張った。道に出てしまうと、誘ゆう拐かい犯はん達が車などで追ってくる可能性が強い。

　後は道路に出ず、道なりに森の脇わきを抜けていけばいい──冬華はそう判断した。

　月明かりを反射して、灰色のアスファルトが浮かび上がる。

　夏木立を割って走る舗ほ装そう路ろを、冬華は生まれて初めて、心しん底そこから心強く思った。それまで自然破壊の象徴のように思っていたが、いざ世話になると、否定的な感情を抱くどころではなくなった。

　舗装路を横目に歩く足取りも、自然と軽くなる。

　遠くから、車の音が近づいてきた。

　冬華は反射的に身を屈かがめた。

　紺こん色いろのセダンがゆったりと、徐じよ行こう気味に走ってくる。運転手の顔は闇に沈んで見えない。

　車が通り過ぎるのを待つべく、冬華は幹に体を隠かくした。

　通り過ぎるはずのエンジン音が、そこで止まった。

　幹の陰かげから様子をうかがい、冬華は目元をしかめる。

　車の運転席と後部席から、それぞれに男が降りてきた。

　暗さのために顔まではうかがえないが、一人は白衣のような長衣を着て、片足を引きずっている。

　杖つえをついたその影を、冬華はすぐに『真ま名な井い紳しん士し』と判別した。

「……しつこー」

　小声にぼやく。

　隠かくれた森の中は、月明かりのある道よりも格段に暗い。まだ見つかってはいないはずだったが、車の停車位置は、まるで冬ふゆ華かの居場所を把は握あくしているように近かった。

　足音をしのばせて逃げるか、それともこのまま、息をひそめてやりすごすか──

　冬華が決断に迷っていると、

「冬華さん……いらっしゃいますか……！」

　真ま名な井いが声をひそめて呟つぶやいた。小さな声でも、森の静せい寂じやくの中ではよく響く。

　冬華の心臓が大きく跳はねた。研究所の周囲を巡る森は、決して狭くない。勘かんや偶ぐう然ぜんで見つかるとは思えなかった。

　しかし現実に、真名井は声をかけてよこし、もう一人の男は森へと入って来ている。足取りは、一直線に冬華の隠れた木を目指していた。

　このままじっとしていれば、数十秒後に間違いなく見つかる──

　冬華は再度、森の奥へ逃げ込もうとした。

「きききっ──」

「わ⁉」

　動きかけた頭上に、柔らかい塊かたまりが降ってきた。

　驚いた冬華は、腰こし砕くだけ気味にその場に膝ひざをつく。

　眼めを開けると、土の上から緋あかく小さな目玉が自分を見み据すえていた。

　樹上から落ちてきた白いネズミは、ききっ、と、首を傾かしげて甲かん高だかく鳴いた。

「よかった！　冬華さん、ご無事で……」

　真名井のわざとらしい声は無視した。

　ネズミの邪じや魔まで咄とつ嗟さに逃げそびれた隙すきをついて、背後に人の気配が立つ。

「ちっ……」

　舌打ち交じりに身を翻ひるがえした冬華は、懐中電灯を持ったその細腕を、何者かに摑つかまれた。

　こめられた力はそれほど強くなかったが、粘ねばりつくように離れない。

　さきほど襲ってきた相手と真名井を、冬華は同じ『誘ゆう拐かい犯はん』とみていた。

　例の注射器まで持ち出した男のことを考えると、捕まって無事にすむとは思えない。真名井は『信じてくれ』と言ったが、誘拐される理由すらわからない以上、ここはなんとしても逃げのびるしかなかった。

　冬華は無言のまま、自由な方の手を振り回した。暗くら闇やみに紛まぎれた男は、器き用ようにその手首を摑む。

　最初から冬華に殴なぐるつもりはない。相手の両手を封じることが目的である。

　至近から、冬華は相手の鳩尾みぞおちにめがけて膝ひざ蹴げりをうちあげた。

　ぐにっ──

　──筋肉の鎧よろいに阻はばまれたにしては、奇妙な感触があった。柔らかいゴムの塊かたまりに衝しよう撃げきを吸収されたような、そんな違い和わ感かんがある。

「こわっ……落ち着いてくださいよ。俺おれらは敵じゃ……」

　若い男の声には、ダメージの欠片かけらも感じられない。その両手は相変わらず、冬ふゆ華かの手首を握っていた。

　下手へたな気き合あいを発すると力が抜ける。冬華は呼吸を詰め、そのまま相手の鼻っ柱をめがけて頭ず突つきをかました。

　青年は慌あわてて、片腕で顔をかばう。冬華の右手が自由を得、そのまま青年の脇わき腹ばらを懐中電灯の先で殴りつけた。再び、ゴムの感触がその攻撃力を殺そぐ。

　青年の影は細身で、太っているようには見えない。腹の周囲に何かの防具を巻いているらしい。冬華はやけになって、相手の脛すねをスニーカーの足あし裏うらで蹴けろうとした。

　闇やみの中の攻撃にも関かかわらず、青年は素早くその蹴りをかわす。

「兄あに貴きっ⁉　この子、ほんとにアイドルかっ⁉」

「偶像アイドルじゃなくてタレントだ。あ、それと有段者だから、気をつけてくれ」

「先に言えよ……」

　青年の気配が一変する。たるんでいた精神が、ぴん──と張り詰めるように引き締まるのを、冬華は肌はだで感じた。

（やばい、経験者だ──）

　慌てて、もう一方の手をふりほどきにかかる。

「おい！　お前は怪け我がしてもいいが、その子に怪我はさせるなよ！」

「──それが弟にいう言葉ですかね……」

　冬華の前に立った男は、真ま名な井い紳しん士しの弟らしかった。

　この暗がりでは、相手の攻撃もまともに見えない。そんな状態にも関わらず、攻めをことごとく止めた青年の力量は、明らかに冬華を凌りよう駕がしていた。

　もし青年が攻めの手を打ってきたら、冬華に避よけられる自信はない。

　逃げるために振りほどこうとした左手に、くるくると何かが巻きついた。

　生ぬるくまとわりつくような感触は、ゴムやシリコンに似ていたが、それらよりも自在に肌はだに吸いついてくる。

　それぞれの指すらも、セメントの型に固められたように動かない。

　未知の感触にぞっとして、冬華は手をひいたが、まるで他の生物の口にくわえこまれたように、その手は抜けない。

「やだっ！　なにこれっ⁉」

「お願いですから、暴れないで、話を聴いてください」

　得え体たいの知れないもので冬華の手を封じた青年は、穏おだやかに呟つぶやいた。溜ため息いき交じりのその声には、駄だ々だっ子こをあやす大人おとなの落ち着きが漂う。

　冬ふゆ華かは自由な右手で、何かを使っている青年の手を殴なぐりつけた。

　その拳こぶしは一いつ旦たん、ゴムの感触に触れ、そして左手と同様に巻きついてきた何かによって封じられる。

　暗さのために、何が起こっているのかはっきりとは見えない。しかしぼんやりとだけ、至し近きんに見えた動きもある。

　青年の『手』から触しよく手しゆのような物が生まれ、腕に巻きついた──冬華は見間違いと思いつつ、そう感じた。

「な──」

「だから、俺おれらは味方なんですよ。落ち着いて」

「冬華さん、ここに来るまでに、誰だれかに襲われませんでしたか？」

　杖つえをつきつき、真ま名な井いがびっこをひいて歩み寄ってきた。

「──あんたらに今、襲われてる」

　冬華は不ふ機き嫌げんに呟つぶやいた。両腕はどうやっても離れない。足を出すことも考えたが、出した足が手と同じ運命を歩めば、それこそ身動きが取れなくなる。

「ご、ごめんなさい。あの、それ以外で……？」

「森の中にいたわよ──あなたの仲間でしょ」

　真名井は懐中電灯の灯あかりを向けた。

　冬華は自分の両手にまとわりついたものに、そこで初めて気付いた。

　それは肌はだ色いろのゴムのような塊かたまりだった。付け根は青年の手と同化している。

　上うわ目め遣づかいに仰あおぎ見た青年は、清掃員のような青い制服に身を包んでいた。穏おだやかな顔は真名井に似ている。

　間近な青年の眼めは、眠ったように閉じられていた。

「やだっ！」

　襲われる──そう思った。青年の顔が、ちょうどキスを求めているように見えた。

　咄とつ嗟さに蹴けり上げた冬華の脚を、青年は眼を瞑つぶったまま、器き用ようにもう一方の腕でさばいた。

「脚あし癖くせも手癖も悪いんですね……兄あに貴きの話とえらい違う」

　真名井に向けられた青年の声は、いかにも気安いものだった。

　懐中電灯に照らされた青年は、まだ眼を瞑ったままだった。瞼まぶたを開けようとする気配も見えない。

「なんなのよ、これ……気持ち悪い……」

　冬華は両手を封じる物質に、改めて嫌けん悪おの眼まな差ざしを向けた。

　塊は肌色ではあったが、青年の真白い肌に比べるとくすんだ色をしている。何かを合成した特殊素材のようにも見えたが、その温ぬくもりとフィット感は、どうしても『生物』を思わせた。

「あぁ、それは無害ですから安心してください。手の延長というか皮ひ膚ふの延長というか、そんなものです」

　そうあっさりと受け流し、

「それより……冬ふゆ華かさん、襲ってきた敵というのは、僕らとは違う派は閥ばつの連中なんです。そいつらから冬華さんを守るために、こちらに来ていただいたんですが……」

　真ま名な井いは申し訳なげに頭を下げた。

「僕の力が至りませんで、怖こわい思いをさせてしまいました。すみません」

　丁てい重ちようにして率直すぎる謝罪の言葉に、冬華は戸と惑まどった。

　自分がとんでもない誤解をしている──真名井の言葉には、人をそう思わせてしまう説せつ得とく力りよくがあった。しかしそれは、言葉の内容云うん々ぬんではなく、落ち着いた声質や気弱げな表情のためでもある。

「事情は後で説明しますから、とにかく今は、一いつ緒しよに逃げてください。でないと僕は、美み春はるさんに顔向けができません」

　真名井は腰を低くして呟つぶやいた。その口から姉の名を聞くや、冬華の警戒はわずかに緩ゆるんだ。

　この二ヶ月、真名井が姉の法ほう要ようにいつも来ていたことを、冬華は知っている。そのたびに荒れていた冬華を、祖父は制し、真名井を迎えいれていた。

　祖父の眼めには、真名井は好こう漢かんとして映っていたらしい。

　冬華は思し考こうを巡らせた。

　どのみち、両手が今の状態では逃げるに逃げられない。

　それならば信用したふりをして、相手が油断した隙すきに逃げるのも一計ではあった。

「言っとくけど、この先にはもう、追おっ手てが配置されてますよ。歩きで突破するのは難しいでしょうね」

　青年が吞のん気きな口調で呟いた。

「──わかったわよ。で、何ど処こに連れて行く気？」

「はぁ……いろいろ考えたんですが、中華街とかどうかな、と」

「……は？」

　冬華は、じと目で真名井を見た。

　観光名所、デートスポット、あるいはお食事処どころである。

　今の状態で『行き先』として聞くと、現実味のない地名ではあった。

「ひとまず車にどうぞ。あまりゆっくりもしてられません。連中に見つかる前にここを離れないと危険ですから」

　杖つえにすがって、真名井は背を向けた。

「その前にこれ、外はずしてよ。気持ち悪い……」

　顔をしかめて、冬華は固められた手を動かした。得え体たいの知れない物質で固められた手は、痛くはないが、決して気持ちのいいものでもない。

「兄あに貴き？　いいのかな？」

「もちろん。でも冬ふゆ華かさん、逃げないでくださいね。約束です」

　冬華は頷うなずいた。

　ほどかれると同時に逃げる手もあったが、真ま名な井いはさておき、目の前の青年から逃げ切るのは難しい。

　冬華は自身の力を過信してはいない。ひいき目にみても、青年には正攻法でかなう気がしなかった。

　肌はだ色いろの塊かたまりが、肌と接せつ触しよくした部分から融とけるように離れていく。

　冬華は両手を引き抜いた。わずかに鉄てつ錆さびの匂においを感じたが、すぐに匂いは拡かく散さんして消えた。

「ふうっ……」

　両手は無事、そこにある──そのことに安あん堵どして、冬華はほっと息を吐はいた。

「さっきは失礼しました。あれの弟の真名井誠せい二じです。よろしく」

　青年は眼めを閉じたまま名乗り、改めて冬華に手をさしのべた。

　五本の指を持つ、少し細身の白い手──人間の手である。

　冬華の手にからまっていた塊は、その手から外はずれて森の土に落ちていた。

　ぶよぶよとした、蛋たん白ぱく質しつのような塊──正しよう体たい不明としかいえない。肉のように血管や筋組織があるわけでもないが、それでいて有機的な感触もある。

　冬華は差し出された手を握る気になれず、かわりに誠二と名乗った青年を睨にらんだ。

　それは非難ではなく、ただの警戒からの行為だった。さきほどの『着ぐるみ』と同じく、青年もまた得え体たいが知れない。

　誠二という青年は肩をすくめた。

「あぁ、握手はもう済ませましたっけね。さ、車へどうぞ」

　身体からだを脇わきへずらして一礼し、冬華を車に誘いざなう。先に歩かせるその態度も、冬華を逃がさないためのように見えた。

　森から道に抜け、冬華はまだ新しいセダンの後部席に乗り込んだ。奥にはもう真名井が座っている。

　車の中にはオレンジ色の灯あかりが満ちていた。暗くら闇やみに慣れた冬華の眼に、それはことさら明るく映る。

　その灯かりに照らされた助手席に、白い小動物が居座っていた。

　覗のぞき込んだ冬華は眉まゆをひそめる。

　テンジクネズミは二匹いた。一匹は元からいたものらしいが、もう一匹は森から冬華についてきたネズミらしく、毛並みの所々に土がついている。

　二匹は広い助手席に、その身を思うさま伸ばしていた。

「ネズミ？　なんでこんなとこに……」

「あ、その子達はいいんです。ちょっと普通のネズミじゃないもんですからね」

　真ま名な井いは童顔の奥の眼めを和なごませ、冬ふゆ華かを見つめていた。

「……じろじろ見ないでよ。気持ちわるい」

「あ……す、すみません。いや、やっぱりお姉さんに似てるなぁ、と思いましてね」

　真名井は照てれ笑いを浮かべ、席の後部から毛布を取り出した。

「もう少ししたら、横になってこれに隠かくれてください。道に見張りがいるはずですから」

「──私を狙ねらってる人がいるって、ほんとなの？　なんで……」

「名前は華かヶが瀬せ、嫌な奴やつですよ。詳くわしい事情は知らない方がいい。危なくなりますから」

　誠せい二じと呼ばれていた青年が、運転席に座ると同時に応こたえた。

「ふざけないでよ！　何も知らないで納なつ得とくできるわけないでしょ！」

「そうだぞ、誠二。そういうのを秘密主義というんだ」

　運転席の誠二は、肩を揺らして苦笑した。

「兄あに貴きが、できるだけ黙ってようって言ったんだろ」

「あ。いや……そうだったかな」

　声を裏返らせた真名井に、冬華はきつい眼まな差ざしを向けた。その気き迫はくに圧おされたように、真名井が童顔を引きつらせる。

　冬華の眼に映ったその顔は、幼く見えるほど紅こう潮ちようしていた。

　──悪人には見えない。少なくとも、森であった人間達よりはまともな人種に見える。

　冬華の視線に屈くつしたように、真名井は撫なで肩かたをさらに落とした。

「こみいってますから、長い話になります。詳しよう細さいは無事が確保できてから、ということで──」

「──いいわ」

　車のギアが入り、ゆっくりと外の景色が動き出す。

　窓の外に眼をやった冬華は、ふと、木々の狭はざ間まに白い影を目にした。

　月明かりを反射して、何かが森から走ってくる。その動きは獣けもののように素早く、冬華が声を出す間もないうちに、車へ肉にく薄はくしてきた。

「え⁉」

　冬華は目を疑った。

　燕ツバメのように駆けてきたのは銀髪の少年──美しく澄すんだ無表情な眼が、窓越しに冬華を見み据すえていた。

「根ね黒ぐろか⁉　まずい！　誠二、全速だ！」

「わかってるっ！」

　強い舌打ちを鳴らし、運転席の誠二がアクセルを踏み込んだ。急加速によって、冬華はシートに押しつけられる。

　少年は、跳はねるように走って車を追ってくる。足さばきの速さもさることながら、一歩のストライドが飛ぶように大きい。

　車と足のハンデすら感じさせず、少年は駆けてくる。

　冬ふゆ華かはスピードメーターを見た。車は時速六十キロを超え、七十に近づき始めている。しかしそれでも、車が逃げるより少年の脚が早い。

「な、なに、あの子っ⁉」

「ああいう連中が冬華さんを狙ねらってるんです。誠せい二じ、はやく振り切れ！」

「──カーブだ……」

　重い息を吐はきながら、誠せい二じはブレーキを踏んだ。冬華は気付かなかったが、下り坂のカーブが目の前にきている。

　車が減速するや、追つい跡せきの少年の姿が大きく跳ねて消えた。

　がつんっ──

　屋根の上に音が乗る。

「──くそっ」

　真ま名な井いが額を叩たたいた。

「飛び移……った？」

　呟つぶやいた冬華の疑問を証明するように、座った背後の窓に、ズボンに包まれた少年の脚がのぞいた。

　その踵かかとが、金かな槌づちの動きでガラスを打ち破る。

「きゃ⁉」

「危ない！」

　細かく砕けたガラスが飛び散るより、わずかにはやく、真名井の手が冬華を抱き寄せた。咄とつ嗟さに冬華は抵てい抗こうもできず、そのまま子供のように庇かばわれる。

　真名井は冬華を抱えたまま声を張った。

「誠二！　なんとかしろ！」

「あー、人使い荒いなぁ」

　呟いた言葉の内容よりは、その声こわ音ねも切せつ迫ぱくしていた。

　片手でハンドルを支えたまま、誠二は一方の手を後ろに差し出す。

　割れた後部窓に向けて、その手が不自然に伸びた。

　腕がそのまま伸びたわけではない。皮ひ膚ふの毛穴から吹き出たゴム状の物質が、たちまち手の延長のように自在に伸び、窓から屋根へと跳はねあがる。

　獲え物ものに襲いかかる蛇へびに似たその動きを、冬華は目の前に見ながらなお、現実として信じることができなかった。

「な──」

「怖こわかったら、眼めをつぶっててください」

　耳元で真ま名な井いが囁ささやいたが、冬ふゆ華かは逆に、眼を閉じることの方が怖い。

　割った窓から侵入を試みる少年に、伸びた誠せい二じの腕が絡からみついた。

　がつっ、がつっ──

　屋根が悲鳴をあげた。少年が屋根にしがみつこうと躍やつ起きになっているらしい。

「しぶといな……このっ」

　誠二は腕を激しく振った。その鞭むちが波打つように暴れて、車内の天てん井じようをも叩たたく。

　冬華は思わず、抱えられたまま真名井に強くしがみついた。

　真名井もまた、片手で冬華の頭を抱え、自らの身体からだと前部シートの間にその身体を挟むようにして庇かばい続ける。

「誠二、まだか！」

「相手はあの根ね黒ぐろだよ。くそっ……よし」

　天井の音が不意に止む。

　次の瞬間、車が再度加速し、誠二の腕が一ひと際きわ大きく跳ねた。

　それに合わせて、何か大きなものが、車の走り去る反対方向に飛ばされて行く。

　鞭のように伸びた誠二の腕は、手の部分からはがれて車内に落ちた。手首よりは細いその鞭から、冬華は殊こと更さらに身を避けた。

「──投げ捨てました。今のうちに逃げ切ります」

　両手をハンドルに戻し、誠二は疲れたように力なく呟つぶやいた。

　冬華は屋根の上のその光景を想像し、身を震ふるわせた。

　──投げられた少年は、どうなったのか──

　時速八十キロを超える車から、アスファルトに叩きつけられたか。

　あるいは投げ飛ばされたまま、木の幹にでも身体からだをぶつけたか。

　どちらにせよ、遺い体たいの状況を考えるのもおぞましい。

　しかし二人の会話は、冬華のその予測を裏切る内容だった。

「殺やれたか……？」

「あのくらいで死ぬ奴やつなら、可愛かわいげもあるけどね」

　真名井の問いかけに、誠二は首を横に振った。

「骨も折っちゃいないよ、多分。追ってくる前に引き離して、街まちに入らないと」

　振り返った後部窓の背後には、漆しつ黒こくの闇やみが広がっていた。

　誠二の言葉を確かめる術すべはなかったが、冬華はその闇の向こうから、またあの少年が追いかけてきそうな錯さつ覚かくをおぼえた。

　視線を転じ、恐おそる恐おそる車内の様子をうかがう。

　細こまかく砕け散ったガラスの破片に混じって、小さいながら、いくつかの血ち飛沫しぶきが見えた。

　──自分の体に、痛む箇所はない。

「……真ま名な井い、さん？」

　抱かれたまま、冬ふゆ華かは上うわ目め遣づかいにその顔を見上げた。

　細い眼めが笑っていた。

「怪け我がはありませんか？　シートに気をつけてください。破片が散っていますから」

　呟つぶやく白衣の腕が、わずかに血に染まっていた。

「ちょっと。それ──」

「あぁ、軽く切ったみたいですね。このくらいなら、すぐに止まりますよ」

　真名井は事も無げに笑顔を見せ、傷口のある手をもちあげた。その途と端たんに、血けつ痕こんがまた広がりはじめる。

　冬華は息を詰めた。

「ご、ごめん……私のせいで……」

「──いや、僕のせいです」

　真名井の顔に翳かげりが浮いた。

「だって、私のことかばって……」

「違うんですよ」

　真名井は首を横に振った。

「僕のせいなんです。冬華さんが、あの連中に狙ねらわれていること自体が」

　冬華は口をつぐんだ。

　あの少年──

　森で襲ってきた中年男と着ぐるみ──

　いずれもが、冬華を狙ってきていた。その原因について、冬華はまだ何も知らない。

「──と、とにかく、傷口を塞ふさがないと。包帯とかないの？」

「大丈夫ですよ。これくらいなら」

「兄あに貴きの大丈夫は、あてになんないからなぁ」

　運転席の誠せい二じがアクセルを踏んだまま、助手席のボックスからタオルを放ってよこした。

　冬華がそれをひっ摑つかむ。

「白衣脱げる？　手伝おうか？」

「いえ、大丈夫です」

　真名井は傷の痛みに顔をしかめつつ、白衣を脱いだ。

　ノーネクタイのＹシャツにも、血は濃こく滲にじんでいた。

「痛かったら言ってよ」

　冬華は真名井の袖そでを慎しん重ちようにまくり、腕の傷口を露ろ出しゆつさせた。

　真一文字に肉が切り裂かれ、紅あかく紅く血が溢あふれている。その周りの肌はだは、もう紫むらさき色いろに転じていた。

　傷を見るまでは、ガラスによる怪け我がかと冬ふゆ華かは思っていた。しかし窓ガラスは細こまかい粒りゆう子し状じように割れている。傷の具合とは合致しない。

「ねぇ、この傷って、なんでできたの？　ガラスじゃないし……」

　冬華はタオルを傷にあて、少し緩ゆるめに縛しばった。

　温和な顔をしかめ、真ま名な井いは頷うなずく。

「さっきの子供──根ね黒ぐろというんですが、あいつが窓を蹴けり破ったときに、少しかすめたんだと思います」

　冬華は慄りつ然ぜんとした。

「かすめただけで……これ？」

「冬華さんも見ての通り、常じよう人じんじゃありませんからね」

　時速七十キロの車に追いつく脚力──それは、百メートルを五秒で走破する計算になる。

　背に寒いものを感じながら、冬華はシートのガラスを払った。

「──私の周りで何が起きてるのか、教えてくれる？」

　冬華は言い知れぬ不安に対して、強く自分を保とうとした。結果として自然に、その声は無感情なように響く。

　その問いに、真名井は答えづらそうに顔を歪ゆがめた。

「これだけは、まず信じてください。僕は冬華さんを助けたいんです。それが美み春はるさんとの約束でしたから」

　真名井の真しん摯しな眼まな差ざしに射い竦すくめられて、冬華は硬こう直ちよくした。

　心臓が早はや鐘がねのように鳴る。

　耐たえ兼かねて視線を下に逸そらすと、ネズミの紅あかい眼めがあった。

　見上げる眼は、それでも真名井を信用しきれない冬華を、たしなめるように鋭かった。

「もちろん事情も説明します。でも、僕がここでそれを話しても、たぶん信用してもらえないでしょうから……これから、ある人に会ってもらいたいんです」

　真名井の声から、冬華は人を信用させるに足る誠意を感じた。もしその直感が間違っていたとすれば、それは自分に見る眼がなかっただけということになる。

「ある人って、偉えらいさん？」

　動揺を隠かくしながら、冬華はわざとぶっきらぼうに問いかけた。

「名前は夢ゆめ路じさんといいます。少しも偉くはないですが、頼りにはなる人です。冬華さんの今後については、その人に相談したく思います」

「へぇ。兄あに貴きが夢路さんを誉ほめるのなんて、初めて聴いた」

　運転席の青年は可笑おかしそうにハンドルを軽く叩たたき、後部座席を振り向いた。

「危ないって！　前、見なさいよ！」

　林道はちょうどカーブに差し掛かるところだった。青年は瞼まぶたを閉じたままの眼めを冬ふゆ華かに向け、

「大丈夫ですよ、お姫様。僕は背中にも眼がありますんでね」

　子供のように、にっと笑って見せた。

　その童顔は真ま名な井い紳しん士しによく似ていたが、眼だけは決して開けようとしない。

　思い返せば、冬華は青年に会ってから、その『眼球』を一度も見ていなかった。糸目や細目といったレベルの話ではない。普通の形の眼を、青年はずっと閉じている。

　冬華を振り返ったまま、青年は器き用ようにハンドルを操あやつってカーブを切り抜けた。

「と、とにかく前向いてて。怖こわいから」

「大丈夫ですよ。誠せい二じはもともと、眼が見えないんです」

　真名井が事も無げに言い放つ。

　冬華は真名井を少しきつめに睨にらんだ。

「そういう冗じよう談だんはやめて。じゃあ何、眼の見えない人が運転してるわけ？」

「眼は見えないけど、飛行機から戦車に潜せん水すい艦かんまで、あらかた操縦できますよ。今度、ヘリで湾岸のクルージングなんてどうです？」

　前へ向き直りながら、運転席の青年は口笛まじりに呟つぶやいた。

　フロントミラー越しに冬華が覗のぞいた青年の眼は、やはり閉じられたままだった。

「あーあ、これも兄貴がいなけりゃ、楽しいドライブなんですけどね」

「おい誠二。この子に手を出したら、ただじゃすまさんぞ」

　真名井のその言葉に、冬華は再びどきりとさせられた。声は静かだったが、その奥に実年齢相そう応おうの深みがある。

　姉の葬そう式しきの時に、おどおどと冬華の顔色をうかがってきた真名井紳士とは、まるで別人のようだった。

　運転席の誠二は、軽く肩をすくめて笑った。

　車は、暗あん夜やに街まちを目指してひた走っていった。
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　光を拒絶するその部屋に、二人の男が眼めを凝こらしていた。

　暗室の赤黒い光に照らされたネガフィルム。

　ようやく色がにじみはじめた印画紙。

　そこには、週刊誌記者を殴なぐる新人タレントが映っている。画質は鮮明で、両者の表情までがはっきりとうかがえた。

　週刊誌記者の原はらは、にやけ眼を殊こと更さらに細めて写真を見つめた。

「よく撮とれてるじゃねぇか、猪い崎ざきちゃん」

「当然。モデルもいいですからね。ベストショットが撮れました」

　猪崎は中腰になって、印画紙をピンセットでつまみあげ、クリップにはさんだ。並んだ写真の中には、冬ふゆ華か以外のタレントが写ったものも多い。

「わり、ちょいとヤニ吸ってくらぁ」

　写真の映りに満足した原は、蒸むし暑い暗室を抜けて暗幕の外へ出た。

「──あとはいつ仕掛けるか、だなぁ」

　煙草タバコを唇くちびるにはさみ、原はポケットにライターを探した。

　水みず本もと冬華はまだまだ小さい。誌面に次のスキャンダルを載のせるのは、まだ先の話になりそうだった。

　もし真ま名な井いのバックアップが入らなければ、撮ったネガも無む駄だに終わる可能性があったが──撃てる弾タマはいくらあっても、多すぎることはない。

　ズボン、Ｙシャツにライターを探した原は、それをデスクに置き忘れてきたことに気付いた。

　軽い口笛をまじえながら、暗室から隣の編集部へとうつる。寂さびれた古ビルの中に靴音が反響した。

　真夜中の編集部には、残業の人間もほとんどいなかった。

　唯ゆい一いつ、終電に乗り遅おくれて泊まりの確定した編集長が、酔よい醒ざましのブランデーを舐なめている。

　原もまた泊まりだったが、独り暮らしのアパートには休日にしか帰ることもない。ウィークデーは職場と車の中が生活空間になっている。

「写真はどうだい？　使えそうなのはあったか？」

　ヤクザ顔の編集長は、少しも酔いの見えない声を原にかけてよこした。

「まだ現像中っす。ま、机の肥やしが多そうですけどね」

　うそぶいて、原は乱雑に散らかった机の上からライターをとりあげた。

　火をともしながら、集めたばかりの資料の山を見渡す。

　真名井グループの関係者リスト──

　それが、今の原はらにとって、もっとも興味をひかれる対象だった。画かく策さく中の水みず本もと冬ふゆ華かの件は、真ま名な井い製薬へ撃つ弾タマの小さな一つに過ぎない。原が本気で追っているのは、真名井グループの裏の顔──いまだ全体像が見えてこない、非合法の部分だった。

　真名井グループにまつわる様々な噂うわさによって結ばれる、点と線──一見、それらは少しもつながっていないが、原はそこに『何か』があることを確信していた。当初はただの勘かんと、強いものへの反骨精神だけで動いていたが、情報が集まってくるにつれ、それは確信へと変わってきている。

　スクープできれば、日本中を震しん撼かんさせるだけのネタになる自信があった。密輸入など、企業規模の違法取引が、その主たる部分だったが──ことによるとこの先、口封じ殺人くらいは浮いてくるかもしれない。実際に不ふ審しんな死に方をした人間の数も少なくない。

　原は『水本美み春はる』の爆発事故も、ことによるとその氷山の一角である可能性を考えていた。

　もっとも、現在の段階ではまだ全すべてが推論にすぎない。編集長にも同僚に対しても、口に出すには早すぎる。

（人の流れも金の流れも、いまいち摑つかめねぇんだよなぁ……）

　原は煙草タバコをふかしつつ、リストを上から眼めで追った。

　気になる人材は、かなりの数にのぼる。

　その中の一人が、つい一週間ほど前から行方ゆくえ不明だった。

　今をさかのぼること一週間前、南海の孤こ島とう、徒と帰き島じまが壊かい滅めつした。報道されたその行方不明者の中に、『東とう都とまごころファイナンス』に勤務する宇う津つ星ぼしという男がいる。

　原は真名井製薬のリストを眺め直した。

　下から七段目の位置に、その男の名はあった。表に載のっているのは、二年前に真名井製薬からリストラされた者達の名前である。そこに宇津星の名があることは不自然ではない。転職した会社の出張先で生死不明になった不運も、偶ぐう然ぜんに見える。

　しかし原は、そこに釈しやく然ぜんとしないものを感じていた。そんな辺へん鄙ぴな島に、金融会社の人間が何をしに行ったのか──それが摑めない。借金取りならば、今は専門の代行業者がいる。個人より企業向けの融資を主とする東都まごころファイナンスでも、契約している借金取りは存在しているはずだった。

　原の脳は、なお疑問を提示し続ける。

　リストラされて、無関係な金融会社の社員に──その流れは不自然ではない。問題は、無関係のはずのこの両社の間で、同じ人間が頻ひん繁ぱんに行き来していることである。

　真名井グループとは直接関係のないはずの企業に。

　他にも、そういった企業の例はいくつかあった。

「ことによっちゃ……ヤブ突ついて蛇へびってことになるか」

　原は背筋に、ふと寒いものを憶おぼえた。

　別の資料を机の端から取り上げる。

　そこには、東とう都とまごころファイナンスの社長が載のっていた。俳優のような二枚目の顔写真だが、その視線は爬は虫ちゆう類るいじみて冷たい。

　年は三十二──一城の主としてはいかにも若く、『やり手』という言葉を連想させた。

　名は華かヶが瀬せ清きよ元もとという。

　出身地は、中部地方のＮ県鬼おに貴たか村──

　真ま名な井いグループやそこに関係する企業のリストからは、その村の出身者、また近郊の者が数十人と見つかった。

　数ヶ月前、原はらはそのことに気付くや現地へ飛んだが、そこで見たのは住む者もいない廃はい村そんだけだった。完全に住民が絶えたのは、それほど古い話ではないらしく、単に過か疎そ化かが進んで、そのまま消えてしまっただけらしい。

　その村の代々の庄しよう屋やを務めていた家の名が、『真名井』といった。つまり真名井グループを創設した真名井家と、東都まごころファイナンスの華ヶ瀬は同郷である公算が強い。

「な────んか、ひっかかんだよなぁ」

　原は天てん井じようを仰あおいだ。端の黒ずみかけた蛍光灯が、夜に弱い光を放っている。一匹の蠅はえが、その周りをうるさく飛びまわっていた。

　蠅は蛍光灯に何度もぶちあたるが、もちろん蛍光灯には何の影響もない。

　原はふと連想した。『蛍光灯』は自分の追っているもので、自分はただの『蠅』に過ぎない──卑ひ下げではなく、真名井グループと自分の間には、それ以上の力の隔へだたりがあるようにも思う。

　それでも、退ひく気はない。

「うあぁぁぁぁっ‼」

　絹きぬを裂くような甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが、深夜の職場に響いた。

　ヤクザ顔の編集長と原は、揃そろって顔を見合わせる。声は暗室から──カメラマンの猪い崎ざきのものである。

「うわっ！　来るなっ！　おいっ！　やめろって！」

　猪崎の取り乱した声は途と絶だえない。

　原は編集長に先んじて暗室へ走った。

　ドアを蹴け飛とばし、光が差し込むのも構わず暗幕をめくる。

「どうした！」

「は、原さん！」

　猪崎は泣きそうな声で応じた。

　暗室の紅あかい暗がりに何かが蠢うごめいていたが、外の明るさに慣れた原の眼めには把は握あくできない。

　反射的に、原はドア脇わきの蛍光灯のスイッチをいれた。印画紙が駄だ目めになるのは覚かく悟ごの上である。

　灯あかりに照らされてそこに広がった光景を見るや、原はらは絶句した。

　猪い崎ざきが壁かべ際ぎわに震ふるえている。

　その眼前、作業机と床に──何十、何百という数のドブネズミが蠢うごめいていた。

　ネズミ達は暗室の中を駆けずりまわり、至る所に歯をたてている。殊ことに作業机の上では、大群がフィルムと印画紙を貪どん欲よくにかじっていた。

　それらには有害な薬品もついている。氷酢さく酸さんのきつい匂においで逃げないことに、原は驚きよう異いの眼めをみはった。

　声も出せずに、数歩を後ずさる。

　その背が後続の編集長とあたった。

「うっわ……なんだよ、こりゃ……」

　肩口から編集長の声が聞こえたが、原は振り返りもしなかった。暗室はネズミの絨じゆう毯たんが敷かれたようで、足の踏み場もない。暗幕までが這はい回るネズミの毛色で灰色に見えた。

　編集長もまた、サングラスの奥の眼を見開き身を退どかせた。

「い、猪崎、とりあえずこっちに来い！」

「は、はい……」

「急げって！　──ちっ。どっから来たんだ、こいつらっ！」

　声を張って、原は手近なネズミを蹴けっ飛とばした。小さな不法侵入者達は猪崎を襲う気はないらしく、足元までは寄るが、体には昇っていない。そのことに原はひとまず安あん堵どした。

　天てん井じようの一いち隅ぐうに小さな穴が見えた。ネズミの大群はそこから出てきたらしく、まだ数十匹が頻ひん繁ぱんに出入りを繰り返している。

　猪崎は何匹かのネズミを踏みながら、暗室の出口まで逃げてきた。原はその腕をひいて外に連れ出す。

　ネズミ達は暗室から外へ出るつもりはないらしかったが、原は猪崎を連れ出すや、すぐに扉ドアを締めた。

「あぁ、くそっ、ネガが……」

　猪崎が悔くやしげに呻うめく。

「──全部やられたのか、まさか？」

　肩を波打たせながら原が問うと、猪崎は顔を歪ゆがめて頷うなずきを返した。

　背後で編集長が顔を引きつらせていた。

「……俺おれ、ああいうの見たことあるぜ。オーストラリアかどっかのニュース映像で。ネズミの大発生とか──」

「ここは日本ですよ。しかも都内で……いてっ！」

　首筋に不意の痛みを感じ、原は肩をすくめた。

　手をやった首に、柔らかく生暖かい物が触れる。

　小さな子ねずみ──

　肌はだに歯を立てていた。慌あわててひっぺがすと、黒いつぶらな眼めが、からかうように原はらを映した。

「こいつっ！」

　振り払うと、子ねずみはすぐさまリノリウムの床ゆかを逃げていった。

「おい、ひょっとして嚙かまれたか？」

　ドスの利いた声で編集長に問われ、原は首をさすりながら頷うなずいた。猪い崎ざきもまた嚙まれていたらしく、半はん袖そでの腕に小さな傷が一つだけ見える。

「──明日、病院行ってこい。ドブネズミに嚙まれたなんつったら、病気持ち確定だからな。俺おれはネズミ駆く除じよの会社呼ぶから──あぁ、こんな時間じゃ受付やってねぇよなぁ、ちくしょう」

　ヤクザ顔の編集長は放心気味に呟つぶやいて、原と猪崎の肩を交互に叩たたいた。

「えぇ……くそっ」

　原は歯嚙みして、暗室の扉ドアを力任せに叩いた。

　その中ではまだ、小さな侵略者達の宴うたげが続いていた。







「そろそろ着きますよ」

　うつらうつらとしていた冬ふゆ華かは、運転席の青年、誠せい二じの声に目を覚まされた。

　体を起こし、隣の真ま名な井いを横目に見る。

　童顔の男は安らかに寝息をたてていた。

「……こっちも寝てるし」

　冬華は呆あきれて呟いた。

　誘ゆう拐かい者しやとしての自覚には欠けている。それはつまり、本人達に『誘拐』のつもりがないという証明でもあった。

「兄あに貴きはここんとこ、無む茶ちや苦く茶ちやなハードスケジュールだったんですよ。悪いけど、寝かしといてください」

　誠二の声が代わりに応こたえた。

「あの……腕、大丈夫かな。病院行った方がよくない？」

　冬華はタオルで覆おおった真名井の腕を見て言った。血はもう止まっているように見えるが、軽傷でもない。

「これから行くとこで医者を呼んでもらいますから、心配いりませんよ。それに、それくらいの傷で死にゃしません。なんてったって、片足切断の経験をもってますからね」

　理由にもなっていないその理由に、冬華は眉まゆをひそめた。

「真ま名な井いさんの脚って、やっぱり──」

「片方は義足です。十年くらい前からね」

　冬ふゆ華かは真名井の脚から眼めを逸そらした。

　運転席の向こうには、見慣れた水みな門と市の街並みが広がっていた。いくつかの真新しい高層建築も視界に入る。

　街まちへ戻ってこれたことにひとまずほっとしてから、冬華はフロントミラーを覗のぞき込んだ。

　そこには、知らない顔の中年男が一人──

　半はん袖そでの清掃員の格かつ好こうが似合う、赤ら顔に髭ひげ面づらの男だった。

　息を吞のんで、冬華はすぐさま真名井を起こそうとした。

「あ、待ってください。顔、戻してませんでしたね」

　運転席の男は誠せい二じの声で呟つぶやき、顔の皮をめくりはじめた。肌はだ色いろの皮がゴム状にはがれ、くるくると丸まって小さくなる。その下には、眼をつむった青年の顔があった。濡ぬれて充血して見えた目玉すら、覆ふく面めんのものだったらしい。
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「え？」

　冬華は呆あつ気けにとられて、新たに現れた青年の顔を見つめた。眼はやはり閉じている。

「変装なんです。街中で眼をつぶって運転してると、お巡りさんに居眠り運転とか誤解されるもんで」

　呟つぶやいて、誠せい二じは丸めた顔を口に放り込み、一息に嚥えん下かした。

　どう見ても、生の人間の顔にしか見えない変装だった。

　冬ふゆ華かは、つい一時間ほど前に見た光景を思い出した。青年の手から肌はだ色いろの鞭むちが伸びたのは、夢ではない。現実には有り得ないはずの光景だったが、冬華はそれを直じかに眼めにしていた。

「──今のも、あなたの能力なわけ？」

「そうですね。冬華さんが森で見たっていう『黒い怪かい物ぶつ』みたいのって、実は俺おれと同郷なんですよ。ただ、俺はああいう硬かたい鎧よろいがつくれない代わりに、色々と細こまかい部分に融通が利くんです」

　誠二は事も無げに言った。その軽すぎる調子に、冬華はむしろ驚かされた。

「同類……か。あのさ……こんなこと聞くのって失礼だとは思うんだけど、あなた達って、その……人間、なの？」

　冬華にとって、それはもっとも気になることだった。真ま名な井い紳しん士しには疑いようのない社会的立場がある。その弟という誠二はしかし、明らかに人間離れしていた。

　その問いに誠二はにやりと笑い、運転席から振り返った。

　アクセルは踏んだままである。

　焦あせって、冬華は身を乗り出した。

「やだ！　前！　前見てよ！」

「眼で見ているわけじゃないですから、前向こうが後ろ向こうが、関係ないんですけどね」

　言いながらも誠二は、冬華の要求通りに閉じた眼を前方に戻した。

「──ほんとに……その眼、見えてないの？」

「そうみたいですよ。話に聞くと、どうも人とは見え方が違うみたいで。

　そうですね。さっきの質問ですけど、『人間』の定義によりますよ。生物学的に、ってことだと、ちょっと怪あやしくなりますが、精神的にってことなら、やっぱり人間のつもりです。良くも悪くもですけどね」

　誠二の語り口は、冬華には耳みみ触ざわりよく聞こえた。

「良くも悪くもって、どういうこと？」

「『人間だから善良』ってことは絶対にありませんからね。むしろ、力のある奴やつには悪い奴の方が多いくらいです。反対に、美女と野や獣じゆうじゃないですが、化ばけ物ものの方がよほど性格的にまともなこともあります」

　フロントミラー越しに見た誠二は、からからと笑って言った。その表情はあくまで『人間』のものである。そのことに冬華は安あん堵どを感じた。

　初対面ではいいようにあしらわれたために、あまりいい印象を持たなかったが──しかし根ね黒ぐろという少年を退しりぞけた強さは、得え体たいが知れないとはいえ尊敬に値あたいする。話し慣れてくるにつれ、その物腰の柔らかさにも好感を持てた。

　真夜中の街まちを、改めて窓から眺める。街がい灯とうが続く市街に、人影はまったく見えない。

　根ぬ黒ぐろという少年の後に、追おっ手てはかからなかった。森の途中に敵らしい数台の車が停車してはいたが、追いかけてくるでもなく、何故なぜかそのまま見送られている。

　そのことには真ま名な井いも誠せい二じも首を傾かしげたが、逃げるのには好こう都つ合ごうだった。

　ぐっすりと眠る真名井を起こさぬように気き遣づかいながら、冬ふゆ華かは寝起きの身体からだを伸ばす。少し気になってタンクトップに鼻を近づけると、乾いた汗の匂においが鼻をついた。

「──あのさ。私の家、すぐ近くなんだけど、シャワー浴びて着替えてってのは無む理りかな」

　ほんのわずかな期待を込めて、冬華は問いかけた。

「あぁ、別に……あ、いや、すみません。それはやめた方がいいですね」

「……そりゃそうか。私、一応は捕まっているんだもんね？」

　しかし誠二は首を横に振り、また気安い声をかけてよこした。

「いえ、そうじゃなくてですね。冬華さんの自宅、もう連中に張られてるんですよ」

「連中──あいつらね」

　心音がまた不安の鼓こ動どうを奏かなでた。

「えぇ。さっきも言った華かヶが瀬せって奴やつと、その愉快な仲間達なんですけどね。兄あに貴きの話じゃ、まぁ色々と厄やつ介かいなことになってるらしいですよ。俺おれもよく知りませんけど」

　タクシーの運転手が世間話をするような調子で、誠二は応こたえた。その声には、冬華でない誰だれかに向けた嘲ちよう笑しようもうかがえる。

「その連中ってなんなの？　森の中で襲われて、なんとか逃げたけど……なんで私が襲われたのか、さっぱりわかんない」

　真名井と彼らが仲間でないことだけは、根黒の件もあって信用していた。しかし依い然ぜんとして、自分を取り巻く状況は少しもわからない。

「なんていったらいいか……まぁ、みんな昔の話とか色々ひきずってんですよ。ほら、暇ひまだから」

　曖あい昧まいに応える誠二に、冬華は問いを重ねる。

「昔の話ってなに？　私、そんなのに心当たりないよ」

「……そうなんですよねぇ。結局、迷めい惑わくを受けるのは関係のない人間なんですよ。いつもいっつも……冬華さんが襲われたのだって、冬華さんのせいじゃあないんです。だから兄貴も、どうにかしようとしているわけで」

　誠二の親指が、眠りこける真名井を指した。

　冬華は言葉に詰まった。自分の知らないところで、自分の知らないことが起きている──そのことだけは肌はだで感じた。

「もう到着です。やれやれ……結局、追ってきませんでしたね。何かあったかな」

　誠二は肩の荷が降りたように呟つぶやいた。

　窓の外には、二階建ての窓に届く大きさの朱しゆ塗ぬりの門があった。

　水みな門と市内最大の観光名所『紅あか街まち中華街』の入り口、玄げん武ぶ門もんである。

「中華街って、冗じよう談だんじゃなかったんだ……」

　冬ふゆ華かはいぶかしげに呟つぶやいた。住んで一年の地元だけに、よく知った場所ではある。

　ただし、現在は深夜の二時──冬華の知る昼間の中華街とは異なり、当然の如く人影もない。周囲の家々には多くの人々が眠っているはずだったが、その息いき遣づかいが耳にまで届くわけでもなかった。

　街がい灯とうが点々と、寂さびしい道を照らしている。

　誰だれもいない中華街を、車はすり抜けていった。

　水門市の湾岸に程近い『紅街中華街』は、南北と東西に交差する二本の大通りと、周囲を四角に囲む四本の外通りの中に、幾いく筋すじもの入り組んだ小道を持つ。

　その全体は目の荒い歪ゆがんだ碁ご盤ばん状じように構成されているため、初めて来た人間でも出られずに迷うことはないが、『目的の一店』を探そうとすると、少々厄やつ介かいな土地だった。それはともすれば、周囲の店構えがよく似ていて混乱するためでもある。

　とはいえ、紅街中華街にあるのは、似たような料理店や土産みやげ物もの屋やばかりでない。

　店毎に違う味もあるし、街中には中国語の書籍を揃そろえた本屋もあれば、アジア系のＣＤを商う店、チャイナドレスのブティック、漢方薬局、ゲームセンター……もちろん、住民が主に使う八百やお屋やや雑貨店もある。

　そこは異国情緒で統一された、一つの街だった。

　東西南北の青せい龍りゆう門もん、白びやつ虎こ門もん、朱す雀ざく門もん、玄武門──

　それらを一足越えれば、そこは日本であって日本でない。また中国風ではあっても中国でない。中華街の全すべては『中華街風』であり、それがために、この街は他にない混こん沌とんとした魅み力りよくを放っている。

　冬華はその地に入っただけで、日常から少し外はずれたような錯さつ覚かくを憶おぼえた。

「今日のところは、紅街パシフィックホテルで休みます。こんな真夜中に夢ゆめ路じさんとこへ押しかけるのもあれですし、この街に入ってしまえば、もう安全ですから」

「ちょ、ちょっと待って。あそこ、泊まるの？」

　ホテルと聴いて、冬華は慌あわてた。しかも誠二が呟いたのは、地元では知らぬ者もいない、華か僑きよう系けいの高級ホテルである。

「心配しているようなことにはなりませんから、安心してください。見ての通り、兄あに貴きがもうくたくたなんですよ。もともと体力のある方でもありませんし」

　誠二自身も疲れたように言った。冬華は勘かん違ちがいに赤面して顔をうつむける。

「あ……そ、そうだよね。怪け我がもしてるんだし……」

「それに俺おれもそろそろ休まないと、明日以降に響きます。あの技──パナンゾロンの鞭むちっていうんですけど、結けつ構こう体力使うんですよ。正直、さっきからもう眠くて眠くて……ふぁ」

　誠せい二じは欠伸あくびとともに呟つぶやき、ハンドルを回した。

「危ないなぁ……気をつけてよ」

　冬ふゆ華かは眉まゆをひそめた。身の危険は消えたが、誠二の運転には相変わらず不安が残る。といって、無免の冬華が代わることもできない。

　紅あか街まち中華街の敷地は広いが、道幅は狭い。もともと何もなかったような土地に、華か僑きようが住み着いて発展させていった街だけに、外周の大きさに比べ内部は鮨すし詰づめだった。入ってきたメインストリートさえ、ぎりぎりで二車線の幅しかなく、観光客の多い時間帯は車両通行止めか一方通行になる。くわえて内部には、一台の車すら入れない小こ径みちが多い。

　車が奥へと進んでいくと、目の前に十数階規模の高級ホテルが飛び込んできた。食事別一泊一万二千円から──冬華は素早く頭の中で計算する。自宅がすぐ近くなだけに、泊まったことはない。

　深夜にも輝く正面玄関の灯あかりを通り越し、車はその脇わきの地下駐車場へ入っていく。

　ハンドルを握りながら、誠二は片手で素早く、携けい帯たい電話のダイヤルを押した。

「──もしもし？　真ま名な井い誠二です。三人なんですけど、二部屋空いてます？　……──はい。どうも。それから兄が、ちょっと軽傷を負いまして。外科の先生もお願いします」

　それだけ言って、驚くほど手て短みじかに電話を切る。冬華は啞あ然ぜんとした。

「そんなんで予約とれるの？」

「オーナーが知り合いなもんですからね。冬華さんは十一階の１１０５室だそうです。俺おれらは隣に入りますんで」

　誠二の言葉に、冬華は同乗している二人が、日本有数の大企業『真名井グループ』の親族であることを改めて思い出した。

　清掃員姿の誠二などは、とてもそんな立場の人間には見えない。真名井紳しん士しもせいぜい、冴さえない理系の新任教師といった風ふ情ぜいである。着ている物はもちろん、身につけた小物も車も、決して高い品には見えなかった。

　誠二は駐車場の一角に車を止めた。

　降りようとして、冬華はドアを開ける。その脇を、助手席にいたはずの二匹のネズミがすり抜けて降りていった。

「あ！　ネズミ、逃げちゃった──」

「気にしないでください。別にペットでもありませんから。好きにさせといた方がいいそうです」

　誠二は後部席から真名井を引出し、背負いながらいった。

「えぇ？　でも、捕まえなくていいのかな」

「ペットなら、放し飼いは論外ですけどね。あれ、ああ見えても野生ですから」

　他人ひと事ごとだけに、冬ふゆ華かは釈しやく然ぜんとしないまま頷うなずいておいた。追いかけようにも、すでにネズミは駐車場の闇やみに消えている。

　弟に背負われた真ま名な井いは、目覚める様子もなかった。

「子供みたいね、真名井さんて」

　半なかば呆あきれつつも、冬華は真名井の寝顔を微笑ほほえましく思った。最初に抱いていた警戒が、今は馬ば鹿からしく思える。

「まったくですよねぇ。面めん倒どうみる方はたまったもんじゃないです」

　誠せい二じはからからと笑った。

　冬華は姉の美み春はるのことを思い出した。真名井と誠二の関係は、自分と姉のそれと、少しだけ似ているような気がした。

　生活能力のない姉を管理していた自分と、子供じみた兄を補ほ佐さする誠二──それでいて双そう方ほうとも、兄と姉に頭が上がらない。

「どうしたんです？」

　真名井をかついだ誠二が、冬華に微笑を向けた。

「え？　なにが？」

「いや、いま、妙に嬉うれしそうっていうか、楽しそうな感じでしたから」

「別に……って、やっぱり眼め、見えてるんじゃない」

　からかわれたように感じて、冬華は誠二を軽く睨にらんだ。

「え？　うーん……見えてるというか、眼で見ているわけじゃないんですよ。難しくいうと、空間把は握あく能力がどうのって話らしいんですけどね」

　誠二はそういって、指先で自らの瞼まぶたを広げて見せた。

　そこにあらわれた『目玉』と視線を合わせて、冬華は息を吞のむ。

　誠二の眼は全体が漂白されたように白く、黒目の部分が存在しなかった。







「──逃がした？」

　真名井製薬研究所の所長室──その他人の椅い子すに深く腰掛け、華かヶが瀬せ清きよ元もとは低く呻うめいた。

　報告をした新人秘書は震ふるえ上がり、低頭して身を縮ちぢめている。

　その様子に、華ヶ瀬は蛇へびに睨にらまれたカエルを連想したが、秘書の霧きり塚づかはただの『カエル』ともいえない。その気になりさえすれば、華ヶ瀬ほどの『大だい蛇じや』は無む理りにせよ、そこらの『蛇』ならば倒せるカエルである。

　ただし本人の気が弱すぎるため、その力をふるう機会が全くない。

「捕ほ獲かくに失敗したか。追つい跡せきの連中はどうした」

「いえ、それが……まず寒さむ村むらさんが、融とけて亡なくなったそうです。それから追跡用の車の内部配線が、どういうわけか、全すべて故障したそうで……ネズミに食い荒らされたと、現場は言っているんですが……」

「ネズミ──？」

「あの！　お、おかしいとは思うんです。そんな狙ねらったみたいに、全部の車が一度になんて……でも、あの……」

　しどろもどろに弁べん解かいする幼い顔の秘書から、華かヶが瀬せは鋭い眼まな差さしを逸そらした。秘書はほっとしたように肩を落とす。

　霧きり塚づかは容よう姿しと言葉遣づかいの割に、書類仕事やスケジュール調整には有能な秘書だった。使える人間に対しては、華ヶ瀬は寛かん大だいになることができる。無意味に怯おびえさせるつもりもない。

「わかった。それで、何ど処こに逃げたかはわかっているのか」

「あ、はい。紅あか街まち中華街に逃げ込んだようです。というか、北きた戸どさんが言うにはそこしかないと……」

　華ヶ瀬はしばらく沈ちん思しした。

「『不ふ老ろうの夢ゆめ路じ』か──確かに誠せい二じが手引きしているなら、そこが一番有り得る。

　わかった。誠二と真ま名な井いは、見つけたら始し末まつしていい。ただし紅街の外でだ。今はその機会を待とう。

　娘も、機会を見て生いけ捕どりにしろ。心臓さえ動いていればどんな状態でもいい」

「は、はい。伝えます」

「あとは適当に休んでろ」

　秘書の霧塚は冷や汗の流れる顔をあげ、逃げるように部屋を退出していった。

　華ヶ瀬は真名井の机を適当に荒らしながら、思し考こうを練ねった。

　部屋の棚たなには、レブルバハトに対抗する抗こう生せい物質の試薬と、その詳しよう細さいなレポートがあった。服用することでレブルバハトの影響を抑おさえることができる代わり、通常の免めん疫えき力りよくが低下するという、とんでもない欠けつ陥かん薬品ではある。

　真名井製薬では、ゆくゆくはあらゆる神しん群ぐんに対して、その影響を『無力化』させる薬を開発するつもりらしかったが──十年二十年どころか、百年二百年をかけても無む理りだろうと華ヶ瀬は感じていた。

　神群の種はそれほどに多様で、またその正しよう体たいが知れない。

「さて── 中華街、か……」

　主題を変えた華ヶ瀬の思考は、なおもまとまらなかった。

　紅街中華街は厄やつ介かいだった。

　表向きはただの観光名所だが、その実、中身はキャラバンの一大勢力である『祭さい夏か老ろう派』の、日本における拠きよ点てんの一つとなっている。山やま之の内うち派の一員たる華ヶ瀬としては、決して事を構えたくない相手だった。

　祭さい夏か老ろう派は国内の勢力こそ脆ぜい弱じやくだが、中国の『祭夏老』本人が乗り出してくれば、ただではすまされない。少なくとも、自分の手て駒ごまだけで喧けん嘩かを売れる相手ではない。山やま之の内うち自身を担かつぎ出しての総力戦でも、最終的に勝てるかどうかは、やってみなければわからなかった。

　それでも祭夏老は穏おん健けん派である。それゆえに、平和を望む多くの異い能のう者しやがその元へ集つどってはいたが、手を出さない限りは喧嘩をふっかけられる心配もない。

　そうした事情もあって、山之内と祭夏老、両派には暗あん黙もくに不ふ可か侵しんの約束が出来ている。紅あか街まち中華街は、その象徴でもあった。

　たかだか真ま名な井いと水みず本もとの妹ごときのために、そのバランスを崩くずす危険は冒おかせない──それが華かヶが瀬せの、最終的に下した決断だった。

　ただし、レブルバハトについてはまだ諦あきらめていない。

　一通り思し考こうを整理すると、華ヶ瀬は携けい帯たい電話を『東とう都とまごころファイナンス』につないだ。

　待機に残しておいた部下が電話に出る。

「至急、手の空あいてる者のリストを作成して、用意しておけ。しばらく中華街を張らせる。動きがあったら連絡しろ」

　要件だけを伝えて電話をきると、華ヶ瀬は眼めを閉じた。

　ここ数日、疲労が溜たまっていることは否いなめない。しかしそれは、充実した人生の証あかしでもあった。

　華ヶ瀬清きよ元もとは、迷めい宮きゆう神しん群ぐん、鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロンの影響を受けた人間だった。

　パナンゾロンの影響者は、山之内派の内部に数多い。

　Ｎ県、鬼おに貴たか村の土地神『黒くろ鬼おに』として信仰されていたパナンゾロンは、十数年前に山之内派によって発見され、そして狩かり出された。

　その時の騒そう動どうによって、パナンゾロンの覚かく醒せい者しやは大幅に増ふえ、当時は少年だった華ヶ瀬もまた、特殊な異い能のうを得た。

　現在でも、パナンゾロンの異能を受け継ぐ者は数十人、能力的に覚醒はしないながらも、潜せん在ざい的てきな影響を保持する者は三ケタに及ぶ。

　その後、神群に関係した者達の組織である『キャラバン』に拾われて以来、『迷宮神群』と呼ばれる得え体たいの知れない存在を狩ることが、華ヶ瀬達の生いき甲が斐いになった。

　むろん、そうでない者もいる。同系統の影響を受けているはずの真名井兄弟などは、華ヶ瀬と立場を変えている。昔は同郷のよしみで付合いもあったが、今はただ、邪じや魔まな存在でしかない。

　おまけに真名井紳しん士しの方は、影響は受けていても覚醒しておらず、何の能力ももってはいない。いわば一般人である。

　鋼鉄の籠守、パナンゾロンの力に目覚めた者は、自らの意志で皮ひ膚ふからの分泌物を変化させることができる。一見すると、硬こう質しつ化かした分泌物は鉄のように見えたが、しかしそれらはれっきとした有機物でもある。

　それを皮ひ膚ふにまとうことで、パナンゾロンの異い能のう者しやは鉄てつ鎧よろい程度の防御力を得る。上位の異能者ともなれば、体にまとった鉄を伸ばし、また分裂させて敵を攻撃することもできた。

　また実例は少ないながら、肌はだからの分泌物を硬こう質しつ化かさせられず、かわりにゴム状にして自在に操あやつる者もいる。その双そう方ほうともが、『パナンゾロン』の異能者だった。

　華かヶが瀬せの部下にいた敬けい神しんという男は、薬物で興奮することによって、通常の異能者を超える能力を引き出していたが──異能のよき先輩だった彼は今、この世にない。

　私し憤ふんを一時おさえて、華ヶ瀬はその冥めい福ふくを祈った。

（レブルバハトは──絶対に狩かり出しますよ）

　華ヶ瀬は敬神の面おも影かげに向けて誓った。

　十一年前、幾人もの仲間達が、黄昏たそがれの墓はか守もり・レブルバハトのために犠ぎ牲せいとなった。その仇かたきは討うったつもりでいたが、また復活したとなれば話は別である。今の段階でもすでに、配下の者が六人、行方ゆくえをくらましていた。

　華ヶ瀬は、すでに彼らがレブルバハトによって殺されたことを確信している。

　その〝本体〟は何ど処こに潜せん伏ぷくしているかはわからない。地下などに息をひそめているとすれば、捜そう索さくはより困難になる。

　二ヶ月前は、『ネズミ』にとりついた神しん群ぐんの反応を、詩し乃のという娘が偶ぐう然ぜんに発見した。感染したネズミや害虫は一いつ掃そうしたはずだったが……その時も遂ついに、息をひそめた『本体』の位置は発見できずに終わった。

　事態がレブルバハトの研究者だった水みず本もと美み春はるの犯行と知れた時、明確な本体は存在せず、ただ水本が種子たねをばらまいただけだと幹部達は結論づけた。

　しかしその後、水本美春の遺い体たいが消え、その妹をマークしていた部下たちが消えたことを考えると──レブルバハトは何処かに、『美春の遺い志し』で象かたどった『本体』を隠かくしていることになる。

　それはおそらく、詩乃でも見つけられない場所──地中深くであったり、または詩乃でも把は握あくできない遠方である公算が高い。あるいは息をひそめて、その探知を逃れている可能性もある。

　可能性は、もう一つある。

　協力的とはいえない翁おきな居い夢ゆめ路じが、わざと神群『本体』の居場所を詩乃に口止めしている可能性──

　華ヶ瀬にとっては、これが最も疑わしかった。それでも情報提供の強要はできない。知らないととぼけられれば、それ以上に追つい及きゆうしようがないのが実情である。

　水本冬ふゆ華かには、その取引きの材料としての価値も期待できた。

　思し考こうは堂どう々どう巡りに陥おちいって止まった。

　ゆっくりと眼めを開け、華ヶ瀬は椅い子すから身を起こす。

　一面に張られたガラスを通して、真夜中の森に視線をやった。

　研究所の周囲では、近年も開発が続いている。数年後から数十年後には、それらの森も多くが消えているはずだった。

　華かヶが瀬せは皮ひ肉にくな笑みをもらした。

　眼めを閉じると、高層ビルと車の群れが瞼まぶたに浮かぶ。

　華ヶ瀬はその世界が、守るに足るものかどうか自問した。

　答えはでない。しかし、それでも決心は揺るがない。

「この世の是ぜ非ひに関かかわらず──あの神しん群ぐんどもの存在は、許せんな──」

　独ひとりごちた華ヶ瀬は、所長室を秘書がノックする音を聴いた。

「あの、失礼します。桂けい君の……根ね黒ぐろの検査結果が出ました。軽い打だ撲ぼく痕こんだけで、ほとんど無む傷きずだそうです」

　新人秘書の澄すんだ声に華ヶ瀬は頷うなずき、革張りの椅い子すへと戻った。座り心地は、決してよくない。

「それから、脳のう震しん盪とうの北きた戸どさんも脳波に異常なしと……きゃっ！」

　机に寄ってきたショートカットの秘書が、突然に頓とん狂きような声をあげて飛び上がった。

「どうした？」

　幼い顔立ちの娘は、身をすくませて床ゆかを指差した。

「す、すみません。ネ、ネズミが」

「──ねずみ？」

　その生物の名称にはっとして、華ヶ瀬は咄とつ嗟さに椅子から飛とび退のいた。一瞬の間を置いて、革張りの椅子にネズミが飛びつき、鋭い歯をたてた。秘書が扉とびらを開けた一瞬に入り込んだものらしい。

「こいつらが……レブルバハトの兵隊か！」

　華ヶ瀬は意識を集中させ、体の中から力を絞しぼり出した。

　皮ひ膚ふの毛穴から黒い泡あわがいくつも膨ふくらみ、潰つぶれて肌はだを覆おおう鎧よろいとなる。まだ装そう甲こうは薄かったが、ネズミの歯を防ぐには充分なはずだった。

「しゃ、社長！」

「霧きり塚づか、外へ出ていろ！　ただのネズミじゃない！」

　秘書に怒ど鳴なった華ヶ瀬は、もうすでに変態を終え、黒い蜥蜴とかげのような異い相そうへと化ばけている。その変化には、瞬またたくほどの時間しかかかっていない。

　秘書は転ころげるように廊ろう下かへと逃げ出た。

　それを見計らって、華ヶ瀬は指先から存分に鉄の条じようを飛ばした。鞭むちのようにしなった鉄状の皮膚は、駆けてくるネズミの腹をかすめて跳はねる。

　びしり、と耳みみ障ざわりな音を残し、腹を裂かれたネズミは壁かべ際ぎわへ吹っ飛んだ。

　華かヶが瀬せはほっと息をつき、変態を解こうとした。パナンゾロンの影響による身体変化は強力だが、体力の消耗が極めて激しい。薬物で変態の時間を長くすることは可能だが、それは寿じゆ命みようそのものを縮めることにもつながる。

　その首筋に、有り得ないはずの激痛がはしった。

「……つっ⁉」

　怪かい物ぶつに変へん貌ぼうした手を首筋にあてる。

　一匹のネズミが、そこに歯をたてていた。侵入者は二匹いたらしい。

　むしりとって握り潰つぶすと、ネズミはその手の中で呆あつ気けなく息絶えた。首筋の部分の装そう甲こうは、そこだけが小さく融とけている。

　自然に融けるわけはない。となれば、考えられる可能性はただ一つ──ネズミの中に宿ったレブルバハトが、その粘ねん液えきをもって『融かした』ことになる。

「ちっ……」

　華ヶ瀬が変身を解くや、鉄の鎧よろいは粉になって床ゆかへ散った。

　今の瞬間に、自分が『感染』したことを華ヶ瀬は確信した。

　配下の六人は、同様の経過を経てレブルバハトに『融かされた』に違いない。浅い傷口から生体に侵入したレブルバハトの種子たねは、すぐさま全身へとその影響を広げる。

　躊ちゆう躇ちよする時間はなかった。

　華ヶ瀬は所長室の棚たなを乱暴に開けると、研究中の試薬を取り出した。

　中に納まっているのは、真ま名な井い製薬研究所製の特殊なアンプル──

　それは水みず本もと美み春はると彼女が所属する研究チームで開発された、迷めい宮きゆう神しん群ぐん・レブルバハトの感染を『抑よく制せい』する、唯ゆい一いつの薬物である。

　副作用として免めん疫えき力りよくの低下を招く危険な品だったが──華ヶ瀬の場合は、このまま放っておいても、いずれはレブルバハトの意志により、融かされて死ぬことになる。自分の命を『人ひと質じち』にとられたのと変わらない。

　華ヶ瀬は興奮に震ふるえる手で、自らの静脈に注射針を差し込もうとした。震えのために狙ねらいは逸それて、筋を鋭く突き通す。

　何度か余よ計けいな穴をあけた後で、華ヶ瀬はようやく、自力での注射に成功した。

　人体実験は行っていないため、果たして人に効くかどうかもわからない。また効いたとしても、レポートを見た限りではほんの数日のことである。その後も継続的に薬物を注射しなければ、体内のレブルバハトの抑制はできないが、それは同時に、通常の免疫力の更さらなる低下を意味する。

「くそっ！」

　苛いらついた華ヶ瀬は、力を込めて机を蹴けりつけた。オーク材で出来た頑がん丈じような机は、みしりと軋きしんで形を変えた。

「しゃ、社長？　ごぶじですか？」

　廊ろう下かから、そうっと秘書が顔をのぞかせた。

　美形の華かヶが瀬せが鬼おにのような形ぎよう相そうに転じているのを見るや、ひっ、とまた顔を引っ込める。

「霧きり塚づか！　すぐに動ける全員を招集しろ。それから、液体窒ちつ素そと噴ふん射しや装置を人数分の三倍用意だ。足りなければ真ま名な井いの契約工場から買い付けろ。酸素ボンベと耐たい寒かん服ふくも忘れるな」

「……え？　は、はい」

　華ヶ瀬の唐とう突とつな言葉に、秘書は戸と惑まどいながら返事した。しかしその次に華ヶ瀬が発した言葉に、彼女は更さらなる戸惑いを憶おぼえることになる。

「今は午前二時──だな。今日の夕方までに揃そろえさせろ。場合によっては明日の深夜から早朝にかけて、紅あか街まち中華街に仕掛ける」

　華ヶ瀬の顔は本気だった。

「え⁉　で、でも社長、あそこは、祭さい夏か老ろう派の……」

「私の命令だ」

　華ヶ瀬は秘書にひと睨にらみを送った。蛇へびの視線に怯おびえた秘書は、幼児のように扉とびらから顔を引っ込めた。扉の向こうで、すぐに携けい帯たい電話をダイヤルしはじめる。

　液体窒素そのものは、『非常時』のためにキャラバンの関係機関にも保存されている。レブルバハトに限らず、多くの神しん群ぐんに通用する、数少ない『兵器』の一つだった。

　工場から直じかでまとめて購入すれば、リットルあたり二百円から六百円、問屋を通しても、約千二百円ほどで手に入る。その高い効果の割に安価な薬品でもある。

　時間はあまりない。

　早急にレブルバハトの本体──すなわち、水みず本もと美み春はるの具現化した遺い志しを見つけて叩たたかなければ、いずれ近いうちに、華ヶ瀬は死ぬことになる。本体を叩いたとしても、果たして生き残れるかどうかはわからなかったが──少なくとも、敵をこのままのさばらせて置けば、自分の『死』は間違いない。

　エスハの話では、レブルバハトは対象を融とかしたのち、『本体』に取り込むらしい。

　その本体さえ叩けば、あるいは『溶解』そのものを止めることもできるかもしれないと、華ヶ瀬は希望的な観測を抱いた。

　仕掛けられたのが時限爆弾でない以上、スイッチを押す者、あるいは火をつける者がいなければ爆発はしない。

　鍵かぎを握るのはあの娘──水本冬ふゆ華かだった。

　彼女を人ひと質じちにとって痛めつければ、レブルバハトは必ず手を出してくる。冬華の身をちらつかせれば、本体そのものをおびき出すことも可能に思えた。

　そのためには、冬華を手元にさらってくる必要がある。

「あの女──俺おれに手を出したことを、後こう悔かいさせてやる」

　華かヶが瀬せは低く呟つぶやくと、ぐったりと椅い子すに身を落とした。

　自分の体が、自分以外の何者かに乗っ取られていく場面を想像する。

　それは、ひどく現実味のある白はく昼ちゆう夢むのようだった。







　冬ふゆ華かはあてがわれた部屋から、中華街の夜空を見上げていた。

　誠せい二じの用意した部屋は一人用ではなかった。

　たった一晩の宿に、清潔な広い部屋が複数つき、テレビと冷蔵庫はもちろん、小型のワインセラーまでがついている。ベッドは二つで、風呂場もトイレと兼用でない。

　──ツインで四万八千円から。

　冬華は部屋に入るなり、貧びん乏ぼう性しようとは思いつつ、即座にそう計算した。タレント稼か業ぎようとはいえ駆け出しだけに、経済的な感覚は一般人並みには厳きびしい。姉が自分の給料もまともに管理できない人間だったため、家計を一手に取とり仕し切きっていた関係もある。

「飛び込みでこんないい部屋使えるってことは──やっぱほんとに金持ちなんだろうなー……」

　とてもそうは見えない真ま名な井い兄弟の容よう姿しを思い出しつつ、冬華は独ひとりごちて、ベッドの脇わきの窓を開け放った。

　生ぬるい夜の潮風が漂ってくる。

　海までほんの数分の立地条件である。コンクリで固められた水みな門と市の港湾部に、泳げるような場所は全くないが、それでも『海の近く』というだけで気分は良かった。たとえそれが淀よどんで汚れた海であろうと、冬華には陸地より、ずっとまともな場所に思える。

　海にはまだ、人の開発が陸地ほど入り込んでいない──それが、そう思う理由だった。

　夜明けまであと数時間、ちょうど街まちはもっとも暗い時刻だった。それでも車のライトや窓の灯あかりが、街中の至る所で不自然に輝いている。

　地上の灯かりの影響か、晴れ渡った空に星はほとんど見えない。あるいは空気が濁にごっているせいかもしれない。

　その闇やみの空に、冬華は姉の面おも影かげを描いてみた。

「お姉ちゃんて……変な人達と、付き合ってたんだね」

　ベッドに座って開け放した窓の向こうを眺めながら、冬華は重苦しい溜ため息いきを吐ついた。

　真名井誠二の奇妙な性質、根ね黒ぐろと呼ばれた少年の脚力、それらを普通に受け入れていた真名井紳しん士し──いずれも、冬華の知らない世界に生きている人間だった。

　姉の美み春はるは、そうした人間達と関かかわっていたことになる。

『世の中にはどうしても、他の人と一いつ緒しよに暮らしづらい人たちがいる』

　以前に、そういった姉の言葉を思い出した。

　あれはつまり、誠二のような人間を指していたのかもしれないと今にして思う。彼はまだ『普通』にも暮らせそうだったが、もし、もっと異常な力を持つ人間がいたら──

　その人物はきっと、元が人間であろうと、人間として認められない存在のような気がした。

　冬ふゆ華かはそのことを思うと、他人ひと事ごとながら暗あん澹たんとした思いに囚とらわれた。

『──そう。例えば、私のようにね』

　中性的な声──冬華はびくりとして、ベッドの上に身を硬かたくした。

　前まえ触ぶれもなく聞こえたのは、忘れるはずもない印象的な声だった。

　即座に周囲を見回したが、冬華の視界に人の姿はない。

『こっちだよ。わからないかな？』

　くすくすと笑い声が響く。

　声の方向に視線をやると、つけた憶おぼえのないテレビに砂すな嵐あらしが映っていた。

　冬華は呆ぼう然ぜんと視線を注ぐ。

　やがて砂嵐には、黒っぽい像が浮いてきた。

　黒いフードを目ま深ぶかにかぶった、性別不ふ詳しようの影──

　白く細い顎あごの線だけが、黒い画面に浮いて見える。その顔立ちは整った唇くちびる以外、布に隠かくれてうかがえない。

　唇は動くことなく、言葉を紡つむいだ。

『私が与える知識に対応できるだけの下地は、もうできたかな？』

「あなた……エスハさん⁉　な、なんでテレビから……」

　冬華は固まった。不ふ可か思し議ぎな現象を怖こわいと思う以前に、思し考こうはただいたずらに混乱した。

　エスハは笑う。

『その理由には、薄うす々うす感づいているんじゃないかな？　これが私の──『星ほし詠よみのエスハ』の能力だ。誠せい二じや根ね黒ぐろの力には、せいぜい物理的な影響力しかない。神しん群ぐんの本当の神秘は、物理法則を超えた所にある』

　エスハの声は、冬華の耳から脳へ、直接に触れるように響いた。

『君の周りの連中は、君に知識を与える前に事態をまとめようとしている。でも私は、君にも全すべてを知る権利があると思う。

　君が望むなら、私の知る、そして君の知るべき全てを君に与えよう。どうする？』

「あなた……誰だれなのよ」

　冬華はベッドの上に固まりながら、震ふるえる声で問いを発した。身体からだは弛し緩かんしたように動かない。隣の誠二達を呼ぼうとしても、喉のどの具合を思うと大声は出せそうになかった。

『私はエスハ。知人達からは、〝星詠みのエスハ〟と呼ばれている』

　朗ろう々ろうと語るその者の声は、意識の底に響いた。冬華は息が詰まって目め眩まいを憶える。

　恐きよう怖ふはなかったが、威い圧あつだけは強く感じた。

『君が真に〝知識〟を求めるのなら、私はそれに応こたえよう。

　私は宝の森の占うらない師し。神しん群ぐんに関かかわろうとする者を、拒こばみはしない。

　──夢ゆめ路じや真ま名な井いとは違ってね』

　くすり、と声が笑いをもらした。テレビの像は変わらない。

「知識って……なんの知識よ？」

　冬ふゆ華かは詰まる喉のどから声を絞しぼり出した。自らの心音がゆっくりと大きく聞こえた。それと同時に、眠りに誘さそわれそうな温ぬくもりが全身を満たしていく。

『君は知らないから、知りたいと思うのかな。

　それとも、知るべきことだから知りたいと思うのか。

　あるいは、知識の側が君に知られることを欲しているのかもしれない。

　もしそうだとしたら、私は語ろう。

　それが宝の森の占い師・クラムクラムの存在意義になる。

　暴あばかれることを望まない秘密もあろうが、それでも知の欲求をおし留めることは罪ざい悪あくでもあるからね』

　催さい眠みん術じゆつ師しのような口調で、得え体たいの知れない人物は呟つぶやいた。

「……何を、話してくれるっていうの？」

　かすかに喘あえぎつつ、冬華は睨にらむような眼まな差ざしを『エスハ』と名乗る者に向けた。

『君が知りたいこと。君が知るべきこと。

　私が話すこと。私が話すべきこと。

　その全すべてを。

　だけど、覚かく悟ごは必要だ。一度得た知識を捨てることはできない。

　人が手にした文明を捨てられず、その文明の為ために人同士が争い、星と心を汚けがし続けるように、君が得る知識は君の身を滅ほろぼすことになるかもしれない。

　さぁ、選択の時間だ。知りたいか、知りたくないか、選ぶ権利は君にある』

　星ほし詠よみのエスハは、冬華を試すように言った。

　数瞬の躊躇ためらいを経た後、冬華はゆっくりと、その細い首を縦に動かした。

　意識はそこで途と絶だえた。







　ここは、何ど処こだろう──

　冬華は見覚えのない世界に立ち、周囲に視線を巡らせた。

　荒こう涼りようたる金色の砂さ漠ばく、眼めに痛いほどの星空──

　遠くなだらかな山々の稜りよう線せんからは、白しろ銀がね色の月が顔をのぞかせようとしていた。

　音はない。

　風もない。

　動くものは冬ふゆ華か自身だけだった。

　悠ゆう久きゆうの砂さ漠ばくに、ぽつんと一人──目的もなく立ち尽くす。

　身体からだの感覚はどこか希き薄はくだった。関節や筋肉の存在が感じられず、全身が気体に転じたような浮遊感がある。

　夢──

　夢の中で冬華はそう思った。それでも意識だけは、起きている時と変わらずはっきりしている。

　視界の先で一粒の砂が、針の先ほどの小さな光を発した。歩み寄った冬華は、砂地に膝ひざをつく。

　両手に砂をすくうと、指の隙すき間まから次々に砂達は零こぼれ落ち、やがてたった一粒、光を放つ砂が掌てのひらに残った。

　冬華は砂を見る。

　砂の中に、小さな黒い点があった。

　よく覗のぞき込む。

　いくつもの銀河が、砂の中に輝いていた。

　渦うず巻まき状、楕だ円えん状、棒ぼう渦うず巻まき状、レンズ状、または不規則な、あらゆる星の塊かたまりがそこにあった。

　眼めを近づけることなく、さらによくよく覗き込む。

　いくつもの銀河の中の、渦巻型の一つ──

　直径十万光年、厚さ一万五千光年の、ごく〝小さな〟塊。

　一千億の恒こう星せい、星雲によって形づくられた天の川の流れに、太陽を中心にする小さな塊があった。

　顕微鏡の倍率をあげるように、冬華の眼はその世界を拡大していく。

　重みのない闇やみに浮かぶ、青いガス状の球体を素通りした。

　いくつかの星々を横目に通り過ぎながら、視点は白と青がまだらに漂う、一個の星へと辿たどり着く。

　大気の層をくぐりぬけ、大地の輪りん郭かくを視野にいれ、視点はコマ落としに落ちていく。

　落ちきった先には──写真でしか知らない、父の姿があった。

「……お父さん？」

　眼を凝こらすまでもなく、冬華にはその体型と顔、皺しわの一本一本までが、はっきりと知覚できた。

　父の顔は険けわしかった。

　見ているだけで、その事情が脳へと流れ込んでくる。元からあった記憶が徐じよ々じよに思い出されるように、冬華は新しい知識を得ていった。

　自分の意識のすぐ背後で、エスハがくすくすと笑っているような気配を感じた。

　真ま名な井いグループの研究者として、迷めい宮きゆう神しん群ぐんの研究に携たずさわっていた父は、出張先の海外で『黄昏たそがれの墓はか守もり・レブルバハト』を発見した。

　石せつ窟くつの奥深く。

　太たい古この昔に『封ふう印いん』された自然石の祭さい壇だん。

　そして、その祭壇の中央に数千年に渡って捧げ置かれた、たった一つの『種子たね』。

　それは胎たい児じのように身を丸めた、小さな海月くらげの形の化石だった。

　眼めはなく鼻もなく表情もなく、しかし、見る者を和なごませる柔らかさを持ち合わせている。薄暗い石窟の中にあって、それはなお、不気味な物には見えなかった。

　冬ふゆ華かが見下ろす砂粒の中の世界で、髭ひげ面づらに探検服の父は一人、その『レブルバハト』の種子を庇かばっていた。

「手を出すな。口く伝でんとアストライア真しん書しよの記述が正しければ、これが『黄昏の墓守』の本体ということになる。下手へたに刺激すれば、どんな事態になるか──」

　父は同行の上じよう司し達に向けて、子供を窘たしなめるようにそう言った。

「だが、現実にこいつは息づいている」

「目覚めの時が近いのかもしれん」

「目覚める前に叩たたくべきだ。もちろん、カーマインに発見されるわけにもいかん」

「しかも土地の人間達は、この神群の影響を受けている節ふしがある。今叩かねば、後が怖こわい」

　冬華の知らない顔達は、次々に父へと詰め寄っていった。

「影響といっても、水の中を器き用ように潜もぐるだけだろう。現段階でこの神群は安全だ。人類に危害は加えない。

　それに息づいているといっても、記述を信用すれば、目覚めるのは悠ゆう久きゆうの未来だ。仮に目覚めたとしても、それが人類にとって実害になるとは限らない」

　父は祭壇の前に立ちはだかっていた。その周囲に、他の人影がじりじりと集まっていく。

「何故なぜわかる？」

「何故そう言える？」

「君の言葉は全すべて仮定だ。君は神群に味方するのか？　あのフェルディナンのように」

「カーマインとて、じきにここに気付く。そうなってからでは遅おそい」

　上司達の言葉を浴び、父の顔には焦あせりが浮いた。

「……せめて山やま之の内うち君の指示を待とう。夢ゆめ路じさんだって、理り不ふ尽じんな狩かりは好まないはずだ」

　冬華の眼には、男達が嗤わらったように見えた。

「待つ必要はない」

「我々は決行するのみ」

「それが狩人かりうどたる我らの役目」

「神群への抑よく制せい力りよくたる我らの役目」

　男達は、父を囲んで押しのけた。

　四人の八本の手が、祭さい壇だんの種子たねを求めて伸びていく。

「よせ！　刺激しちゃいかん！」

　父の野太い声が悲痛に響いた。

　男達の手が、祭さい壇だんから海月くらげ状じようの化石を持ち上げる。

「砕くか？」

「燃やすか？」

「融とかすか？」

「あるいは氷こおり漬づけか」




　ばしゃっ──




　男達の手にした化石が、不意に弾はじけて融けた。

　散った粘ねん液えきが、それぞれの腕を覆おおっていく。

「──処分する必要も、なかったか？」

　そう呟つぶやいた男の顔は、真ま名な井い紳しん士しによく似ていた。ただし、その外見は相当に老ふけている。

　次の瞬間、四人の男の体が破は裂れつするように液体へと転じた。衣服だけがその場に落ち、石せつ窟くつの床ゆかに大きな水みず溜たまりが形成される。

「──これは……」

　父は呆ぼう然ぜんとして、数歩を後ずさった。

　──黄昏たそがれの墓はか守もりは、終しゆう末まつの日まで墓を護まもり続ける。

　護られる墓とは何者の物か。

　墓とは死者を安置する場所である。火か葬そう、土ど葬そう、鳥ちよう葬そう、弔とむらい方は様々だが、レブルバハトはそうして弔われた何者かを、護ることを使命としている。

　あるいは──これから弔われる、何者かを。

　人の手に触れたことで、レブルバハトはその使命を新たに得た。

　死者を護る。死者の安あん寧ねいを護る。死者の望みを叶かなえる。

　それが、父の知る、そして冬ふゆ華かが今知った、神しん群ぐん・レブルバハトの存在意義だった。

　四人が融けた水溜まりの中央に、小さな化石が浮いていた。そこには小さく指先ほどの大きさで、新たに心臓の形が浮いている。

　レブルバハトは、自らを起こした死者のために、その死者の望みを叶えるべく動き出した。

『神群狩がり』たる四人の望み。

　それは、すべての神群とその異い能のう者しやのいない世の中をつくること──

　殺さつ戮りくは、その日から始まった。







　金の砂さ漠ばくに、冬ふゆ華かは立ち尽くしていた。

　悠ゆう久きゆうの砂漠のすぐ足元には、思わず取り落とした光る砂が一粒。

　冬華は砂をつまみあげ、その中を改めてじっと覗のぞいた。

　倍率が変わる。宇宙を経て、地球に至り、そして再び、十一年前の光景が中に繰り広げられる。

　小さな海月くらげの化石から、心臓の形が消えていた。そして化石を囲むように、人々の死の跡──凍った水みず溜たまりが、累るい々るいと一面に融とけている。

　地に落ちた化石を見下ろすのは、翁おきな居い夢ゆめ路じという名の青年だった。その手にはハンマーと彫刻刀が握られている。

　彼はその当たり障さわりのない道具でもって、化石の『心臓』を削けずり取った直後だった。

　そのために、護まもるべき死者の望みを失い、レブルバハトは沈ちん黙もくした。

　青年は泣いていた。滂ぼう沱だと涙を流し、ただ一人、死者達の水に囲まれて立っている。

　その背後に、冬華の父が寄った。周囲には、冬華の知らない他の人間達も集まりつつある。

「夢路さん。お疲れ様でした」

「水みず本もとか……何人、死んだ？」

「わかりません。が……数えるのが怖こわい数です」

　夢路はその場に膝ひざをついた。

　父は落ちた化石、レブルバハトの『種子たね』を手に取った。

　顔をうつむけていた夢路が、慌あわてて身を起こす。

「水本！　触さわるな、まだそいつは生きている！」

「知っています。今度は──墓はか守もりに、私の望みを叶かなえてもらいます」

「なんだって？」

「レブルバハトが元の世界へ還かえれるよう──

　こんな世界で、個人の欲望のために動くことのないよう──

　──ごぼっ」

　冬華の父は、言葉の途中に弾はじけて融けた。飛び散った粘ねん液えきは、次第に砂の大地に染しみていく。

　化石状だった『本体』までもが、今は粘液に転じていた。

「──この、馬ば鹿かっ！」

　喉のどを掠かすれさせて、夢路が叫んだ。

　脇わきに置いたボンベから、即座に液体窒ちつ素そを噴ふん射しやする。

　周囲の土ごと凍とう結けつさせられたレブルバハトは、その場でようやく活動を停とめた。







「──なんなの？」

　冬ふゆ華かは砂さ漠ばくの砂に座り込み、目の前に現れた黒衣の人間に問いかけた。

　黒いフードに隠かくれて、その顔立ちはうかがえない。

「レブルバハトって、なんなの？　それにここって、夢の中じゃないの？」

　過労死と聞いていた父の『本当の』死しに様ざまには、特に驚きもしなかった。死んでいることは幼い日から理解していたし、ほとんど会った記憶もない父は、冬華にとって姉ほどに大きな存在ではない。

　エスハの見えない表情に、冬華は微笑が浮いたように感じた。

「ここは、君にとっては夢の中。でも私にとっては、私の居場所だ。

　君の父親が最後に託した望みは、『黄昏たそがれの墓はか守もり』レブルバハトにとっては厳きびしい要求だった。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐんは、すべての空間をさまよう存在。彼らは行き止まりのない迷宮を進むように、それぞれが個別に与えられた法則に従って、様々な空間を渡り続ける。

　つまり彼らは、永えい劫ごうにすべての宇宙を旅し続ける者達だ」

　エスハの黒いフードの奥に、冬華は人の顔でなく、宇宙の果ての暗くら闇やみを見たような気がした。

「彼らにとって、この宇宙、そしてこの地球は、その旅の中継点の一つに過ぎない。

　滞たい在ざいの期間はそれぞれだ。また、たとえ旅立つ準備が整っても、ここに居い心地ごこちのよさを感じる神群は動かないこともある。

　彼らの多くは、自分がいた元の世界に帰りたがってもいる。しかし彼らは、さ迷うことを法則として受け入れているから、いろいろな世界を『渡る』ことはできても、自分のいた世界にはもう帰れない──旅の終着点は彼らも知らないだろう。あるいはそんなものは、初めから存在しないのかもしれない」

　フードの人物の声は、冬華の耳にではなく、意識に直接響いてきた。

「君は、砂の中を覗のぞいただろう」

　冬華は手にした、たった一粒の砂を捨てた。砂はもう光っていない。

　見渡す限りが砂漠だった。遠くに連なっていた山々の稜りよう線せん、それすらもが、今は砂山のものに見える。

　そんな大地を、星々と月が睥へい睨げいしていた。

「この悠ゆう久きゆうの砂漠に広がる、砂の一粒一粒が、それぞれ別の宇宙だ。君が手にした一粒は、私が選んだ君たちの世界。そこには過去の全すべてが記録されてもいる。

　むろん、その全てを知る時間は、人の身に与えられてはいないけれど」

　フードの彼──あるいは彼女は、からかうような口調で冬華に説明を続けた。

　冬華は疑問を挟むこともなく、ただ呆ぼう然ぜんと砂の海を眺めた。

　これは、夢。

　だから、疑問に思うことは何もない。

　冬ふゆ華かは、意識へ直接に情報を刷すり込こまれる感覚を憶おぼえた。真しん偽ぎを疑う余よ地ちは、そこにない。全すべてが現実であり、そして真実として肌はだに感じられる。

　エスハは動かない唇くちびるで呟つぶやき続ける。

「レブルバハトは、シュラクとハタニフによって定められた滞たい在ざいの期間をすませていない。

　その彼に対し、この世界から立ち去るように、君の父親は望んだ。

　だからレブルバハトは、裁さい定ていの法則を超える力を蓄たくわえる必要に迫られた。そのために、彼は粘ねん液えきを自らの分身とし、分裂と増ぞう殖しよくを繰り返すようになった。

　その養分として選ばれたのが、神しん群ぐんに強く影響された者達だ。レブルバハトは他の神群の活力を吸うことにより、渡りに必要な力を集めようとした──

　──といっても、私がこれまで話したのは、全て過去のことだ。

　今のレブルバハトは、もう君の父の墓はかを護まもってはいない。

　君が今まで無事な理由は、現在のレブルバハトが、『君の姉』の遺い志しを受け継いでいるからに他ほかならない」

　エスハの思わぬ言葉に、冬華の全身が震ふるえた。

　気体のように感じられる身体からだの振動は、まるで自分が空気に散ってしまいそうな不安を伴ともなった。

「君の父親の望みによって、レブルバハトは新たな形態に進化することを強しいられた。

　化石の形だった本体は、よりはやく次の世界へ渡る力を貯められるよう、アメーバ状に分裂できる形態へと変化した。

　そして常から分裂を繰り返し、銀ぎんの司し祭さい・ラージャハームの加か護ごが強まる『満月の夜』には、爆発的な増殖能力を発揮するようになった。

　──ところが、そのレブルバハトの四し肢しなき身体は、増殖する前に人々の手によって液体窒ちつ素そに冷凍されたのち、細こま切ぎれに切断されて、各地の研究所へまわされた。

　だから、せっかく進化したレブルバハトも、進化と同時にその動きを封じられてしまったわけだ。皮ひ肉にくなことにね」

　冬華はようやく、わずかに点と線がつながったことを実感した。

「お姉ちゃんは、その研究をしていた──ってことね」

　冬華は子供のように膝ひざを抱え、教師を見上げる眼まな差ざしでエスハを見た。

　冬華が見上げたエスハは、似たような身長のはずだったが、まるで宇宙を覆おおう布のように大きく見えた。

「そう。水みず本もと美み春はるは、マウスをつかってレブルバハトに関かかわる実験を繰り返した。その過程で、彼女は誰だれよりもレブルバハトを理解するようになった。まぁ……父親の遺志を受け継いでいるレブルバハトだ。それも当然のことだったかもしれないね。

　一部の神しん群ぐんには、心がある。

　いや──人とともにこの世界にいるうちに、彼らの中に『人の影響』によって、心に近い物を得る者が出始めたといった方が近い。

　だからレブルバハトは、君の姉の心に応こたえることができた。

　その結果、レブルバハトは護まもる墓はかの主を自主的に変えた。

　それまでの君の父の遺い志しから、君の姉、美み春はるの遺志に──

　美春の遺志とは、君を護ることだ。だから、君に明確で危険な害意を持つ人間は、これからもレブルバハトによって融とかされていくだろう」

　エスハは衣に隠かくれた両手を、ゆっくりと広げた。

「しかし、水みず本もと美春はおもしろいね。彼女は博はく愛あい主義者なのかな？　『ネズミ』を媒ばい介かいに、対象をレブルバハトの種子たねに感染させた後、彼女はぎりぎりまで発動を待っている。

　しかも融かした対象を、それまでの主のようにそのまま殺すでもなく、意識だけは眠らせた状態でその身に内包させた。見方によっては、殺害ではなく統合ともいえる。

　種子の感染は、レブルバハトに操あやつられるネズミによって為なされ、対象が君への明確な害意を抱いた時点で、レブルバハトは発動する。だから被害は、今のところほんの数人の規模だ。

　十一年前の事件では、すぐに三ケタを超えたけれどね。

　それらの過去を経て、華かヶが瀬せ達はレブルバハトを危険な存在とみなし、『殺そう』としている。そこで君に人ひと質じちとしての価値を見出したわけだ。

　また真ま名な井いは──彼はお人好しだからね。君を巻き込みたくないらしい。

　現状は把は握あくできたかな？」

　エスハの言葉に、冬ふゆ華かははっきりと頷うなずいた。

　テレビ局の更こう衣い室しつに残された服。

　マンションのエレベーターと廊ろう下かにもそれはあった。

　極め付けは、頭の上で実際に融けた森の男──

　他ほかにもまだ、冬華の知らない場所で融けた人間がいたのかもしれない。

　エスハの言を信じれば、彼らは冬華を殺そうとした結果、融けていったということになる。

　知らない所で命を狙ねらわれていたことに、実感はあまり湧わかなかった。そのために死んだ人間がいたことは衝しよう撃げきでも、直接に死体を見たわけでもなければ、どんな人間だったのかさえわからない。

　知らない『他人の死』は、実感として理解できない限り、ただの言葉と数字でしかなかった。薄情なことは自覚しつつ、しかしそれが冬華の偽いつわらざる本ほん音ねである。

　それよりなにより、エスハの言には、冬華にとってもっと気になる部分があった。

　エスハは──『レブルバハト』の動きを、姉が操っているような言い回しをしている。

「お姉ちゃんが……まだ生きてるの──？」

　冬ふゆ華かの心に、その死の痛みと甘あまい期待が同時に訪れた。

「美み春はるの肉体は間違いなく死んだよ。その遺い志しが、レブルバハトの中に息づいているのは確かだけれど、それが生きているということを意味するかどうかは、見解の分かれるところだね。

　それでも会いたいのなら、そのうち案内してあげようか？」

　エスハは顔の暗くら闇やみの奥から囁ささやいた。

　姉の遺志──それはつまり、姉がこの世に、『冬華のために』残してくれたものでもある。

　冬華は頷うなずき、砂地から立ちあがった。

「会いたい。どこにいるの？」

「夢から覚めれば、じきに会えるよ。少なくともここにはいない。

　ここは、君のいるべき場所じゃないんだよ。今回は特別に案内したけれど、もう来ることもないだろう。そろそろ帰るんだね。君の魂の旅は、これでひとまず終わりだ」

　一粒の砂が光った。それは冬華が見つめ、そして取り落とした砂だった。

「その砂から帰れるよ。帰りたいと思いさえすれば」

　冬華は砂を手にとった。

　ここは夢の中だと、冬華はまだ思っていた。

　しかしここが、自分の夢の中とは思えない。他人の夢の中に入り込んでいるような違い和わ感かんがある。

　自分がいていい世界でないことは、エスハに言われるまでもなく、実感として感じていた。

「あの──ありがとう、色々と教えてくれて。でも何で、私にこんなこと、教えてくれたの？」

　冬華はフードの人物に問いかけた。

　顔の暗闇、その奥の宇宙が、また微かすかに笑ったように見えた。

「私は、宝の森の占うらない師し。

　私の運命は、人の進化を見み届とどけること。君は今、その可能性の一いつ端たんを担になっている鍵かぎの一人だ。

　だから私は、君を導く。

　何ど処こへ行くかは君次し第だいだけれど、君の行きたい所へ、君を導く。

　それが私の役目であり、唯ゆい一いつの趣味だから」

　エスハのまとった布が、吹いてもいない風に翻ひるがえった。

　奇き術じゆつ師しのように、その身体からだと服が空間に吸い込まれて消える。

　冬華は帰る前にふと、光っていない別の砂を一粒つまみあげ、その中を覗のぞき込んでみた。

　宇宙と星、見つめるうちに、倍率はあがっていく。

　視点は、やがてある一つの灰色の星へと辿たどり着いた。

　酸の匂においがきつい雲をくぐりぬけると、マットのように弾力のある岩の世界が見えてきた。

　そこにたくさんの『何か』が、淀よどむように蠢うごめいていた。

　見なければよかったと後こう悔かいした。

　その星では、背筋の折れ曲がった巨大な瑠る璃り色いろのトンボ達が、人によく似た二本足の生物を貪むさぼり食い、そして、自らの仲間とも共とも食ぐいを繰り広げていた。

　冬ふゆ華かは払うように一粒の砂を捨て、広大な砂さ漠ばくを改めて眺めた。

　そこにある砂の一粒一粒が、一つの世界、そして一つの宇宙を為なしていると、エスハは言った。

　砂漠は、果てが見えない。

　一体どれだけの量の砂が、この大地にあるのか──

　冬華にはわからなかった。

　仰あおいだ夜空からは、瞬またたく無数の星と、丸い丸い白しろ銀がねの月が、冬華を見下ろしている。

　それらの星の大地の砂も、一つ一つが別の世界になっていることを冬華は連想した。

　その世界は、明らかに『人間』の知覚を超えていた。







　こんこんこん──

　控えめなノックが扉ドアを叩たたいた。

　細目を開けた冬華の眼めに、真っ青な空が飛び込んでくる。

　暑い潮風の匂においが鼻び腔こうをついた。

（私……何ど処こにいるんだっけ？）

　数秒ほど迷って、冬華はそこが自宅ではなく、ホテルの一室であることを思い出した。

　窓を開け放したまま、眠ってしまったらしい。あるいは──『眠らされた』と言った方が正しいかもしれない。

「冬華さん、起きてらっしゃいますか？」

　ホテルのドア越しに、真ま名な井いの声がくぐもって聞こえた。

「あ、うん。ちょっと待って」

　冬華はベッドから身を起こした。

　タンクトップもジーンズも、かいては乾いた汗のためにべたついた。

　昨日から今朝にかけては、とうとう風呂に入る時間もなかった。テレビ局でシャワーは浴びたが、その後の森での逃とう避ひ行こうが効いている。

　扉を開けると、真新しい白衣の真名井が微笑していた。

「おはようございます。眠れましたか」

「うん。それより腕……大丈夫だった？」

　真名井は軽く手をあげ、白衣の袖そでをめくってみせた。腕には清潔な包帯が巻かれている。

「よかった……」

「まさか、冬華さんに心配していただけるとは思いませんでした」

　笑いながら言う真ま名な井いに、冬ふゆ華かは心持ち頰ほおを紅あかくして、非難の視線を向ける。

「心配もするわよ。あんなに血が出てたんだから……痛くない？」

「えぇ。もう痛くもありません。杖つえをつく方の手じゃなくて助かりました。それと、これ──」

　真名井が床ゆかに置いた紙袋を差し出してよこした。

「なに？」

　受け取って、冬華は中を覗のぞき込む。覗いた中にもまた紙袋があった。

「着替えです。誠せい二じが用意してくれました」

　冬華はほっとした。タンクトップとジーンズの汗の匂においは、自分でも気になるほどだった。

「ありがと！　じゃ、ちょっとシャワー浴びて着替えてくるね」

　冬華は素直に、心からの笑顔を浮かべた。

　真名井が眼めを見開き、その場に立ち尽くす。

「──なに？　どしたの？」

「あ、いえ……冬華さんがテレビ以外で笑ってるところを、初めて見まして──」

「そ、そんなに怒りっぱなしだったかな、私」

　照てれて冬華は苦にが笑わらいした。思えば昨夜から、気を張り詰め続けていたようにも思う。

「ま、いいや。服、ありがとね」

　冗じよう談だんめかしたウィンクを送って、冬華は扉ドアをしめた。

　昨夜から今朝の、冬華の様子の変わりように、真名井は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「あ、あの！　冬華さん、何かあったんですか？　ひょっとして誠二が何か言いました？」

「別に。あ。でもエスハって人に会った。いろいろ教えてもらったよ。十一年前のこととか」

　ドア越しの真名井に、冬華は軽い調子で返した。

「えすは……えぇ⁉　あいつ──」

「やっぱり、知り合いなんだ？」

　冬華はタンクトップとジーンズを脱ぎ捨てながら、真名井に問いかけた。

「あの人に、何をいわれたんです？」

「ん──。多分、真名井さんも知ってること。十一年前のお父さんのこととか、お姉ちゃんの今の状態とか──」

　応こたえて、冬華は紙袋から服を取り出す。

　夏物のチノパンとＹシャツ──地味だが、着る人間を選ばない服だった。別の袋には下着まで入っている。

　ブラのカップも、何故なぜかしっかり合っていた。

「レブルバハトの件を──あらかた聴いたということですか？」

　真名井の声には沈痛な響きがあった。

「あらかたかどうか、わからないけど。けっこういろんなこと聴いたよ。ね、それより、この下着って誰だれが選んだの？」

「……え？　気に入りませんでしたか」

「そういうんじゃなくて……その、サイズ合ってるから、不思議で」

「あぁ……誠せい二じですよ。あまり深く突っ込まないでください」

「なんで？　── まさか、寝てる間に測ったとか……？」

「い、いえ！　それはありません。あいつはその──眼めは見えないんですが、空間把は握あく能力に優すぐれているといいますか、その──」

「あー、難しい話はパス。つまりそれも、あの人の能力ってわけね」

　冬ふゆ華かは言い置いて、下着を脱ぎ捨てるとシャワールームに入った。

　エスハから得た知識のおかげで、少しだけ真ま名な井いに対して優越感を持つことができた。なにより今は、真名井が敵ではないことを確信できたことが嬉うれしい。

　廊ろう下かの真名井は、冬華の突然の変化に戸と惑まどい、ひっそりと首を傾かしげていた。







　ホテルを出た真名井と冬華は、紅あか街まち中華街のメインストリートを並んで歩いた。

　誠二は冬華が起きる前に、別の用事で姿を消している。真名井の話では、上層部の人間に陳ちん情じようをしに行ったらしい。

　平日の午前中とあって、街に人通りはまばらだった。休日になると観光客の人込みで歩きづらいほどだが、今は走っても人にぶつからない程度である。

　朝が遅おそかったこともあり、時刻はもう十時に近かった。アスファルトのきつい照り返しが、冬華の肌はだに熱く染しみてくる。

　脇わきを歩く白衣の男を、冬華はそっと見上げた。

　起床後のしばらく──真名井はエスハのことを、しつこく質問してきた。話せるだけのことは話したが、真名井はまだ、どことなく納なつ得とくのいかない顔をしているように見える。

　それでも愛あい想そはよく、冬華が話しかければ笑顔が返ってきた。

　傍そばから見たら、真名井と自分はどう見えるか──冬華は想像してみた。

　童顔とはいえ真名井は三十五歳、容よう姿しは若く見えるが、落ち着きがある。冬華との間に置かれた距離を考えても、少なくともカップルには見えないはずで──強しいて可能性をあげれば、兄妹には見られるかもしれなかった。

　街には中華街独特の、異国の芳ほう香こうが漂っていた。それは主に、八はつ角かく、花か椒しようなどの香こう辛しん料りようの香りだが、同時に店頭販売の肉まん、中華菓子、吊つるされた焼やき豚ぶたに北京ペキンダック、輸入されたブリキの玩がん具ぐなどの、種種雑多な物が放つ匂においが渾こん然ぜんと合わさったものである。

　甘あまいくせのある匂いだが、冬華はそれが好きだった。

　いくつもの中華料理店が、紅白を基調とした鮮あざやかな店構えを道に連ねている。

　それらを横目に、二人は異国の街まちを奥へ奥へと踏み入って行った。

「ね、真ま名な井いさん」

　冬ふゆ華かは声をひそめて、真名井に囁ささやいた。

「はい？」

「これ、私の勘かんなんだけど……真名井さん、しばらくこの街に、私のこと置いとくつもりでしょ？」

　冬華にはその確信があった。

　エスハから得た話と、真名井達の会話を総合すれば、今の冬華にとって安全な場所はここしかないらしい。あるいは海外ならわからないが、出国までにもまた危険が伴ともないかねなかった。

　真名井は迷いの間を置いたのち、溜ため息いきとともに頷うなずいた。

「……はい」

「やっぱりね」

「すみません、僕が力不足で……そんなに長くはかけないつもりです。まず一週間くらい、時間をいただけませんか？」

　申し訳なげに答えた真名井に、冬華は目一杯の笑顔を向けた。服と身体からだがさっぱりしただけで、心のつかえまでが取れたような気分だった。

「大丈夫よ。マネージャーに電話して、仕事の予定が入ってもしばらくはキャンセルしてもらうから。命あっての物もの種だねだしね」

　どうしても抜けられない時代劇の撮影は、昨日の時点で終わっている。事務所には企画段階での話がいくつか来ているらしかったが、実現するにしても、一ヶ月以上先の仕事ばかりだった。

　冬華は真名井を見上げた。

「ほとんど無関係なのに、私のこと助けてくれて──いい人なんだね、真名井さんて」

　真名井は苦にがい照てれ笑いを浮かべた。

「よくいわれます。いつも『いい人』止まりなんですよ、僕は」

「へぇ？　でもお金持ちだし、それなりにはもてるでしょ？」

「生あい憎にくと、研究と寄り道ばかりの人生でしてね。あ、こっちです」

　先導する真名井は、大通りを逸それて小こ径みちに入った。その先には高級料理店とは趣おもむきの違った、小さな個人経営の店が延えん々えんと建ち並ぶ。そのいくつかは、まだ店を開けていない。

　いくつかの角を曲がってしばらく進むと、目の前にこぢんまりとした中華風の茶さ房ぼうがあらわれた。

　朱しゆ塗ぬりの柱の間から冬華が窓を覗のぞくと、中にはケーキ屋の冷蔵ケースが見えた。生クリームやチョコレート、チーズなどのケーキ類に混じって、色とりどりの点てん心しん、胡ご麻ま団だん子ごや杏あん仁にん豆どう腐ふなども見える。

　店の看板には『点てん心しん華か心しん』とある。雑誌の紹介記事で、冬ふゆ華かも見たことのある店だった。中華風の点心だけでなく、洋菓子のデザートも同時に扱う喫茶店らしい。

「あ、このお店知ってる。こんなとこにあったんだ」

　よく掃除の行き届いた店の外装を眺めて、冬華は呟つぶやいた。

　雑誌の写真で見た限りでは、造つくりが中華街の雰囲気に合わないように思っていたが、しかし周りの店と並んでいるところを直じかに見ると、朱しゆと白の色使いのために不思議と調和している。

「まさか、有名なんですか？」

　真ま名な井いは何故なぜか、心しん底そこ嫌そうに呟いた。

「女の子の間ではね。甘あまいもののお店だし、男の人はあんまり入んないと思うけど」

「そうなんですよね、ここは本当に入りづらいんです」

　苦笑して、真名井は慣れた手つきで扉ドアを押した。

　ちりんちりん── 上部の鈴すずが、涼すずやかに鳴る。

「え？　ここ入るの？」

「えぇ」

　真名井に続いて、冬華も店内へと踏み込む。

　中にいる客の姿は二組。カップル一組と、女子高生らしき三人組だった。いずれも夏休みを、精一杯に謳おう歌かしているらしい。

　かしましく喋しやべり続ける女子高生達とは対照的に、カップルは不思議なほど静かだった。

　冬華はちらりと横目で見て、その理由に気付く。まだ高校生らしい少年は、彼女を放っておいて、スケッチブックに絵を描いていた。一方の娘の方はといえば、それに慣れきっているらしく、特に不満げな様子もない。

　冬華は微妙な思いの籠こもった溜ため息いきを内心でもらした。

　同級生や下級生相手に、冬華はやたらともてる。ただし、彼女が仕事の合間に通っているのは、正しよう真しん正しよう銘めいの〝女子校〟だった。

　現在進行形で青春を無む駄だ遣づかいしている実感が、今いま更さらに募つのる。

「いらっしゃ……あら、紳しん士しさんじゃない！　めっずらしー」

　ショーケースの向こうで、透すき通るような銀髪に碧へき眼がんの娘が微笑ほほえんでいた。フリルつきのエプロンにメイド服の格かつ好こうは、明らかに少女趣味だったが、それがぴたりと板についている。

「あ！　かわいい子連れちゃってる！　デート？」

　娘は甲かん高だかく声を張った。

　肌はだの白さも目鼻立ちも、明らかに日本人離れしていたが、しかし話す日本語は極めて流りゆう暢ちようだった。

「違います。お願いですから、変な噂うわさは流さないでくださいよ」

　娘の社交辞じ令れいの冗じよう談だんに、真名井は律りち義ぎに赤面していた。

「じゃ、援助交際とか？　んー、でも、そういうタイプの子じゃないわね」

　銀髪の娘が喋しやべると、微かすかに薄荷ハツカの澄すみ渡った香りが漂ってきた。好奇心もむき出しに、冬ふゆ華かへ微笑を送る。

　冬華もまた、曖あい昧まいな笑みで会え釈しやくを返した。外見は二十代でも三十過ぎの中年男に対して、冬華は十代半なかば、そう見えても仕方はない。

「はじめまして、私はフローラ。紳しん士しさんのお客さんなら大歓迎よ、よろしくね」

　娘はそう自己紹介をして、冬華に握手を求めてきた。年の頃ころは十六歳ほどで、冬華とさして変わらない。しかし口調だけは年上にも聞こえる。

「どうもご丁てい寧ねいに。水みず本もと冬華です」

　応じて冬華も手を伸ばす。

　触れたフローラの掌てのひらは驚くほどに柔らく、しなやかだった。対する冬華の手は、剣道の修行のために硬かたいマメだらけである。

　客のカップルの娘が、冬華の名を聞くや顔を向けてきた。

　バレたかな、と、冬華は軽く身構える。

　出演する時代劇が好調な視聴率を示すにつれ、世間に顔も知られてきた。主役ではないが出番の目立つ役だけに、一応の変装は欠かせないが、今はなんの小こ細ざい工くもしていない。

「──ね、心しん弥やちゃん。あの子って、時代劇に出てる子に似てない？」

　娘は聞こえぬように気き遣づかったか、小さく声をひそめて囁ささやいた。しかし狭い店内のこと、鋭えい敏びんな冬華の耳には筒つつ抜ぬけである。

「時代劇？　なんの？」

　少年は手元のスケッチブックから、眼めを離さないままに問い返した。手元のシャーペンは忙せわしく動いている。

「ほら、『翔しよう丸まる剣けん行ぎよう記き』に、玲れいって女の子がいるでしょ」

「見てないから知らないけど……ああいう時代物、好きだったっけ？」

「ううん、時代劇は興味ないけど。悪役の萩はぎさんがめっちゃ渋しぶいから」

　そんなものかと、冬華は緊張を解いた。

　週刊誌記者にストーカーまがいのこともされたりで、最近は思いの外に神経が細くなっている。カップルの話題は、そこからどんどん脇わき道みちへと逸それていった。

「あー、そういや似てるわ。ほんとそっくりね」

　フローラが思い出したように呟つぶやいた。カップルの話題を盗ぬすみ聴いたのは、冬華ばかりでなかったらしい。

　反応しかけた冬華を遮さえぎるように、その肩を真ま名な井いの手が抑おさえた。咄とつ嗟さに冬華は身を硬こう直ちよくさせる。決して背の低くない冬華だが、それでも真名井の顔は見上げる位置にあった。

「その話はまた後で。夢ゆめ路じさんは上にいますか？」

　天てん井じようを見上げて真ま名な井いが呟つぶやいた。

「すぐ隣にいるよ。台所でケーキつくってる」

　フローラは、扉ドアに隔へだてられた調理場を指さした。

「毎度のことながら、あの顔で『趣味がケーキ造り』は詐さ欺ぎだと思うんですがね……」

　外そと面づらだけは苦にが々にがしそうに呟いた真名井の声に、しかし冬ふゆ華かは『対象』に対する隠かくし切れない好意を察した。

　真名井の声も表情も、これから会う相手を否定的に捉とらえていた。しかしその実、まるで苦にが手てにしている父親に会うような親愛の情が、そこに籠こもってもいる。

「あら、パティシエに顔は関係ないでしょ？　それに夢ゆめ路じさんのケーキ、実際に売れてるんだから」

　応こたえながら、フローラはレジと客席を隔てる板を開けた。

　真名井に背を押されるようにして、冬華はその奥へと歩く。

　調理場へ続く重いアルミ扉を開けると、一ひと際きわ強い冷気が身に染しみた。その冷気に混じって、甘かん味み料りようや香料、殊ことにバニラエッセンスが放つ甘あまい芳ほう香こうが漂ってくる。

　ステンレスの清潔な調理場の中心には、灰色の作さ務む衣えに不ふ似に合あいなエプロンをつけた男が立っていた。

　そのすぐ脇わきには、一見して表情に乏とぼしい娘が一人──清せい楚そなブラウスとロングスカートに、何故なぜか不ふ釣つり合あいな首輪を嵌はめている。

　二人の目の前には、ひと抱かかえもありそうな白いデコレーションケーキがあった。

　作務衣の男は二人に気付くと、即座に頓とん狂きような声をあげた。

「お？　紳しん士しじゃねぇか。女連れとは珍めずらしいな。遂ついに目覚めたか？」

「違います。だいたい、見れば年の差がわかるでしょう」

　即座に否定した真名井の声には、苛いら立だちとも照てれともつかない微び妙みような揺れがあった。

「なんだ、違うのか。十や二十、年が離れてても関係ねぇだろうに。犯罪にさえ、ならなきゃいいさ」

　男はからから笑うと、造りかけのデコレーションケーキから離れて、冬華の傍そばに寄ってきた。

　しげしげと、男の視線が冬華を見定めるように動く。冬華もまた、お返しとばかりに男をよく観察した。

　見覚えのある顔だった。

　エスハに見せられた、記憶にでてきた男──作務衣の格かつ好こうも飄ひよう々ひようとした顔立ちも、あのレブルバハトを凍こおらせた男とまったく変わらない。

　あれは『十一年前』の記憶のはずだったが、同名の別人にしては似すぎている。単に老ふけて見えないのか、あるいはエスハの『映像』が間違っていたのかは知れない。

　真名井が素早く、紹介の言葉を挟んだ。

「夢ゆめ路じさん、こちらが水みず本もと冬ふゆ華かさんです。

　冬華さん、この人は翁おきな居い夢ゆめ路じさんといいます。口だけは上手うまいですから、あまり信用しないように。それから、信用できないと思った時ははっきり無視してください」

「そんなに誉ほめるなよ。照てれる」

　夢路という名の男は、苦笑して肩をすくめた。

　年の頃ころは、二十代の後半か、三十代の前半か──判然としない。しかし十一年前から顔立ちが変わっていないとすれば、三十から四十にはなっているはずだった。

　若い外見に似ないその眼めつきの深さに、冬華は違い和わ感かんを感じた。

「はじめまして、水本冬華です」

　冬華は素直に頭を下げた。

　ふと、祖父の道場に初めて出た時のことを思い出した。当時、まだ幼稚園児だった冬華には、落ち着いた物腰の兄弟子達がひたすら年上に見えた。

　その時とよく似た感覚を、冬華は夢路という男に感じた。

「あぁ、この子が水本の妹か。ちょっと面めん倒どうな話になるかね？」

　夢路の問いに、真ま名な井いは首を横に振った。

「私は用があるので、手て短みじかに……夢路さん、この子が今、華かヶが瀬せ達に狙ねらわれています」

「あん？」

「詳くわしい説明は今度、誠せい二じから聴いてください。とにかく、しばらくこの子を預かっていただきたいんです」

　真名井が頭を下げた。冬華も黙って、それに倣ならう。

　本ほん音ねをいえば、知らない人間の家に留め置かれるのは不安だった。しかし相手は父の知り合いでもあったらしく、また真名井の知人でもある。くわえて今の口振りでは、姉のことも知っているようだった。

「ふぅん。お前が、俺おれを頼ってくるとはなぁ」

　夢路は巨大なケーキにチョコレートソースで細さい工くを施ほどこしつつ、感かん慨がい深げに呟つぶやいた。端たん正せいなアルファベットの文字は、『Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ』と可愛かわいらしく綴つづられている。

　造り手の顔とのギャップがおびただしい。

「いいぜ、あずかってやる。今いま更さら一人や二人増ふえても、どうってこたぁない」

「今の夢路さん、女の子かこっちゃって、ハーレム状態だもんねー」

　からからと笑うフローラに、夢路はさりげなく頰ほおを引きつらせた。

「保育園の間違いだ、ったく……」

「──一体いま、何人置いているんです？」

　真名井がいぶかしげに問う。

「あぁ、凄すごいぜぇ。詩し乃のはもちろんだが、フローラ、ファウナ、貴たか音ねだろ。誠二もよく泊まっていくし、おまけに今度は籤くじ方かただ。今はファウナと貴たか音ねが旅行に出てるから、まだ少しいいけどな。三日もすれば帰って来る。徒と帰き島じまで助けた例の高校生も店に入いり浸びたってるし、保育園つーか……まるっきり、託たく児じ所しよだな」

「でも、フローラは店で働いてるみたいじゃないですか？」

「時給千四百円、俺おれが自腹で払わされてな」

　夢ゆめ路じはぼやいた。店の側からは、満面の笑みを浮かべたフローラがＶサインを出している。
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　真ま名な井いは納なつ得とく顔がおに頷うなずいた。

「事情はさておき、それだけの戦力がいれば安全ではありますね。冬ふゆ華かさんをよろしくお願いします」

「あぁ。襲いやしねぇから心配すんな。部屋はいくらでもあるし、年の近い詩し乃のやフローラもいる。ま、くつろいでくれや」

　作さ務む衣えの男、夢路はそういって、冬華ににやりと笑いかけた。

　人ひと懐なつっこい笑みに冬華は安あん堵どした。悪い男には見えない。

「で、紳しん士し、お前はどうする気だ？」

　真名井は時計を気にした。

「僕は、華かヶが瀬せをどうにか〝説せつ得とく〟してこようと思います。あいつが動く前に行きたいので、そろそろ……」

「──刺さし違ちがえる、っていわねぇかなぁ。そいつは」

　夢ゆめ路じの声に、不意の鋭さがあらわれた。

　冬ふゆ華かはびくりと肩を震ふるわせた。

　話に聞く華かヶが瀬せという男については、まだほとんど知らない。しかし、まともな良心のある人物でないことだけは予想できる。

　危険なのは、自分の身ばかりでない──そのことを改めて思った冬華は、真ま名な井いの身を案じた。

「真名井さん、ひょっとして、私のせいで……」

「い、いや、逆です。僕らが冬華さんを巻き込んだんですよ」

　真名井は慌あわてて弁べん解かいした。冬華はその口調に噓うそを感じた。

「そういうお前だって、十年ほど前に巻き込まれたクチだろうに」

　夢路は独ひとり言ごとのようにそう言って、思し案あんげに顎あごを撫なで回した。

「……すみません、夢路さん。そういうわけでこの子を頼みます。こちらのことは御心配なく」

　話を切り上げ、真名井は素早く背を向けた。冬華はそれを視線で追う。真名井の真剣さに気け圧おされて、止めることはできなかった。

　冬華の代わりとばかりに、銀髪の娘がさっとその前を身体からだで塞ふさぐ。

「あら、紳しん士しさん、もうお帰りなの？」

「えぇ、失礼します」

「だめよ。ゆっくりしていって。夢路さんの新作もあるの」

　メイド服のフローラは、蕩とろかすような笑みを向けて言った。その色香に同性の冬華がどきりとさせられる。

「いや、そうもいかな……」

　脇わきをすり抜けようとした真名井は、唐とう突とつに膝ひざを折り、フローラの肩に支えられて倒れた。

　冬華は慌てて駆け寄った。

「ま、真名井さんっ⁉」

「心配いらないわよ。ちょっとだけ、眠ってもらったの」

　フローラは真名井に向けていた笑みを、そのまま冬華に向けた。その言葉通り、真名井紳士は寝息をたてて、その場に眠りこけている。

　冬華の鼓こ動どうが不安に早まった。

「なにをしたの⁉」

「植物の中には、麻ま酔すい性せいの成分を持つ子が少なくないの。真名井さんには、それをちょっと嗅かいでもらっただけ。ちょっと強力にしといたから、今日はもう起きないわ」

　くすりと笑ったフローラから、冬華は痺しびれるような華はなの匂においを微かすかに感じた。それは、先程まで彼女がまとっていた『薄荷ハツカ』の涼すずやかな香りとは明らかに異なるものである。

「ごめんなさいね。実はついさっき、誠せい二じ君から電話あったのよ。お兄さんが暴走気味だから、ここで止めといてくれ、って」

　フローラは呟つぶやいて、その細い指で冬ふゆ華かの背を撫なでた。冬華はようやくに落ち着きを取り戻す。

「真面目まじめ馬ば鹿かだからなぁ、こいつは。今の状況で華かヶが瀬せの所になんぞ行ったら、いいように殺されるのがオチだってのに」

　作さ務む衣えの男は疲れたように呟つぶやいた。

「それじゃフローラ、こいつは任せたから、どっかに縛しばっとけ。見張りは籤くじ方かたがちょうどいい。相当疲れてるらしいから、二、三日は監かん禁きんして無む理り矢や理りにでも休ませろ。

　それと冬華。誠二から電話で話は聴いたよ。しばらくゆっくりしていけ。まぁ、一ヶ月か……二ヶ月はかからんだろ。長い人生だ、待てない期間じゃあるまい？」

　冬華は倒れた真名井を気にしつつ、夢ゆめ路じの言葉に頷うなずいた。

　作務衣の男は満足げに笑い、握手の手をさしのべる。その手の無ぶ骨こつな暖かさに、冬華はわずかながら安あん堵どした。

「あなた……お父さんとお姉ちゃんのこと、知ってるの？」

　気になっていたことを冬華は問いかけた。

「あぁ。美み春はるの方は、親父おやじさんが亡なくなった時に会ったきりだけどな。残念だったな、あんなことになっちまって……」

　夢路は無む念ねんそうに眼めを閉じ、首を横に振った。

「ふぅん……やっぱり、お父さんが死んだ場所にいたのって、あなたなんだ？」

「──あん？」

　夢路の眼に疑念が浮いた。冬華は慌あわてて補足する。

「あ、エスハって人から聴いた──っていうか、見せてもらったの。いろいろと」

　冬華の言葉に、夢路は眼を鋭く細めた。眉まゆ根ねは険けわしく寄っている。

「あの馬鹿に会ったのか？　なにを見せられた？」

「え……えーと、なんか砂さ漠ばくの砂の中に、地球があって……十一年前の、レブルバハトのこと、教えてもらったの」

「……それだけか？」

「た、たぶん……」

　夢路は鋭い眼つきのまま、角張った顎あごを思し案あんげに撫でた。

「そのことは他言無用だ。誰だれにも漏もらすなよ」

　男の迫はく力りよくに吞のまれて、冬華は頷いた。

「う、うん。それはいいけど、なんで？」

「お前が見た世界を見るために、人殺しも辞じさない連中がいる。そういう連中は、お前の脳味噌を荒らしてでも、向こうの情報を欲しがるはずだ。あの野や郎ろう──一般人を巻き込むなと言ってるのに」

　夢ゆめ路じは舌打ちまじりに呟つぶやいた。冬ふゆ華かは夢路の怒る理由がわからなかった。エスハには感謝している。

「でも、私が知りたいって言ったの。何も知らないで納なつ得とくできる事態でもないでしょ？」

　冬華が言うと、夢路は余よ計けいに渋しぶい顔をした。

「ふむ……まぁいい。フローラ、真ま名な井いを運ぶついでに、嬢じようちゃんを空き部屋に案内してくれ。俺おれと詩し乃のは、ちょっと出てくる」

　夢路とフローラの間に、目め配くばせのようなものが飛び交った。

「はーい。冬華ちゃん、手伝ってくれる？　真名井さん、意い外がいに重いわ、やっぱ」

「うん」

　頷うなずいて、真名井の肩をフローラと両りよう脇わきから担かつぎつつ、冬華はエスハの言葉を思い出していた。

『君の周りの連中は、君に知識を与える前に事態をまとめようとしている』──真名井も夢路もそうだった。

　それが、彼らにとっては好こう都つ合ごうであるらしい。おそらく冬華の身にとっても、それがもっとも安全には違いない。

　しかし──

　自分が何も知らないうちに、周りで勝かつ手てに『自分』を巡って人が動く──冬華はそのことに、ひたすら薄気味悪さを感じた。
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　胎たい内ないを思わせる暗く湿った道を、作さ務む衣えの男が歩いていた。

　背後には首輪を嵌はめた娘が、さながら背はい後ご霊れいのように付き従っている。

　男は懐中電灯を下水道の中に巡らし、眉まゆ根ねをひそめた。

「ふぅむ──」

「レブルバハトはこの奥ですが……参りますか？」

　娘は澄すんだ声で男に囁ささやく。夜よ伽とぎのような甘あまえがその底にうかがえた。

「どうするか……もう俺おれ達のことはバレているだろうな？」

「そこの方が報告されたはずです」

　首輪の娘、詩し乃のは、細い指で暗くら闇やみの一点を指した。

　夢ゆめ路じが懐中電灯を向けると、そこには一匹のドブネズミが、じっと二人の闖ちん入にゆう者しやを見つめていた。

「俺達のことを──怨うらんでいるだろうな」

「はい。自じ業ごう自じ得とくではありますが、当然でしょう」

「……だからこそ、冬ふゆ華かの身だけは護まもってやらにゃならん。今いま更さらだがな」

　夢路はがりがりと頭をひっかいた。

　歩行中の下水道は、紅あか街まち中華街の真下だった。神しん群ぐんを察さつ知ちする能力を持つ詩乃の見立てで、レブルバハトがここに潜せん伏ぷくしていることを、夢路は一ヶ月以上前から知りつつ、放置していた。

　誰だれにも知らせなかったのは、現在のレブルバハトが、刺激しなければ危険な存在ではないと考えてのことである。

　元はといえば、『水みず本もと美み春はる』の反乱を防いだのは、詩乃の手て柄がらだった。二ヶ月前、増ぞう殖しよくする前のレブルバハトの種子たねを見つけたのは彼女である。

　その結果──美春は裏切者として、殺害された。

　美春の死は、ある意味で仕方のないことだと夢路は感じていた。レブルバハトのため、という前提があったにせよ、美春は『自分の都つ合ごう』で、山やま之の内うち派の多くを殺そうとした。もし反乱が成功していれば、夢路から見て『まとも』な人間すらも死んでいた公算が強い。

　現実に他者を殺そうとした以上──返かえり討うちにされても、それは仕方がない。決して正当防衛とはいえないが、裏切りの派は生せいを恐れた華かヶが瀬せ達の過か剰じような反応は理解できた。

　華ヶ瀬派に限らず、組織は基本的に脆もろいものである。裏切者を殺すことは、彼らにとって組織の規き範はんを引き締める『見せしめ』でもあり、それを恐れさせることで新たな裏切りの芽を摘つんでいる。

　それは間違っても賢かしこいやり方ではない。恐きよう怖ふ政治は不満を生み、いずれは革かく命めいの爆発を生む。しかしそれでも、そうしたやり方しかできない人間が多いことを、夢ゆめ路じは百五十年の人生で知っていた。

　しかし──

　水みず本もと冬ふゆ華かの件に関しては、明らかに華かヶが瀬せ達は暴走している。何も知らない人間を人ひと質じちにしてレブルバハトを誘い出す──それは、彼かの神しん群ぐんを無意味に刺激するだけの愚ぐ策さくだった。

（どうせ水本冬華にしたって、百年も生きやしねぇ。刺激しないでほっときゃ、いずれ無害な存在になるって、どうしてわからんかな……）

　夢路は舌打ちして、鉄てつ煙管キセルを指先に弄もてあそんだ。

「夢路様──」

「ん？」

「──そこに……」

　す──と、詩し乃のが下水道の奥を指差した。

　灯あかりを向けて、夢路は眼めを凝こらす。

　汚水の河の向こうに、通路をいっぱいに塞ふさぐ顎あごの線が見えた。顔の大部分は黒いフードに隠かくれ、半透明に透すけている。

『やぁ、夢路。久しいね。覚えているかい？』

　中性的な声。

　夢路は鼻先で笑った。

「幻三むすこの顔を忘れても、てめぇの声は忘れねぇやな」

　星ほし詠よみのエスハ──夢路より長く存在し続けるその人物について、夢路もまた詳くわしくは知らない。しかし、それでもその付合いは百年を超える。

『ふふ──嬉うれしいね。あなたにそう言われると、年とし甲が斐いもなく照てれる』

「下手へたな冗じよう談だんはいい。水本の妹に、手を出したそうだな？」

　夢路は声に険けわしさを込めていった。

　エスハはキャラバンの一部で、『最悪の愉ゆ快かい犯はん』として知られている。紅あか街まち中華街の内部では尊敬を集めているが、夢路自身にとっては苦にが手ての一人だった。

『そう怖こわい顔をするものじゃない。私はレブルバハトに興味をもっただけさ。今回は手出しだって、それほどしていない』

「……怪あやしいもんだ」

『ふふ。あなたがどう思うかは自由だよ。人間には思し考こうの自由がある。そこがレブルバハトとは異なるところかもしれないね』

　エスハの嗤わらいが籠こもった声は、夢路の耳にはひたすら耳みみ障ざわりに響いた。

「レブルバハトには、思考の自由がないってか？」

『どうかな。私にもあの子の全すべてがわかるわけじゃない。だけどおもしろいよね。彼の力は、水みず本もと四し郎ろうから娘の美み春はるへと受け継がれ、今は冬ふゆ華かを護まもっている。彼の思し考こうというよりは、水本の血筋の思考が、その進化に作用しているんじゃないかな──

　あなたはどう思う？　レブルバハトが美春達を『取り込んだ』のか……それとも美春が、レブルバハトを〝支配した〟のか。

　実は私には、その判別がつかないんだ』

　エスハは嗤わらった。

『しかし、水本美春はおもしろい。

　彼女は本当に、〝人間〟にしておくには惜しい逸いつ材ざいだよ。感情的で、反乱を企くわだてるほどに攻撃的なくせに、妹に累るいが及びそうになった途と端たん、まるで母親のように優やさしく変へん貌ぼうした。

　そして今は、レブルバハトのまだ進化の底を見せていない力を手中にしている。

　彼女には、私やフェルディナン──そして、君のような立場に立つ資格があるかもしれないよ。ふふ──』

　こらえきれないといった様子のエスハの嗤い声に、夢ゆめ路じは大きく舌打ちした。

　視線を逸そらし、近くのマンホールへと続く梯はし子ごに手をかける。

「詩し乃の、出るぞ。もうここに用はない」

「はい」

　詩乃は先に立ち、慣れた手つきで梯子を昇りはじめた。

『おや、お帰りかな？　レブルバハトを直じかに見にきたんじゃないのかい。それとも、彼女を預かったことを美春に報告しに来たのかな？』

「どっちにしたって日が悪い。お前と会うと、ろくなことにならん」

　夢路は通路の先にひと睨にらみを送った。

『そう。それじゃ、またいずれ──』

　くすくすくす──エスハは幽ゆう霊れいじみた声を残し、霞かすみのように消えていった。

　鉄てつ煙管キセルを懐ふところに差し込みつつ、夢路はまた舌打ちをかます。

　作さ務む衣えに隠かくれたその背中が、わずかに疼うずいた。







　東とう都とまごころファイナンス──その社長室の椅い子すに、華かヶが瀬せ清きよ元もとは深く身を沈めていた。

　オーク材の机、革張りのソファ、複雑な文もん様ようの絨じゆう毯たん──いずれの装飾も、安いものではない。それらは華ヶ瀬が、一代で得たものの象徴でもある。

　──死ねば全すべて、後の者に獲とられることになる。それは構わない。華ヶ瀬にしても、前の上じよう司し達から様々の物を獲った結果、この場にいる。

　だが、その時期が存外に早まりそうなのは納なつ得とくできなかった。

　ノックを経て、秘書の霧きり塚づかが社長室にあらわれた。

「しゃ、社長、液体窒ちつ素そと、その他の装備一式が、と、整いました」

　舌足らずな口調で、緊張にとちりながら呟つぶやく。

「ほう、はやかったな」

　華かヶが瀬せは秘書の顔も見ないまま、惰だ性せいのように呟いた。

「狩人かりうども、もうほぼ集まっています。いつでも出発は可能ですが……」

　霧きり塚づかは、幼い視線を上うわ目め遣づかいに華ヶ瀬へ据すえた。

「本当に……その、紅あか街まち中華街へ？」

「もちろんだ。現在の時刻は──夕方五時か。深夜の三時が決行だ。もっとも、今日の所は威い嚇かくだけで終わるかもしれん。直接喧けん嘩かを売る前に、やることもあるからな」

　華ヶ瀬は大たい儀ぎそうに立ち上がった。

　身体からだはまだ融とけていない。それはつまり、研究所で打った抗こう生せい物質が効いている証拠でもある。また同時に、自分の通常の免めん疫えき力りよくも、これから日をかけて落ちていくはずだった。

　目いっぱいに動けるのは、もう今だけかもしれない──華ヶ瀬はそのことを、一日中考えていた。

　やるべきことをやるしかない──得た結論は、そのことだった。

　レブルバハトを残しては死んでも死にきれない。十一年前、仲間達を殺した『レブルバハト』を、狩かり出して始し末まつすること──それが今の華ヶ瀬の目標だった。

　またそれを為なすことによって、自分が『融ける』危険を回かい避ひできる可能性もある。

　ネズミに嚙かまれて感染した『レブルバハトの種子たね』は、いわば体内に仕込まれた爆弾だった。

　そのスイッチは、レブルバハトの本体、つまり美み春はるの遺い志しが握っている。遺志さえ封じてしまえば、爆弾のスイッチは永遠に押されない可能性も強い。それが六十年でももてば、華ヶ瀬も天てん寿じゆを全まつとうできる計算になる。

　行動をせずに、座して死を待つつもりはない。なにより戦わずに諦あきらめることは、華ヶ瀬の狩人としての『誇り』が許さなかった。

「霧塚。北きた戸どと根ね黒ぐろはいるか？」

「は、はい。控えてます」

「そうか──」

　華ヶ瀬の頭には、この一日で一つの案が浮いていた。

　北戸と根黒を、隠おん密みつ裏りに中華街へ潜せん入にゆうさせ、冬ふゆ華か一人をさらってくる──それは紅街の祭さい夏か老ろう派に喧嘩を売るより現実的で、後あと始し末まつも楽なやり方ではあった。

　侵入中に発覚しないためには、潜もぐり込むのは少数で、しかも夜に紛まぎれなければ難しい。それでも相手が夢ゆめ路じとその一味となれば、成功する確率はそれほど高くない。

　冬華が匿かくまわれている公算の強い夢路の住すみ処かには、上位の異い能のう者しや達が多く同居している。またその近所にも厄やつ介かいな力を持つ人間が多い。

　さまざまな不安要素はあったが──それでも、試して損のない策ではあった。成功すればめっけもの、失敗した段階で、最初から予定の強攻策に移ることもできる。

「連中に、名めい誉よ挽ばん回かいの機会をやろう。呼んでくれ」

　凄すご味みを帯びた華かヶが瀬せの微笑に、秘書の霧きり塚づかは脚を震ふるわせていた。

「震えるな。今回は大仕事になる。お前も、覚かく悟ごしておいた方がいいぞ」

　華ヶ瀬は秘書に向けて呟つぶやき、くっくっと、肩を揺らして壊こわれたように笑った。

　死ぬか生きるかの場面で戦う経験は初めてではない。そしてそんな時ほど、華ヶ瀬は生きている実感を憶おぼえる。

　今回は、心臓にナイフをつきつけられた状態での戦いになる。

　相手のナイフは『抗こう生せい物質』により、まだしばらくは刺さらない。

　その間に、相手を殺せれば華ヶ瀬の勝ち──しかし逃げられれば、華ヶ瀬は免めん疫えき力りよくの低下で死ぬことになる。

　引き分けはない。

　暗い眼めで低く嗤わらい続ける華ヶ瀬を、秘書は肩を震わせて見つめていた。







　紅あか街まち中華街での一日目が終わった。

（こんなにのんびりしたの、何ヶ月ぶりだろ……）

　冬ふゆ華かはあてがわれた部屋に寝ね転ころび、暗い天てん井じようの木目をぼうっと見つめていた。

　昼前に『点てん心しん華か心しん』についてから半日が過ぎ、すでに時刻は夜半を過ぎている。

『点心華心』の居い心地ごこちは悪くなかった。

　懐なつかしさすら感じる畳たたみ敷じきの和室に大の字になっていると、姉が死んでから張り詰めていた糸が、一本一本緩ゆるんでいく。

　しばらくは、ここで生活することになるらしい──冬華はそう覚かく悟ごして、昼のうちにマネージャーへ連絡をいれておいた。

　さすがに『一身上の都つ合ごうにより』では通用しなかったが、時代劇のクランクアップ直後でもあり、レッスン諸もろ々もろを休んで、とりあえず三日の休暇は確約した。その後の予定についても、しばらくは保留にすることになっている。

　週刊誌の記者を殴なぐったことに話が及ぶと、電話口のマネージャーは気の毒なほどに狼ろう狽ばいしたが、それさえも休日を取る口こう実じつになった。『姉の死もあって、精神的に不安定だと思う』と、担当のタレントに言われれば、まともなマネージャーであれば考えざるを得ない。

（あんまり心配はかけたくないけど……ほんとの事情も話せないしなぁ）

　冬華は内心で独ひとりごちた。

　本当の事情を話せば、間違いなく別の意味で心配される。また間違ってそれを信用されでもしたら、それもまた余よ計けいな心配をかけることになる。

　こればかりは噓うそも方ほう便べん、仕方がない。

　冬ふゆ華かは冬華で、またつらいところでもあった。決して仕事が嫌いなわけではないし、むしろ稼かせげるうちに稼ぎたい。

　しかしそれでも、明確な命の危険にはかえられない。

　フローラから聴いた華かヶが瀬せという男の人物像は、不安を煽あおられこそすれ、間違っても安心できるものではなかった。

『点てん心しん華か心しん』での初日は、何事もなく安あん穏のんと過ぎた。

　店の手伝いも申し出たが、今日はとにかく休んでいるようフローラに諭さとされ、ゆっくりと昼寝までさせてもらっていた。真夜中の今ごろになって、逆に目が冴さえて仕方がない。

　寝たり起きたりテレビを見たりで時間を潰つぶしているうちに、いつしか時刻は午前二時をまわっていた。

　窓の外に聞こえていた夏の虫の声も、夜が更ふけるにつれて止み、今は自分の息いき遣づかいしか聞こえない。




　ちうっ──




　静せい寂じやくをやぶる鳴き声に、冬華は慌あわてて跳はね起きた。

　ネズミの声──エスハの言を信用すれば、それはレブルバハトの使いでもあるらしい。

　部屋を見回した冬華は、廊ろう下かに続く襖ふすまの隙すき間まから、白い毛並みと紅あかい目玉が覗のぞいているのに気付いた。

　ネズミはじっと冬華を見み据すえ──

『会わせてあげるよ。今からね』

　呟つぶやいた。

「……え⁉」

　冬華は耳を疑った。ネズミそのものが喋しやべったわけではなかろうが、声はその方向から聞こえたような気がした。

　ここ数日で聞き慣れた、中性的な声──

「──エスハさんね？」

　姿はどこにも見えないが、冬華は確信していた。

『御ご明めい察さつ。そこのネズミが道案内だよ。君をレブルバハトの所へ、案内してくれる』

　考える暇ひまを与えず、ネズミは背を向けて駆け出した。冬華は慌ててその背を追いはじめる。

『見失わないようにね。ネズミも、自分の道も──』

　くすくすと、何ど処こかでエスハが笑っていた。

　ネズミは表玄関を飛び出していった。外出することを誰だれかに言っておこうとして、しかし冬ふゆ華かは時刻を考えて迷った。

　深夜の二時──起こすのはどうにも気がひける。迷っている間にも、ネズミは駆けていく。

『心配しなくていいよ。君のことは、私から彼らに伝えてもいい。なにより、それほど時間はかからずに帰れるはずだから』

　エスハの囁ささやきは、甘あまく冬華の意識に届いた。その声が何ど処こから響く物かは知れない。脳内に直接響いているような違い和わ感かんもある。

　声に背中を押されるようにして、冬華は夜の中華街にネズミを追って、街がい灯とうの下を走りだした。







「う──」

　柔らかすぎるベッドの中で、真ま名な井い紳しん士しは目を覚ました。

「あ。おはようございます」

　抜ぬき身みの刀を捧ささげ持った青年が、部屋の隅すみから真名井を見ていた。

　冴さえない格かつ好こう、冴えない顔色、冴えない眼めつき──しかし青白い刃だけは、恐ろしく冴え渡っている。
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　うつろな眼の青年は、口許に愛あい想その微笑を浮かべていた。

　びくりとした真名井は、しかしその正しよう体たいに気付くと眉まゆをひそめた。あまり、会いたい相手でもない。

「……籤くじ方かた君ですか」

「はい」

　青年は柔にゆう和わな笑顔で頷うなずいた。口許はさておき、眼はうつろで少しも笑っていない。

　起きあがろうとした真名井は、しかし自分の手足が、それぞれ緩ゆるく縛しばられていることに気付いた。

「く、籤方君？　これは一体……」

「なんですか？」

　青年は見み惚ほれていた青白い刃を鞘さやに仕し舞まい、不思議そうに真名井を見た。

「なんで僕が縛られているんです？」

　よくよく考えてみれば、いつの間に眠らされたのかすら覚えていない。冬華を夢ゆめ路じの店に送り届け、そして──

「夢路さんが、華かヶが瀬せさんの所に行かせないように、って。それで、俺おれが見張りを頼まれました」

　子供のように無む邪じや気きな籤方の声に、真名井は舌打ちを重ねた。

「だからあの人は嫌いなんだ──人をいつまでも子供扱いに……くそっ」

　真ま名な井いは緩ゆるい縄なわを抜けようともがいた。

　縄は植物の蔦つたでできていた。真名井がもがくと、途と端たんにその縛しばりがきつくなる。

「フローラの縄……本気で監かん禁きんするつもりですか」

　真名井は抵てい抗こうをやめ、天てん井じようを仰あおいだ。薄暗い部屋には蛍光灯の灯あかりもなく、ただ窓から半月が差し込んでいる。

　籤くじ方かたが妖よう刀とう・真しん女めを納めると、その反射の分、部屋が暗くなったように見えた。

　抵抗をやめると、再び手足の縄は緩んだ。しかし、真名井にはもう抜けようという気も起きない。『深しん緑りよくのフローラ』が操あやつる植物の束そく縛ばくに対し、一般人と変わらない自分が対抗する術すべはなかった。

　真名井は抜け出す算さん段だんを考えつつ歯は嚙がみする。

「あの、真名井さん。ちょっと、聴いてもいいですか？」

　剣士の青年が、部屋の隅すみに座ったまま、低い声を発した。

「なんです？」

「俺おれ、やっぱり死ななきゃいけないんでしょうか？」

「え？」

　声の軽さと言葉の重さのギャップに、真名井は会話を聞き違えたのかと錯さつ覚かくした。

　籤くじ方かたは変わらず、子供じみた──しかし空くう虚きよな笑みを浮かべている。

「華かヶが瀬せさんが、俺おれを殺したがってるって、夢ゆめ路じさんから聞きました。俺、華ヶ瀬さんの部下ですから、華ヶ瀬さんのいう事、聞かなきゃいけないんです。でも──」

「でも──なんです？」

「夢路さんは、自分の方が華ヶ瀬さんより偉えらいっていうんです。だから、自分のいう事の方を聞けって。真ま名な井いさん、華ヶ瀬さんとも夢路さんとも親しいですよね？　俺、どっちが本当のこと言ってるのか、わかんなくなっちゃって」

　籤方は照てれたように、へへ、と笑った。

　その虚うつろに過ぎる微笑に、真名井は胸の痛みを憶おぼえた。

「君は……もし、華ヶ瀬の言うことを聞くとしたら、どうするんですか？」

「もちろん死にます」

　籤方は即座に笑顔でいった。迷う素そ振ぶりすら見せない。

「でも困ってるんです。夢路さんは、それはだめだって言うんです。だから、どっちの言うことを聞いたらいいのかと思って──」

　籤方は、そこで初めて戸と惑まどいの表情を見せた。しかし言葉遣づかいからは依い然ぜんとして、その命を軽く扱う響きが強い。

　──誰だれかが、彼をこういう風に育てた──真名井はその誰かに向けて、言い知れぬ怒りを感じた。同時に、人の命令を聞くだけの籤方を哀れにも思った。

　その特性を操あやつる方向に、不意に思し考こうが及ぶ。

「……籤方君。君は、もし僕が命令を出したら、きいてくれますか？」

「はい。もちろんです。真名井さんは俺の上じよう司しですから」

「じゃ、僕の腕の縄なわを、真しん女めで斬きってください。手足は斬っちゃだめですよ」

「はい、わかりました」

　その命令に、籤方は嬉うれしそうに頷うなずき、そして妖よう刀とう・真女を抜き放った。

「危なくないように、ゆっくりとお願いします」

　ベッドの上の真名井は手首を上に差し出す。

　籤方は言われた通りに、からみついた植物の蔦つたを刃で斬った。蔦はそれでも真名井を束そく縛ばくしようと蠢うごめいたが、真名井はそれをすぐさま跳はね除のける。

　籤方は、足首を縛しばる蔦も同様に切断した。

「──夢路さんからは、僕を逃がしちゃいけないとは言われてませんね？」

「はい。見張っとけって。それだけです」

　籤方は笑った。その眼めは依然として感情を宿していない。真名井はその青年の『特性』に、はじめて感謝する気になった。

「僕がこの部屋を出たら、どうします？」

「見張ってなきゃいけませんから、ついていきます」

「僕はこれから、華かヶが瀬せを殺しに行くつもりです。それでも来ますか？」

「華ヶ瀬さんを……？」

　籤くじ方かたは首を傾かしげた。

「でもそれって、俺おれには関係ないですよね？」

「──関係ない？」

「あ、ひょっとして、俺に斬きれってことなんですか？」

「──もしそうだといったら、君はどうしますか？」

「斬ります」

　即答した。

　本気で手伝わそうと思ったわけではない。籤方の精神性を確認するための問いだったが、ほぼ予想していた通りの答えが返ってきた。

「相手は君の上じよう司しですよ？」

「でも、華ヶ瀬さんからは、『華ヶ瀬さんを斬っちゃいけない』とは言われてません。真ま名な井いさんが斬れって言うんなら斬ります」

　真名井は改めて、籤方という青年の精神構造に背筋を寒くした。

　この上なく扱いやすいが、同時に極めて使いづらい。華ヶ瀬が処分を考えたのには、敬けい神しんへの怨うらみもあろうが、おそらくはこの『性質』がその最大の理由だろうと推察した。

　連れて行くことはできない。戦力にはなるが、連れて歩いた際の危険が大きすぎる。

　何より真名井は、華ヶ瀬との決着をあまり誉ほめられない方法で決めるつもりでいる。その方法に、籤方の存在は邪じや魔まだった。

「君はここに残ってください。僕に付き合うことはありません」

「あ……でも……夢ゆめ路じさんに、見張ってろって言われてるんで、ついていかなきゃいけないんです」

　籤方はわずかに困ったような顔を見せた。

「その命令は撤てつ回かいです。今は僕の指示に従ってください。夢路さんには、僕から断っておきますから」

「はい、わかりました」

　籤方は簡単に頷うなずいた。

　彼には忠誠心がない──そう真名井は察した。つまりは『道具』に近い。使う者の意志と使用法次し第だいで、全すべてが決まる。

「それと籤方君。今回は、僕の言うことをきいてもらいましたけれど……今後の君は、夢路さんに従った方がいいでしょう」

「え？」

「いや、これは命令じゃありません。その方が、後々のためにいいということです」

「はぁ……？」

　籤くじ方かたはわかったようなわからないような顔で、曖あい昧まいに頷うなずいた。

　夢ゆめ路じに託たくすには不安も残ったが、他に適任者も思い浮かばない。

　真ま名な井いは籤方が追って来ないのを確認しつつ、立て掛けてあった杖つえを手にとり、監かん禁きんされていた部屋を抜け出した。

　華かヶが瀬せを仕し留とめる算さん段だんは、頭の中ではもう出来ている。話し合いの通じる相手ではなく、また面と向かって立ち向かえる相手でもない。

　──ライフルで一発。

　その不意を狙ねらうしかないと、真名井は考えていた。

　決して好きなやり方ではなかったが、それ以外に、自分一人の力で華ヶ瀬を仕留める方法は思いつかない。もし襲撃に気付かれて一秒も間をおけば、華ヶ瀬はパナンゾロンの鎧よろいで身を覆おおってしまう。気付かれる前に致ち命めい傷しようを与えるには、銃じゆう火か器きか爆薬しかなかった。

　物ぶつ騒そうなことを考えながら、真名井は深夜の中華街へと歩み出た。午前三時に近いとあっては、さすがに灯あかりのついている店もない。

　薄暗い街がい灯とうと半月に照らされた闇やみに、ふと銀色の髪が光った。

　辺あたりを見回しながら歩いてくるのは、ホットパンツから白い脚をのぞかせた娘──よく見知った顔である。

　真名井は慌あわてて、店と店の隙すき間まに身を隠かくした。見つかるわけにはいかない。『深しん緑りよくのフローラ』は、ただの十六歳の少女とはわけが違う。

「もー……冬ふゆ華かちゃん、何ど処こ行ったのかなぁ……」

　少女は夜の静寂しじまにぼやいていた。

　闇に紛まぎれた真名井は、その名にぎくりとする。

　衝しよう動どうに耐え切れず、真名井は改めて道に出た。

「フローラさん」

「あら？　紳しん士しさん　こんな夜中に何し……って、私の縄なわ、どうやって抜けたの⁉」

　フローラは頓とん狂きような声をあげた。籤方が斬きったと言うのも気がひけて、真名井は誤ご魔ま化かしに入る。

「あ、いや……そんなことより、冬華さんがいなくなったんですか？」

　撫なで肩かたをすくめ、フローラは困り果てた様子で頷いた。

「う、うん……物音がしたんで起きてみたら、冬華ちゃんが部屋にいなくて。最初はトイレかとも思ったんだけど、靴がなくなってたから」

「何処へ……まさか自宅に帰ったわけじゃないでしょうね？」

　真名井は背筋に冷たいものを憶おぼえた。紅あか街まち中華街の外では、冬華の身を華ヶ瀬達から護まもれる自信はない。

「それはないと思うんだけど……なんか、ヤな感じなんだよねー」

　フローラは視線を宙に回した。

「冬ふゆ華かさんは僕も探します。フローラさんは、夢ゆめ路じさん達を起こしてきてくださ……なんだ？」

　遠くから、車のエンジン音が波のように響いてきた。音の具合は一台や二台ではない。暴走族かとも思ったが、それにしてはクラクションなどがなく、いかにも静かすぎる。

「車よね、あれ……紳しん士しさん、なんかヤな予感しない？」

　フローラは嫌そうに呟つぶやいた。

「時間が時間ですしね──」

　真ま名な井いは胸がざわめくのを感じた。迫ってくる大量のエンジン音は、否いや応おうなく『変事』を連想させる。

「──パナンゾロン、クティカ、ルールーブ、レティスマ──他にもいますね。狭い範囲にごちゃついていて、判然としませんが」

　唐とう突とつに背後から響いた声に、真名井とフローラは揃そろって肩を震ふるわせた。

　おっかなびっくり振り返ると、首輪を嵌はめた娘が、寝ね惚ぼけた眼まな差ざしでぼうっと空の半月を見上げていた。パジャマ姿で小こ脇わきに熊くまのぬいぐるみを抱えている。

「華かヶが瀬せ達が来ているようです。ざっと見積もりまして、四十人程度でしょうか」

　詩し乃のは事も無げに言って眼めを伏ふせた。寝起きらしく、そこには微かすかに涙が光っていた。『樹じゆ上じようの語かたり部べ・ケンツィア』の影響を受けた詩乃は、神しん群ぐんそのものや、その異い能のう者しやの位置を知覚できる。

　ただしその知覚は、距離はもちろん、対象の意識の状態や、障害物の量と質にも左右される曖あい昧まいなものだった。

　障害物が分厚い場合や、対象の意識がない場合などには感知もできない上に、擬ぎ態たいの要領で周囲に溶け込むなどして、詩乃の目を逃れる『器き用ようさ』を持つ神群も少なくはない。

　色々と制約の多い能力ではあったが、それだけに、『視みえた』際の信しん憑ぴよう性せいは極めて高い。

「華ヶ瀬派四十人って……ちょっと待った、それってつまり、ケンカ売りに来たってことよね？」

　至し極ごく当然なフローラの指摘に、真名井は童顔を歪ゆがませた。

「ここは祭さい夏か老ろう派の街まち、紅あか街まち中華街です。まさか、それはないと思いますが……詩乃さん、念のために、すぐに夢路さんを起こしてください。どのみち、こんな時間にそれだけの人間が集まるなんて只ただ事ごとじゃありません」

　詩乃は頷うなずくと、勝かつ手て口ぐちから家の中へ姿を消した。

「で、紳士さん、冬華ちゃんはどうする？」

「もちろん探しますよ。連中が来てるとなれば、なおさら危険です」

「──でも、何ど処こに行ったか……わかんないでしょ？」

　フローラと真ま名な井いは顔を見合わせた。

　車の群れのエンジン音は、紅あか街まち中華街の門前へ次々に停とまっていった。

　華かヶが瀬せの思惑おもわく、冬ふゆ華かの居場所──その双そう方ほうを把は握あくしかねて、真名井はひっそりと、重苦しい息を吐はいた。







　夜道に走るネズミを、冬華は懸けん命めいに追いかけていった。

　中華料理店のアーケード下を突っ切り、人のいない公園を走り抜け、冬華はいつしか、開いたマンホールの正面に立っていた。

　中は当然のごとく、漆しつ黒こくの闇やみに包まれている──はずだった。

　マンホールから下水道の奥を覗のぞき込んだ冬華は、その中にぼんやりと青い光を見て、端たん正せいな眉まゆを不ふ審しんにひそめた。

　懐中電灯がなくても、中は見渡せそうな気配がある。

　冬華はしばらくためらったのち、マンホールの奥へ消えたネズミを追って、腐ふ臭しゆうの漂う梯はし子ごに指をかけた。

　冷たい鉄の感触を確かめながら、一段一段を慎しん重ちように降りていく。

　いざ底へ降りたってみると、そこは上から見た以上に明るい世界だった。

　丸みを帯びた天てん井じようの所々に、ゼリー状の物質がへばりついていた。青い光の光源はそれで、冬華の背後にはないが、前方には道みち標しるべのように延えん々えんと続いている。

『この先だよ』

　エスハの声が脳のう裏りに響いた。

　幻げん聴ちようとは思いつつ、冬華は恐きよう怖ふよりも好奇心と期待をもって、下水道の脇わき道みちを歩きはじめた。その先に、自分が『知るべき』何かがある──その思いが背を押した。

　冬華が歩くに連れて、背後の光源は徐じよ々じよに消えていった。ふと帰り道に不安を憶おぼえたが、いざとなればマンホールに上がる梯子は至る所にある。

　発光するゼリー状の物質に、冬華は見覚えがあった。ゼリーそのものは無色透明で、発光すると青くなるらしい。

　更こう衣い室しつ、マンションのエレベーターと廊ろう下か、そして森──数箇所で見た水みず溜たまりの液体を硬かたくすると、ちょうど壁の光源になる。

　それらが元は人だった可能性を連想すると気き色しよく悪さを憶えたが、それでも引き返す気にはならなかった。

　レブルバハトは冬華を護まもる存在らしい。ならばこそ一ひと目め、その姿を見ておきたい。

　歩くうちに、冬ふゆ華かはまた、白いネズミと通路の途中で落ち合った。

　前足をあげて後ろ足で立ち、冬華を出迎えるように一礼する。

「──ごていねいにどうも。この先ね？」

　芸の細こまかいネズミに呆あきれつつ、冬華は問いかけた。

　きききっ、と、ネズミは甲かん高だかく鳴いて応こたえた。

　数分ほど──あるいは感覚では数十分ほども歩いたところで、下水道の景色は徐じよ々じよに変わっていった。

　透明度の高いゼリー状の物質が、壁の全すべてを覆おおうように張りついている。

　それらは微び妙みように震ふるえ、躍やく動どうしているようでいて、しかし生き物のようにも見えない。その発光する場所はまばらだったが、冬華の足元を照らすには充分すぎる光量があった。

　粘ねん液えき状じようの分泌物で創つくられた神殿の迷めい宮きゆうを、冬華は巡じゆん礼れい者しやの足取りで歩いていく。

　先導するネズミが、一匹、また一匹と増ふえていき、やがて数十、数百のネズミ達が冬華の先を走りはじめた。

　そんな光景にも、冬華はまるで嫌けん悪おを覚えなかった。驚かなかったわけでは決してない。

　彼らは冬華にとって、『敵』ではない──それが、冬華が彼らを嫌わない理由だった。

　ふと冬華は森の匂においを感じた。

　生と死の匂い──

　生物が輪りん廻ねし、生命の連れん鎖さを形成する匂い──

　下水道の匂いは少しも感じられない。汚水が流れているはずの中央の溝みぞは、いつしか半透明の粘液の河に転じていた。流れは穏おだやかで、所々に小さな渦うずが巻いては消えていく。

　粘液の発する青い光が、冬華の身を照らす。

　浅せん海かいの底を歩くような感覚を覚えながら、冬華は奥へ奥へと、早足にネズミ達を追い続けた。

　下水道そのものは、合流と分ぶん岐きが複雑に入り組んでいたが、青い発光に導かれた冬華は、道に迷うことはなかった。

　どくん。

　どくん。

　遠くから、下水道には異質な、空気の振動が響いてくる。

　いくつもの角を曲がったのち──

『それ』は、唐とう突とつに冬華の前に姿をあらわした。

　最初は、青い光を籠こもらせた大きな丸い塊かたまりが、ただ下水道を塞ふさいでいるように見えた。

　しかし冬華は、すぐにそれが生きていることに気付く。

　見上げるほどに大きな塊は、人の心臓を思わせる形をしていた。全体に半透明で、要は粘液の塊が、ただ心臓の形をとっているだけらしい。

　どくん──

　どくん──

　脈打つ鼓こ動どうが、下水道の空気を震ふるわす。

　下水道を塞ふさぐ心臓は鼓動するたびに、血液の代わりに粘ねん液えきを溝みぞに吐はき出していた。その一回の量はさほど多くないが、鼓動は律りつ動どう的てきに繰り返され、そのたびに溝から粘液が溢あふれる。

　空気の振動は冬ふゆ華かの耳に、命の証明として認識された。

　怖こわいとは思わなかったが、しかしその存在感には圧倒される。

「これが──〝レブルバハト〟……？」

　初めて目にした異い形ぎようの物体に向けて、冬華はぽつりと呟つぶやいた。

　怖いと思えないのは、エスハと意識を通わせた経験のせいだった。今の冬華は、この怪かい物ぶつが人によって〝歪ゆがめられた〟だけの存在だと知っている。

『──冬華』

　──懐なつかしすぎる声が、鼓動の合間に冬華の耳へ届いた。忘れるはずもない優やさしい声は、二ヶ月前に失われたはずのものだった。

「────」

　冬華の心音が、早はや鐘がねのごとくに鳴った。青く光る塊かたまりに、一歩、また一歩と近づいていく。

　心臓を覆おおうぬるりとした光こう沢たくが、見覚えのある形に歪んだ。

　すらりとした、女の体の線──ただし、それは肌はだの色をもっておらず、半透明に青い光を透すかしていた。

「────お姉……ちゃん…………？」

　冬華は口を覆って、その場に膝ひざをついた。

　弾力のある固まった粘液の感触が、その膝を庇かばうように包み込む。

　姉の美み春はると同じ顔、同じシルエットの存在が、心臓の上に浮いて見えた。

『……怖いでしょ？　逃げて、いいよ』

　姉の声が哀かなしげに響いた。

　冬華は考える間も置かず、浮き上がりかけた姉の姿に向けて、転ころげるように駆け寄った。粘液の塊は心臓からつながったまま、姉の形の分だけが外に浮き上がった。

　冬華は走る勢いのまま飛びついた。森の匂においが冬華を包みこむ。

　姉の体は柔らかな弾力をもって、冬華を受け止めた。それは明らかに、人体の感触からは程遠い。
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「……お姉ちゃん⁉　なんで、なんでこんな……」

『……冬華』

　胸の位置から見上げた姉の顔は、戸と惑まどいつつ、謝罪を求めるように歪んでいた。その像が、すぐにぼやけて霞かすむ。

　冬華の眸ひとみから、たまりかねて涙が溢れた。

「こんなところで、なにやってんのよ……帰ってくるって約束したのに──ばか……」

　感極きわまって、冬ふゆ華かはきつくその粘ねん液えきの身体からだを抱きしめた。

　しがみついて離さない冬華の背を、『美み春はるの形をしたもの』の手が優やさしく撫なでまわす。

『ごめん。ほんと、ごめん……』

「謝って──……すむ問題じゃないでしょ……」

『……ほんと、そうだよね』

　美春は困ったように呟つぶやき、しゃくりあげる冬華の髪を撫で続けた。

　冬華の中で、今まで懸けん命めいに張り詰めていたものが、この瞬間に全すべて切れた。強く保っていた外面が崩くずれ、柔やわ肌はだの内面が露あらわになる。

　声をあげて、冬華は子供のように泣きじゃくった。







　紅あか街まち中華街、玄げん武ぶ門もん。

　車を降りた華かヶが瀬せの前には、黄色い道どう士し服ふくをまとった老ろう爺やが微笑ほほえんでいた。

　背が極端に低く、皺しわ顔がおには細こまかい刀傷がいくつも目立つ。

「おやおやおや。華ヶ瀬君ですか。こんな夜分に、そんな大おお所じよ帯たいでどうされましたかね」

　語尾の怪あやしい日本語で、中華街の顔役、黄こう亮りよう老人は柔らかく問いかけた。その背後には、中華街の住人──『道どう士し』と呼ばれる、祭さい夏か老ろう派の異い能のう者しや達が集まりつつある。

　一方で華かヶが瀬せ清きよ元もとの背後にも、多数の車と、配下である四十人の異能者が控えていた。

　中華街の守護者たちは、門前に仁に王おう立だちとなり、その道を塞ふさいでいる。

　華ヶ瀬は余よ裕ゆうの表情をつくり、彼らに会え釈しやくを送った。

「我々が追っている人間が、ここに逃げ込んだものでしてね。少々、調べさせていただきたいのですが」

　くりくりと、黄こう亮りようは玩がん具ぐのように首を横に振った。

「ふぅむ。ここは中立地なんですなぁ。この中では、いかなる揉もめ事ごとも起こさぬと、山やま之の内うち君とも話がついているのです。それは御存知ですなぁ」

「そこをまげてお願いしているのです。

　レブルバハトがまた増ぞう殖しよくする可能性があります。そんなことになったら、ここも全ぜん滅めつでしょう。鍵かぎを握る女を捕まえて、我々がレブルバハトを始し末まつしようと言っているんです。悪い話ではないはずですが？」

　華ヶ瀬はあくまで優やさしい物腰を崩くずさなかった。それでも見る者が見れば、充分すぎる凄すご味みがその笑顔に漂っている。

「その必要はありませんなぁ」

　老人もまた笑いながら、しかし断固たる口調で応こたえた。

「エスハ様の託たく宣せんがございましてなぁ。しばし保ほ留りゆうにせよ、とのことで。御存知の通り、我らは『迷めい宮きゆう神しん群ぐん』との共存を前提としておりますれば」

　中華街の異能者達は、門を塞ぐように立って動かない。その多くは素す手でだったが、中には青せい龍りゆう刀とうや方ほう天てん戟げきのような物ぶつ騒そうな武器を持つ者もいた。

　華ヶ瀬は演技色の強い舌打ちで応じた。

　もとより話し合いで説せつ得とくできる相手とは思っていない。

「こちらはすでに、死者を出しているのです」

「その方々は、対象を殺そうとしたことで、返かえり討うちにされて殺されていますなぁ。殺す者には殺される覚かく悟ごが必要です。殺されたのが無む抵てい抗こうの人間であれば、我らも動きますが、あなた達が先に手を出している以上、我らが手伝うことはできませんなぁ」

「手を貸していただく必要はありません。我々は、ここを通して欲しいだけです」

　華ヶ瀬は苛いらつきを隠かくさずに言った。老人の微笑と緩ゆるやかな口調は崩れない。

「この中は治ち外がい法ほう権けんでしてなぁ。我らの自治に任されております。その治を乱すあなた達を、通すわけにはまいりませぬ」

　門を挟んで、代表者二人は笑顔のままに睨にらみ合った。

　重苦しい沈ちん黙もくが訪れた。

　その場の誰だれもが、互いの長おさを息を殺して見守り、相手の出方をうかがっている。

　しかし、その場で唯ただ一人──華かヶが瀬せだけは内心で笑っていた。

　自分達がここへ押し寄せれば、水みず本もと冬ふゆ華かは脱出をはかるはずだった。もし彼女が中華街の外へ出てしまえば、後のやり様ようはいくらでもある。

　そして、もし逃げずに縮ちぢこまっているようなら──『空』から入り込んだ別働の人間が、冬華をさらってくる手はずになっていた。

　真ま名な井いと誠せい二じが連れ込んだとなれば、予想できる滞たい在ざい場所は数えるほどもない。

　そして華ヶ瀬の陽よう動どうによって、街まちの主な異い能のう者しやはこの玄げん武ぶ門もんと街の周囲の警戒に散っている。内部の警戒は手薄なはずだった。

　華ヶ瀬は心しん底そこから嗤わらった。

　陽動に呆あつ気けなく引っ掛かった道どう士し達の、その間抜けさを。







　中華街の門前で睨にらみ合いが続く頃ころ──

『点てん心しん華か心しん』正面の路上では、真名井とフローラが夢ゆめ路じの起床を待っていた。

　辺あたりを見回しても、冬華がどちらへ行ったのかはまるでわからない。

「遅おそいですね……あの人も老人なら老人らしく、眠りが浅くてもよさそうなのに」

　皮ひ肉にくを呟つぶやきかけた真名井は、フローラの視線が明後日あさつてなのに気付いた。

　その眸ひとみに、娘のものではない険けわしさが籠こもっている。

　つられて真名井も上空を仰あおぎ見た。

　暗い夜空に半月が浮いていた。

　その月光を──何かが遮さえぎって飛んでいる。

「何か……来た」

　低く呟いたフローラは、すでに身構えていた。両手に植物の蔦つたをまとい、強く華はなの香りを発散させる。それはフローラの臨りん戦せん態勢だったが、太陽の照らない夜間には、彼女の異能も弱体化する。

「フローラさん、いけません。まず夢路さん達に知らせ……」

「間に合わないよ」

　呟くうちに、空からは人が降ってきた。

　月の逆光で顔も見えない相手に向けて、フローラは腕に絡からまった蔦を自じ在ざいに伸ばした。

　着地と同時に影は横に跳はね、あっさりとその攻撃をかわしきる。

　小さな影は少年だった。月光に照らされた冷たい眼まな差ざしに、真名井の背が凍こおる。

　青い眼めと白い肌はだ、銀色の髪──日本人の名に似合わぬ西洋風の端たん正せいな顔立ちと無表情は、昨日の夜に見たばかりの顔だった。

「根ね黒ぐろ！　まずい、フローラさん、逃げてください！」

「冗じよう談だんっ！」

　フローラは叫んで、身軽な体を少年の逃げた方向へ走らせる。

　蔦つたの射しや程ていに入った次の瞬間、根ね黒ぐろと呼ばれた少年は、無表情のままに、フローラの細身を肩に担かつぎ上げていた。

　フローラの口から血の滴しずくが垂れた。死んではいない証拠に、その顔には苦く悶もんの表情が震ふるえている。

「こ……の……」

　悔くやしげに呟つぶやき、フローラはまたわずかに血を吐はき捨てた。その様子を見る限り、戦意はまだ喪そう失しつしていないが、少年の力任せの当て身を受けて動けない状態にある。

　真夏に長なが袖そでと長ズボンの美少年は、面白くもなさそうに真ま名な井いを見み据すえ──無視して、フローラをその場に落とした。

　アスファルトの上──胎たい児じのように背を丸めたフローラに、真名井は慌あわてて駆け寄った。助け起こす前に、まず手を差し入れて怪け我がの様子を探る。

　研究所の所長職を務める真名井だが、専門は薬学だけに、外科治療の経験はあまりない。ぱっと見た限りでは大きな傷は見当たらなかった。

「くぅ──……」

　痛みに呻うめくフローラに、しかし意識があるのを確認して、真名井はひとまず安あん堵どした。血は口の中を切ったためらしく、それ以上に吐く様子はない。内臓破は裂れつもどうにか避けられたらしい。

　根黒に続き、空からはもう一つの影が降ってきた。黒い風船のような物にぶら下がり、ゆっくりと地上へ降り立つ。

　小太りの中年男が、真名井ににやりと笑いかけた。

　真名井はその男を知っていた。『瑠る璃りの都みやこの鐘かね打うち・レティスマ』の影響を受ける異い能のう者しやで、北きた戸どという男だった。

　レティスマの通信球は、サイズを変えて空に浮かべることができる。それを応用して、気球の要領で空から中華街に侵入したものらしい。

　もう一方の根黒桂けいはハーフの日系人で、『賢けん人じんの飼かい犬いぬ・イシェーニ』の影響を受けている。

　二人とも、華かヶが瀬せの忠実な部下だった。

　膨ふくらんでいた通信球が萎しぼみ、北戸の手の中に収まっていく。

　一方の手で、北戸は少年の肩を軽く叩たたいた。

「根黒、ご苦労さん。さて、真名井さん──我々が何しに来たか、わかりますよね？」

「……この街まちで騒ぎを起こしたらどうなるか……あなたにもわかっているでしょう」

「わかっちゃいるけど、やめられないってことがあるんですよね。ことにこればっかりは上じよう司しの命令ですんで。私もほら、しがないサラリーマンの中間管理職なんですよ」

　言葉の割に、北きた戸どは嬉うれしそうな口調だった。

「ふざけた事を……山やま之の内うちさんの指示じゃないでしょう。華かヶが瀬せも遂ついに狂いましたか」

　フローラの傍そばに膝ひざをついた真ま名な井いは、気き迫はくだけは負けずに言った。

　真名井家の人間は、『鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン』の影響を強く受けている。しかし真名井紳しん士しは、その力を得てはいない。神しん群ぐんの影響の有う無むは個人の資質と運によるところが大きく、真名井紳士の場合は、外見も中身もただの人間と変わらなかった。

　そのことが、今は殊こと更さらに恨うらめしく思える。

「そんなキツい顔しなくても、例の娘さえいただけたら、すぐに帰りますよ。あの娘には蹴けり倒された怨うらみもある。ここにいるんでしょ？」

　真名井は返答せず、慎しん重ちようにフローラの様子を探った。背をひくつかせてはいたが、じきに回復しそうな気配がある。少なくとも死にそうにはない。

「隠かくしても無む駄だですよ。研究所で、根ね黒ぐろはあの娘の匂においを憶おぼえています」

　北戸の言葉に、真名井は舌打ちをこらえきれなかった。

　イシェーニの異い能のう者しやは、『賢けん人じんの飼かい犬いぬ』の名に恥はじず、犬並みの嗅きゆう覚かくと人間離れした運動能力を得る。中でも根黒は、格かく段だんにその力が強い。

「根黒、中の様子を見てこい。まだ籤くじ方かたやファウナ、貴たか音ねがいるはずだから、用心してくれ」

　北戸の指示に少年は頷うなずきかけ──その脚が店に入る前に止まる。

「──中には、いない」

　蚊かの鳴くような小さな声で、根黒はぽつりと呟つぶやいた。

「なに？　どういうことだ」

「匂いが出ている」

　少年は寂さびしげに呟き、冬ふゆ華かの匂いをたどって道を歩きはじめた。

「ちっ、もう逃がしてたのか。動きの早い……だが、こいつは好こう都つ合ごうだ」

　北戸は足早に少年の背を追いはじめた。

　真名井は追うべきか、それともフローラの手当てが先かで迷う。

　それを察したように、腕の中のフローラが真名井を睨にらんだ。

「私は、詩し乃のにでも、助けてもらうから……ここに、置いといて……」

　途と切ぎれ途切れの苦しげな声に、真名井がなおも迷うと、フローラはきつい視線を送ってきた。

「──とっとと行けっての、このボケっ。冬華ちゃんに何かあったら……ウツボカズラに指食わすわよ」

　フローラは力の籠こもらない拳こぶしで、真名井の胸を叩たたいた。

　北戸と少年の姿は、もう闇やみの向こうに消えつつある。

　真名井は心を決めた。もうじきに詩乃が夢ゆめ路じを起こして出てくる。しかしそれを待っていては、早足に消えていく北戸達を見失う。

「──すみません。先、行ってます」

　フローラは苦く悶もんに眉まゆをひそめたまま、頷うなずいて微笑わらった。

　真ま名な井いはその細い体を店先に横たえると、杖つえをつきつつ、急ぎ足に北きた戸どの後を追った。







　森の匂においが漂う下水道の奥深くに、水みず本もと冬ふゆ華かの泣き声が反響していた。

　美み春はるの粘ねん液えきで出来た腕が、その体を抱きかかえてさする。

　冬華はその胸で泣きながらも、ひたすらに安あん堵どを感じていた。

「──なんで……二ヶ月も教えてくれなかったのよ。お姉ちゃんのこと……」

　ひとしきり泣いた冬華は、涙にかすれた声で姉に問いかけた。

　クリアタイプのマネキンのように透すけた姉の顔は、困ったように歪ゆがんだ。それは冬華の知る姉ではなかったが、そこに存在する心は、確かに姉のものとして感じられた。

『……ごめん。ほんとは、ここにも呼ぶつもりなかったの。絶対に怖こわがられると思ったから──』

　美春の言葉に、冬華は嫌いや々いやをするように首を横に振った。

　星ほし詠よみのエスハに会う前ならば、この姿の姉を姉と信じられず、恐れたかもしれない。

　しかし今の冬華にとって、外見は問題にもならなかった。

　返事の代わりとばかりに、冬華はより強く、美春の形をしたものを抱きしめる。

『──ありがとう、冬華……』

「──どうして──死んじゃったの？」

『ごめん……事故だったのよ。誰だれも悪くないわ』

　美春の透明な手が、冬華の髪を撫なでた。

『……もうしばらく、ここにいて。あなたを追いかけてくる人がいるみたいだから』

「追いかけてくる人って……？」

『華かヶが瀬せの部下よ。ネズミ達の眼めを通して見えるの』

　冬華は息を吞のみ、姉の背後につながる巨大な心臓を改めて見た。

　剝むき出しの臓器は敵の存在に興奮したか、明らかにその鼓こ動どうを速めていた。必然的に、排出する粘液の量も多くなる。

『でも大丈夫よ。私が……ううん、レブルバハトが、護まもってくれるから。それにあいつらの狙ねらいは私だけだから、あなたはこの奥から逃げて』

「え……やだよ。お姉ちゃんと一いつ緒しよにいちゃ、だめ？」

　冬華の声は、年よりも遥はるかに幼く響いた。

　美春は首を横に振った。

『残ざん酷こくなことを言うようだけど……本当の私はもう、二ヶ月前に死んでいるの。今の私は、レブルバハトが取り込んだ『水みず本もと美み春はる』の記憶と望みの残ざん滓しだけだから……』

　駄だ々だをこねるように、冬ふゆ華かは姉にしがみついた。

『冬華。いい子だから……』

　死んだと思っていた姉が、姿を変えたとはいえ生きていた──その実感を離したくなかった。

『……私はもう、あなたとはいられないの。わかるでしょう？　この件が片付いたら、私はレブルバハトと一いつ緒しよに消えるから──だから、あなたは私と離れて生きていくの。いいわね？』

「…………やだ」

　冬華は耳を塞ふさごうとして、姉の手にそれを阻はばまれた。

『冬華──私も、見守っていてあげるから！』

　姉は明めい朗ろうに声を張った。それは生前のままの、冬華を元気づける声だった。

　美春の冷たい両手が、涙に腫はれた冬華の両りよう頰ほおを覆おおった。

「だけど……だけど……お姉ちゃんがいないと、私一人じゃ……」

『女め々めしいこと言わないの！』

　美春は呆あきれたように笑って言った。ふと冬華は、眼球のないその目元に、粘ねん液えきとは少し違った水分が揺れているのを見たような気がした。

『……って、あんたも一応は女の子だけどさ。真ま名な井いさんだっているでしょ？　あの人、私のことで負おい目め感じてるから、たかればいくらでもたかれるわよ。

　それにお爺じいちゃんや叔父おじさんだっているんだし、あの誠せい二じって子とか、フローラさんとか、夢ゆめ路じさんとか……』

　冬華は依い然ぜんとして、姉から離れようとはしない。美春は困ったように、その背を撫なでる。

『お願い、冬華。自分が一人だなんて思わないで。あなたがそんなだと、私だって成じよう仏ぶつできないんだから』

　美春は冗じよう談だんめかして言った。その眼めであるべき位置から、今は明らかに涙が溢あふれている。

　別れがつらいのは、姉も同じ──そのことに、冬華は今いま更さらに思い至った。

　傍そばにいたくてもそれができない姿で、姉はここに存在し続けている。

　──自分を護まもる、そのために。

　冬華は掌てのひらで両目を拭ぬぐった。

「時々── 声かけてよ。お願いだから。ネズミ通してでもいいから」

『──うん』

「それから……それから……」

　言いたいことは、もっとあったはずだった。しかしそれらの事柄が、冬華の頭の中では言葉になっていかない。

「それから──────ありがと」

　かろうじて、たった一言が出た。その一言に、冬華は万ばん感かんの思いを込めた。

　姉は小さく笑って、その両手に冬ふゆ華かの頭を抱きかかえた。

『こっちこそ、ありがとう。あんたも、がんばりな──』

　肌はだならぬ身の姉の胸に抱かれて、冬華は頷うなずいた。髪にぽつぽつと水滴しずくが落ちてくる。

『さ、そろそろ行きなさい。こんな所、長居する場所じゃないんだから』

　心臓がぼこりと不自然に凹へこみ、下水道に冬華の通り道をつくった。

　美み春はるのゼリー状の体が、冬華から離れていく。

　冬華はその場に立ち尽くして、姉を見つめた。

「もう──泣かないから、心配しないで」

『泣きたい時は、無む理りしないでわんわん泣いちゃっていいわよ。その代わり、ちゃんとその後で立ち直ってね』

　美春は明るく手を振った。

　冬華は涙なみだ目めの微笑で頷き──心臓のつくった穴をすり抜け、下水道の奥へと進んだ。

　すぐに心臓は元の形に戻り、下水道を再び塞ふさぐ。

　続いて目の前に、一匹の白いネズミがあらわれた。

「ちうっ──」

　甲かん高だかく鳴くその声は、冬華を気き遣づかうようだった。

　Ｙシャツの袖そでで涙を拭ふいた冬華は、暗い道を一歩ずつ──

　振り返らずにまっすぐと、歩きだした。







　水みず本もと冬華が地上に戻ったのを確認すると、『レブルバハト』は大きくその身体からだ──粘ねん液えきを波打たせ、下水道に入り込んだ『ネズミ』を一いつ掃そうしにかかった。

　最初に侵入してきた小太りの男と少年はすでに外にでて、地下にはその報告を受けて別べつ経けい路ろから入り込んだ人間達がいた。

　彼らは冬華と美春の会話中から、レブルバハトの苦にが手てとする液体窒ちつ素その冷気でもって、端からその粘液を凍こおらせはじめていた。

　そこへ、レブルバハトは粘液の波をかぶせる。

　感染させた異い能のう者しや達をすぐさま『消化』『吸収』し、レブルバハトはまた、更さらなる力を蓄たくわえた。

　しかし力を蓄えたのは、あくまで結果でしかない。

　レブルバハトの現在の目的は、美春の遺い志しにより、『水本冬華の護ご衛えい』のただ一点に集約されている。それだけが『黄昏たそがれの墓はか守もり』たるレブルバハトの役目であり、墓の主たる美春の願いだった。

　冬華の安全を確保するために、何をするべきか。

　レブルバハト──否いや、美み春はるの思し考こうは、その点でもう迷ってはいない。

　冬ふゆ華かに害意を持つ者を、レブルバハトの身に『統合』していく──そのために、美春は華かヶが瀬せ派の一部を下水道に招き入れた。上に上がれば、液体窒ちつ素そを本体にぶつけられる可能性がある。この下水道にいる限り、本体に至る経けい路ろは限られていた。

　いってみれば、この地下の下水道は、華ヶ瀬派に対するネズミ捕りとして機能しつつある。

　地上の華ヶ瀬は今、思い通りにことが進まない現状に怒り狂っていた。

　美春が彼の身に感染させた種子たねは、その活動を抑よく制せいされていた。そのために、レブルバハトは今でも彼を融とかすことができずにいる。

　その理由として思いつくことは、一つ──

　研究所で開発した、対レブルバハト専用の抗こう生せい物質を服用された可能性が強い。

　もしそうだとしても──数週間単位の持久戦になれば、レブルバハトの勝利は揺るがない。効能の代わりに免めん疫えき力りよくが下がる副作用は、未いまだ克服できてはいなかった。

　美春の意識は自問した。

　華ヶ瀬達をどう処理すべきか──

　しばらく迷った末に、末端の粘ねん液えきを防ぼう御ぎよの陣じん形けいに整えはじめる。兵隊のネズミ達も配置した。

　自分が存在する限り、華ヶ瀬は自分と、そして冬華をも狙ねらうはずだった。

　言い方を換えれば、華ヶ瀬を倒しさえすれば、冬華への危険は相当に軽減される。

『ごめんね、レブルバハト……もうしばらく、つきあって』

　意志らしい意志が滅めつ多たに感じられない墓はか守もりに向けて、美春は内心で呟つぶやいた。

　彼女にもまた、レブルバハトのことはほとんどわかってはいない。

　彼は善悪に頓とん着ちやくしない。彼は善悪の判断基準をもたない。

　彼はまた、自分の『生命の維持』をすら望んではいない。また、他人の滅めつ亡ぼうを殊こと更さらに望むものでもない。

　彼はただ、〝ここ〟にいた。

　レブルバハトについて美春が知っていることは、その程度である。

　異い能のう者しやを養分にはするが、決して『殺し』のための『殺し』はしない。彼が人を殺したのは、全すべて『墓の主』として迎えられた人間の意志による。もしレブルバハトが自分の増ぞう殖しよくを最優先の命題にしていれば、今ごろは地球上の生物全てが、彼に吸収されていておかしくはない。

　そう考えると、美春には、レブルバハトは人よりよほど紳しん士し的てきで、賢かしこい存在といえるような気がした。

　レブルバハトの中の美春は、ふと、下水道の末端に違い和わ感かんを感じた。その部分の感覚が麻ま痺ひしていく。

　液体窒素のためではない。その付近の粘液を介かいした知覚、触しよつ覚かくが、次々に活動のできない状態へと陥おちいっていく。

　まるで何か、悪い病気がそこから感染したように──

　──対レブルバハト用、抗こう生せい物質──研究中のその試薬を、融とかした人間達は注射器の状態で携けい帯たいしていたらしい。何かの拍ひよう子しにそれが漏もれ、粘ねん液えきの活動を抑よく制せいした──美み春はるはそう推察した。

　美春はその先の大部分を切り離し、無事な部分には粘液をかためて簡かん易い堤てい防ぼうをつくった。

　レブルバハトの粘液は、美春の意志を忠実に実行した。







　睨にらみ合いをしばらく続けたのち、華かヶが瀬せは紅あか街まち中華街の門前から退しりぞいた。水みず本もと冬ふゆ華かが『地下』から逃げたことがわかって、陽よう動どうの必要がなくなり──さらにその地下に、レブルバハトの『本体』が潜せん伏ぷくしている可能性が強まったためである。

　わざわざ獅し子しの入った檻おりを突つく必要もなくなった。

　車中から矢や継つぎ早ばやに指示を飛ばす華ヶ瀬のレシーバーに、不利を知らせる一報が入ったのは、街から撤てつ退たいしてすぐのことだった。

『──侵入班七名、レブルバハトの抵てい抗こうに遭あい、全ぜん滅めつした模様です。このあたりの下水道全体が、もう奴やつの勢力範囲に──』

　レシーバーからの報告に、華ヶ瀬は目め頭がしらを強く押さえた。

　北きた戸どからの通信で、レブルバハトの本体がすぐ『地下』に潜伏していることを華ヶ瀬は知った。用意してきた液体窒ちつ素そを用いてさっそく行動に入ったが、はやくも返かえり討うちにされたらしい。

「各自にもたせた『抗生物質』はどうした？」

『感染後、注射する間もなく融かされたようです』

「いよいよ、本ほん性しようをあらわしたか……」

　華ヶ瀬は車を停とめさせた。

　陽動の必要がなくなったために、中華街からはもう離れている。フローラに手を出したことで、街の道どう士し達も侵入者には気付いたはずだったが、北戸と根ね黒ぐろはすでに街から脱出している。まだ厳げん戒かい態勢は解かれていないだろうが、もう戦場は『街』から『下水道』へと移っていた。

　今の華ヶ瀬に、中華街にかまう余よ裕ゆうはない。

　自分の中に感染したレブルバハトを、華ヶ瀬は抗生物質によって抑おさえていたが、射ち続ければ今後の免めん疫えき力りよく低下が予想される。

　それは華ヶ瀬の中に仕込まれた『爆弾』だった。

　一刻もはやく、レブルバハトを狩かり出し、沈ちん黙もくさせる──そのことによって、爆弾は抑えられる可能性がある。たとえそうでなくとも、せめてこの狩りを成し遂げないことには、華ヶ瀬は死んでも死にきれない思いだった。

　後部座席の華かヶが瀬せは、助手席の秘書に声をかけた。

「奴やつは絶対に仕し留とめる。次以降の侵入班には、抗こう生せい物質をあらかじめ打たせておけ」

「え？　で、でも、それは──免めん疫えき力りよくが……」

　戸と惑まどう秘書を、華ヶ瀬はフロントミラー越しに睨にらんだ。

「感染を恐れるのか？

　レブルバハトの本体は、必ず仕留める。そうすれば、『爆弾』のスイッチを押す者もいなくなる。

　それどころか、現在のレブルバハトの主たる『水みず本もと美み春はる』の意識を取り除きさえすれば、その種子たねを受け継ぎ生き残った我々が、レブルバハトの主導権を握ることさえできるかもしれない。例え、身体からだが人ならぬ身に変わったとしてもね」

「で、でも、それは研究部の仮か定ていの話で、確率も定かでは……」

　華ヶ瀬は俳優顔の口許に、酷こく薄はくな微笑をのせた。

「私の命令だ。どうするね？」

「──し、至急、各班に通達します」

　秘書の返事に、華ヶ瀬は鷹おう揚ように頷うなずいた。

　レシーバーが新たな情報の到着を知らせた。

『華ヶ瀬さん！』

「どうした？」

　前線の部下の興奮した声に、華ヶ瀬は静かに応じる。

『たった今、侵入班を吞のみ込んだレブルバハトの末端部分が、死し滅めつしたようなんです。つくりかけの蕨わらび餅もちみたいに、白くどろどろに濁にごって──襲ってくる気配は見えません。だんだん壊え死ししていってるようにも見えます』

「なに──？」

『どうしましょう。奥に突っ込みますか？』

　華ヶ瀬は髭ひげのない顎あごを撫なでた。

　──自分の体内のレブルバハトは、『抗生物質』の効果によって沈ちん黙もくしている。その効果は数日だというが──

　融とかされた侵入班には、微量ながらその物質を携けい帯たいさせていた。レブルバハトは、その『抗生物質』をも吸収した可能性がある。

　──簡単なことだった。

　今まで液体窒ちつ素そにばかり思し考こうが向いて、その方法に思い至らなかった自分を華ヶ瀬は嗤わらった。

「そうか──その手があったか。いや、いい。突入せず、しばらく指示を待て」

　華ヶ瀬はレシーバーを切った。

　非常時に備えて、ありったけの対レブルバハト用抗生物質を持ってきてある。研究所から許可を得ずに持ち出したため、それは盗とう難なんにも近い。

　ありったけといっても、未いまだに研究中の試薬だけに、小さなタンク二つ分ほどしかなかったが──注射器数本分の量で、末端部分を沈ちん黙もくさせられた。その効果は決して低くない。

　レブルバハト用の抗こう生せい物質は対象を『死し滅めつ』させることはできなかったが、その活動を『抑よく制せい』できる。

　本体の場所にそれをぶち込みさえすれば、レブルバハトはしばらくの間、動きをとれなくなるはずだった。その間に液体窒ちつ素そを用いれば、後の料理はたやすい。

　そして今の華かヶが瀬せは、抗生物質の服用によって、体内のレブルバハトを抑制できる。先手を打たれて融とかされる心配もない。

　後は、追いつめるだけ──

　くっくっと、華ヶ瀬は肩を揺らして笑い、秘書に和なごやかな微笑を向けた。

　恐おそる恐おそる、幼い顔の秘書は後部席を振り返った。ショートカットの髪の先は微かすかに震ふるえている。

「例の抗生物質が、こんなことに使えるとはな……皮ひ肉にくだな。あの女の開発した薬が、我々の切り札になった。最前線にいるのは誰だれだ？」

「だ、第二班です」

　華ヶ瀬は満足げに頷うなずいた。

「よし、侵入班に抗生物質を注射させろ。私も一いつ緒しよに、中に入る」

「えぇ⁉」

　秘書は悲鳴じみた声をあげた。

「おかしいか？」

「い、いえ、その……ですが、危険です」

　秘書は控えめに、声を低くして言った。

　華ヶ瀬は口の端を引きつらせる。

「いい加か減げんに慣れることだ。

　私の実戦部隊に加わるような奴やつは、危険に酔よえる壊こわれた奴らだけだよ。それは私だって例外じゃない。快楽殺人者呼ばわりされる所以ゆえんだ」

　華ヶ瀬は体内に、負の活力が満ちてくるのを感じた。

　勝しよう機きはある。果か断だんに行動する限りは──

　運転手は無言のまま、中華街の方角へハンドルをまわした。今度は中に入らない。その地下へ続く道が戦場となる。

「私が二班と合流するまで、引き続きマンホールから液体窒素を注入するよう、各地点に伝えろ」

「は、はい。あの、でも……」

　霧きり塚づかは顔をうつむけ気味に、震ふるえる声で呟つぶやいた。

「え、液体窒ちつ素そは、気化すると、体積が六百五十倍になります。換気の難しい下水道内では、その、あまり大量の使用は、窒ちつ息そくの恐れが──」

「そのための酸素ボンベだろう？　私だってつけていく」

「あの、でも、液体窒素が長期間空気に触れると、液体酸素に置ち換かんされて、爆発する危険も……」

「──霧塚。レブルバハトに手て加か減げんはできない。十一年前は下手へたな手加減のせいで、数百人の仲間が殺された。ここで、絶対に仕し留とめる。どんな手段をつかってもな」

　華かヶが瀬せの目の奥には、暗い熱情が籠こもっていた。

　秘書の霧塚は小心に身を震わせ、パンダのストラップつきの携けい帯たい電話を手にとった。







　下水道の梯はし子ごから、重いマンホールの蓋ふたをどうにか押し上げ、冬ふゆ華かは地上へと這はい上がった。

　肩に乗っていた白いネズミは、冬華が地上に出るや、夜明けの近い街まちに姿を消していく。

「──ふぅっ」

　森の匂においのしない空気を、冬華は肺一杯に吸い込んだ。肺に溜たまっていた匂いとともに、姉の死について抱いていたわだかまりも散った。

　辺あたりを見回す。

　点々と灯ともる街がい灯とうに照らされた、タイル張りの歩行者道路が目に入った。左手には狭い二車線の道路がある。

　見覚えのある景色は、まだ中華街の端だった。

　散さん々ざんに下水道の中をめぐり歩いたような気がしたが、地上ではまだ、ほんの数百ｍの距離しか離れていなかったらしい。

　真夏のマンホールからは、奇妙に冷たい空気が感じられた。肌はだに感じる冷たさは、明らかに気のせいではない。

　首を傾かしげつつ、冬華はひとまず、『点てん心しん華か心しん』に戻ることにした。闇やみに浮かぶ道は昼間とは勝かつ手てが違ったが、高い建物を目め印じるしに、店のあった場所に見当をつける。

　夜の街には少しも人ひと気けがなかった。眩まぶしいほどの月明かりだけが、暗夜の冬華を照らしている。

　しばらく歩いて角を曲がったところで、冬華はスタート地点のマンホールを見つけた。

　その中から、人影が一つ──

　もぞもぞと、道に這い上がってくるところだった。

　顔はよく見えない。しかし、服装と髪型は見み紛まがうはずもなかった。

「──真ま名な井いさん……？」

　冬ふゆ華かは八割程度の確信をもって声をかけた。

「え……冬華さん！　よかった、無事でしたか！」

「やっぱり。どうしたの⁉」

　駆け寄った冬華は、真ま名な井いの顔に濃こい疲労を見た。

　片足が義足で、さらに腕に怪け我がを負っている──そんな状態で、梯はし子ごを昇り降りしたらしい。

「こんなとこで、なにやってたのよ」

「いや、冬華さんの後を追おうとしたんですが、なかなか手間がかかって──そうしたら、下にいたレブルバハトのネズミが、上に戻るように急せかしてきたので、もしかしたらと思って上がってきたんです」

　真名井は気弱げに笑った。

「御無事で何よりでした……もう、勝かつ手てに出ていったりしないでくださいね」

　半身を起こした真名井は、冬華の頭を子供扱いに撫なでてきた。冬華はその手を、見た目よりも大きく感じた。

「──追いかけて、来てくれたんだ？」

「えぇ。一体どうしたんです？　何かあったんだろうとは思いますが……」

「お姉ちゃんに、会ってきたの」

　冬華の言葉を聞くや、真名井の微笑は固まった。

「この地下の、レブルバハトの中にいたから、お別れ言ってきた。それから──それから……」

　真名井は頷うなずいた。冬華は詰まった言葉をそのままに吞のみ込み、吹っ切れた笑みを返す。

「……そうですか」

「勝手に動いちゃってごめん。あの華かヶが瀬せって人達、まだ私のこと狙ねらっているんでしょ？」

「えぇ……しばらくは、御ご不ふ便べんをおかけします」

　真名井の申し訳なげな言葉に、冬華は微笑した。

　真名井の存在を、心から嬉うれしく思えた。今は恩おん義ぎ以上のものを感じてさえいる。

　その横顔を見つめているうちに、つい──

　魔まがさした。

　冬華は何の前まえ触ぶれもなく、真名井の頰ほおに軽く唇くちびるをつけた。

「──── ？」

　咄とつ嗟さの事に反応できず、真名井は間の抜けた眼まな差ざしを冬華に返した。

「いろいろ、ありがと。よく考えたら、今までお礼いってなかったし」

　冬華は照てれを隠かくして、微笑をおくった。

　からかい半分の口づけだったが、真名井はそれに気付くや、硬こう直ちよくして動かなくなった。

　冬華は真っ向から、その眼めと視線を合わせた。

　時間が、そこでしばらく止まる。

　沈ちん黙もくを破ったのは、気の利かない携けい帯たいの着信音だった。

　真ま名な井いはようやくその音で我に返り、電話をとる。

「……し、失礼──もしもし？　あ、あぁ、夢ゆめ路じさんですか。こっちは冬ふゆ華かさんと合流できました……えぇ、中華街の中です」

　電話の相手は作さ務む衣えの男、翁おきな居い夢路らしい。

「──え？　あ。はい──えぇ？」

　それまで赤面していた真名井の顔色が、血ちの気けを失った。

　真名井は電話をきった。

「……冬華さん、地下で、美み春はるさんと会われたんですよね？」

　冬華が頷うなずいた、その時──

　街まちの外はずれから、地を破る轟ごう音おんが響いた。

　冬華は音に驚き、身をすくめる。ほぼ同時に大地が振動し、異変を知らせた。

　まだ暗い中華街の空に、もうもうと白い煙が昇っていた。火災のものには見えない。むしろそれは冷気の塊かたまりのように、噴ふき上がった後に地上へと降りていった。暖かい煙が空に昇るのとは反対の動きである。

「華かヶが瀬せ──」

　真名井が強く嚙かんだ唇くちびるからは、うっすらと血が滲にじんでいた。

「なに⁉　どうしたの？」

「……夢路さんから連絡がありました。華ヶ瀬達が、レブルバハトを狩かりはじめたんです。くそっ、どうして──」

「だけど……お姉ちゃんは、粘ねん液えきで人を融とかせるんでしょ？　そんなに焦あせることは……」

「華ヶ瀬は……うちの研究所から、レブルバハトに対抗する抗こう生せい物質を持ち出しているんです。今のあいつに、レブルバハトの力は通用しません」

　悔くやしげな真名井の言葉を聞くや、冬華は反射的に爆発の地点へ向けて駆け出していた。

「あ！　待ってください！　向こうは危険です！」

　座り込んだままの真名井が失言に気付いた時には、もう冬華の脚は加速に入っている。

　──行ったところで、自分にできることはないとも思った。しかしそんな理性は、感情によってたやすく吹き飛んでしまう。

　姉の美春は、確かにレブルバハトの中にいた。レブルバハトが殺されるということは──その姉が害されることと同義でもある。

　じっとしていられる道どう理りはなかった。

　無人に近かった中華街の道には、爆発音が響いてすぐ、ぞろぞろと住人があらわれはじめた。どの顔も寝起きのものではなく、手には武器を携たずさえた者も多い。

　彼らは皆、冬華と同じ方向に向けて駆けはじめていた。

　冬ふゆ華かはここが安全だといった真ま名な井いの言葉に改めて納なつ得とくした。彼らの全すべてが、華かヶが瀬せ派に対抗できる勢力らしい。

　ちょうど目の前の古書店から、木刀ほどの長さの棒を持った細身の青年が飛び出してきた。しかし動きからして、明らかに腰がひけている。見た目も細く、大した戦力には見えない。

「借りますっ！」

「え？」

　素人しろうとと判断して、冬華はその手から得え物ものをかすめとった。

　青年はただ、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　真名井の呼び止める声は、遠く背後にも聞こえなかった。







　下水道の奥深く──

　華ヶ瀬清きよ元もとの視界は、不意の轟ごう音おんの後で暗転した。

　内部が崩くずれた瞬間、華ヶ瀬は秘書の指摘を思い出した。

『爆発の危険がある』──しかし、その可能性は全くない。彼女の指摘した可能性は将来のことであり、液体窒ちつ素そが可か燃ねん性せいの液体酸素へと変わるには、それなりの期間が必要だった。

　しかし、現実に『爆発』は起きた。

　下水道に入った直後から鉄の鎧よろいを身にまとっていた華ヶ瀬は、崩ほう落らくの瞬間に鉄てつ条じようを伸ばし、鉄の籠かごで周囲の部下達を庇かばった。

　それでも三人ほどは間に合わず、コンクリの塊かたまりに叩たたき潰つぶされる。一いつ緒しよに潰れた液体窒素と酸素ボンベが破は裂れつ、爆発し、その破片を受けた残りの部下達もまた、血に塗まみれて倒れ伏した。

　部下達の血ち溜だまりは、闇やみの中に黒く沈んで見えた。

　華ヶ瀬はゴキブリじみた黒い甲かつ冑ちゆうの複ふく眼がんに、紅あかく暗い光を籠こもらせた。

　ただの一瞬で、一人になった。

　下水道に潜もぐった華ヶ瀬とその部下数人は、崩落の寸すん前ぜんまで、液体窒素を振りまきながらの行進を進めていた。

　襲ってくるネズミや粘ねん液えきを凍こおらせ、ここまでは順調に来た。しかしレブルバハトは、ネズミに爆薬でも準備させていたらしい。祭さい夏か老ろうに連なる者達の紅あか街まちには、物ぶつ騒そうな物がいくらもある。

　敵を融とかせないと知ったレブルバハトは、いよいよその手段を選ばなくなったらしい。

　破片を受けた部下達の中には、まだ息のある者もいた。しかし、とても戦力にはならない。

　彼らを見殺しにしてでも、レブルバハトに逃げる時間を与えるわけにはいかなかった。

「──パナンゾロンの力──これからが、真しん骨こつ頂ちようだ」

　低く呟つぶやき、華ヶ瀬は指先から瓦が礫れきに鉄条を差し込んだ。

　唯ゆい一いつ残った華ヶ瀬の黒い甲冑は、背の部分がラクダのように膨ふくれていた。

　甲かつ冑ちゆうは身体からだを覆おおうばかりではない。背に負った液体窒ちつ素そ、酸素ボンベ、そして肝かん心じんの『抗こう生せい物質』を含んだタンクが、その中に庇おおわれていた。

　華かヶが瀬せは、頭上の瓦が礫れきの隙すき間まに突っ込んだ鉄てつ条じようを跳はねさせた。

　潜もぐる前に、華ヶ瀬は滅めつ多たに打たない〝興奮剤〟をも打ってきた。少々頭に血が昇り気味にはなるが、その効果は絶大で、通常より遥はるかに強力な能力を存分に使える。ただし後日の反動もすさまじい上に、常用すると寿じゆ命みようを縮ちぢめる。

　華ヶ瀬が放った鉄条は枝えだ別わかれして、瓦礫の山を力任せに崩くずしていった。

　ぽっかりと開いた空に、半月が煌こう々こうと浮いていた。

　華ヶ瀬の紅あかい複ふく眼がんには、月が自分を嘲あざ笑わらっているように見えた。

「レブルバハト──何ど処こにいる」

　猫ネコが唸うなるように喉のどを鳴らし、華ヶ瀬は鉄に覆われた両手を振り回した。腕ほどに太い鉄条が複数生まれ、目の前の瓦礫を空中へと放る。下水道の道が再び現れると、華ヶ瀬はその先へ歩を進めた。

　降りかかる粘ねん液えきは、その身体に何の効果も及ぼさなかった。

　ネズミ達が最後の抵てい抗こうとばかりに飛びついてくる。

　華ヶ瀬の身体はその一瞬だけ、針はりねずみのように細い棘とげを周囲へ無数に張り、ネズミ達を貫いた。

　針が引っ込むと、支えを失ったネズミ達は、ぼとりとその場に落ちた。

　華ヶ瀬の虫に似たシルエットは、ネズミの死体を踏みつけながら、迷めい宮きゆうの奥へ奥へと歩んでいった。







　午前四時。

　夜明けも近い冬ふゆ華かのマンションの前に、一台のライトバンが停車していた。

　助手席には細い眼めの長身、運転席には五分刈りの太い男の姿がある。

　どちらも座席を限界まで倒し、背を伸ばして寝そべっていた。運転席の男にいたっては、鼾いびきをかいて心地良さそうに眠っている。

　助手席の週刊誌記者、原はらは、その悩みのない寝顔を眺めて舌打ちをした。

「あーあ、外がい泊はくか。しかしこりゃ、何処に泊まってんのか──気になるねぇ」

　暗い眼に、嫌いや味みの強い笑みが浮く。

　昨日の晩に、原はこの場所で新人女優からの『暴行』を受けた。ここに張り込んだのは、連続で原を見た冬華がどんな反応をするか、それを見るためである。

　なお怒って暴行してくるようなら、『ネズミ』に食い荒らされたフィルムの代だい替たい品ひんができる。

　もし謝罪してくるようなら、それを弱みとして握ることもできる。

　現実的には無視を決め込まれることを予測しつつ、しかし原はらは冬ふゆ華かに、まだちょっかいを出すつもりでいた。

　それはある面でいじめっ子の心理にも近いが、彼が冬華を追い回す理由は、もう一つある。

　水みず本もと冬華は、真ま名な井い製薬とのつながりを原に予感させた。追い続ければ、そのうち何かがひっかかる──これは原の、記者としての勘かんだった。

「ん──あ、原さん。あの女、帰りましたぁ？」

　運転席の猪い崎ざきが目を覚ました。

「いーや。外がい泊はくだろう。何ど処こに泊まってるかねぇ……」

「あの女、こっちには親しん戚せきいないですよね。ひょっとして、誰だれか共演者んとこじゃないですか？　手のはやい奴やつがいるでしょう？」

「ま、じっくり調べさせてもらうさ」

　原は呟つぶやいて、煙草タバコに火をつけた。

「コンビニで朝飯、買ってきましょうか？」

「いいよ。まだそんな時間じゃねえ」

　原は首筋に、ふと疼うずきを感じた。

　そこには先夜、ネズミに嚙かまれた傷がある。病院では経過を見ると言われたが、しばらくは猪崎と二人、細菌を殺す抗こう生せい物質を飲み続ける生活になる予定だった。

　件くだんのネズミ達は、編集長がネズミ駆除に連絡を入れる前に、すっかり姿を消していた。まるで暗室を荒らすことだけが目的だったようにも思える。

　原は、先夜の情景を思い出した。

　気のせいか──暗室のネズミ達は、冬華のネガに集中して群がっていたように見えた。

　また一方で、原はネズミ達の姿に、自分と共通するものを感じてもいた。

　小娘を一人── 食い物にして、ネタを狙ねらっている。

　いってみれば原は、水本冬華に群がる性質たちの悪いネズミともいえた。そのことは自覚してもいる。

　仕事をやめるつもりはないが……ネズミ達の姿を見た時、原の中には仕事への嫌けん悪お感かんがふと湧わいた。

　それはもちろん、直接的にはネズミ達そのものへ抱いた感情だったが──ネズミ達に自分の姿を投影してしまった原は、その嫌悪を自分にまでも向けつつあった。

　今日、ここへ来たのは──

　原は自問した。

　まさかとは思ったが、自分が冬華に謝りたかった可能性を考えた。

　そんなことはありえないと自分でも思うし、また実際に冬華と会っても、決してそんなことはしないだろう。

　しかし、潜せん在ざい的てきな部分では、妙なしこりを感じているのもまた事実だった。

　──轟ごう音おん。

　唐とう突とつな地響きが、原はらの思し考こうを中断させた。

　シートを起こし、慌あわてて周囲の空を見回す。轟音は付近の建物に反響して、確かな方角を摑つかませない。

「おい、今の」

「もち、聞こえましたよ。どっちですかね？」

　目覚めた猪い崎ざきは応こたえながら、はやくもハンドルに手をかけ、窓の外をのぞいていた。本物のスクープは、こうした時に手に入る。

　原はまだ暗い夜空に眼めを凝こらした。

　道の彼方かなた──紅あか街まち中華街の方角に、一瞬だけ、低い煙のようなものが揺らいだように見えた。暗くて判然とはしないが、賭かけのつもりで指示を出す。

「おい、海側だ。紅街の方まわれ」

「はい！」

　猪崎がアクセルを踏み込む。

　渋じゆう滞たいのない夜の街を、車は一散に走っていった。







　冬ふゆ華かが到着した爆発地点には、もう住民達の人だかりが出来ていた。

　下水道の天てん井じようが崩くずれたらしく、道の中央が陥かん没ぼつして、深い口をあけている。

　奈な落らくにも続こうかというその穴の前には、作さ務む衣えの男が立っていた。

「入るんじゃねぇぞー。無む駄だ死じにだからなー」

　寝ね惚ぼけた声で欠伸あくび交じりに声を張り上げ、夢ゆめ路じは鉄てつ拵ごしらえの煙管キセルで自らの肩を軽く叩たたいている。

「夢路さん！　これ、どういうことよ？」

　人込みをかき分け、冬華は夢路の傍そばに寄った。すぐ脇わきには、首輪を嵌はめた娘がマネキンのように佇たたずんでいた。ブラウスにロングスカートのいでたちは清せい楚そだが、首輪だけがやはり異い彩さいを放っている。

「お。冬華か。無事でなによりだが、ここはすっこんでろ。

　異い能のう者しやのこいつらでも話になんねぇのに、一般人のお前なんざ邪じや魔まなだけだ」

　冷たく言い放ち、夢路は陥没した穴に視線を送った。

「さすがに深ふけぇな……復旧工事が骨だぜ、こりゃあ」

「誤ご魔ま化かさないで！　お姉ちゃんは──レブルバハトは大丈夫なの⁉」

　肩を上下させる冬華の声は、必死だった。

「あん……？　そうか、お前はあいつの味方か──まぁ、気持ちはわからんでもないがね」

　首輪の娘が、夢ゆめ路じの脇わきに寄より添そった。

「夢路様。華かヶが瀬せに追われたレブルバハトが、上へとあがってきます。あちらです」

　詩し乃のが指差した方向に、すぐさま冬ふゆ華かは走った。その後に続くようにして、中華街の道どう士し達も駆けていく。

「……馬ば鹿か。あいつらに教えんなよ」

　夢路が疲れたように息を吐はいた。

　詩乃は顔色も変えず、声のトーンを低く低く落とし──

「──間違えました。あちらです」

　冬華達が走ったのとは、正反対の方向を指差し直した。

　夢路は、しばらくの間を置いてから肩を揺すって笑う。

「よくやった」

　そういって、詩乃の頭を撫なでまわした。

　詩乃はごくわずかに、口許に嬉うれしげな微笑を浮かべる。わずかすぎて、それは他人の眼めには笑顔とは映らない。

「さてと、ここは俺おれの出で番ばんだ。お前はここにいろ」

　夢路の呟つぶやきに、詩乃はゆっくり頷うなずいた。

「お気をつけて。すぐに上がって参ります」

「まぁ、俺は大たい概がいのことには平気だがね」

　にやりと笑って、翁おきな居い夢路は懐ふところ手でに歩き出した。

　その先で、アスファルトの道路が隆りゆう起きする。

　道の一部が丸く、水に濡ぬれた和紙を破るようにして融とけだした。

　青い色の巨大な心臓が、鼓こ動どうを繰り返しながら地上へその頭をあらわす。

　背後の異変に気付いた冬華は、そこで初めて、詩乃に謀たばかられたことに気付いた。唇くちびるを嚙かんでも、後の祭りである。

　夢路はレブルバハトの姿を確認するや、その作さ務む衣えの上着を脱ぎ捨てた。

　振り返った冬華の眼に、その背が月光を反射して白く映える。

　背の一面に、奇妙な生物の〝顔〟が浮いていた。

　縦横に並んだ数十の眼を瞑つぶり、上下左右に牙きばののぞく唇を硬かたく引き結んでいる。

　鼻はなく、顔の輪りん郭かくは完全な円形で、その周りに水すい滴てきが跳はねたような傷があった。

　閉じた全すべての瞼まぶたの上には、それぞれ読めない文字が刻んである。

　色がないために刺青いれずみには見えない。遠目に見えるそれらは、まるで背に彫ほられた彫刻のような印象を冬華に抱かせた。

　異質さに吞のまれて、冬華はその場に立ち止まる。周りの中華街の人間達は、地上に浮かびでてくるレブルバハトの心臓を見て、その脚を停とめていた。

　逃げる気はなく、しかし近づくにも迷いがある──彼らのそんな心境が、冬ふゆ華かには手にとるように感じられた。

　夢ゆめ路じは散歩のような軽い足取りで、ひょいひょいとレブルバハトの『本体』に近づいていった。

　青く発光する巨大な心臓は、粘ねん液えきを滴したたらせながら、その体を道路の脇わきに転ころがした。

　冬華は姉の裸はだかをさらされたような気がして、胸に痛みを憶おぼえた。

「よう、墓はか守もり──そろそろ、終わりにしたらどうだ？」

　夢路は子供に語りかけるようにそう言って、その心臓に手をあてた。

「お前が今、望みさえすれば、俺おれに寄き生せいした封ふう印いんの鬼き神しんの慈じ悲ひが降りる。別の異い界かいへ渡ることもできるだろう。そこが、お前にとっていい場所かどうかはわからんが──ここに残れば、間違いなく狩かられるぞ」

　夢路はそう言って、犬でも撫なでるようにレブルバハトの表面を撫でた。

『──まだ、華かヶが瀬せが残っているの』

　それは美み春はるの声だった。

　冬華は敏びん感かんに聞き咎とがめたが、その厳きびしい声に、近寄りがたいものを感じて動けない。

「水みず本もと美春か……いい加か減げんに、レブルバハトを解放しろよ。このままじゃこいつ、ここで死ぬことになる」

　心臓が震ふるえた。

　それは怯おびえではなく、夢路の言葉に対する拒きよ絶ぜつの震えだった。

『意味がないわ──一つになって、わかったの』

　美春の声が空くう虚きよに響いた。

『この子は……レブルバハトは、自分が死のうが生きようが、それすらもどうだっていい子なの。生き残るために戦うこともなければ、相手を殺すために戦うこともない。ただ、私の願いをきいてくれる──怒らない。哀かなしまない。喜ばない。楽しまない。この子は、ただここにいるだけ。だから、あなたのお誘さそいには乗らない』

「……ちっ。勝かつ手てにしろ」

　夢路は頭をがりがりと引っかいた。

　レブルバハトが融とけ出た穴から、一筋の鉄てつ条じようが伸びた。

　鉄条はピッケルのように道路に突き立ち、すぐに縮ちぢみはじめる。

　穴から引きずられるようにして、黒い怪かい物ぶつが顔を出した。

　ゴキブリのような外見と装そう甲こうに、蜥蜴とかげの口、紅あかい複ふく眼がん──

「やっと、見つけた──」

　低い声で、怪物は呟つぶやいた。外見よりも、その声こわ音ねに籠こめられた暗い狂きよう気きに、冬華の背筋は粟あわ立だった。

「華かヶが瀬せか、お前もそろそろあきらめろや。しつこいと嫌われるぜ」

　睨にらみを利かせる夢ゆめ路じに、黒い怪かい物ぶつは肩らしき部分を軽くすくめて見せた。

「冗じよう談だんじゃない。夢路さんこそ、邪じや魔まをしないでいただきます。十一年前に数百の同どう胞ほうを奪うばったこの神しん群ぐんに、こっちはまた、二十人近く殺されたんです。やっと──やっと、ここまで追いつめた……」

　その口から透明な液体が噴ふん射しやされた。それは鎧よろいの中に背負ったタンクから、鉄の口を経て放たれた『抗こう生せい物質』だったが、冬ふゆ華かの眼めには水鉄砲としか映らない。

　水流は、レブルバハトの心臓を直撃した。

　鼓こ動どうが苦しげに速さを増す。

「華ヶ瀬、やめろ！　間違ってこれ以上に進化させたら、本当に手におえなくなるぞ！」

「だからその前に、こいつを殺すんですよ。レブルバハトの悪あく夢むは、ここで絶対に終わらせます！」

　中華街の道どう士し達から非難の声があがった。早口であったり中国語であったりで、何を言っているのかは冬華に理解できなかったが、彼らの赤みを帯びた顔色から、少なくとも怒りの強さだけは把は握あくできる。

「やかましい。殺されたくなかったら、そこにじっとして……」

　華ヶ瀬の言葉が終わる前に、夢路が声を張った。

「おい、黙っとけ！　お前らじゃ華ヶ瀬に殺されるだけだ！」

　中華街の人々は、悔くやしげに沈ちん黙もくした。その態度は、華ヶ瀬への不満より、夢路への敬意が強いことをうかがわせる。

「レブルバハト……やっと……やっと……」

　怪物の声に、冬華は恐きよう怖ふと哀れみを同時に感じた。

　夢路が名を呼んだことで、中に入っているのが、自分をつけ狙ねらっていた『華ヶ瀬』らしいとはわかった。

　初めて聴いたその声は、力強く狂きよう暴ぼうで──そして予想外に、哀かなしげだった。

　しかし『レブルバハト』を害そうとするのを、冬華は手をこまねいて見ているわけにはいかない。

　今のレブルバハトの中には、姉の意識が残っている。地下で決けつ別べつはしたが、それは決して、姉を見捨てたわけではない。

　レブルバハトの『力』は、抗生物質を飲んだ華ヶ瀬に通用しない──真ま名な井いはそう言っていた。

　詩し乃のの謀たばかりにあって距離は離れていたが、冬華はむしろ、それを好機ととった。相手の意識は、レブルバハトと夢路にしか向いていない。

　冬華はかっぱらった棒を構えて、すり足に人込みの前へ出た。まだ夜は明けていない。暗がりの中では、冬ふゆ華かの動きを注視する者もほとんどいなかった。

　手にした棒で叩たたいても、女である自分の筋力では、その効果はたかが知れている。

　行動に迷った冬華が見守る中、レブルバハトの心臓が、一ひと際きわ大きく躍やく動どうした。

　器官もない表面から、苦しげに大量の粘ねん液えきを吐はき出す。

　その様子に居たたまれなくなり、冬華は考えもまとまらないまま飛び出した。

「墓はか守もり。まだ間に合うぞ、俺おれの中のシャパニアに……」

　呼びかけた夢ゆめ路じは、その視界に闇やみから飛び出す冬華を捉とらえた。

「馬ば鹿か！　来んなって！」

　夢路を無視した冬華は、レブルバハトを庇かばうように、その前に立った。

　黒い怪かい物ぶつの複ふく眼がんが、いくつも冬華の像を映す。

「──水みず本もとの妹、か。いまさら用はない。死にたくなかったら、どいていろ」

　冬華は足を震ふるわせながら、それでも気き丈じように華かヶが瀬せの異い形ぎようを睨にらんだ。

『冬華、いいからどいてなさい！　あなたにどうこうできる相手じゃないんだから』

　姉の声が、か細く背後に聞こえた。

　冬華は口の端で笑った。

　いつも守られてばかりだった。

　姉にも、真ま名な井いにも──時代劇の『宗むな方かた玲れい』ですら、主役に護まもられる立場に過ぎない。

　何かを守る立場に立ったのは、初めてのことだった。

　剣道の道場に、最初に立った頃ころのことを思い出した。ある晩、中学生だった姉が泣いていたことがあった。その理由はとうとうわからなかったが、その時に、いつか姉を守れるようになりたいと思った。

　冬華の心の底には、そのことがずっと残っている。しかし結局、生きている頃の姉を守ることはできなかった。それどころか──死後にまで、守られてばかりである。

『冬華、どきなさい。私は、もう──』

「お姉ちゃん」

　冬華は華ヶ瀬を睨みつつ、口許に微笑を浮かべた。

「見守っていてくれるって、さっき約束したばっかでしょ。また破る気？」

　美み春はるは、苦しげに沈ちん黙もくした。

　華ヶ瀬は蜥蜴とかげに似た黒い口を広げた。その奥には、液体窒ちつ素そを貯ためたボンベが内在している。

　冬華は構えから打ち込むふりをして、開いた口にめがけ、手にした棒を投げつけた。

　誠せい二じから聴いた話では、異い相そうはただの鎧よろいのはずだった。口の中には、『人間』の頭がある──そう睨んでの攻撃だった。

　直線的に疾はしった木の棒は、あやまたずに華ヶ瀬の喉のどの奥に突き刺さる。

　華ヶ瀬はわずかに身を揺らし、蹈鞴たたらを踏んだ。しかし一回り大きな怪物の喉は、内部の華ヶ瀬の『頭上』にあたる。致ち命めい傷しようには程遠い。

　その棒の柄つか尻じりに──レブルバハトの粘ねん液えきが一筋、つながっていた。

　冬ふゆ華かの背後から、レブルバハトが飛び上がった。

　糸にひかれるように、その体が水分へと転じ、華かヶが瀬せの口中へと殺さつ到とうする。

「なっ……がぼっ……ごぼぼっ！」

　その液体としての重量に、黒い怪かい物ぶつはたやすく倒れ込む。

　粘液は華ヶ瀬の酸素ボンベの隙すき間まから、口と鼻へ入り込み、その肺までを隈くまなく満たしていった。

　冬華は呆ぼう然ぜんと、その光景を見守った。

　レブルバハトの巨大な心臓は、すぐに華ヶ瀬の全体を内部からも包み込んだ。当然のごとく、その中では一切の呼吸ができないはずだった。

　液体に包まれた華ヶ瀬からは、もはや呻うめき声すら聞こえない。

　もがくその手足が不規則に伸び、太い鉄てつ条じようが粘液の中から飛び出した。

　めったやたらに振り回された鉄条によって、周囲の建物は傷つき、割れたガラス窓が四し散さんする。

「おい！　危ねぇぞ！　離れろ！」

　夢ゆめ路じの大だい音おん声じようで我に返り、冬華は鉄条の射しや程ていから抜けようとした。

　その足が粘液の飛沫しぶきに滑すべり、バランスを失う。不ふ覚かくを思う間もなく、冬華はその場に倒れ伏していた。

　転ころんだ冬華めがけて、乱撃と化した華ヶ瀬の鉄条が伸びる。

　冬華は視界の端でそれを目にし、咄とつ嗟さに眼めを瞑つぶった。

　衝しよう撃げきは予想通りのタイミングでやって来た。

　大きなものが身体からだを叩たたき、その勢いで冬華は瓦が礫れきの上を転がった。

　──痛みは、不思議と薄かった。

　恐おそる恐おそる眼をあける。

　真っ赤な血が、視界いっぱいに広がっていた。

　──視界いっぱいに。

　冬華は自分の眼を疑った。

　自分の血ではない。血を滲にじませた『他人』の身体が、目の前にあった。

　義足の片足がもげて、目の前に転がっていた。

　全身が裂けていた。脇わき腹ばらや胸はもとより、鋭く走った鉄条の痕あとは、肩口から腿ももまでを深く切り裂いている。

　外はずれかけた眼鏡メガネの奥からは、優やさしい眼まな差ざしが冬華を見つめていた。

「──ご無事ですか……？」

　青年の顔をした中年男は、血の目立つ微笑で問いかけてきた。

「や……やだ……やだ」

　冬ふゆ華かは血を浴びた両手で、自らの口許を覆おおった。鉄てつ錆さびの匂においが鋭く鼻び腔こうをつく。それは明らかな死の匂いだった。

　真ま名な井いは手を伸ばし、そっと冬華の頰ほおを撫なでた。

「血が……ついちゃいましたね。せっかく、奇き麗れいな顔なのに……」

　呟つぶやきながら、真名井の口からは紅あかい血の泡あわが溢あふれはじめていた。

　その顔は血の気を失い、蒼そう白はくに転じている。白い肌はだに飛び散った血の紅さが、余よ計けいに際きわ立だって映えた。

　背後に、液体に包まれたボンベが爆発する音が響いた。振り返ると、液体窒ちつ素そに凍こおらされたレブルバハトの粘ねん液えきと、その中に彫ちよう像ぞうのように閉じ込められた華かヶが瀬せの姿があった。

　周囲に散っていた粘液の残り滓かすは、その死を確認し、地の底へと沈むように消えていった。

　冬華は視線を転じ、朱あけに染まった真名井の体に取り縋すがった。

「やだ、死んじゃやだよ！　いま、救急車呼ぶから！」

　微笑の真名井は頷うなずいて、冬華の頰についた血を掌てのひらで拭ぬぐった。血ち塗まみれの掌で拭った頰には、凄せい惨さんに血がこびりつく。

　その血を洗うように、冬華の眸ひとみから滴しずくが流れた。

「……まいったな……泣かないでくださいよ」

　真名井はあくまで、微笑を浮かべていた。

「泣かしたくなかったら、勝かつ手てに死なないでよ！」

　冬華は叫びながらＹシャツを脱ぎ、真名井の脇わき腹ばら、もっとも大きな傷口にあて、血止めにした。白いＹシャツは、たちまち紅く──そして次第に黒く染まっていく。下着だけの格かつ好こうにも頓とん着ちやくせず、冬華は必死に傷口を抑おさえ続けた。

　溢れる血は、止まらない。

「なんで……なんで、こんなことまでして、私のこと助けてくれるの⁉　私、真名井さんに何かしてあげた⁉　意地悪しただけじゃない！　お姉ちゃんが死んだの、真名井さんのせいにしたり、来てくれたのに会わなかったり、それから、それから……」

　真名井は微かすかに眉まゆを歪ゆがめ、冬華の涙を指先で拭ふいた。

「──約束、したんですよね。美み春はるさんと」

「……え？」

「冬華さんを守ってくれ、って──」

　真名井は、満面の笑みで笑った。

「……守れましたから、これでいいんです。冬華さんが、無事で──」

　心音が停とまっていた。

　血に染まったその笑顔に、死の静せい謐ひつが訪れる。

　脱ぎ捨てた作さ務む衣えを羽は織おり直した夢ゆめ路じが、背後から冬ふゆ華かの頭をくしゃりと撫なでた。

　少女の慟どう哭こくが、まだ夜の明けない街まちに木こ霊だました。







　住民の人込みから少し離れた土産みやげ物もの屋やの陰かげに、二人の部外者の姿があった。

　巨大な心臓が水になって、ゴキブリのお化ばけを包み殺した──その一部始し終じゆうを、その二人、原はらと猪い崎ざきは眺めていた。

　その後、どうしたわけかゴキブリは氷こおり漬づけになり、動きを止めている。

　部外者は双そう方ほうともに、しばらく絶句していた。

　二人はまた、騒ぎの中央にいる意い外がいな人物にも気付いている。

「──見たか？　今の」

「す、すみません。写真、撮り忘れました……」

「馬ば鹿か」

　ぱかん、と軽く、原は猪崎の頭に拳こぶしをいれた。

　二人が見守る前で、少女が取り縋すがった男の死体に、一匹のネズミが嚙かみついていた。泣き崩くずれる少女は、それに気付かない。

「あれ──水みず本もとだよな？」

「だと、思います」

「何やってると思う？」

「……そりゃ、泣いてるんでしょ」

　猪崎はようやくにカメラを取り出した。被写体は複数ある。壊こわれた道路、陥かん没ぼつした下水道もだが、なによりまずは『黒い人間大のゴキブリ』を思わせる氷漬けの死体と、ブラジャー姿で泣き崩れる水本冬華だった。

　その二つの取り合わせは、実際にファインダーを覗のぞいても、合成写真にしか見えない。

　シャッターをきる寸すん前ぜんで、レンズの視界が何者かに遮さえぎられる。

　真正面に立ったのは、ブラウスにロングスカート姿の、首輪を嵌はめた娘だった。

「ちょっと嬢じようちゃん、どいてくれよ」

　ようやく決まった構図を乱されて、猪崎は腹立たしげに言った。

「写真はご遠えん慮りよください。少なくとも、今は」

　首輪の娘は静かな透すき通った声で、しかし厳きびしく呟つぶやいた。

「俺おれ達が何撮ろうと、あんたにゃ関係ないだろうが」

　原は顔だけは笑って、娘の肩を押した。その手が空をきり、次の瞬間、合あい気き道どうの要領で身体からだが宙を舞う。

　尻しりで着地させられた原はらは、険けわしく娘を睨にらんだ。

「てっ……おい、なにすんだ！　あぶねぇじゃねぇか！」

「今ここでフラッシュをたいたら、危ないではすみません。私は親切心で言っているつもりですが」

　抜ぬけ抜ぬけと娘は応こたえた。

　その背後に灰色の作さ務む衣えを着た男が立った。男の出現で、原と猪い崎ざきの態度は眼めにみえて軟なん化かする。

「あぁ、この娘さん、あんたの彼女かい？　ちょっとどいてもらっていいかな？」

　そういった猪崎に向けて、男は険しい睨みを利かせる。

　その眼に籠こもった得え体たいの知れない深い色に気付き、原は開きかけた口を閉ざした。

「お前ら、この街まちの人間じゃねぇな。はやいとこ帰りな」

　ぶっきらぼうな口調だった。

「ちょっとあんた、そりゃ……」

　抵てい抗こうしかけた猪崎の肩を、原は幾分か強めに叩たたいた。

「すんませんね。そいじゃ、お言葉にしたがって」

「ちょ、ちょっと原さん！　こんないいネタっ……」

「うるせぇ。いいんだよ」

　原は泣き続ける冬ふゆ華かを、横目に眺めて言った。

「──俺おれたちゃタチの悪いネズミだが、まだ処分されたかない」

「しょ、処分？」

　猪崎の声が裏返った。

　危険を察さつ知ちして退ひき際ぎわを知らなければ、やっていけない仕事である。

「ここはそういう場所なんだろうさ。行くぞ」

　原は猪崎の背を叩き、その場を後にした。







　野や次じ馬うまじみた二人組を見送ってから、夢ゆめ路じは深く長い溜ため息いきを吐ついた。

「立ち直れますか？」

　詩し乃のが低く問いかけた。

「……大丈夫だろう。あぁ見えて、芯しんは強そうだし……立ち直ってもらわねぇと困る」

「冬華さんは立ち直れます。私が心配しているのは、夢路様のことです」

　詩乃はきっぱりと言い放った。夢路は軽く眼をしばたたかせてから、ひょいと肩をすくめた。

「今まで俺が、何人の死しに際ぎわに立ち会って来たと思う？　百や二百じゃないぜ」

「そのたびに、夢路様は落ち込んでらっしゃいます。傍はたからはわからないように、内側に深く──ですから、余よ計けいに不安です」

　詩し乃のに言われて、夢ゆめ路じは空くう虚きよに笑った。

「俺おれは大丈夫だよ。だが誠せい二じに伝えてやらにゃならん。気が重いな」

「私が参りましょうか？」

「いや、俺が言う。俺の仕事だ」

　夢路の言葉に頷うなずき、それから詩乃はぽつりと呟つぶやいた。

「冬ふゆ華かさんには、真実は伝えなくてよろしいのですね？」

「真実？」

　詩乃の問いに、夢路は反問した。

「美み春はるさんが、キャラバンに関かかわる大勢の人間を『殺そう』としたこと。それを真ま名な井いさんが止めて『殺した』こと。十一年前に起きた、父親の事件のこと──あの子の周りの人間は、どう言いつくろうと、みな『殺人者』か『未み遂すい犯はん』です」

「あの娘にとって、その真実に何の意味がある？」

　夢路は背を向けた。詩乃の眼めには、それが痛い背中として映った。

「バラさない方がいい秘密ってのがあるもんさ。時期が来て知ることになるならともかく、今は絶対にだめだ。

　水みず本もと美春は事故で死んだ。それでいい。真名井だって、そう言うはずだ」

　夢路は小こ刻きざみに首を振った。

「そうおっしゃると、思いました」

　頷いた詩乃は、その背に付き従った。

　二人は、中華街の外に向けて歩き出した。

　冬華については、街まちの顔役の黄こう亮りよう老人に、落ち着いたら店に送るよう頼んである。その後は、しばらく一人にしておいた方がよいと夢路は思った。

　東の空が、徐じよ々じよに明けつつある。

　明るさを増していく空の色は、今日一日のはじまりを祝福しているようだった。それが頭にきて、夢路は路ろ傍ぼうに唾つばを吐はく。

　街の外周に辿たどり着くと、そこにはさきほど会ったばかりの男がいた。

　ライトバンのドアにもたれて、ぼうっと煙草タバコをふかしている。

　夢路と詩乃は、無言のままにその脇わきを通り過ぎた。

　背後から、名も知らない男の声が飛んだ。

「なぁ」

　夢路は律りち義ぎに振り返った。

　細い目の男は、にやけた顔に皮ひ肉にくの色を浮かべた。

「あんたも──さっきのあいつらと同じ、化け物なのかい？」

「さぁ、な」

　呟つぶやいて、翁おきな居い夢ゆめ路じはまた背を向けた。
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　約束は約束だ。

　後で会わせてあげようと、私は言ったからね──




　性別の知れない中性的な声に、真ま名な井い紳しん士しは眠りを覚まされた。

　そこは、上下も左右も知れない世界だった。

　広いのか狭いのかさえ判然としない。それどころか、身体からだの感覚そのものが希き薄はくだった。

　母親に抱かれるような安心に包まれて、真名井は目を開けた。

　正面には、死んだはずの水みず本もと美み春はるがいた。

　柔らかに微笑して、真名井を見つめている。

『美春さん？　ここは……』

『レブルバハトの中。でも、もうすぐ終わっちゃう』

　美春はさばけた口調で呟つぶやいた。

『ほら、私がつくった抗こう生せい物質あったでしょ？　あれが効いちゃってるの。本体に打ち込まれちゃったから、私たちの意識はもう、後少ししかもたないわ。レブルバハト自身は、何日か後に効果がきれたら復活するかもしれないけど──私たちの意識は、その間に消えちゃうと思う』

　真名井は存在しない脳で状況を理解した。

『あの華かヶが瀬せの抗こう生せい物質……わざと、受けませんでした？』

　美み春はるは小首を傾かしげてみせた。

『どうしてそう思うの？』

『レブルバハトがいると、今後も冬ふゆ華かさんに、迷めい惑わくが及びかねません。華ヶ瀬を始し末まつできたら、消えるつもりだったんでしょう？』

『どうでもいいわ、もう。やることはやったし、もうできることもないし──』

『そうですね──』

『うん。残念ね。せっかく、一いつ緒しよになれたのに』

　美春は真ま名な井いの意識を抱きしめた。

　その耳元で、ゆっくりと囁ささやく。

『ありがとう──あの子を、守ってくれて』

『……約束でしたから』

　真名井は応こたえて、存在しない美春の頰ほおに、存在しない掌てのひらを添そえた。

『ごめんなさい。その約束のせいで、あなたまで死んじゃった』

　真名井は首を横に振った。

『いいですよ。僕は、美春さんのことが好きでしたから』

　美春は嬉うれしげに微笑した。

『やっと言えました。こんな状態ですけれどね』

　真名井も笑った。

　墓はか守もりの粘ねん液えきに封じられた二人の意識は、土に染しみて下水の流れに合流した。

『実は知ってたの。だからあなたにあの子のこと、お願いしちゃった。絶対、守ってくれるって思ったから』

『そうでしたか』

『怒らない？』

『……それでも好きだって言ったら、笑ってくれますか』

　美春は笑った。嫌な笑みではない。

『こんないい男だって知ってたら、もうちょっと前に手ぇつけとくんだったわ』

『今からでも、遅おそくないと思いますけれど』

『そう──そうね』

　美春と真名井は、その意識を重ねあった。

　二つの意識は眠るように融とけ合い──

　そして、流れの末に大海に吞のみ込まれ、四方の海へ散っていった。




　後にはただ、潮風が吹いている。







電子書籍版　あとがき




　鼠達の狂宴、というサブタイトルをつけた時、なんとなく脳裏をよぎっていたのは『レミングス』というゲームのことでした。

　作者と近い世代ならご存知の方が多いかと思うのですが、歩き続ける大量の「レミング」というキャラクター達に指示を出しつつ、出口まで導くゲームです。

　ほうっておくと次々に崖から落ちたり水に落ちて溺れたり罠にかかって殺されたりと、基本的に「何もしないとみんな死ぬ」という内容で、対処を間違えるとひたすら自殺していくレミング達をただ見守る羽目になります。

　そうならないように、「仲間達を反転させる壁役」として、一部のレミングを立ち止まらせたりもできるのですが――いざ仲間達が出口から次のステージへ進んでいくと、残された壁役のレミングはその場で爆発四散することに……仲間を助けた功労者に対するこの仕打ち、情け容赦ないにも程があります。

「仲間を助けるとそのキャラが死ぬ」、「でも何もしないとみんなが死ぬ」というハードな世界観に加え、ＣＭのキャッチコピーが「天国へ、行けるといいね」とかそんな感じに皮肉の利いた言葉で、もうどんな顔で遊んだらいいのかよくわからなくなる逸品でした。




　このゲームのモデルになったレミング（タビネズミ）には、たまに大量発生して集団移動する習性があるということで――当時の記憶では、「増えすぎた際、集団自殺をするネズミ」として有名でした。

　ゲームの内容もそのイメージにあわせたものでしたが、どうも実際には自殺しているわけではなく、移動の過程で一部が海や川に落ちてしまうことがあるという話らしく……要するに〝レミング＝自殺するネズミ〟というイメージは、世界的に広まってしまってしまった誤解らしいと数年後になって知りました。

　そもそもそれなりに泳ぎが達者なネズミだそうで、川や湖に「この距離ならイケる！」と思って入ったらうっかり遭難してしまっただけ、という解釈の方が有り得そうです。

　こういう話になると「人間も気づいていないだけで破滅に向かって云々」とか中二病的なノリで言いたくなるのですが、レミングの習性が誤解だったとなればそれもネズミに対して失礼な話で、今更のように平身低頭する次第です。




　さて、作中にはそのレミングこそ出てこないのですが、サブタイトルの「鼠達の狂宴」は、誤解に基づくほうのレミングと登場人物達をなぞらえてのものでした。

　意図的に自殺する人間は特にいないものの、華ヶ瀬も美春も紳士もその行動が自滅的で、その一方で守ろうとしているものもあって――と、そんな生き様がゲームの『レミングス』で仲間を助けた後に爆発するキャラクターと重なったのかもしれません。サブタイトルをつけた時にゲームのことが頭をよぎったのもそういう事情です。




　ところでネズミをモデルにしたキャラというと、黄色い電気鼠や浦安の支配者を筆頭に有名なものが多いのですが、大量発生という要素も再現したネズミキャラは、知っている範囲ではレミングスくらいしか思いつきません。

　ガ○バと仲間達はいい感じに無謀ですが数人ですし、とっとこ走る人達は割と大人数なもののそれぞれ個性が際だっているため、あまり〝大量発生〟という感じではなく……

　もちろん本物の鼠が大量発生する創作物としては、西村寿行先生の名作『滅びの笛』や、映画の『ファングス』『ラッツ』『ウィラード』など割と多いのですが、やはりマンホールの蓋を開けて一匹がちょろっと顔を出した直後、怒濤のように溢れ出す数万匹にも及ぶネズミの大群！　みたいな光景はネズミ物の醍醐味のような気がします。今作ではそんな場面を入れそびれた事が返す返すも残念でした。

　いつか大量発生したアルジャーノンに人類のインフラが脅かされるＳＦとかを、いかにもなＢ級テイストで書いてみたいような気がしないでもないのですが――自分がそれを書くと、事態を収拾するのはまず間違いなく「世界各地から集結した猫の傭兵部隊（報酬は鰹節）」とかになりそうなので、その時はお手数ですが担当さんに止めてもらえればと思います。




　それではまた、次巻にてお会いできることを祈りつつ――





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。これまでの著者近影が鳥＞犬ときて、次は猿だろうという一部の予想を覆すことに執念を燃やしてみましたが、後になって空しいだけと気づきました。反省してます。写真は庭を襲撃した謎の生命体。ただの狸にしては目つきが悪かったです。凄く。
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はぎやまさかげ

昭和五十二年生まれ。水瓶座のＢ型。主な栄養源は月餅。近ごろ関東方面へ引越し先を探索中。









電撃文庫






パラサイトムーンⅡ




鼠ねずみ達たちの狂きょう宴えん
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